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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　序章：冬の訪人






──曰く、生け贄もて我と契約を結びし者を我がもとに集めよと。

（詩篇二十章五節）








「──交戦許可をくだされ、お館さまドムナ！」

　初冬の道は霜しもと雪でひどくぬかるんでいた。平野を貫かん流りゆうする大河から立ち上る夜よ霧ぎりが、一帯を冷たく包み込んでいる。

　午前六時──この季節、まだ夜明け前の闇やみと静せい寂じやくが辺りを支配している時間であったが、今朝は少しばかり事情が違ちがった。蹄ひづめを鳴らして疾しつ走そうする六つの騎き影えいとそれを追うように爆ばく音おんを響ひびかせた同数のヘッドライトが、夜明け前の静けさを完全に破っていたのだ。鬱うつ蒼そうと茂しげる針葉樹の間で輝かがやいている光を馬上から振ふり返り、老人はもう一度怒ど鳴なった。

「このままでは追いつかれるのも時間の問題。奴やつらは、我らがここで食い止め申す。その間に、お館さまだけでもお逃にげくだされ！」

「お黙だまりなさい、アフメット！」

　愛馬の背にはすでに汗あせが玉を作っている。そこにさらに鞭むちを入れながら、バビロン伯はくは忠実な老家令を一いつ喝かつした。夜明け前の青みがかった大気の中、真っ白な息とともに叫さけぶ。

「私はそなたたちの誰だれ一人といえど、彼らの手に渡わたすつもりはない。つまらぬことを言う暇ひまがあったらとにかく逃げるのです！」

「も、も、申し訳ございません、お館さま……僕があいつらに見つかったばかりに……」

　激しく声を震ふるわせたのは、主人のすぐ傍かたわらを騎行していたセリムである。バビロン伯はく爵しやく家に仕える五人の扈ケト従ウ・士ポエ民ール中、最年少の少年は今にも泣き崩くずれそうに顔を歪ゆがめて手た綱づなにしがみついていた。

「僕さえ、奴らに見つかったりしなければ……！」

「いまさら、そのようなことを言っても仕方ありません。自分を責めるのはおやめなさい」

　肩かたを震わせている幼い短生種テランを慰なぐさめながら、バビロン伯はそっとため息をついた。

　実際、帝てい都とでの事変の後、ティミショアラ都カテ護イエ府ールを出しゆつ奔ぽんした一行がこの蛮ばん地ちに侵しん入にゆうしてすでに三日──ここまでは完かん璧ぺきにカモフラージュに成功していた。途と中ちゆう、食しよく糧りようを求めて立ち寄った短生種の村でもなんとか怪あやしまれぬよう振る舞まってきたのだ。その正体が〝夷い狄てきども〟に露ろ見けんしてしまったのは、他ほかならぬこの少年の不注意な言動が原因である。哨しよう戒かい行動中の奴らに出くわしてしまったときに、物知らぬ彼は、あの者たちの吸っていた〝タバコ〟の火を失火と勘かん違ちがいしてしまったのだ。

　しかし、バビロン伯はこの幼い短生種を責める気にはなれなかった。そもそもこの苦境に陥おちいった原因を求めるなら、それは我が身の不徳以外のなにものでもない。

　自分さえ、叔父おじの──ティグリス公の企たくらみに乗せられたりしなければ、知らなかったこととはいえ彼の陰いん謀ぼうの片棒を担がされたりしなければ、忠実な士民を道連れに祖国を離はなれる羽目にはならなかったであろう。こんな異郷の地で夷狄どもに追い回されることもなかったはずだ。

　そう、すべては反逆者たる自分の招いた──

「いかん！　これはまずいですぞ、お館さま……そろそろ、日の出でござる」

　道の左を流れる大河の向こう、遠くに見える丘おかの稜りよう線せんを睨にらんでアフメットが呻うめいた。

　低くかかった雪雲のせいで気づくのが遅おくれたが、すでに大気がずいぶんと青みつつある。本来ならば、今日はこの辺りの森で日中を凌しのぎ、日にち没ぼつ後に目指す街に入る予定だったのだ。そして明日にでも夷狄どもの交通機関を使って、目指すアルビオンの地に旅立つ──それが所期の予定だった。だが、その目算もいまやすっかり狂くるってしまった。このままでは、仮に夷狄どもからは逃のがれられたとしても、夜明けまでに街に入ることは不可能だ。

「……皆みな、停とまりなさい」

　遠く、大河を挟はさむように拡ひろがる都市を望見しながら、バビロン伯は片手をあげた。

　多くの尖せん塔とうと円えん蓋がいで構成された〝外アウター〟の街──あそこにもまた、さまざまな命と生活の賑にぎわいがあるのだろうか？　だが、この身が生きて辿たどり着くことはもはや叶かなわぬようだ。静かな決意を胸に、バビロン伯は何事かと手綱を引いた士民たちを振り返った。

「……皆、よくぞここまでこの至らぬ主あるじのためについてきてくれました。バビロン伯爵家は、そなたたちの忠誠と献けん身しんに深い感謝を捧ささげます」

「何をおっしゃられます、お館さま！」

　一秒でも惜おしいこの非常時に何を悠ゆう長ちようなことを言い出すのか──切せつ迫ぱくした声でアフメットが唸うなった。主人の襟えり首くびを摑つかんで走りかねぬような形相で言いつのる。

「それより、急ぎましょうぞ！　このままでは奴らに追いつかれてしまう！」

「そのとおり。このままでは追いつかれてしまうのは時間の問題です……ですから、私はここに残ることに決めました」

「!?」

　士民たちの表情に電流が走った。狼ろう狽ばいのあまり、反問することも忘れている家臣に向けて、バビロン伯は静かに──しかし、どこか反論を許さぬ声音で畳たたみかけた。

「私はここに残ります。そして、私が時間を稼かせいでいる間に、そなたたちだけでもなんとか逃げ延びるのです。そこから先は〝帝国ツアラ〟に立ち帰りて新たな主を見いだすもよし、このまま〝外アウター〟の民たみとしてどこぞで静かに暮らすもよし……各おの々おの、自由になさい」

「ら、ら、乱心召めされたか、お館さま!?」

　狼狽する一同を代表して叫んだのは、アフメットである。主人がいまだティグリス公こう爵しやく家で育てられていた頃ころより付き従う老家令は、悔くやし涙なみださえ浮うかべていた。

「帝国ボイ貴族エールは数多あまたありといえど、我らの主君あるじはあなた様唯ただ一人！　〝外アウター〟であろうと、絶滅アリエ地帯・ブレクであろうと、最後までお付き合いいたしまする！　お願いいたします。どうか、お側そばに置いてくだされ！」

「なりません！」

　一喝は鞭の鋭するどさを備えていた。

　瞳ひとみを煌きらめかせると、帝国貴族が士民たちを睨み据すえたのだ。

「心ならずも皇帝アウ陛下グスタに弓引き奉たてまつったは、我が不覚。そのうえ、己おのが破は滅めつに家臣まで巻き込んだとあっては、我が家名は未来永えい劫ごう、地に墜おちるでしょう……これは私が熟じゆく慮りよの末に決めたことです。これ以上、主君の言に逆らえば、手討ちにします！」

「ド、お館さまドムナ……」

　紫水アメジ晶ストの視線に爛らんと射い抜ぬかれ、士民たちは顔を俯うつむけた。

　すでに三対のヘッドライトは手を伸のばせば届くほどの距きよ離りにまで迫せまっていた。小山のような巨きよ体たいを不格好な鋼板で覆おおった醜みにくいシルエット──三輌りようの装そう甲こう車はものの数分と経たたずして、主従をその機き関かん砲ほうの射程に捉とらえるはずだ。

　もっとも、帝国貴族の戦せん闘とう力をもってすれば、あの程度の兵力を蹴け散ちらすことはそう難しくない。しかし、この辺りはすでに教皇庁の支配する地だ。しかも、一行が目指すアルビオンはここからさらに一千キロの彼方かなたにある。そのようなところに主君を置いて引き返すのは、士民らにとっては生きながら半身を裂さかれるに等しかろう。ましてや、それが彼らの身を思っての気き遣づかいともなればなおさらだ。

「──ならば、我らはここで自害いたしまする」

　俯き加減のアフメットの唇くちびるから、かすれたような声がこぼれた。同時に、鞘さや走らせた長ちよう剣けんを首筋にあてる。

「お館さまは我らに引き返せとおっしゃる。主君の命に背くは家臣として不忠。されど、主を一人敵地に見捨てて逃にげるもまた不忠──どちらを選んでも不忠なれば、我ら家臣には自害するしか道はございませぬ！」

「ば、ド、ド馬鹿なビトーク！　何をくだらぬことを申すのです！」

　白はく刃じんの下から浮き上がった血の滴しずくを見て、バビロン伯はくはうろたえたように一いつ喝かつした。両手を神経質に開閉しながら怒ど号ごうする。

「ただでさえ短い寿じゆ命みようしか持たぬそなたらが、命を粗そ末まつにするものではない！」

　だが、主君の怒いかりに老家令は怖おじなかった。

「お言葉ながら、お命を粗末にされておられるのはお館さまではございませぬか！」

　首に剣けんをあてたまま、アフメットは再度叫さけんだ。

「瑠璃壁プレーテもない蛮ばん地ちを、長生種メトセラが独り行かれるのが自殺に等しい愚ぐ行こうであることぐらい、聡さといお館さまならおわかりのはず！　なのに、今、我らを国に帰そうなどと……自らお命をお縮めあそばすおつもりか！」

　叫ぶ老人の頰ほおを一筋の涙なみだがこぼれ落ちた。いや、彼ばかりではない。その隣となりのセリムも、背後の士民たちのいずれもが、泣き出しそうな顔になっている。ばつが悪げに黙だまりこんでしまった伯はく爵しやくを見み据すえると、アフメットはなおもかき口説くように訴うつたえた。

「力無き我らにございますが、それでもお館さまを夷い狄てきどもの目から隠かくすぐらいはできまする……お願いでございます。どうか、我らに最後までお伴ともさせてくださいませ！」

「そなたたちは……本当に愚おろか者です」

　帝国ボイ貴族エールにとって短生種の前で涙をこぼすことはなによりも恥はずべきことだ──鳩はと羽ば色いろに色づく空に向けた瞼まぶたをいっぱいに見開き、帝国貴族はいかにもあきれ果てたように吐はき捨てた。

「本当にどうしてそこまで救い難がたい物好き揃ぞろいなのやら……いいでしょう。そこまで言うならもう何も申しません。好きになさい」

「あ、ありがとうございまする！」

　五つの頭が一いつ斉せいに下がった。心底嬉うれしげに声をかけあっている家臣たちを泣き笑いのような表情で見下ろし、バビロン伯は内心でため息をついた。

　いったい、自分のような不ふ甲が斐いない主君のどこを彼らはこれほどまでに慕したってくれているのか？　彼らの能力をもってすれば、今後、いくらでも仕える主あるじには事欠かぬはずだ。

　国家ケトウ・士民ツアルに戻もどるもよし、別の貴族に仕えるもよし、何も好きこのんで、自分のような敗残者に従って住み慣れた世界をあとにすることはなかっただろう。それを──

（彼らだけは、なんとしても護まもらねば……）

〝最も尊ローサ・き血がプラーク最初・アスに流・アフれるイナル〟──密かな決意を胸に、バビロン伯は鞍くら袋ぶくろから銀色に輝かがやく長手袋を取り出した。肘ひじまでもあるそれを細い腕うでに装着すると、馬首を巡めぐらし、いまや目前まで迫っている装そう甲こう車の車列に正対させる。

「では、まずは奴やつらを蹴散らします……皆みな、私に続きなさい！」

　そう叫ぶや、愛馬に鞭むちをくれる。主の闘とう気きに感応したかのように勢いよく飛び出した軍馬は、迫る三輌の装甲車に弾だん丸がんのような勢いで肉にく薄はくした。それに気づいた車上の機関砲がこちらを向くが、そのときには鞍あん上じようから長生種の影かげはかき消したように消失している。

　幻まぼろしめいた影が右う翼よくの装甲車、二重十字の紋もん章しようが描えがかれたボンネットに出現したときには、バビロン伯はその手をぶ厚い装甲板に押し当てていた。同時にその〝遺産デバイス〟──〝銀アーのルツ腕ケーヴ〟が中出ミツド力幅レンジで起動される。

　鈍にぶい音をあげて、ボンネットが火を噴ふいた。その装甲には、傷一つひび割れ一つ入ってはいない。にも拘かかわらず、完全にエンジンを破は壊かいされた鋼鉄の巨きよ獣じゆうは、間の抜ぬけたブレーキ音を響ひびかせながら道みち端ばたの畑に突つっ込むと、それきり動かなくなった。

「さあ、今のうちです、アフメット！　皆を連れて先行しなさい！」

　次の装甲車に狙ねらいを定め、バビロン伯は叫んだ。

　家令が馬に鞭を入れるのを確認しつつ、再度、〝加速ヘイスト〟に入るために全身を緊きん張ちようさせる。〝銀の腕〟に嵌はまった宝ほう珠しゆが青白い輝きを放ち、超ちよう振しん動どうに攪かく拌はんされた周囲の空気が陽炎かげろうのように揺ゆらめき始めた。

　一方、敵もいたずらに手をつかねるばかりではないようだ。ようやく機関砲を長生種に向けた中央の装甲車から、眩まばゆい火線がほとばしる。青い大気を裂いて飛来した弾丸は〝加速〟直前の吸ヴア血ンパ鬼イアを見事に捉えた──はずだった。

　だが、あがったのは断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようでもなければ肉の裂ける異音でもなかった。甲かん高だかい音をあげて、弾丸はことごとく弾はじかれていた。まるで目標の前に透とう明めいな壁かべがそそり立ったかのようだ。見えない盾たてを掲かかげた長生種はそのまま発はつ砲ぽうを続けている装甲車へと突とつ進しんした。車底に手を差し入れたかと思うと、低い気合いとともにそれをひっくり返す。角張った車体はそのまま土手を転がり落ち、屋根を下に動かなくなった。

「さて、残りは一台……」

　瞬またたく間に仲間を失った左さ翼よく車は完全に狼ろう狽ばいしていた。あたふたと向きを変えようとしては泥でい濘ねいに車輪を取られている。その醜しゆう態たいに目をくれて、バビロン伯はくは薄うすい笑えみを浮うかべた。このあとはどうなることかわからないが、とりあえずここは切り抜けることができそうだ。それにしても脆もろい連中だった。教会軍とやらも存外にやわな──

「お、お館さま……！」

　ひきつったような声は彼女の士民たちのものだった。

　先行しろと命じたのにいったい何をぐずぐずしているのか？

　苛いら立だたしげに振ふり返ったバビロン伯は、その直後、なぜ彼らが先に行かなかったのかその理由を目もく撃げきすることになった。稜りよう線せんに立ち上る土つち煙けむりがある──新手だ！

「まずい……アフメット、そなたたちは降こう伏ふくしなさい！　私は──」

　叫びかけた舌が凍こおりついたとき、バビロン伯は自分に何が生じたのかわからなかった。

　突とつ如じよ、炎ほのおの中に放り込まれたかのような激痛が全身に走り、目の前が真っ白に眩くらんだのだ。後方に向けてよろめいたときには、すでにその肌はだには醜みにくいケロイドが拡ひろがり始めている。

（た、太陽──!?）

　悲鳴すら声にはならなかった。

　左手の稜線に黄金色の輝きが灯ともりつつあったのだ。弱々しい冬の朝日といえど、あの炎の円えん盤ばんは長生種にとっては永遠の敵である。紫し外がい線に暴走を開始した血中バチ細菌群ルスが、手当たり次第に宿主の肉体を喰くい散らし、生きながら灼やかれる苦痛が帝国貴族を地面に打ち倒たおした。

「い、いけない……お館さま！」

　一目散に駆かけ寄ってきたセリムが主人を抱だくように身を投げ出したときには、バビロン伯は悲鳴をあげることすらできなかった。ただ小刻みに痙けい攣れんするだけの唇くちびるからは血の泡あわが湧わきだしている。

「お館さま……お館さま、しっかりして！」

「お館さま、だいじょうぶでございますか!?」

　もしも、あのまま馬を走らせ続けていれば、何人かは混乱に乗じて逃にげ出せていたかもしれない。しかし、士民たちは五人が五人とも馬首を巡らせていた。装甲車から降車する武装兵たちも目に入らぬかのように、主の元に駆け寄ってくる。

「お、お館さま、お気を確かに！　お館さま！」

「な、なぜ、戻ってきたのです……」

　荒あらい息の下、バビロン伯は血に汚よごれた唇で呻うめいた。近づいてくる兵士たちが構える銃じゆう口こうと心配げに自分を抱いた士民たちの顔を見比べながら、懸けん命めいに声を絞しぼり出す。

「そなたたちだけでも逃げなさいと……あれほど……」

「そ、それはできませぬ、お館さま……」

　長生種の声は溢あふれてくる血泡のせいで、ほとんど雑音にしか聞こえなかったはずだ。しかし、士民たちの耳にははっきりと聞き取れたらしい。跪ひざまずき、自分たちの影かげで陽光を遮さえぎっている一同を代表して、アフメットが囁ささやいた。

「あなたは我らのすべてです。あなたを見捨てて生き延びても、それは死ぬのも同然。いや、それよりもひどい……ともに生きることがかなわぬなら、せめて、ここでともに死なせてくださいませ」

　忠実な五人の士民たちは傷ついた主を庇かばって円えん陣じんを組んでいる。それをさらに包囲した兵士たちの中央で、部隊の指揮官らしい男が手を掲げた。

「──各員、発砲用意！」

　いずれも慎しん重ちように小しよう銃じゆうの照準を定めている兵士たちと、機き関かん砲ほうを回転させている装そう甲こう車に向けて微び妙みようにひきつった声で喚わめく。

「相手は吸血鬼どもだ。慎重に狙えよ！　撃う──」

「待ってください、ドボー中ちゆう尉い！」

　いましも振り下ろされようとした士官の手を空中に止めたのは、装甲車からかかった声だった。

　通信士官らしい男がルーフから顔を覗のぞかせると、ヘッドセットを振り回して叫さけんだのだ。

「司令部から、通信が入っています。至急、中尉に代われと」

「通信だと？」

　昂こう揚ように水をさされ、一いつ瞬しゆん、士官は胡う乱ろんげな顔になったがすぐに頷うなずいた。ブルーグレーのコートをはためかせて装甲車に駆け寄り、ヘッドセットを奪うばい取る。

「──はっ、代わりました。ドボーであります」

　卑ひ屈くつとさえいえる恭うやうやしさで、中尉はヘッドセットの向こうに報告した。

「はい。問題の一団はやはり吸ヴア血ンパ鬼イアでした。現在はこれを捕ほ捉そく、殲せん滅めつしようと……はっ、なんですって!?　いや、しかしそれは……あ、いえ、了りよう解かいしました。ご命令どおりに処置します」

　まるで毒でも飲み込んだような表情になると中尉はぎこちなく頷いた。通信終了を報しらせる赤ランプの灯ったヘッドセットを通信士官に放り返し、副官らしい下士官を差し招く。

「奴ど隷れいどもは殴なぐって静かにさせろ」

　何事かと走ってきた年配の下士官に、中尉は硬かたい声と視線を向けた。何かおぞましいものでも飲み下してしまったかのような口調で吐はき捨てる。

「それと聖硝酸銀水溶液の準備を──例の計画を発動されるそうだ」







　　　　第一章：星の帰還






──我、御名を彼らに知らしめたり。またこれを知らしめん。

（ヨハネ福音書十七章二十六節）








　　　　Ⅰ




「もぉ、だぁめだぁ～」

「なにをいきなり負け犬発言されてるんですか、神父さま？」

　死し刑けい囚しゆうのような顔でなにやらぶつぶつと呻いている同行者を、エステル・ブランシェはうんざりと窘たしなめた。いまだ蒸気をあげている客車のタラップから石造りのホームへ軽やかに降り立つと、やや日焼けした顔で振ふり返る。

「それより、ほら、さっさと降りてください。そんなところに立ってると、他ほかのお客さんの邪じや魔まになりましてよ」

「ううっ、エステルさん、私だけこのまま帰っちゃうってのはナシですかねえ？」

　ガラス張りの天てん井じようから降り注ぐ夕ゆう陽ひで、広い国際線ホームは血の色に染まっていた。魔女の接吻キスさながらに硬く冷たい初冬の大気の中を、大勢の旅客や駅員たちが忙いそがしげに行き来している。

　その景色を眼鏡めがねの奥から眺ながめてなおも未練がましく呻しん吟ぎんしたのは、エステルの同行者である長身の神父だ。おさまりの悪い銀ぎん髪ぱつの下、黙だまっていればそれなりに整った顔に世にも情けない表情を浮うかべながら、両手に抱かかえた荷物にひきずられるように客車から降りてくる。

「だいたい、カテリーナさんの急用って何なんです？　報告なら、ローマですればいいことじゃないですか。それをわざわざここに呼びつけるだなんて……私、すっごい不ふ吉きつな予感がしてますよ。ああ、どうせまた、なんかろくでもないことで怒おこられるんだ」

「神父さまが猊げい下かに叱しかられるのはいつものことじゃないですか。もう慣れてらっしゃるでしょ？」

　なおもぶつぶつ呻うめいている神父──アベル・ナイトロードを軽くいなすと、エステルはやや長く伸のびてしまった赤毛を煩わずらわしげにかき上げた。このダメ人間の愚ぐ痴ちにうっかり付き合ってしまった日には、いつまで経たっても埒らちがあかなくなることはすでにこの一年で学習済みだ。両手にトランクを提さげると、尼に僧そうは愛あい想そのない顔でホームを歩き始める。

　国際線のホームはやけに混雑していた。たぶん、三日後に予定されている式典の参列者だろう。いずれも大荷物を抱えた人々の顔や言葉はまちまちで、エステルにもわからない会話が飛び交かっている。その猥わい雑ざつなまでの喧けん噪そうの間を、尼僧は律動的な歩調で横切り始めたが──

「あ……」

　すでに夜の香かおりのし始めている大気を胸いっぱいに吸い込んだエステルの口から、ふと小さな声がこぼれた。ようやくいま、自分がどこに立っているのか気づいたように窓を見やると、その場に立ち止まる。

「そうか……あたし、帰ってきたんだ」

　窓の外に広がっていた街の景観は、この一年、見慣れたローマの風景ではなかった。

　また先日まで滞たい在ざいしていたビザンチウムや、ここに来る途と中ちゆう立ち寄ったスコピエの景色とも異なる。周囲を小高い丘おかによって囲まれ、屈くつ曲きよくする大河が中央を貫かん流りゆうしている街の地形そのものは確かにローマやビザンチウムによく似ている。だが、曲線を多用した尖せん塔とうや煉れん瓦がよりも陶とう製せいタイルの目立つ建物で構成される街並みは、この地方独特のものだ。そして、その景色こそは、エステルが物心ついた頃ころより親しみ続けてきたものでもある。

　教皇庁属領都市イシュトヴァーン。

　人類圏けんでも東の涯はてに位置する街──そして、エステルにとっては生まれ育った故郷ふるさと。

「なんだか、ぜんぜん、変わらないな……ほんと、変わってない」

　一年ぶりに踏ふむ故郷を窓ガラスごしに見回し、エステルはもう一度、白い息をついた。

　自分はこんなにも変わってしまったというのに、故郷は何も変わっていない。ドナウの流れも、石いし畳だたみのひび割れも、エステルがこの街を出たときのまま、優やさしく夕陽の中に佇たたずんでいる。

　でもなぜだろう、生まれ育った街が変わっていないというだけで、こんなにも心安らぐのは？

　この街では苦しいことも悲しいことも経験したはずなのに、なぜか思い出すのは懐なつかしい記き憶おくばかりだ。あるいは、それこそが故郷というものなのだろうか……

「──ああ、だけど、いったいどの悪事がばれたんでしょうかね？」

　胸の奥からこみ上げてくる温かな想おもいに浸ひたっていた少女の耳じ朶だを、地じ獄ごくの底から漏もれだしてきたような陰いん気きな声が打った。嫌いや々いや振ふり返れば、ひょろ長い影かげが沈ちん鬱うつなため息をこぼしながらついてくるところだ。眼鏡の神父はこの世の悲ひ哀あいを一身に背負っているような、あるいは売れない悲劇俳優みたいな顔で銀髪をかきむしった。

「司祭寮りようで勝手に家庭菜園開いていたのが見つかっちゃったかなあ。それとも、お使いでお釣つりごまかしたのが発覚したか……おお主しゆよ、あなたの僕しもべの罪を庇かばってください。なかったことにしてくれるとそれはもう嬉うれしいです」

「……それはなんだかもう、聖職者以前に、すでに人として、ダメな気もいたしますが」

　ああ、主よ。この人といる限り、あたしには感傷に耽ふけることも許されないのですか？

　エステルは深い深いため息をついて、自分に同情した。よくよく考えれば、この神父とは一年前、それもちょうどこの場所で出会ったのだ。そしてそれが、今の自分の始まりとなったのである。本来ならば、それもまた大事な思い出のはずなのに、あまり懐かしむ気になれないのはなぜだろう？

「……でもまあ、確かに神父さまのおっしゃることにも一理ありますわよね」

　同行者とは視線を合わさないよう極力注意しながら、エステルは話題を元に戻もどした。

「なんでまた、猊下はわざわざあたしたちをこのイシュトヴァーンに呼びつけられたのでしょう？　いくら慰い霊れい式典に出席されてるっていっても、あたしたちまで召しよう喚かんしなくてもいいでしょうに……一刻も早く、帝てい国こくの報告を聞きたいってことなんでしょうか？」

「それだけだったらいいんですけどねえ……まあ、スコピエからだったら、ローマまで帰るのも、ここに寄るのも、距きよ離り的にはそうたいして変わりありません。でも、予定を変えることの嫌きらいなカテリーナさんにしちゃ珍めずらしいですよ、こういう命令変へん更こうは……ああっ、やっぱりなんか悪事がバレたんだ！」

　訝いぶかしげに首を捻ひねる尼僧に対し、神父はうそ寒げに答えるとその場にうずくまって頭を抱えてしまった。

　帝国での使命を終えた二人が、人類圏の都市であるマケドニア侯こう国こくスコピエに到とう着ちやくしたのは今から二日前のことである。本来ならば、そこから陸路西進してローマを目指す手はずだったのだ。ところがスコピエでもたらされたローマからの暗号電文が、その予定を急きゆう遽きよ、変更させたのである。

〝ローマに戻ることなくイシュトヴァーンへ直行し、開かい催さいされる慰霊式典に出席せよ。任務についての報告は現地で合流した後のちに行われたし〟

　電文に記されていた慰霊式典とは、一年前のイシュトヴァーン戦せん役えきにおける戦せん没ぼつ者追つい悼とう式典のことである。イシュトヴァーンの大司教が主しゆ催さいするこの式典は、教皇アレッサンドロ、広報聖省長官のアントニオ・ボルジア枢すう機き卿きようまでもが臨席してかなりの規模で執とり行われる予定であり、エステルの上司である国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァ枢機卿もこれに出席するために、現在、この街に来ていたのだ。ゆえにローマではなく、こちらで合流して報告を聞くという指示は筋が通っている──しかし、エステルとしては、それにひっかかるものを感じなくもない。

〝慰霊式典に出席すること〟──なぜ、この街に呼び出されただけでなく、式典への出席まで指示されているのか？　式典の運営はイシュトヴァーン大司教と広報聖省の管かん轄かつで、国務聖省職員のエステルには関係ないはずだ。新たな任務が申し渡わたされるのだろうか？　妙みようといえば少々妙な話である。

「まあ、直接ミラノ公にうかがってみるのが一番早いか……さ、急ぎましょう、神父さま」

　なにしろこの混雑だ。早く改札を抜ぬけて辻つじ馬車なりタクシーなりを確保しないと、目指すミラノ公の宿舎まで徒歩で行くはめになるかもしれない──その危険に思い当たって、エステルはうずくまったままの同行者を強引にひきずり起こした。二人分の切きつ符ぷをポケットから取り出すと、人混みをかき分けるように改札を目指す。

「ここで、いろいろ妄もう想そうしてても埒らちがあきませんわ。さっさと猊げい下かにお目にかかって、報告をすませてしまいましょ」

　国際線の改札は、密出入国などを防ぐための回かい転てん扉とびらによって外部から切り離はなされている。エステルはパスポートをかねる聖職身分証を係員に示しながら素す早ばやくそこをくぐり抜けると、駅舎の外に出た。神父が追いついてくる間に、客待ちの辻馬車を探して視線を巡めぐらせるが──

「シスター・エステル!!」

　複数の乱暴な叫さけび声がエステルの鼓こ膜まくを叩たたいたのはそのときだった。

　同時に、目の前が漂ひよう白はくされたかのように真っ白に染まっている。それが一いつ斉せいに切られた銀板写真機のフラッシュであることを知覚する暇いとまもない。咄とつ嗟さに顔を背けた尼に僧そうに向けて口々に叫んだのは、津つ波なみの如ごとく突とつ進しんしてきた数十の人ひと影かげだ。

「シスター・エステルですね？　お待ちしておりました！　一言、コメントをいただけますか!?」

　異口同音に喚わめいたのは、いずれもメモ帳と万年筆を構えた男女である。その表情は盛んに切られているフラッシュの影になってよく見えなかったが、殺気だった声は何かの冗じよう談だんや間ま違ちがいの類たぐいではありえない。人の群れは神父と尼僧を幾いく重えにも包囲するや、再び無数のフラッシュが焚たかれる。

「……え？　え!?」
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　なんだ、これは？

　閃せん光こうの嵐あらしの中、エステルは呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

　目の前に詰つめかけてきているのは、どうも新聞や雑誌の記者たちらしい。あそこで重たげな蓄ちく音おん機きを抱かかえているのはラジオ局だろうか？　年格好はさまざまだが、いずれの胸にも教皇庁広報聖省が報道プレス向けに発行している取材パスが光っている──しかし、マスコミがいったい自分たちに何の用なのだ？

　混乱のあまり、ただ立ちすくむエステルの耳じ朶だを不ふ吉きつな笑声が叩いたのはそのときだった。

「ぐぅっふっふっ……ついに私の時代が来ましたか！　ようやく、私のカリスマが世に知れ渡ったというわけですねっ！」

　それまで彼女同様、馬鹿みたいに口を開いて突つっ立っていたアベルが小鼻をひくひくと蠢うごめかし始めたのだ。背骨が折れそうなほどそっくり返るや、自分的には一番見み栄ばえがすると信じているらしい角度に顔を傾かたむける。

「よござんす！　ではご要望にお応こたえして、ちょこっとだけ私の秘密をお教えしましょう！　フルネームはアベル・ナイトロード。教皇庁の巡じゆん回かい神父です。ホロスコープは乙おと女め座ざでラッキーナンバーは十三。履り歴れきにつきましては、近日執しつ筆ぴつ予定の自じ叙じよ伝でんを……ぐえええええっ!?」

　圧死したガマガエルめいた絶ぜつ叫きようがあがったときには、神父は殺さつ到とうする記者たちに無む惨ざんに踏ふみ潰つぶされている。悲鳴をあげるそれを非情に踏みにじりながら記者たちが迫せまってきた先は、依い然ぜん、声もなく立ちすくんでいたエステルだ。

「シスター・エステル、今回の帰郷について、何か一言お願いします！」

「貴女あなたのジュラ征せい伐ばつから、丸一年が経たちましたが、今のご感想は!?」

　口々にそう吠ほえては、一斉にシャッターを切る。メモ帳とカメラをライフルのように構えてにじり寄ってくる報ほう道どう陣じんから、エステルは我知らず一歩あとずさった。

「な……なんなんですか、あなたたち!?」

　ことここにいたってようやく正常に回転し始めた思考で、自分がターゲットになっている現実を認にん識しきする──しかし、なぜだ？　なぜ、記者たちが自分を待ち構えていたのだ!?　一いつ介かいの尼僧である自分などをなぜ!?

　エステルの疑念に対する答えは、その直後に与あたえられた。よれよれのコートを着込んだ中年の記者が一枚の紙切れを突きつけてきたのだ。

「シスター・エステル、こちらの新作歌劇オペラの脚きやく本ほんはもうご覧になられましたね？　それについてのコメントはおありですか？」

「あ、あの、さっきからあたし、話がぜんぜん見えないんですけど。歌劇オペラって何の……って、なによ、これ!?」

　思わず受け取ってしまった紙切れに、エステルの顎あごが音をあげて落ちた。

　それは、一枚のチラシだった。チラシにはもったいないような高級紙に手のかかった印刷が施ほどこされている。極ごく彩さい色しきのデザインはお世辞にも芸術的とは言い難がたかったが、まあそれはいい。そんなことより、彼女の目を奪うばったのはそこに描えがかれていたイラストである。

　けばけばしい十じゆう字じ架かをバックに、剣けんを振ふり上げた尼僧が一人の男を切り伏ふせていた。尼僧はやや派手な顔だちの美少女。一方の男は貴族風の衣装を身に纏まといながらも醜しゆう怪かいな容よう貌ぼうを歪ゆがめ、捲まくれた唇くちびるからは長い牙きばが突き出している。そして、その脇わきに添そえられたキャプションは──

「〝嘆なげきの星──近日公開。聖女エステルと悪あつ鬼きジュラ、黙もく示し録ろくの死し闘とう!!〟……な、なんなの、これ!?」

「イシュトヴァーン解放一周年を記念して上演される歌劇ですよ、シスター・エステル。あなたと例の吸ヴア血ンパ鬼イアとの戦いを再現した……はて、まだご存じなかったんで？」

　記者たちがそろって不ふ審しんげな顔になったが、エステルの目には入らなかった。それどころではない。チラシを握にぎる手をかすかに震ふるわせながら、混乱する頭を必死で鎮しずめようとする。

　聖女エステル？

　何の話だ、それは!?

「……いやあ、ずいぶんと大作ですよ、これは」

　一方、まるで我が事のように自じ慢まんげに嘯うそぶいたのはさきほどの中年記者である。取り出した別のチラシに目を落としながら、説明を補足する。

「なにしろキャストもさることながら、プロデュースは教皇庁広報聖省が全面協力。脚本に至っては、イシュトヴァーン大司教ダヌンツィオ猊げい下かご自身が筆を執とってらっしゃいます。製作費は実に百万ディナール。今夜、歌劇場オペラ座でその初公演が行われる予定です……おや？　今回は、それに合わせて帰郷されたのでは？」

「あ？　あ、いえ……」

　質問に対し、エステルはただ首を振るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　目の前の現実は、夢の中で見ている夢のようにひどく現実感が乏とぼしかった。故郷に帰ったら、静かな街路を独りで散歩しよう。そして、司教さまたちの墓参りに行ったり、パルチザンの仲間たちのもとを一軒一軒訪ねて回るのだ。そんなささやかな予定を思いめぐらせていたのが、遥はるか昔のことだったような気すらしてくる……

「──シスター・エステル・ブランシェ」

　クラクションの音とともに、抑よく揚ように乏しい声が尼に僧そうの意識を現実に引き戻もどした。

　聞き覚えのある声に目をあげれば、記者たちの向こう、車溜だまりに一台の乗用車が停とまっている。その運転席からこちらに向けられていたのは、彼女がよく見知った顔だ。

「イ、イクス神父!?」

「ミラノ公の命令で卿けいを迎むかえに来た──乗車を」

　トレス・イクス神父──Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かん〝ガンスリンガー〟はハンドルを握ったまま、無表情に命じた。

「マスコミには現時点では応対せず、可か及きゆう的てき速すみやかに出頭せよ──以上がミラノ公の命令だ。ただちに乗車しろ。ミラノ公が中央オペラ歌劇場ハーツで待機中だ」

「は、はいっ！」

　この騒さわぎはいったいなんなのか？　またどうしてミラノ公が歌劇場などにいるのか？

　疑問はあまりに多すぎたが、それでも当面の行動指針を与えられて、エステルは救われたように頷うなずいた。とりあえず召しよう喚かん命令を受けているのは事実だし、このタチの悪い冗じよう談だんについても、カテリーナなら詳くわしい事情を教えてくれるかもしれない。

「ほら、ナイトロード神父、立って！　行きますわよ！」

「ううっ、私の時代が……カリスマ神父でうはうは……」

　まだ朦もう朧ろうと寝ね言ごとを垂れ流しているアベルを荷物のように引きずりながら、エステルは猛もう然ぜんと駆かけ出した。その間にも、記者たちは十字砲ほう火かの如ごとくフラッシュを焚たいては口々に質問を浴びせかけてくる。追いすがるそれらを一切無視してエステルはひた走った。

「──イ、イクス神父、反対側のドアを開けてください！」

　ようやく辿たどり着いた乗用車に転がり込むや、エステルは叫さけんでいた。三ケ月ぶりの再会だというのに挨あい拶さつも省略して、運転席の機械化歩兵に訴うつたえる。

「あの人たちの狙ねらいはあたしなの……あとで合流しますから、今は囮おとりになってください！」

「──了ポジ解テイヴ。要よう請せい受領」

　尼僧の要求を小こ柄がらな神父は拒こばまなかった。戦術思考が弾はじきだした局面の打開策とエステルの要請が一いつ致ちしたためらしい。素す早ばやく反対側のドアを開けると、短く告げる。

「一ヒト八ハチ〇マル〇マル現在、ミラノ公は中央歌劇場に滞たい在ざい中だ。卿けいは可及的速やかにそこに出頭せよ──マスコミは俺が引きつける」

　冷たくも頼たのもしい言葉に頷くよりも早く、エステルは荷物をシートに置き去りに、反対側の扉とびらから車外へと飛び出していた。ちょうどそこに積まれていた建築資材の陰かげに転がり込む。車が急発進したのは、彼女が頭巾を押さえて頭をすくめた直後のことだ。

「あ、ちょっと！　シスター・エステル、待ってください！」

　狙いはあたった──ゴムの焦こげる臭においを残して急発進した乗用車を追って、記者たちは走り始めた。用意のいい者はあらかじめ準備していたらしい車に乗り込み、そうでない者も客待ちの辻つじ馬車や木炭ガソタクシージーンを停めている。しかし、いずれも道の脇わきに隠かくれている尼僧に気づいた様子はない。慌あわただしい怒ど声せいとエンジン音を残して走り去ってゆく。

「……行ったわね」

　それらが十分に遠ざかるのを確かく認にんしてから、埃ほこりを払はらってエステルは立ち上がった。

　いったい、あれは何の騒ぎだったのだろう──片手に握ったままだったチラシに目を落として唇くちびるを嚙かむ。

〝イシュトヴァーン解放一周年記念祭〟

〝聖女エステル〟

〝悪あつ鬼きジュラ〟

　扇せん情じよう的な単語の連なりになぜか不快なものが胸の奥で蠢うごめくのを感じながら、エステルは乱暴に丸めたそれをポケットに押し込んだ。

　こうなったら一刻も早くミラノ公にお目にかかろう。そして、彼女の口から、この迷めい惑わくな茶番の真相を聞き出すのだ──

「おおっと待ってください、シスター・エステル。まだ、聞きたいことがありましてね」

　決意をこめて歩き始めたばかりの足を、ヤニに嗄しやがれた声が止めた。

　慌てて振ふり返った視線の先に立っていたのは、煤すすけたようなコートの男だった──最前、エステルにチラシを渡わたしたあの記者だ。では、彼だけは陽動にひっかからなかったというわけか。

「さすがに、ハンガリア侯こうと戦った聖女さまだけのことはありますなあ。まったく抜ぬけ目がない。まあでも、そのお陰かげであたしは独どく占せん取材をさせてもらえるってわけで……おっと申し遅おくれました。あたし、アルビオンから参りましたピカデリー・ガゼットのクレマンと申します」

　中年の記者は、黄ばんだ名めい刺しを差し出した。口元は如じよ才さいなく笑いながらも、視線は思わずあとずさる尼僧を無ぶ遠えん慮りよに嘗なめ回している。

「……さ、さきほど申し上げましたように、あたし、何もお答えできません」

　その抜け目ない視線から本能的に顔を庇かばいながら、エステルは首を振った。

「今度の式典について何かお知りになりたいことがあるのなら、教会の方に問い合わせてくださいませ、ミスター・クレマン。あたしからは何も──」

「いやいや、あたしが関心あるのは実はあなたのプライベートについてでしてね、シスター」

　アルビオンでも悪名高い扇イエ情ロー日・ペ刊紙ーパーの記者は、尼僧の言葉をあっさり無視した。人ひと気けの途と絶だえた大通りをにじり寄ってくるその顔には、どこか人を小馬鹿にしたような薄うす笑わらいが貼はり付いたままだ。

「あなたのご家族のことを取材させていただきたいんですよ……なんでも、あなたは捨て子で、昨年亡なくなったヴィテーズとかいう司教さまに育てられたそうじゃないですか。では、本物のご両親のことはご存じで？」

「……ち、父のことなら、少し」

　なんで、この人は他人のプライバシーに平気で嘴くちばしを入れてくるのだろう──むっとエステルは顔をあげた。とりつく島もない声で吐はき捨てる。

「それにしたって、アルビオンの人だったらしいことしか存じません！　質問はそれだけですか、クレマンさん？　あたし、急いでおりますの。お話はまたにしていただけません？」

「まあまあ、そうつれなくなさらないで」

　だが、にべもない拒きよ絶ぜつも新聞記者には通じなかったようだ。クレマンはにやりと笑うと、ポケットから黄色い便びん箋せんを取り出した。市役所が発行した公文書であることを示すイシュトヴァーンの市章が封ふう蠟ろうに押されている。

「これ、なんだと思います？　実はこれ、市役所にあったあなたの戸こ籍せき謄とう本ほんなんですよ。ふむふむ、これによればあなたの父親はエドワード・ブランシェ。アルビオンの最下ナイツ級勲・バチ爵士エラー──騎き士し階級の端はしくれってことになってますなあ」

「……そ、そんなものをどうやって!?」

　自分の戸籍謄本が記者の手中にあるのを見て、エステルは頭に血を昇のぼらせた。勢いよく顔をあげると、鼻息も荒あらく迫せまる。

「返してください！　勝手に見ないで！」

「お話を聞かせてくだされば、すぐに返して差し上げますよ。こんな紙切れでも結構な金を使ってようやく手に入れたんです。ただでお渡しするのはちょっとね……で、話の続きです」

　短時間の間に会話の主導権を握にぎりおおせたことに満足したように、クレマンはうすら笑った。疑似餌ルアーの如ごとく便箋を空中で振ってみせると、ことさらゆったりとした口調を作る。

「さて、あなたの父親ということになっているエドワード・ブランシェなんですが……彼がどういう人物だったかご存じで？」

「知らないって言ったじゃないですか！」

「そうですか？　実はあたしもです。いや、あたしだけじゃない。たぶん、誰だれもそんな男のことは知らないと思いますよ──なにしろ、そんな男は実在しないんですからね」

「……え？」

　便箋を取り上げようとしていたエステルの動きが止まった。眉まゆをひそめてゴシップ記者を見返す──〝実在しない〟とはどういう意味だ？

　一方、どこか怯おびえを含ふくんだその表情を楽しむが如く、クレマンは言葉を継ついだ。

「本社に問い合わせたところ、エドワード・ブランシェなる騎士の記録がアルビオンになかったんですなあ。貴族年ねん鑑かんから紳しん士し録、はては紋もん章しよう院の極秘資料まで調べさせましたが、そんな男がいた形けい跡せきはこれっぽっちも存在しませんでしたよ」

「え、えっと、それは……」

　しどろもどろになってエステルは何か抗こう弁べんしようとした。

　実は、父のことについては意識的に知ることを避さけてきた。職業柄がら、その気になれば調べる機会はいくらでもあったのだが、父がどういう人物だったのか知るのが怖こわかったのだ。

　しかし、その臆おく病びようのツケにしてもクレマンの発言はあまりに厳しすぎるものだった──エドワード・ブランシェという騎士は存在しない？

「ああ、もちろん身分詐さ称しようや経歴詐称はよくある話です。田舎いなかにやってきたよそ者が、遠い国の騎士様だって名乗ることは別に珍めずらしかない……ところが、どうにもひっかかるんですよ、十八年前って時期と、エドワード・ブランシェっていうこの偽ぎ名めいがね」

「…………？」

　これは罠わなだ──完全に相手の話術にはまっている自分を自覚しながらも、エステルはその罠から逃にげ出すことができなかった。あまつさえ、おそるおそる尋たずね返しさえする。

「ひ、ひっかかるっていうと？　何が気になるんですか、ミスター・クレマン？」

「さて……ここからは取引ですよ、シスター」

　練達の釣つり師しの笑えみになって、記者は頭上の書類をもう一度振ってみせた。ヤニに汚よごれた歯を覗のぞかせ、ことさらゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「あたしと一いつ緒しよにちょっと来てもらえませんか？　どこか邪じや魔まの入らないところでゆっくりとお話をうかがうってのはいかがです？」

「で、でも……あたし、これから行かないといけないところが……」

「おや、嫌いやだとおっしゃる？」

　獲え物ものを前にした爬は虫ちゆう類るいのようにクレマンは目を細めた。わざとらしいため息とともに、便箋をコートにしまう。

「だったら、仕方ありませんなあ。こっちは調べたことを記事にするだけです。聖女さまの出生の秘密ってやつをね……そうそう、記事にしたら、見本はお送りしますよ。送り先はこちらでいいですか？　それともローマの職場に？」

　エステルの表情が目に見えて強こわ張ばった。我知らず、自分を庇かばうように胸に腕うでを回して呻うめく。

「きょ、脅きよう迫はくなさるおつもりですか!?」

「ああ、そのとおりだよ、シスター」

　少女の表情を楽しむように、クレマンは唇くちびるを捻ひねった。急に凄すごみを効かせた声で、とどめを刺さしにかかる。

「いいかい？　あんたの選せん択たく肢しは二つに一つしかないんだ。これから俺と一緒に来て、独どく占せん取材に応じるか？　それともあんたのオヤジの秘密を──」

「──家族の秘密を盾たてに人を脅おどすのはあまりよい御ご趣しゆ味みとはいえませんね、ミスター」

　黄昏たそがれ時の街に響ひびいた声は、クレマンのそれとは対照的に穏おだやかだった。にも拘かかわらず、海千山千の新聞記者がぎょっと背後を振ふり返ってしまったのはどうしてだろう？　いつの間にかクレマンの背後に立っていた男は静かに首を振って続けた。

「ましてやそれが、このような可か憐れんなシスター相手ともなればなおさらです……あなた方マスコミの辞書には、節度という単語は載のっていないのでしょうか？」

「な、なんだよ、あんたは!?」

　振り返ったクレマンと視線をあげたエステルがそこに見いだしたのは黒ずくめの男だった。

　年の頃ころは三十前後ぐらいだろうか。上品に整った顔立ちは身に纏まとう漆しつ黒こくのインバネスと相まってどこか犯おかしがたい品格を備えている。黒くろ髪かみの下、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で静かに笑っている黒瞳は高い知性を感じさせた。

「失敬。御挨あい拶さつも抜ぬきに失礼しました。私、ロンディニウムでさる貴族の御お屋や敷しきに奉ほう職しよくしております、執しつ事じのアイザック・バトラーと申す者です」

　若い紳士は手にしたステッキでシルクハットの縁ふちを押し上げると、優ゆう雅がに一礼した。

「立ち聞きするつもりはなかったのですが、人を待っておりましたら、たまたまお二人の会話が耳に入ってしまいましたものでね……クレマンさんとおっしゃいましたか？　あなたの職業倫りん理りはあまり褒ほめられたものではありませんね。人のプライバシーを侵しん害がいし、あまつさえそれを脅迫の材料に使うとは。恥はじをお知りなさい」

「あんたには関係ないことですよ、ミスター」

　ハイエナを彷ほう彿ふつとさせる目でクレマンは男を睨ねめつけた。記者というよりはゴロツキめいた声で唸うなる。

「関係ないことに嘴くちばしを突つっ込むと、痛い目に遭あいますよ……それに、あたしは別にこの娘むすめをおどしてるわけじゃない。この娘が勝手にあたしの話を聞きたいと言ってるんだ。あたしは別に何も悪いことはしちゃいないよ」

「他人の戸こ籍せき謄とう本ほんを勝手に閲えつ覧らんするのは立派な犯罪ですよ」

　そう呟つぶやくとバトラーと名乗った男はひょいと手を掲かかげた。なにげない所作であったが、その指の間に挟はさまれていたそれを目もく撃げきしたクレマンの目が驚おどろきに瞠みはられる。

「てっ、てめえ、いつの間に!?」

　男の手中にあるのは一枚の便びん箋せんだった。イシュトヴァーン市の市章が押されたそれは確かに、最前、ポケットに入れたばかりの便箋──エステルの戸籍謄本ではないか！

「こ、この盗人ぬすつと野や郎ろう！　返しやがれ！」

　ゴシップ記者の顔が一いつ瞬しゆん、青くなって、ついで真っ赤に染まった。醜みにくく歯を剝むき出しながら、男に摑つかみかかる。何かスポーツでもやっているものか、逞たくましい腕が男を力ずくで捻ねじ伏ふせようと伸のびる──だが、ついにクレマンの指がバトラーに届くことはなかった。鈍にぶい音をあげて、記者の体は石いし畳だたみを転がっていたからだ。

「──御苦労、グデーリアン君」

　バトラーが低く呟いたときには、クレマンを殴なぐり飛ばした人物は彼と記者の間に壁かべの如ごとく立ちはだかっていた。灰色の髪かみをした陰いん気きな若者──中背だが鞭むちのように引き締しまった体の上で、瞳どう孔こうの小さな瞳が肉食獣じゆうめいた輝かがやきを宿している。なおもクレマンに近寄ろうとしたその若者を片手で制し、バトラーは顎あごを押さえて呻いている新聞記者に慇いん懃ぎんな口調で語りかけた。

「さて、ミスター・クレマン。私の同僚のミスター・グデーリアンはあなたと違ちがって紳しん士しですが、いささか容よう赦しやというものを知りません。あまり彼と肉体的優ゆう劣れつを競い合うのはお勧すすめしかねますが……」

　取り出したプライアー軸じくのパイプに火を入れると、男は気け怠だるげな表情で忠告と紫し煙えんを吐はき出した。

「それに、何もこちらの御お嬢じようさんにこだわられずとも他ほかに取材すべき対象はあるでしょう？　たとえば……そう、今年の冬は狼ろう害がいが例年よりかなり多いとか。昨年の戦乱で放置された遺体に味を占しめた狼おおかみが家か畜ちくや人を襲おそっているそうですよ。そういうニュースはお嫌きらいですか？」

「…………」

　憎にく々にくしげに目を光らせながら、それでも用心深く距きよ離りをとって、クレマンは立ち上がった。血の混じった唾つばを石畳に吐はき捨てながら嘯うそぶく。

「いいでしょう。今日のところはあたしも失礼させていただきますよ……でも、バトラーさんって言ったっけ？　あんたの顔はしっかり覚えたよ。いずれまた、お目にかからせていただきます。マスコミを敵に回すっていうのがどういうことか、しっかり教えてさし上げましょう」

「それは楽しみです。では、いつかまたお目にかかりましょう、ミスター・クレマン」

　捨て台詞ぜりふを残して去ってゆく記者のことなどそれきり忘れたように男はエステルを顧かえりみた。腰こしをかがめて笑えみかけると、件くだんの便箋を恭うやうやしく差し出す。

「とんだ災難でしたね、シスター」

「あ、ありがとうございました、ミスター……」

　この人、どこかで会ったかしら？

　なぜか既視感のようなものを覚えながらも、エステルは頭を下げた。差し出された便箋をおそるおそる受け取りながら、男に礼を言う。

「お蔭かげさまで助かりました。このご恩はけっして忘れません」

「いえいえ。淑女レデイのトラブルを解決してさし上げるのは、紳ジエン士トルマンとして当然の務めです。ああ、それよりもアルビオン人が皆みな、あの記者のような人間だと誤解しないでくださいね。大半の国民はもっと紳士ですから」

「あ、アルビオンからいらっしゃったんですか？」

　父の国の名を耳にして、エステルは一いつ旦たん表情を緩ゆるめかけたが、すぐにそれを引き締めた。

　さっきはどこぞの貴族の執事だとか名乗っていたようだが、そんな人物がなんでこんなところをうろついている？　あるいは、またどこかの記者が身分を偽いつわって自分に近づこうとしているのではないか──そんな疑念がつい顔に出てしまっていたらしい。バトラーは穏おだやかに微び苦く笑しようすると、自発的に自己紹しよう介かいを補足した。

「ああ、私のような者がこんなところで何をやっているかとお疑いですね？　実はちょっとした人捜さがしの最中なんですよ。ずっと以前に消息を絶った主人の友人を捜してましてね……その方というのが実は少々問題のある人物でして、若い頃ころにスキャンダルを起こして、本国を逃にげ出したんです。それがどうもこの辺りに逃げてきたらしいということがわかって、今回、主人に命じられて調査に参っている次第です」

「……はあ、それはたいへんですねえ」

　バトラーの話は理路整然として淀よどみがなく、どうやら噓うそをついているわけではなさそうだ。ようやくエステルはこの親切な男が、自己紹介どおりの人物であることを信用することにした。

　一方、同どう僚りようの若者が無ぶ愛あい想そに差し出した懐かい中ちゆう時計を一いち瞥べつして、バトラーは指を鳴らした。パイプの火を落とすと、恭しくエステルの手を取る。

「おや、いけない。もうこんな時間か……ではシスター、もし他にお困りの事情がなければ、我々はこれにて失礼させていただきたいのですが？」

「あ、はい。あたしもこれから行くところがあるので……あの、本当に助かりました、ミスター・バトラー」

「〝バトラーさん〟で構いませんよ、シスター・エステル」

　尼に僧そうの手にそっと口づけして、男は微笑ほほえむと、まろやかなアルビオン語で囁ささやきかけた。

「おイツ会ト・いワズで・ナきイスて・ミよーテかインっグ・たユー。またアイ・いつホープか、・トお目ウ・シにかー・ユかりー・たいアゲものイン・ですねスーン」

　少女がどぎまぎと頰ほおを赤らめたときには、執しつ事じは慇懃な会え釈しやくと微び笑しようを残して身を翻ひるがえしていた。グデーリアンと呼ばれていた青年も半歩遅おくれてそれに付き従う。

　青闇の落ちた大通りを、二つの影かげが遠ざかってゆくのをエステルはしばし見送っていたが、ほどなく我に返った。すでに陽ひはとっぷりと暮れている。

「……あっと、いけない！」

　こちらも無む駄だにしている時間などなかったのだった。一つ舌打ちすると、少女は大通りを反対側に向かっていっさんに駆かけ始めた。
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　イシュトヴァーン中央オペラ歌劇場ハーツ──イシュトヴァーン随ずい一いちの目め抜ぬき通りであるアンドラーシ通りに面したこの建築物は〝大アル災マゲ厄ドン〟以前から残る、旧時代の遺産の一つだ。そして昨年の解放戦せん役えきの後のち、この街を治めるイシュトヴァーン大司教が真っ先に整備して、市民に開放した公こう共きよう施し設せつでもある。

　ネオ・ルネサンス様式の建築スタイルは絢けん爛らん華か麗れいにして繊せん細さい。風格はミラノのスカラ座、ヴィエナのオペラ座、プラークの国民劇場に次ぐ格式を誇ほこる。外観はややこぢんまりとまとまっているが、一歩中に入れば金とえび茶に統一された内装は上品かつ豪奢で見る者の目を奪うばう──エステルが通された貴き賓ひん席もその例外ではなかった。広い舞ぶ台たいを一望のもとに見下ろせる桟さ敷じきには踝くるぶしまで埋うまる絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、どこぞの王宮もかくやの贅ぜい美びぶりだ。数多くの芸術品がふんだんに壁かべを飾かざり、並べられた家具はすべて、ローマやフィレンツェからわざわざ取り寄せられた特注品である。

　だが、そんな調度の数々もソファに腰を下ろしていた女性の麗うるわしさと比べれば、ずいぶんと色いろ褪あせて見えた。

「……お帰りなさい、シスター・エステル。遠路はるばるご苦労さまでしたね」

　ミラノ公カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きよう──現教皇の異母姉にして国務聖省長官として教皇庁外交を取り仕切る麗れい人じんは、入室してきた尼僧に優やさしい声をかけた。対面のソファ、すでに腰を下ろしていた二人の神父の側そばに席を勧すすめるや、手ずから注いだティーカップをその前に置く。

「聞きましたよ。駅でマスコミに捕つかまってたいへんだったそうですね。怪け我ががなくてなによりでした」

「は、はい！　ただちょっと……というより、かなりびっくりしましたけれど」

　片眼鏡モノクルの奥で微笑む灰瞳を見返し、尼僧は操あやつり人形のぎこちなさで首を振ふった。なにしろエステルにとって、ミラノ公は聖母にも等しい女性である。いまだにこの麗人の前に出ると強い緊きん張ちようで体が強こわ張ばってしまうのを抑おさえきれない。かいてもいない額の汗あせを拭ふくと、うわずった声を漏もらす。

「それで猊げい下か、あの人たち、あたしのことを〝聖女〟とかなんとか言ってたんですけど、いったいあれは何の冗じよう談だんだったんでしょう？　いえ、それどころか、なんでも今夜、なんとかって歌劇があって、その主人公があたしだって……わけがわかりませんわ」

「……その件については、あとでお話しましょう」

　片眼鏡をそっと押さえながら、麗人は眼下を見下ろした。幕の下りた舞台を見やって、小さなため息をつく。

「もうすぐ、教皇聖下と一いつ緒しよに広報聖省長官が到とう着ちやくする予定です。今回の一件はあの方が取り仕切っていらっしゃいます。私などが中ちゆう途と半はん端ぱに話すより、彼自身の口から説明を受けるのが早いでしょう……それより、今は〝帝てい国こく〟の話を聞きたいわ」

　枢機卿の声は相変わらず穏やかだった。だが、どこか硬こう度どを増した視線で神父と尼僧を一瞥すると、〝鉄の女〟は法衣の下で脚あしを組み替かえた。

「それで結局、彼らの皇こう帝ていとはコンタクトできたのかしら？」

「はい、その件につきましてはご報告することがあります」

　エステルはぴんと背を伸のばすと、声調を調ととのえた。帰路の車中、何度も頭の中で練っておいた報告を張り切って披ひ露ろうする。

「現地におきまして、私たちは非常な幸運に恵めぐまれ、皇帝その人と親しくお目にかかる──」

「いいや、それがですね、残念ながら皇帝に直接お会いすることはできませんでしたぁ」

　エステルの熱意はまったくの空から振ぶりに終わった──脳天気な声が、まるで彼女に喋しやべらせまいとするかのように割り込んできたのだ。

「……なっ!?」

　止める暇ひまもなかった。思わず相手の顔をエステルが見やったときには、妨害者──アベルは立て板に水とまくしたて始めている。その言葉の奔ほん流りゆうは、あたかも同どう僚りように口を差し挟はさむ隙すきを与あたえまいとするかのようだ。

「いやあ、カテリーナさんの密書をなんとか渡わたそうと、いろいろ頑がん張ばってはみたんですが、さすがに皇帝本人と接せつ触しよくすることはできませんでしたよ。あ、でもでもご安心ください？　かつて我々と接触があった向こうのＶＩＰ──キエフ侯こうアスタローシェ・アスラン卿きように会って、皇帝とのコンタクトの仲ちゆう介かいを依い頼らいしました。カテリーナさんの密書はきちんと向こうの手に渡ったはずですから、その点はご心配なく♥」

「え？　は？　いや、あの神父さま、ちょっと……」

　この男、何を言い出すのか!?

　慌あわててエステルは裾すそを引いたが、アベルの舌はその滑なめらかな回転をやめなかった。真しん剣けんに聞き入るカテリーナに向かって、身み振ぶり手振りさえ交えながら、なおも熱弁を振るう。

「でも、そこに至るまではまったく苦労しましたよ。なにしろ右も左もわからない異国でしょう？　任務遂すい行こうのために東に西に奔ほん走そうする毎日、それはもう語るも涙なみだ、聞くも涙の物語で……ううっ。私、三キロも瘦やせてしまいました」

　いったい、どのあたりからこんな与よ太た話をひねり出してくるのか──感心しかけたところで、危うくエステルは我に返った。

「ちょ、ちょっと神父さま！　でたらめはそこまでにしておいてください！」

　何を考えてのたわごとかは知らないが、このままでは皇帝に出会ったこともうやむやにされてしまう。アベルの口を強引に手で塞ふさぐや、不ふ審しんげなカテリーナに向けてエステルは唾つばを飛ばした。

「ち、違ちがうんです、猊下！　あたしたちは──」

　直接、皇帝陛下にお目にかかったんです!!

　顔を真っ赤にして、エステルがそう喚わめきかけたとき。

「──失礼いたします、スフォルツァ猊下」

　渋しぶい男の声とともに扉とびらが開いた。視線を上げた麗人に向けて恭うやうやしく一礼したのは、入室してきた三人の先頭に立つ人物──大司教位を表す紫し紺こんの帯を法衣に締しめた年配の男である。

「ご歓かん談だん中に申し訳ございません、猊下。教皇聖下、ならびにボルジア枢すう機き卿きようがたった今、ご到とう着ちやくなさいました」

「やあオラ、ハニー♥」

　第二の声は〝軽けい薄はく〟という単語をミキサーにかけて、そこに〝気障きざ〟をまぶしたような響ひびきを備えていた。およそ枢機卿の緋衣がこれほど似合わない人物も珍めずらしいだろう。鼻にかかった声をあげながら入ってきたのは、長髪ロンゲを脱だつ色しよくした若者──広報聖省長官アントニオ・ボルジア枢機卿である。

「久しぶりだねェ。ああ、キミのその美び貌ぼうをずいぶんと長いこと見なかったものだから、ボクの美的感受性はずいぶんと鈍にぶってしまったヨ！　元気だったかい？」

「…………こんばんは、ボルジア枢機卿。お元気そうですね。でも私の記き憶おくが確かなら、一昨日おととい、ローマでお目にかかったばかりと記憶していますが？」

　歯の浮うくような台詞せりふを並べたてる若者をすげなくやり過ごすと、カテリーナは視線をその後方に流した。二人の男の背後、身を縮めて顔を伏ふせている少年を見いだすや、冷たかったその目に柔やわらかな光が灯ともる。

「ああ、アレク。飛行船はどうでしたか？　乗り物酔よいとかはしなかった？」

「は、はは、はい、姉上……」

　白布を金糸銀糸で縫ぬった壮そう麗れいな法衣の少年──現教皇アレッサンドロ十八世の声は今にも消え入りそうだった。対人恐きよう怖ふ症しようのうえ、自閉症の気の彼にとってはローマ、いや、法王宮を離はなれることはかなりの冒ぼう険けんだったはずだ。ようやく保護者である異母姉の顔を見いだして安あん堵どしたらしく、今にも泣き出しそうな顔で一礼する。

「す、すこ、少し気持ち悪かったけど、も、もう治りました……」

「そう？　でもまだちょっと顔色が悪いわね。薬を用意させましょう……ああ、その前にいい機会ですから紹しよう介かいしておくわ。こちらが、シスター・エステル──国務聖省職員で、〝イシュトヴァーンの聖女〟です」

　カテリーナに促うながされ、エステルは少年に向かって丁てい寧ねいに拝礼した。

「──はじめまして。ご尊顔を拝し奉たてまつり、恐きよう懼くの極みにございます、教皇聖下」

　この風ふう采さいのあがらぬ少年教皇が極きよく端たんな対人恐怖症であることは、教皇庁内では知らぬ者とてない事実だ。できるだけ相手を刺し激げきしないよう声音を静めつつ、骨ばった手に接せつ吻ぷんする。

[image: ]

「このたびはもったいなくも聖下にお目もじできて、私ごとき卑いやしい一いつ介かいの僕しもべとしては汗かん顔がんの至りにございます。本来であれば、ご尊顔を拝するのも分不相応でございますのに」

「あ、あ……い、いえ……」

　少女の唇くちびるが手に触ふれるや、それまで青ざめていた少年の顔がみるみる赤らんだ。呼吸障害の発作でも起こしたように小刻みな息を吐はきながら、慌てて手を引っ込める。

「あ、ぼ、ぼぼぼぼぼ、僕は……その……」

「──どうやら、聖下はお疲つかれのようですな」

　さかんにとちりながら喘あえぐ少年の肩かたにそっと手を置いたのは、沈ちん黙もくを守っていた最初の男だった。年の頃ころは、五十路いそじも半ばぐらいだろうか。若い頃はさぞ異性に騒さわがれたであろう苦み走った顔に気き遣づかわしげな表情を浮かべ、少年教皇を手近なソファに座すわらせる。

「開演まで、まだ少々ございます。聖下はこちらでご休きゆう憩けいなさってくださいませ。スピーチは、不ふ肖しよう、この私めが引き受けますれば」

「……すみませんね、ダヌンツィオ大司教」

　呆ぼう然ぜんと目を瞠みはるエステルの目前で、少年教皇は何かの発作のように荒あらい息をついている。その額の汗あせを優やさしく拭ふき取りながら詫わびたのは、他ほかならぬカテリーナだ。

「あなたにこんなことまでさせるなんて申し訳ないわ。ただでさえ、今回の式典について骨を折ってもらっているのに……」

「何をおっしゃいます。それでローマとスフォルツァ猊げい下かのために幾いく分ぶんかでも貢こう献けんできるのであれば、安いものですよ」

　イシュトヴァーン大司教──エマヌエーレ・ダヌンツィオは柔らかな微笑ほほえみを浮かべ、恭うやうやしくカテリーナの手をとった。騎き士しが崇すう拝はいする淑しゆく女じよに接するかのように接吻すると、深しん沈ちんと静まった緑眼を美貌に向ける。

「さて、そんなことより、今こ宵よいの歌劇の脚きやく本ほんは私が自ら筆を執とったもの。猊下の審しん美び眼がんにかなうかどうかはわかりませぬが、どうか、ごゆっくりとご鑑かん賞しようくださいませ……出来映えについては、いささかの自信がございますれば──」

「そりゃあ出来はいいサ。いいに決まってるヨ」

　大司教の謙けん虚きよな発言に応じたのはカテリーナではなかった。いま一人の枢機卿──アントニオが前まえ髪がみをかき上げながら、この青年にしては珍しく不ふ機き嫌げんげな口を挟はさんだのだ。

「なんといっても、この歌劇のプロデュースはボクの広プロパ報ガンダ聖・フイ省ーデが全面的にバックアップしてるんだヨ？　舞ぶ台たい監かん督とく、演出家、俳優……すべて超ちよう一流どころを揃そろえてあるんだ。これで出来が悪かったら、それこそ脚本のせいでしョ」

「ボルジア枢機卿のバックアップには感謝しておりますよ。私の舞台のために、ご尽じん力りよくいただいて」

　青年を見やったダヌンツィオの言葉は恭しかったが、その表情はどこか挑ちよう発はつ的だった。壮そう年ねんの獅し子しが地位を狙ねらう若獅子を威い迫はくするにも似て、緑眼で相手の視線を捉とらえたまま軽くいなす。

「なにしろ今回の式典は、私の街の復興が成し遂とげられたことを内外に喧けん伝でんする重要なイベントです。なんとしても成功させて、教皇庁の権けん威いを世に知らしめねばなりません……今後とも、広報聖省のバックアップについては期待させていただきますよ」

「…………」

　大司教の発言は挑発的でありながら、十分に礼節を保っており、つけいる隙すきがなかった。珍めずらしくアントニオが沈黙してしまったのは、やりこめられたということもあるだろうが、男としての年季の差を感じ取ったからかもしれない。

　今年で五十五になるダヌンツィオは、先代教皇グレゴリオ三十世の御み世よより聖界に重きをなしてきた実力者だ。当時、枢すう機き卿きよう団長だったアルフォンソ・デステの片かた腕うでとして、四十そこそこで異い端たん審しん問もん局局長・教皇官かん房ぼう長などの枢すう要ようなポストを歴任してきた。また私生活においては数十本の小説と二百余りの戯ぎ曲きよくをものする文学的才能の持ち主としても著名である。だが、あまりに切れ者すぎたため、これを忌き避ひしたアルフォンソによって、中央から遠ざけられたものの、地方で培つちかわれたその実力と名声は教皇の異母兄姉であるメディチ・スフォルツァ両枢機卿に次ぐとさえ言われている。事実、彼の政治的手しゆ腕わんがなければ、〝嘆なげきの星〟事件で荒こう廃はいしたイシュトヴァーンの復興がたった一年で為なし遂げられることはありえなかったろう。

「……ああ、そういえば今夜の主しゆ賓ひんに挨あい拶さつがまだでしたね」

　若者を黙だまらせた大司教はふと視線を逸そらした。

　苦み走った顔を向けた先は、それまで固かた唾ずを吞のんで高級聖職者たちの舌戦を見守っていたシスターである。

「お顔を見るのは初めてですが、貴女あなたのことはよく存じておりますよ、シスター・エステル。遠路はるばる呼びつけてしまって申し訳なかった」

「……は、はじめまして、大司教猊下」

　恭しく微笑みかけてきた大司教を前に、エステルは慌あわてて席を立った。いかにも男としての年輪を感じさせる風格に、赤らめた顔を深く伏ふせる。

「このたびは、私わたくしごときをお招き頂きありがとうございました。お目にかかれて、本当に光栄です」

「とんでもない。私の方こそ、こうして本物の聖女さまにお目にかかれて光栄の極みですよ。今回の脚本ほんの執しつ筆ぴつにあたって、貴女のことはずいぶんと調べさせていただきました。いつか本人とお会いしたいと思っていたのですが……正直、驚おどろきました。これほどまでに可か憐れんなお嬢じようさんとは思いもよりませんでしたから」

「か、可憐だなんて、そんな……」

　歯の浮うくような賛辞を耳にして、エステルはますます赤くなった顔を伏せた。困こん惑わく半分照てれ隠かくし半分で、いつの間にか部屋の隅すみに逃にげていってしまっている神父アベルに視線を送って助けを求めるが──

「……トレス君、私、オペラの貴き賓ひん席なんて初めてですけど、いい眺ながめですねえ。はっはっは、神さまって、毎日こんな気分なんですかねぇ？」

　神父はふんぞり返って観客席を見下ろすのに夢中で、こちらの視線にはまるで気づいていない。想像の世界でその背中に蹴けりを入れながら、エステルは困り果てて頭を搔かいた。

「それに、〝聖女さま〟だなんて呼び方はやめていただけませんか？　あたしなんかにはもったいなさ過ぎますし、第一、ぜんぜん、柄がらじゃありません」

「柄じゃない？　とんでもない。謙けん遜そんも度を過ぎると嫌いやみだよ、エステル」

　一方、そんな少女の反応を楽しむかのようにダヌンツィオは微び笑しようを保っている。あまつさえ、そっと伸のばした手で尼に僧そうの頭ず巾きんの乱れを直してやると、身を強こわ張ばらせているエステルの顔を悪戯いたずらっぽく覗のぞきこむ。

「年とし端はもいかぬ少女の身でこの街と人々を護まもり、邪じや悪あくな魔ま物ものを倒たおした聖女様……イシュトヴァーンの大司教としては、いくら感謝しても足りないぐらいさ。今夜の歌劇も、脚本には自信があるんだ。少しでも後世に君の業績を残す手伝いができれば嬉うれしいよ」

「は、はあ……それはありがとうございます」

　強張った笑みを口元に貼はり付けたまま、エステルはぎくしゃくと頷うなずいた。もっともその顔は、最前までの赤みを急に失っている。

（聖女エステル？　なによ、それ）

　内心、暗い呟つぶやきとともに視線を自分の手に落としたのは仰ぎよう々ぎようしい称しよう号ごうに辟へき易えきさせられたためだけではない。

　一年前、この手の中で息を引き取った男がいた。彼は人間を妻として愛し、その妻を人間に奪うばわれた復ふく讐しゆうのため、世界に向けて戦いを挑いどんだ哀あわれな男だった。そして、ダヌンツィオの言う〝邪悪な魔物〟とは他ほかならぬ彼のことだ。その彼を殺した〝業績〟によって聖女に持ち上げられている自分がここにいるのが、なぜかとても理り不ふ尽じんで、納なつ得とくのいかない気がする。悪あく趣しゆ味みな茶番にむりやり付き合わされているような──

「ああ、そうそう。ところでスフォルツァ猊げい下か、メディチ枢機卿は？　今回の慰い霊れい式典にはあの方もいらっしゃられるとうかがっていましたが？」

「あいにく、兄はどうしても都合がつかずにローマに残っておりますの。別に名代を差し向けると言っていましたが……まだ、到とう着ちやくしていませんか？」

　いつの間にか、ダヌンツィオ大司教は教皇を挟はさんで、カテリーナと世間話を始めている。会話から取り残されたことにむしろ安あん堵どしながら、エステルは客席の方に目を移した。

　千を超こえる客席はすでに盛装した男女で満席だった。いずれもこの街きっての名士たちだが、その中にエステルの見知った顔はない。というのも、イシュトヴァーン復興にあたってダヌンツィオは積極的にローマやヴェネツィアの産業資本を優ゆう遇ぐうして、工場や銀行を街に誘ゆう致ちしていた。今夜の来らい賓ひんは、ほとんどがそういった資本家たちである。客席からかすかに聞こえてくるざわめきにハンガリア語は聞こえず、大半はローマ公用語だ。

　一方、いまだ厚い緞どん帳ちようがかかったままの舞ぶ台たいでは、開演前の挨拶でもあるのか、出演者たちが袖そでに控ひかえていた。その中央で笑っている青い尼僧服の少女──チラシにも描えがかれていたあの美少女がヒロインだろう。するとその隣となりにいる、背の高い猫ねこ背ぜの男がハンガリア侯こうだろうか。陰いん気きな顔はメイクによってさらに怪かい物ぶつ的な印象が強調され、長い牙きばは肉食獣じゆうのようだ。いかにもな悪役である。

　美しくも儚はかなげなヒロインがさまざまな辛しん苦くを経て、あの醜みにくい怪物を退治し、街に平和をもたらす──そんなわかりやすい筋ストー書リーが、配役を見ただけでも一目瞭りよう然ぜんだ。

（だけど……）

　だけど、あの戦いはそんな単純なものではなかった──無意識にロザリオをまさぐりながら、エステルは心の底で呟いた。

〝別に殺したいわけではない。俺は殺さつ戮りくを楽しむほど趣味は悪くないよ〟

〝これは生存競争だ〟

　そう言って死んでいった彼はけっして〝邪悪な魔物〟などではなかったし、エステル自身ですら、あのときの戦いが本当に正しかったのか、いまでもわからなくなるときがある。あれが食うか食われるかの戦いだったことは確かだ。負けていれば、死んでいたのはエステルたちの方だったろう。しかし、それを認めてなおエステルの頭にこびりついて離はなれぬ思いがある。

〝本当にあの戦いは避さけることができない戦いだったのか？〟

　それは尼僧である彼女にとって、口が裂さけても言ってはならない悩なやみだ。そう、教皇庁に身を置く限り、そんなことを口にするのはエステルにとって、己おのれを否定するのに等しく……

「……あれ？」

　苦い思いに浸ひたっていたエステルだったが、ふとその意識が現実に戻もどってきた。

　ぼんやりと眺めていた舞台の隅、出演者たちが集まっているのとは反対側の幕の向こうから目立たぬように滑すべり出てきた人ひと影かげに、ふと視線が吸い寄せられる。

　それはエステルと同年配ぐらいの少女だった。この辺りでは珍めずらしい褐かつ色しよくの肌はだに、光こう沢たくある黒くろ髪かみの巻き毛、大だい胆たんなスリットの入ったドレスと大きな宝石を手の甲こうに嵌はめた銀糸の長手袋の組み合わせが印象的だ。が、エステルの目を奪ったのは彼女の容姿やファッションではない。紫むらさき色いろの瞳ひとみを輝かがやかせた彫ほり深い顔に、なんとなく既視感を覚えたからだ。

「あの娘こ、どこかで見たような……」

「おや？　どうかされましたか、エステルさん？」

　訝いぶかしむように眉まゆを寄せていたエステルの背後から声をかけてきたのは、さっきから、ひょろひょろと貴き賓ひん室内を徘はい徊かいしていたアベルだった。エステルの前に置かれていたお茶うけのパイを物欲しげに見やりながら、尋たずねてくる。

「急に怖こわい顔で黙だまっちゃって……あ、ひょっとしてお腹なかでも痛いんですか？　よかったら、そのお菓か子し、代わりに食べてあげましょうか？」

「結構です」

　たわごとをぴしゃりと遮さえぎって、エステルは神父を振ふり返った。件くだんの少女を指さし早口に問いかける。

「そんなことより神父さま、あそこの女の子、どこかで見たことありませんか？　それも割と最近……なんか、頭のここら辺にひっかかってる顔なんですけど」

「はて、どの娘さんで？」

　訝しむような響ひびきが神父の声にこもった。エステルの指さす方を見下ろし、困った顔になる。

「娘さんなんてどこにもいらっしゃいませんが……ああ、ひょっとして、あっちで皆みなさんと一いつ緒しよにいる女優さんのことでしょうか？」

「違ちがいますよ。ほら、その反対側に……あれ？」

　舞台に視線を戻したとき、アベル同様、エステルも眉み間けんに皺しわを寄せることになってしまった。最前の少女は影かげも形もなくなってしまっていたからだ。

「あれ、変ね？　いま確かに……」

「ほへー、あれがエステルさん役の女優さんですか。チラシでも見ましたが、直接拝見するとまた一段とかわいいですねー」

　もっとも、そのときにはアベルはすっかりエステル本人には関心をなくした顔で、出演者たちに目をやっていた。エステル役の女優を無ぶ遠えん慮りよに見下ろしながら、だらしなく鼻の下を伸のばしている。

「美人さんですよねえ。それにスタイルも色気も格段に実物より……あ、でもでも、がっかりされることはありませんよ、エステルさん。確かに顔もスタイルも色気でさえも完全に負けてますが、こと得体の知れない魅み力りよくという点においては貴女あなたの方が勝ってます。だから、安心して胸をお張りなさい」

「…………そんな褒ほめられ方されても、ぜんぜん嬉うれしくないんですけども」

　やや八つ当たり気味に、エステルが口をつけていたティーカップを皿に戻したとき。

「……ああ、そろそろ開演時間だね」

　壁かべの時計を見上げた大司教が錆さびた声で呟つぶやいた。法衣の裾すそを払はらって立ち上がると、教皇と枢すう機き卿きようたちに一礼する。

「では、聖下たちはここでごゆるりとご鑑かん賞しようください。私は来賓に挨あい拶さつして参りますので……じゃあ行こうか、シスター・エステル」

「へっ!?　あ、あたしですか？」

　いきなりの不意打ちに、思わず我が身を指さして、エステルは目をしばたたいた。なんで大司教が来らい賓ひんに挨拶に行くのに自分がついていかねばならないのか？

　一方、そんな尼に僧そうの不ふ審しんげな顔を見て、大司教は口元を緩ゆるめた。優やさしい声のまま、爆ばく弾だんを投げつける。

「これから、私と一緒に皆さんに挨拶するんだよ……ちゃんとスピーチは考えてあるんだろう？」

「あ、挨拶!?　ス、ス、スピーチ!?」

　寝ね耳みみに水の命令にエステルは目を白黒させた──冗じよう談だんではない。あんな大人数、しかも歌劇場の舞ぶ台たいに立ってスピーチなどできるわけがない！

「ちょ、ちょっと待ってください！　あの、急にスピーチなんておっしゃられましても……」

「おや、準備してないのかい？　困った子だね、私の聖女様は……仕方ない。こんなこともあろうかと、草そう稿こうを作っておいたよ。君はこれを読み上げてくれればそれでいいからね」

「は、はあ……あの、でも……」

　どうやら、大司教は本気のようだ。いたって真しん剣けんな顔でぶ厚い原稿の束を手て渡わたしてくる。いやいやそれを受け取りながらエステルは途と方ほうにくれた。すがるような目を窓まど際ぎわに向けると、そこにいた神父に視線で助けを求めるが──

「あ、エステルさん、舞台したに行かれるんでしたら、あの女優さんのサイン頂いてきてもらえませんかね？　でもって、〝ナイトロード神父さまへ♥〟って書いてもらえると嬉しいんですけど？　えへ♥」

「…………！」

　瞬しゆん間かん湧わき出した殺意は近い将来のためにとっておくことにして、エステルは大きく深呼吸した。

　どうやら逃にげ場はなさそうだ。




「ぬうっ、すっかり遅ち刻こくしてしまったわッ！」

　まだ十一月も初しよ旬じゆんとはいえ、イシュトヴァーンの街はすでに冬の冷気に閉ざされていた。戸外では陰いん気きな雪雲が低く垂れ込め、暖だん房ぼうされているはずの歌劇場内ですら、廊ろう下かを行き交う人々の吐はく息が白い。

　にも拘かかわらず、広い廊下をほとんど疾しつ走そうするような勢いで突つき進む大男の周囲だけは、どうやら別世界のようだった。大おお股またに絨じゆう毯たんを蹂じゆう躙りんする巨きよ体たいからは、真夏もかくやな暑苦しい気配が撒まき散らされている。当然、その周囲からは異世界の怪かい物ぶつでも発見したような視線が集中していたのだが、当の巨漢はそれにさえ気づいたふうもない。あたかもここが敵てき陣じんのただ中であるような眼光で前方を睨にらみ据すえながら、長い髪かみをかきむしる。

「ううむ、メディチ猊げい下かの名代として派は遣けんされながらなんという体ていたらくッ！　このペテロ、一生の不覚ッ！」

　特務警察の将校服を纏まとった巨漢──ブラザー・ペテロは壁の時計を見上げると、親の仇かたきでも発見したような目つきで唸うなった。開演時刻まですでに二十分を切っているというのに、異い端たん審しん問もん局局長が教皇の御ご前ぜんに参上していないというのは大失態である。

　とはいえ、実のところ、ローマで多た忙ぼうを極める上司の代理として教皇の随ずい行こうを命じられた彼が市内に到とう着ちやくしたのは、ついさきほどのことだった。空路、直接イシュトヴァーン入りした教皇とは別ルート──陸路でイシュトヴァーンにやってきたのだ。ところが、視察のために立ち寄った軍施し設せつで予定以上、時間をとられた結果、遅刻してしまうはめとなったのである。

　視察そのものは十分に成果をあげたものの、肝かん心じんの教皇随行任務に最初から遅刻してしまうとは教理聖省異端審問局局長にあるまじき不ふ祥しよう事じだ。帰ったら、フランチェスコからどのような叱しつ責せきを受けることか。いや、上司に叱しかられるだけならばまだいい。ペテロが危き惧ぐしているもう一つの不安材料の深刻さに比べれば──

「……ぬうっ、貴き賓ひん室はどこだ!?　というか、ここはどこだ！」

　広い廊下の突き当たりまで来て、はたとペテロは立ち止まった。ようやく自分が迷子になっていることに気づいたように周囲を見回す──だが、目に入るのは関係者専用のプレートが掛かかった扉とびらばかりで、目指す貴賓室の表示はどこにもない。

　どうやら、完全に道に迷ってしまったようだ。正面玄げん関かんからここまで、十分近く驀ばく進しんしてきたにも拘かかわらず、肝心の目的地はいっこうに見えてくる気配がない。まあそれは闇やみ雲くもに突き進んできたのだから仕方ないとして、教皇護衛にあたっている斧アラ槍バル衛デイ兵エリの一人すら見つけられないというのはどういうわけか──口をへの字に結んで周囲を睥へい睨げいするも、その形相を目もく撃げきした子供が向こうで泣き始めるのを除けば、新たな発見はどこにも見いだせない。

　実は、この歌オペ劇ラハ場ーツの貴賓室は玄関からして一いつ般ぱんのそれとは独立したものになっており、この通路からは絶対に行き着けないような構造になっていたのだが、無論、そのような事情など〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に知る由よしもない。歯は嚙がみしながら、もと来た道を引き返そうとして──

「──きゃっ!?」

　勇ゆう猛もう果か敢かんな修道騎き士しの背後で、小さな悲鳴があがった。

　ちょうど後ろから歩いてきていた少女が、身を翻ひるがえした騎士に衝しよう突とつしてしまったのだ。小こ柄がらな娘むすめは小さな悲鳴をあげて絨毯に尻しり餅もちをつくと、胸に抱かかえていた何かを廊下にぶちまけた。

「や、ややっ！　も、申し訳ござらぬ、シスター！　このペテロ、一生の不覚っ！」

　楽屋入り口らしき扉の前に散乱した紙──原稿用紙の束をペテロは慌あわてて拾い上げながら、頭巾コイフを押さえて呻うめく尼僧に詫わびを入れる。

「某それがし、後方不注意でござった。お怪け我がはありませなんだか……って、う、汝うぬは！」

　いまだ廊下に尻餅をついたままの尼僧を抱だき起こそうとしたところで、ペテロは血相を変えた。目をかっと剝むくや、痛そうに腰こしをさすっている相手に吼ほえかかる。

「汝うぬはァ、エステル・ブランシェではないかっ！」

「あ……えーと、確か、ブラザー・ペテロさんでしたっけ？」

　自分の名を怒ど鳴なられたことに驚おどろいたのか、腰をさすっていた娘が目をあげた。うっすら涙なみだぐんだ瞳ひとみで〝壊滅騎士〟を一いち瞥べつして、ぺこりと会え釈しやくする。

「お久しぶりです。ご無ぶ沙さ汰たしてました……ああ、そうそう。カルタゴではいろいろとお世話いただき、ありがとうございました」

「あ、いや、某それがしこそその節は……い、いや、そうではなくて！」

　釣つり込まれて頭を下げたところで、ペテロはようやく我に返った──こんなところでのどかに挨あい拶さつを交かわしあってどうする！

「エステル・ブランシェ！　ここは汝うぬのような者が来るところではないぞ！　かようなところで何をしておるのか！」

　ペテロの熱い糾きゆう弾だんに、ようやく立ち上がったばかりの尼に僧そうはきょとんとした顔になった。

「何って……ええっと、スピーチの準備をしてただけですけど？　あたし、ダヌンツィオ大司教のご命令で、これから皆みなさんの前でスピーチしなくちゃいけないんです。それで用意していただいた原稿を読んで──」

「大司教の命令？　馬鹿を申すな。汝うぬがごときにそのような大命が下るはずなど……」

　幼よう稚ちなたわごとをせせら笑いながら、ペテロは原稿用紙の束に目を落とした。気のない視線でそれを一瞥して──急に訝いぶかしげな表情になる。原稿の冒ぼう頭とうに押されているこれは、ひょっとするとイシュトヴァーン大司教座の印章ではないか？　慌てて皺しわを伸のばすと、すばやく目を走らせる。

「なになに？　〝今回、お集まりいただいた皆様に私は訴うつたえたいのです……〟？」

〝今回、お集まりいただいた皆様に私は訴えたいのです。この世には真の悪意ある存在があるということを。そして、そんな彼らの存在を消し去らぬ限り、我々に未来はないということを──我々の大義と愛する者の命を守るために、我々は一丸となって戦わなければなりません。苦しい戦いになるでしょうが、我々は団結し、信念を持って、彼らに戦いを挑いどみ……〟

　信じ難がたいことだが、それは確かにスピーチの草稿のようだった。全部で五十枚ぐらいはあろうか。ずいぶんと美文調で激げき越えつな字句を弄ろうしてはいたが、最後に入っていた大司教のサインも本物のようである。

「むぅ、これは確かにダヌンツィオ猊下のサイン……だが、信じられん！　何なに故ゆえ、汝うぬがごときが!?」

　用心深い光で切れ長の瞳を満たして、ペテロは尼僧の顔を覗のぞきこんだ。

「汝うぬは、よもや某それがしをたばかっておるのではあるまいな？　正直に言わんと、あとで後こう悔かいするぞ？」

「あのぅ、さっきから、あたし、よくお話が見えないんですけど……」

　心底困ったような顔になって娘は頭を搔かいた。まるでしつこく絡からんでくる酔よっ払ぱらいを宥なだめるように言い訳をする。

「だいたい、あたしも急な話でびっくりしてるところなんです。いきなりミラノ公にイシュトヴァーンに来るように言われたと思ったら、今度はスピーチだなんて……もう、なにがなんだか」

「ミラノ公……スフォルツァ枢すう機き卿きようか？」

　尼僧の言葉に、ペテロは敏びん感かんに反応した──では、あの雌め狐ぎつねがまた何か企たくらんでいるのだろうか？

　そもそも、今回の教皇訪問において最もペテロが警けい戒かいしていたのは教皇に随ずい行こうする異母姉の動向だった。メディチ枢機卿の不在をいいことに、純真な聖下にろくでもないことを吹ふき込むのではないか、妙みような策動を見せるのではないか──そう危ぶんでいたところなのだ。どうやら、その危き惧ぐは正しかったらしい。

（また動き始めおったか、雌狐め……だが、カルタゴでの轍てつは踏ふまんぞ。今度こそ、尻尾しつぽを摑つかんでくれるわ！）

　途と方ほうにくれた顔でため息をついている尼僧を見下ろしながら、ペテロは拳こぶしを硬かたく握にぎりしめた。

　あの女にはカルタゴで煮にえ湯を飲まされた。あと一歩というところまで彼女の陰いん謀ぼうに迫せまりながら、大規模災害に邪じや魔まされて物証を揃そろえ損ねたのだ──正確には、あの女と接触を持ったらしい吸ヴア血ンパ鬼イアの身み柄がらを押さえかけながらも、仏心からそれを取り逃にがしてしまったのである。だが、今度はそうはいかない。あの女が聖下の側そばにあって何を企んでいるかは知らねど、このペテロある限り、きっとそれを暴いてくれる！

「──そこで何をやっているのかね、シスター・エステル？」

　熱い決意に燃えていた異い端たん審しん問もん官かんに冷水を浴びせかけたのは、背後からかかった声だった。渋しぶい男の声が、尼僧を護まもろうとするかのように割り込んできたのだ。

「急にいなくなったのでずいぶんと捜さがしたよ……おや？　そこにいるのはどこかで見た顔だね。異端審問局局長ともあろうお方が何をこんなところで油を売っておいでなのかな、ピエトロ・オルシーニ君？」

「……ダ、ダ、ダヌンツィオ猊げい下か!!」

　ひさかたぶりに呼ばれた自分の本名に、ペテロは電流でも流されたかのように振ふり返った。いつの間にか近くに来ていた法衣の大司教を見いだすや、顔をひきつらせて一礼する。

「お、お久しぶりであります！　その後、御ご無ぶ沙さ汰たして申し訳ございません！」

「ああ、久しぶりだね。オルシーニ君。最後に会ったのは、私が異端審問局局長を異動になったときだったかね？　あのときの坊ぼうやが今や局長とは、月日の経たつのは早いものだ」

「はっ！　その節は御指導御ご鞭べん撻たつ賜たまわり、ありがとうございましたっ！」

　先々代の異端審問局局長に対し、ペテロはバネ仕じ掛かけの人形のように平身低頭した。教皇庁の力の象しよう徴ちようとして、内外に武名と悪名を轟とどろかせる〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟だったが、そんな彼にも頭の上がらぬ者がこの世に四人存在する──かつての上司であるダヌンツィオはその一人だ。

「ほ、ほ、本日は遅ち参さんいたしまして、まことに申し訳ございません！　実は市警軍の視察に時間をとったうえ、途と中ちゆうの道がたいへんに混んでおり……」

「言い訳はあとで聞こうか、局長閣下」

　だが、そんなかつての部下に対し、大司教はにべもない一言を与あたえただけだった。二人のやりとりに驚おどろいている尼に僧そうを見下ろすと、別人のように優やさしい声をかける。

「それよりもシスター・エステル。原げん稿こうには、もう目を通してもらえたかな？　そろそろスピーチの時間だよ。舞ぶ台たいの方に上がっておいてもらいたいのだがね」

「……え、ええっと原稿には目を通させていただきました」

　慌あわてて〝壊滅騎士〟に押しつけられた原稿用紙の束を困ったような顔で受け取りながら、尼僧は答えた。

「ですが、猊下……あたし、本当にこの原稿を読まなくちゃいけないんですか？」

「うん？　それはどういう意味かな？」

　急に暗い翳かげりを落としたエステルの目を覗のぞきこむと、大司教は不思議そうな顔になった。ややおどけたような口調を作って尋たずねる。

「私の作った原稿が気に入らないかね？　君の文学的感受性に訴うつたえなかったとか？」

「い、いえ、そんなことはけっして！　文章的にはとても素す晴ばらしいと思います。とてもわかりやすいし……でも、内容がちょっと、その……」

　何がそんなに言いづらいのか、尼僧は口ごもった。口の中でためらうように何か呟つぶやいてから、ようやく意を決して顔をあげる。

「こんなにもあからさまに争いを賞賛するというのは、どうなんでしょう？　一年前、確かにあたしたちはハンガリア侯こうと戦いました。でも、あのときはとにかく生きるのに必死だっただけで、正直、神の栄光とか人類社会の安あん寧ねいとか、そんな立派なことはぜんぜん考えてなくて……」

「……ああ、なんだ、そんなことかね」

　拙つたないながらも懸けん命めいに自分の思いを言葉にしようとする尼僧を、ダヌンツィオはにこやかに、しかしそっけなく遮さえぎった。相変わらずその笑え顔がおは魅み力りよく的であったが、どこか血の通っていない声で答える。

「そんな生き真ま面じ目めに考えることなんてないんだよ、シスター・エステル。今夜ここに集まっている皆みなは、一年前の真実を知りたいわけじゃないんだ。彼らが欲しているのは、現実なんかよりもっとドラマティックで感動的な物語……すなわち、若き聖女が悪あく魔まのような吸血鬼を倒たおした英えい雄ゆう譚たんさ。それに応こたえるのが、我々の務めじゃないかね？」

「で、でも──」

「まあ、聞いてくれたまえ、私の聖女さま」

　何か言いかけたエステルを手の一ひと振ふりで黙だまらせ、ダヌンツィオは首を振った。その間にも、廊ろう下かを通る来らい賓ひんの中には会え釈しやくしてくる者があったのだが、それにいちいち答礼を返しながら、声を低める。

「君は優しい子だね、エステル。激しい言葉を嫌きらうその気持ちは、私にもよくわかるよ。でも、考えてみたまえ。この一年でかなり復興したとはいえ、イシュトヴァーンはまだまだたいへんなんだ。この街で生きる人たち──君の同どう胞ほうの生活は依い然ぜんとして苦しい。そんな彼らの日々に、一人の英えい雄ゆうの存在がどれほど大きな柱となるか……考えてくれたまえ」

　男にはもったいないほど白い手でとまどう少女の肩かたを抱だくと、ダヌンツィオは相手の目を覗きこんだ。

「君は〝聖女〟になるべきなんだ、エステル・ブランシェ。彼らの心を支える大きな柱に。それこそが君の大切な人々の──ひいては人類社会にとっての希望となり、力となる。いや、私がそうしてみせる」

「…………」

　力強い大司教の言葉を聞いてなお、エステルは迷っているようだった。何ごとか口にしようと唇くちびるを開閉させた末に──生気に乏とぼしい声で呟く。

「はい……わかりました」

「いい子だね」

　頷うなずいた尼僧に、こちらも満足げに頷き返すと、ダヌンツィオは彼女のために楽屋の扉とびらを押し開けた。

「では、舞台に上がりたまえ、シスター・エステル。皆が君を待っている」

「……はい」

〝皆が君を待っている〟──そう励はげまされたにも拘かかわらず、少女の表情はいっこうに晴れなかった。いやむしろ、その懊おう悩のうはさきほど以上に深まったかに見える。しかし、重ねて大司教に促うながされ、エステルはどこか足をひきずるように歩き始めた。楽屋に続く薄うす暗ぐらい廊下にその背中が消えてゆく。

　一方、扉を閉ざしたダヌンツィオの唇から皮肉げな声がこぼれた。

「やれやれ、扱あつかいにくい聖女さまだ……人が英雄アイドルにしてやろうと骨を折っているのに、何がそんなに不満なのかねえ？」

「……はっ？」

　その冷たい響ひびきに顔をあげたペテロが見いだしたのは、皮肉っぽく唇を歪ゆがめた大司教の冷笑だった。驚いたように目を瞠みはる元部下の目前で再び楽屋の扉を開けながら、ダヌンツィオは聞き間ま違ちがえようのない明めい瞭りようさで言葉を継ついだ。

「どうにも、賢かしこい女というのは苦手だよ。つまらん屁へ理り屈くつに付き合うのは肩が凝こる……素材は素材らしくおとなしくしていて欲しいんだが」

「素材……猊げい下か、あの娘むすめが素材とはどういうことでございましょうや？　それに〝英雄アイドルにしてやる〟とは？」

　慌あわてて大司教に続きながら、ペテロは訝いぶかしむように問いかけた。その本ほん性しようはともかく、エステル・ブランシェは〝聖女〟として認められているのではなかったのか？

「……なんだ、まだいたのかね、局長」

　一方、まるで見知らぬ他人でも見るように、イシュトヴァーン大司教は元部下を顧かえりみた。服についた染しみでも発見したような口調で答える。

「言ったとおりの意味だよ。〝聖女エステル〟というのは、我ヴアチ々カンが作る偶像アイドルだ。巨きよ額がくの資金とマスコミを総動員して作る人工的な虚きよ像ぞう──」

　薄暗い廊下を歩むダヌンツィオの歩調は危うげなかった。出来の悪い元部下のために説明を加える。

「君も知ってのとおり、ここのところ我が教皇庁の世せ俗ぞくに対する権けん威いは墜おちる一方だ。それを食い止め、再び社会的な求心力を蘇よみがえらせる必要がある。そのための試みの一つが、〝聖人〟を作り上げることなのさ……彼女、エステル・ブランシェは今回、たまたま選ばれた素材の一人ということだ」

〝何なん人ぴともすべての偶像を彫きざむべからず〟──聖典にそう明記されているのを知らないのだろうか、この大司教は？　一人の少女の人生と多くの人々の信しん仰こうを操作することへの懼おそれも、罪悪感も感じられぬ返答だった。

「しかし、まあ素材として彼女は一級品だな。経歴については文句のつけようがないし、見映えルツクスも悪くない……あの顔など、いかにも男好きしそうだ。〝聖女エステル〟──これはあたると思わんかね、オルシーニ君？」

「い、いや、そのあたりの事情は某それがしには……」

　答えに窮きゆうしたように首を振ふった騎き士しを、大司教は小馬鹿にしたように見下ろした。

「わからぬか？　まあ、いい。私は聖女を皆みなに紹しよう介かいせねばならん。オルシーニ君、君は早く貴き賓ひん席に行きたまえ。遅ち参さんについての糾きゆう弾だんは、舞ぶ台たいがはねてからゆっくりと行うとしよう。覚かく悟ごしていたまえ」

　冷たく言い渡わたすと、それきりペテロのことなど忘れたように舞台の袖そでへと続く扉に手を伸のばす。

「はっ……」

　恐きよう縮しゆくしきったように首をすくめると、ペテロは元上司の許もとから逃のがれようとした。だが、一礼して身を翻ひるがえしたところで、いま一つ問わねばならぬことを思い出して向き直る。

「あ、ところで猊下……実は、聖下にお目通りする前に一つうかがいたき儀ぎがござる」

　しつこく食い下がる元部下の声に、扉をくぐろうとしていた大司教は苛いら立だったように振り返った。

「何かね？」

　ダヌンツィオの声は生徒に落第を告げる教師のそれだったのだが、ペテロはかろうじて逃にげ出すのを思いとどまった。舞台際ぎわへ歩いてゆく大司教に半歩遅おくれて続きながら、なおもしつこく問いかける。

「某それがし、さきほど市警軍駐ちゆう屯とん地ちを拝見して参ったのですが……猊下、あの兵力はいったい如何いかなることでありましょうか？　某が確かく認にんしただけでも一個師団──いや、それ以上はあり申した。しかも、戦車や空中戦せん艦かんまで！」

〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の声には非難の響きがこめられていたのだが、ダヌンツィオは気づかなかったように歩みを止めない。

「一度は壊かい滅めつした組織をわずか一年で立て直された猊下の御ご手しゆ腕わんには、某それがし、感服つかまつりました。さはさりながら、あれでは治安組織としての規模を遥はるかに超こえております。ちと問題ではありませぬか？」

「問題？　何が問題だというのかね？」

　初めて、大司教の歩みが止まった。口をへの字に曲げているペテロを仰あおぎ見た顔は冷れい淡たんそのものでとりつく島もなかったが、その声はさらに冷たい。

「確かに、市警軍の規模は一年前と同等、いや、それ以上に拡かく充じゆうした。それは認めよう。しかし、この街の現状を思えば、それでも十分とはいえぬ。なんと言っても、このイシュトヴァーンは東方防衛の要かなめ、戦力は大きければ大きいほどよいはずだ……違ちがうか？」

「御お言葉には一理ござる。なれど物事には限度というものがございましょう！　現在、この教区エリアには教会軍二個師団が駐ちゆう留りゆうして、防衛の任にあたっており申す。そもそも防衛は教会軍、治安維い持じは市警軍と分担するのが当初の取り決め。にも拘かかわらず、治安組織である市警軍を軍隊化するのはいかがなものか？」

　だが、ペテロの熱弁は冷笑とため息で報むくわれた。

「やれやれ、君は何もわかっていないね、オルシーニ君……」

　悪意と侮ぶ蔑べつがそのまま表情に凝こごったような笑えみだった。相手の無知を哀あわれむというより、完全に蔑さげすむように唇くちびるを歪ゆがめると、大司教は鼻を鳴らした。

「確かに、この教区には教会軍が駐留している。しかし、彼らはいざ戦争となればここを出で払はらってしまう。そんなとき、イシュトヴァーンを自衛するための武力が必要ではないかね？　市警軍を拡充しているのはそのためだよ……確かに財政的には苦しい面もある。だが、だからといって規模を縮小するわけにはいかんな」

「しかし、それではローマ──メディチ枢すう機き卿きようの方針が狂くるってしまい申す！　それに、そもそも戦争、戦争とおっしゃるが、イシュトヴァーンが安定したいま、紛ふん争そうの火種が何処いずこにあるのです？　周辺諸国は教皇庁の権けん威いに従い、騒そう動どうを起こす気配はござらんではありま──」

「ブラザー・ペテロ!!」

　氷の鞭むちのような大司教の声だった。

　思わず口ごもった〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟を挑ちよう戦せん的に見上げたまま、ダヌンツィオは一言一言、空気に彫ちよう琢たくするかのような硬かたい声で言葉を継ついだ

「汝なんじは、異い端たん審しん問もん局局長の重責にありながら、そんなこともわからぬのか！　汝は我ら人類の仇きゆう敵てきを忘れたというのか？　我らの天敵、あのおぞましい悪あく魔まどもの国はすぐ目の前にあるのだ──それを忘れたのかね？　忘れたのならば、ここで覚えておくがよい。そして二度と忘れるな。ここはイシュトヴァーン──吸ヴア血ンパ鬼イアどもとの戦いの最前線だということを！」

「む……ぐ……」

　もしこの二人の会話を余人が耳にしていれば、驚きよう倒とうしていたかもしれない。〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟──教皇庁最さい兇きようの男が、気け圧おされたように黙だまり込んでしまったのだから。

　ペテロが沈ちん黙もくしたのを確認して、大司教はふと頰ほおを緩ゆるめた。

「さて、説法はこれぐらいにしておいてやろう。さっさと持ち場に戻もどるがよい。聖下の護衛がおまえ本来の仕事だろう？　それぐらいしか能がないんだ。せめて務めぐらいはしっかりと果たしたまえ」

「……はっ、失礼いたしまする！」

　奥歯を嚙かみしめ、ペテロは深く頭を伏ふせた。どうにもこの元上司の発言は納なつ得とくいかないことが多すぎたが、それに反はん駁ばくできる言葉を彼は持たなかった。また、その時間もない。そのままくるりと反転して、出口に向かうが──

　大おお股またに歩み寄ったその目の前で、重々しい音をあげて扉とびらが閉まったのはまさにその瞬しゆん間かんだった。しかも、狙ねらったようなタイミングで警備の者が閂かんぬきをおろす。

「……[image: あ゛]」

　ひょっとして、閉じこめられたのか!?

　慌あわててペテロは周囲を見回した。観客席の方でもすべての扉が閉じられ、係員が閂をおろして回っている。場内の照明が光度を落とし、対照的に舞ぶ台たいの照明が眩まばゆく輝かがやき始めた。呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ修道騎き士しの耳に飛びこんできたのは、舞台の上でマイクを握にぎった司会者の声だ。

〈お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさん、お待たせしました！　これより舞台〝嘆なげきの星〟を開演いたします！〉

「……ぬうっ、このペテロ、一生の不覚！」

　異端審問局局長は臍ほぞを嚙んだ──これでは聖下のおわす貴き賓ひん席まで行けぬではないか！

　慌てて他ほかの出口を捜さがして頭を巡めぐらせるも、開いている出口は見えない。どうやら警備の都合上、上演中は扉を閉じて観客席を封ふう鎖さすることになっているらしい。異端審問官権限を発動して無理に閂を上げさせることもできなくはないが、おそらくそんなことをした日には、舞台に立ってスピーチをする以上に目立つことだろう──ダヌンツィオの目に止まったら、今度こそなんと言われることか。

〈では、開演にあたって、ご来らい賓ひんの皆みな様さまにこちらの方より、一言、挨あい拶さつを賜たまわりたいと思います。今回、脚きやく本ほんを手がけられましたイシュトヴァーン大司教エマヌエーレ・ダヌンツィオ猊げい下かです！〉

〈──皆さん、こんばんは。ダヌンツィオです〉

　閉じこめられた〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟が脂あぶら汗あせを流して出口を捜している間にも、舞台では主しゆ催さい者しやの挨拶が始まっていた。マイクを握った大司教が、男性的な魅み力りよくに溢あふれた微び笑しようを端たん整せいな顔に浮うかべている。しかも、その微笑ほほえみとともに語りかけた声は、いかにも神の僕しもべに相応ふさわしい穏おだやかさで列席者の耳をくすぐった。

〈さて、皆さん。私がこの街の大司教に任ぜられて、すでに一年が経たとうとしています。ここまでの道のりはけっして平へい坦たんなものではありませんでしたが、幸い、主の恩おん寵ちようと皆さんの協力をもちまして困難を乗り越こえてくることができました。このイシュトヴァーンを──一年前、ある一人の女性がもたらした神の栄光を、なんとか守り抜ぬいて参ったのです。そのことは自分でも誇ほこりに思っております〉

　長い台詞せりふを一気に言い終えると、大司教は口をつぐんだ。この一年の労苦に思いを馳はせるかのように目を閉じ、天てん井じようを振ふり仰あおぐ。ペテロから見れば、それはどこか芝しば居いがかった所作ではあったが、来賓の目には敬けい虔けんな神の代理人には相応ふさわしいものと映ったらしい。年配の婦人の間からは、感極まったような嗚お咽えつさえこぼれてくる。

　そして、その静かな感動が観客席の隅すみ々ずみまで行き渡わたるのを待って、再び大司教は目を開いた。穏やかな笑えみを浮かべたまま右手を掲かかげると、舞台の裾すそ、それまで目立たぬようひっそりと立っていた小さな影かげに指を向けたのだ。

〈そして今夜、その女性を復興なったこの街に迎むかえ、感謝の言葉を述べることができる歓よろこびに、私はうち震ふるえております──皆さん、ご紹しよう介かいしましょう！　彼女こそ、このイシュトヴァーンを悪逆な怪かい物ぶつから解放した英えい雄ゆう！　いまなお、悪あつ鬼きどもの脅きよう威いにさらされる我々の希望の星！　シスター・エステル・ブランシェ──〝イシュトヴァーンの聖女〟です！〉

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが湧わき起こる中、マイクを手にした尼に僧そうの姿はどこか途と方ほうにくれているように見えた。眩まぶしげに目を瞬まばたき、肩かたをすぼめて舞台中央に進み出てきたその姿はいかにもちっぽけで、どこにでもいる少女としか見えない。

（……思えば、不ふ憫びんな娘むすめよな）

　そんなみすぼらしい少女の姿を遠く見つめながら、ペテロは内心で独りごちた。

　よくよく考えてみれば、彼女も同情すべき点の多い娘だ。

　そもそも彼女の所属は国務聖省──あのカテリーナ・スフォルツァ率いる魔物の巣そう窟くつであったし、その同どう僚りようときては派は遣けん執しつ行こう官かん──これまで、さんざん瀆とく神しん的な所行で悪名を馳せてきたろくでなしどもである。そのようなところで、まっとうな尼僧としての信しん仰こう生活が送れたとも思えない。

　また今回の一件にしても、別に彼女が望んだわけではなく、すべてはダヌンツィオら周囲の思おも惑わくに乗せられてのことだろう。むしろ、年とし端はもゆかぬ身でありながら〝聖女〟として祭り上げられ、このように貴き顕けんの並ぶ前で演説をせねばならぬ境きよう遇ぐうは一個人にとって不幸以外の何物でもなかろう。

〈え、えっと、み、み、皆さん、こんばんは。あたし……じゃない、私わたくし、ただいまご紹介にあずかりましたエステル・ブランシェです。今夜は、私などのためにお集まり頂き、とても感謝しております〉

〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟が密かに同情している間にも、壇だん上じようの尼僧はぼそぼそと喋しやべり始めていた。その額には脂汗がびっしりと浮かび、青い瞳ひとみが自信なげに動いているのがなんとも痛々しい。いかにもとってつけたような愛あい想そ笑いを浮かべながら机の上に取り出したのは、件くだんの演説用原げん稿こうだ。それを手元に拡ひろげ、ぎこちなくページを捲めくって読み上げ始める──悲劇はその瞬間に起こった。

〈……あ!?〉

　スピーカーからこぼれてきた声は、最初、短い悲鳴だった。

　いましもエステルが読み上げようとしていた演説用の原稿、それがページを捲った瞬間に、ばらばらと飛び散ったのだ。

「むっ、いかん！」

　咄とつ嗟さにペテロが呻うめいたときには、原稿用紙は風にあおられる木の葉の如ごとく舞ぶ台たいの上に散らばってしまっている。

　おそらく、さきほど落としたおりに、綴とじ紐ひもの締しめ直し方が甘かったのだろう。当の尼僧は慌あわてて散乱した紙をかき集めているが、かなりの量の原稿用紙が舞台下に落ちてしまっていた。強こわ張ばった少女の顔は完全に血の気を失っている。

　だが、ペテロを含ふくめた観客が固かた唾ずを吞のんでいた時間はそう長くはなかった。

　最初、尼僧は失態を前に呆ぼう然ぜんと声もないようだった。当然だろう。これだけの聴ちよう衆しゆう、しかもいずれも社会的影響力の大きな来賓相手に即そつ興きようで演説するのは、よほどに場慣れした政治家でも難しい。ましてや十八になったばかりの娘とあってはなおさらだ。途方にくれたあげくに、逃にげ出したとしても責める者はいなかったはずである──しかし、〝聖女〟は逃げなかった。

　何かを決断するかのように硬かたく唇くちびるが嚙かみしめられると、裾を払はらって立ち上がる。その顔はやや青ざめているものの、青金色の瞳には強い光が宿っていた。その瞳に誘さそわれるように、場内を埋うめ尽つくした聴衆が少女の顔を見返した瞬間──

〈お見苦しいところをお見せして、ごめんなさい……あまりに多くの方々を前に、あたし、少し気が動転していたようです〉

　大きく開いた唇から発せられた声は、野性的なまでの精気に溢あふれていた。

〈今夜はあたしを褒ほめ称たたえてくださるための歌劇が上演されるとかで、そのために皆みなさんは、お忙いそがしい中をお集まりくださったとか。そのお礼を述べるために、私はこの故郷に帰ってきました……〉

　これが本当にさきほどまで震えていた尼僧と同一人物なのだろうか？　ぴんと胸を張って、エステルは来らい賓ひんたちに呼びかけた。すべてのわだかまりを吹ふっ切ったような、そんな張りが声に宿っている。

「……ふうむ、即興にしてはたいしたものだ──」

　ペテロは感心しながら顎あごを撫なでると、ダヌンツィオの方へ視線を送った。舞台の袖そでに立つ大司教もさすがにさきほどは身を強張らせていたが、いまは満足げな顔で演えん壇だんの聖女を見やっている。一応、原稿には一通り目を通していたはずなのだから、少し物覚えがよければ、大筋は把は握あくしているはずだ──ペテロ同様、そんな顔でエステルを見守っている。

　要は彼女が神と教皇庁を称え、昨年の戦いを賛美し、人々に団結を呼びかければいいのだ。それ以上のことを喋って馬ば脚きやくを現さねばそれでいい──

〈──そう、私はここでお礼を言うために帰ってきたのです、さっきまでは……でも、気が変わりました〉

　その一言で、場内の空気が変わった瞬間のことを、ペテロはずいぶんと長いこと忘れなかった。

　いったい、何を言い出すのか、この娘むすめは!?

　ぎょっと舞台に視線を返せば、ダヌンツィオも顔を強張らせていた。まるで、飾かざり物の陶器ビスク人形ドールが勝手に喋り始めたのを目にしたかのように、尼に僧そうを凝ぎよう視ししている。しかし、エステルはそれに視線を返さなかった。彼女が見ていた先は、一言もなく演壇を注視している来賓の顔だ。彼らの視線を一つ一つ、かつそれらをまったく同時に見返しているかのような不思議な表情がその瞳には浮うかんでいる。そしてまた、来賓も催さい眠みん術にかけられたかのように〝聖女〟に見入っている。その彼らに向けて、エステルはゆっくりと囁ささやきかけた。

〈私が今夜ここに来たのは、昨年、ここで流れた多くの血に、ここで失われたすべての魂たましいに皆さんと一いつ緒しよに祈いのりを捧ささげるため──そのために私はここに来ました〉

　咳き一つない場内に響ひびく声はけっして大きくなかった。しかし、高過ぎず低過ぎず、澄すんだ声は耳に滑なめらかに入っては意識野に心ここ地ちよく届いてゆく。聞いているだけで快感を覚える声があるとすれば、これがそうかもしれない。それが証しよう拠こに、ペテロはすでに貴き賓ひん席に向かうという任務を完全に忘れていた。いや、この場を離はなれることなど思いも寄らなかったという方が正確かもしれない。半ば忘我の中に立ちすくむ〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟を包み込むように声は流れ続ける。

〈私たちはここで昨年、多くの血を流しました。敵の血も、味方の血も……悲ひ惨さんな戦いでした。でも、あのときは、それは仕方ないことだと思っていました。生きるためには、やむを得ない戦いであったと。避さけられない流血だったと──事実、あのときは自分たちが生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにあったと思っていたのです。いや、実際にそうだったと思います。だから、私たちは剣けんをとりました……でも一年経たったいま、私は、あの戦いを〝仕方ない〟で済ませることができないような気がしてなりません〉

　長い言葉を言い終え、エステルは口をつぐんだ。思いに浸ひたるかのように軽く瞼まぶたを閉じたその顔は、ペテロが知っているあの少女とはどこか別人のものに見えた。現実に生きて存在しているというより、聖堂や宗教画の中の聖女を思わせる──

　しかし、再び瞼が開いたとき、その目には優やさしい、しかし強い光が宿っている。彼女の沈ちん黙もくの間、咳き一つなく黙だまっていた聴衆に向けて、尼僧は再び優しく語りかけた。

〈あのときの戦いで、私はある人物と出会いました──その人は私にとっては敵でした。つまり、私たちを殺そうとしていた人です。でも、彼もまた、私たちを殺さねば自分は生きていくことができない──そう信じていました〉

　その言葉は洗練からはほど遠いものであったし、声音もけっして美しいとは言えない。にも拘かかわらず、例外なく聴衆は壇だん上じようの〝聖女〟の言葉に耳を傾かたむけていた。いずれも社会的な名士である貴き顕けん淑しゆく女じよが私語一つ漏もらさず、声に聞き入っている──そしてまた、少女の方もそれが当然であるかのように語り続けた。

〈でも、本当はそうじゃなかった。本当は、必ずしもどちらかが死ぬことはなかったのに、最初のちょっとした誤解から、その人も、私も、どちらかが死ななくちゃいけないって思いこんでしまったんです……ううん、彼だけじゃない。あのとき、私たちが殺し、私たちを殺そうとした人たちの中にも、彼と同じような人がいっぱいいたような気がするんです。私たちと同じように笑って、泣いて、憎にくんでいた人たちが。そんな多くの可能性を、私たちは一つの誤解から潰つぶしてしまった……〉

〝その人〟のことを思い出しているのか、尼僧の声は穏おだやかさのうちに苦さを沈しずめていた。いや、その苦い思いは、我がことのように聞く者の胸に突つき刺ささってくる──そんな空気の中、エステルはまっすぐに顔をあげた。急ぐでもない、強しいるでもない。ただ、一人一人の目を覗のぞきこみながら紡つむぐ言葉は、そのまま聴ちよう衆しゆうの心へと注ぎ込まれてゆく。

〈どうか、皆みなさん、もっと自分を疑ってください。正義を疑ってください。私たちはあまりにも愚おろかです。自分たちの思いは、世の中の正義は、本当に正しいのか疑ってください。この真実は勝手に思いこんでいるだけなんじゃないか？　この正義は人に押しつけられた正義じゃないか？　そう疑ってください。疑うことはけっして悪じゃありません〉

　正義を疑え──そう言われた聴衆の間から、かすかな動どう揺ようの気配が揺ゆらめいた。

　それは、尼僧の言葉が始まって以来、初めての疑念だったかもしれない。それまでほとんど陶とう酔すいしているかのように一方的に耳を傾けていた聴衆の顔に、ようやく理性を取り戻もどしたような表情が蘇よみがえってきたのだ。だが、エステルはその動揺を前に慌あわてなかった。むしろ、そんな彼らを愛いとおしむように、自分の体の周りに腕うでを回す。

〈でもあるいは、こんなことを言うと、皆さんは悲しまれるかもしれませんね。すべてはまやかしで、確実なものなんてないのかと。神も正義も幻まぼろしなのかと……だけど、それは違ちがいます。疑って、疑って、疑っていった先に、何かが残ります。どうしても否定しようのない確かなものが心の中に残るはずです……それはたとえば、こんな冬の夜、家族と一緒に暖だん炉ろの前に座すわっていると、ふと心の中に過よぎる暖かな気持ち〉

　家族で歌劇を観劇に来ていた親子連れが、その声に背中を押されるように互たがいに顔を見合わせた。

〈それは何もない草原で星空を見上げて、小さな自分がなによりも愛しく感じられた、あのときの気持ち……〉

　それぞれ、陶酔の園から現実に戻ってきた者たちすべてをかき抱いだくように、尼僧は自分を抱だいた腕を広げて呼びかけた。魂に直接触ふれようとするかの如ごとく、優しい声で。

〈自分と、すべての隣りん人じんたちへの愛──それは最後に残るものです。それを私たちに残してくださったがゆえに、私は主を信じます。主もまた、私たちを愛してくださったがゆえに、このような贈おくり物をしてくださったのだと……どうか皆さん、祈ってください。この地で流れたすべての血と失われた魂のために──エィメン〉

「「「「──エィメン」」」」

　おそらく、事前にどれほど練習を積んでいたとしても、これほどぴったりと息は合わなかったろう──呼吸どころか、脈みやく拍はくまでも同調していたかのような完かん璧ぺきな唱和だった。その余よ韻いんの中、湧わき起こった万ばん雷らいの拍はく手しゆは、壇上の尼に僧そうが一礼したあともいっかな止やもうとはしない。さきほど、ダヌンツィオがスピーチを終えたときでさえ座ったままだった来らい賓ひんたちが全員、いまや立ち上がっては惜おしみない歓かん声せいを浴びせている。

　そして、そんな場内の様子を見守るペテロ自身も、そんな賛さん嘆たんのため息を抑おさえることができなかった。

「ぬうっ、小こ娘むすめの分際でたいしたものだ……あれがカリスマというやつなのか？」

〝聖女〟という怪あやしげな名声以外、何もない少女の演説が一千人を超こえる来賓をこれだけ湧かせているのだ。やはり尋じん常じようではない──将来のことを考え、ペテロは少し、末すえ恐おそろしい気分になった。

　ダヌンツィオやボルジアらは彼女を〝聖女〟に仕立てようとしているようだが、人工的に作られた〝聖女〟の名声にこれだけ人を引きつける吸引力が加われば、それは侮あなどりがたいものになろう。このままスフォルツァの許もとで、彼女がキャリアを積めば、メディチ枢すう機き卿きようや自分たちにとって、あるいは恐るべき敵となるやもしれぬ……

「──こらこら、君、まだ出番は早いよ」

　反対側の舞ぶ台たいの袖そでから聞こえた咎とがめるような声が、慄りつ然ぜんと考え込んでいた騎き士しの意識を引き戻した。

　何の気なしに見やれば、ブルーグレーの制服に身を固めた市警軍兵士が大きな花束を抱かかえた人ひと影かげと何か悶もん着ちやくを起こしているようだ。どうやら、聖女に花束を捧ささげようとした客が、舞台に駆かけ寄ろうとしたものらしい。

　花束の人物は十代も後半とおぼしき少女だった。大だい胆たんなスリットの入った夜会服といういでたちからして、たぶん来賓の令れい嬢じようか何かだろう。しかし褐かつ色しよくの肌はだと彫ほり深い美び貌ぼうの組み合わせはこの辺りでは珍めずらしいものだ。切れ長の目の中で演えん壇だんに立つ〝聖女〟を見つめている紫むらさき色の瞳ひとみが印象的である。

　一方、銀色の長手袋に包まれたその腕を取ると兵士はなおも声を荒あらげた。

「聞いてなかったのかね？　聖女さまへの花束贈ぞう呈ていは舞台がはねたあとだ。それまで、おとなしく席についてなさい」

「──おどきなさい、短生種テラン」

　短く呟つぶやいた少女は摑つかまれた腕を軽く振ふっただけと見えた。そこにさしたる力が働いたとは思えない──だが、次の瞬しゆん間かん、起こった出来事はけっして〝さしたること〟などではなかった。身長にして百九十センチ、体重は百キロ近い大おお柄がらな兵士の体がまるで冗じよう談だんのように宙を舞まうと、顔面から壁かべに叩たたきつけられたのだ。

　おそらくは衝しよう撃げきで気絶したのだろう。鼻骨の潰つぶれる嫌いやな音をあげて、兵士の体は床ゆかに頽くずおれている。それを見てようやく異状を悟さとったらしい。観客たちの間から、訝いぶかしむような声がこぼれた。貴き賓ひん席でも、強こわ張ばった顔の枢機卿たちが立ち上がり始めているのが見える。

　だが、ペテロはそんな彼らの反応に注意を払はらうどころではなかった。兵士を弾はじき飛ばした少女の唇くちびるから、犬歯にしては長すぎる輝かがやきがこぼれているのを目にしたからだ。

「──いかん、皆、その娘むすめから離はなれよ！」

　そう怒ど鳴なったときには、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は両腰に佩はいた二本の鎚つち矛ほこ──〝叫スク喚リー者マー〟を両手に抜ぬき放っている。

「その娘は人間ではない！　そやつは──」

「お初にお目にかかります、短生種テランの皆さん。私は真ツア人ラ・類メト帝セル国ートより参りましたシェラザードと申します──」

　鈴すずを振るように美しい、しかしどこか敵意と闘とう志しを孕はらんだ名乗りの声が、一同の鼓こ膜まくを叩いた。

　そのときには、花束を投げ捨てた少女の長手袋に嵌はまった宝ほう珠しゆが脈打つような発光を始めている。それを傍かたわらの壁に押しあてると、少女──いや吸ヴア血ンパ鬼イアは逃にげ出すのも忘れて硬こう直ちよくしているエステルに向けて尖とがった顎あごをしゃくった。

「今こ宵よいは〝聖女〟を名乗る虐ぎやく殺さつ者──エステル・ブランシェの命をいただきに参りました！」

　低い異音とともに、壁に蜘蛛くもの巣のような亀き裂れつが走り始めた。




　　　　Ⅲ




　歌劇オペラの舞台にはさまざまな大道具が使用される。

　それらの重量は数トンに及およぶことさえ珍しくない。だから、新古典様式の舞台はぶ厚い漆しつ喰くいによって頑がん丈じように塗ぬり固められていた。にも拘かかわらず、いまや壁一面には大小の亀裂が入り始め、剝はがれた漆喰が雹ひようほどの大きさに成長しながら床に降り注いできている。しかし、奇き妙みようなことに亀裂はエステルと吸血鬼の立つこの舞台の壁だけに限られていた。観客が呆ぼう然ぜんとした顔を並べている観客席やその上方の貴賓席にはひび一つ見あたらない。

「せ、聖女様を護まもれ！」

　衆人環かん視し下での吸ヴア血ンパ鬼イアの襲しゆう来らい──信じ難がたい事態に思考を凍こおりつかせていた市警軍兵士たちが、ここに至ってようやく我に返った。互たがいに声を掛かけ合いながら、舞台に駆け上がってゆく。怪かい物ぶつが聖女から一メートルと離れていない位置にいるため、その手に抜きはなったのは銃じゆうではなく軍刀の輝きだ。その判断といい、素早い対応といい、なかなかのものではある──しかしこの場合は、如何いかんせん相手が悪すぎた。

「馬鹿者！　退さがれ！　汝うぬらごときでは相手にならぬわ！」

　ペテロが警告を発したときには、兵士たちは一いつ斉せいに吸血鬼に向けて斬きりかかっていた。舞台中央に佇たたずむ怪物の四方から肉にく薄はくするその雄ゆう姿しは、あたかも歌劇の一場面を見ているかのようだ。

「……はっ！」

　一方、短い気合いを発した吸血鬼が、流れるように動いたのは兵士たちが鬨ときの声をあげて突とつ進しんしてきたのとほぼ同時だった。迫はく撃げきしてくる兵士たちを回かい避ひするでもなくその場に跪ひざまずくと、拳こぶしを固めて床を一打ちしたのだ──次の瞬間、彼女の足下から、殺さつ到とうする兵士たちに向けて深い亀裂が奔はしる。

「…………!?」

　それは、まるで白昼夢のような光景だった。

　声をあげる間もなく、兵士たちの姿は舞台からかき消えていた。あとに残ったのは、あたかも肉食獣じゆうの口こう腔こうのように開いた床の大穴だけだ。そこに吞のみ込まれた犠ぎ牲せい者しやの悲鳴は、一いつ拍ぱく遅おくれて聞こえてきた。

「──ぬうっ、よくもやりおったな、吸血鬼！」

　わずか数秒で兵士たちを屠ほふった怪物に向けて、ペテロは唸うなった。いったい、如何いかなる仕し掛かけか知らねど、奇き怪かいな妖よう術じゆつに内心で臍ほぞを嚙かむ──どうやら、かなりの難敵のようだ。〝聖騎ガーヴ士の・オブ聖衣・ロード〟を着用していない今の状態で倒たおせる相手だろうか？

「なんの、〝主はデオ我を・ド導きウケ、剣・コは我ミテに付・グき添うラデイオ……〟」

　もしペテロがただの兵士であれば、一いつ旦たんここは退たい却きやくし、装備を調ととのえて再戦に臨のぞんだかもしれない。しかし、彼は騎き士し──それも恐おそれを知らぬ〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟だった。躊ちゆう躇ちよなく得物のスイッチを入れるや、不気味な唸りをあげて目覚めたそれを両手に振ふりかざして突進する。

「〝かくデオて主・アの助デユけにヴアよりンテて我・ウは勝イン利せんカム〟──我が正義の一いち撃げきを受けよ、吸ヴア血ンパ鬼イアアァッ！」

「…………？」

　一方、まさかよりによって真正面から突とつ撃げきしてくるほど頭の悪い敵がいるとは思わなかったらしい。地じ響ひびきをあげて迫せまる騎士の姿に、床から立ち上がった吸血鬼はわずかに驚おどろいたように瞠どう目もくする──しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと。褐かつ色しよくの美び貌ぼうはすぐに冷静さを取り戻もどすと、迫撃する〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に向けて、長手袋に包まれた手を護ご符ふのように突つき出した。

「むうっ!?」

　長手袋がかすかに発光したように見えた瞬間、ペテロの正面を凄すさまじい衝撃が襲おそった。

　まるで、大気そのものが拳と化して殴なぐりつけてきたかのようだ。見えざる打だ撃げきに、噴ふん水すいの如ごとく鼻血を噴ふき上げて、巨きよ体たいは後方にのけぞった。凄まじいまでの衝しよう撃げき波はは常人なら間ま違ちがいなく死に至らしめるものだった。たとえ強化歩兵であっても行動不能は免まぬかれまい。

「はッ……………………ぬるいわッ！」

　しかし、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は倒れなかった。

　あまつさえ、くの字にのけぞった姿勢から足を踏ふん張ると、猛たけ々だけしく吼ほえたのだ。同時に、振り上げていた得物を左右から、相手の頭めがけて横殴りに叩たたきつける。
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「!?」

　でたらめとさえいえる〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の闘とう気きに、初めて吸ヴア血ンパ鬼イアの表情から余よ裕ゆうが消えた。一瞬、その姿が輪りん郭かくをぶれさせたときには、残像を残して本体は後方に跳ちよう躍やくしている。半瞬遅おくれて、互いにぶつかりあった鎚つち矛ほこが、高周波ホイールの甲かん高だかい唸りをあげて哭なき叫さけぶ。

「避よけたか……しかし、まだまだあぁぁぁっ！」

　目標を逃のがした鎚矛を再び振り上げる愚ぐをペテロは犯さなかった。一瞬にして空中で二つの鎚矛の柄つかを接続させると、長なが柄えになった得物を槍やりのように手た繰ぐって突き込んだのだ。

「これならどうだあッ！」

「!?」

　ペテロの〝叫スク喚リー者マー〟はただの鎚矛ではない。その先せん端たんは高周波を発生させるホイールユニットになっており、それに触ふれたすべての物体を粉ふん砕さいする。その恐るべき凶きよう器きを上下左右に目まぐるしく旋せん回かいさせて、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は吸血鬼に迫った。唸りをあげる刺し突とつを繰くり返しながら、次第に相手を舞ぶ台たいの隅すみへと追い込んでゆく。そのあまりに激しい攻こう勢せいに、吸血鬼も〝加速ヘイスト〟に入れないようだ。事実、ペテロとしては相手が〝加速〟に入ろうとすれば、その一瞬の隙すきをついて串くし刺ざしにするつもりである。鋭するどく、かつ慎しん重ちように敵手を追いつめてゆく──

「!?」

　何度目になるかわからぬ刺突を回避した吸血鬼の顔色がかすかに変わった──その背中が硬かたい壁かべに触れている。

「もらったあああああああッ！」

　もはや、相手に逃にげ場はない。

　ペテロは余裕をもって〝叫スク喚リー者マー〟を手元に手繰り寄せると、吸血鬼の心臓に狙ねらいを定めた。地じ響ひびきがするほど大きく踏み込むと、裂れつ帛ぱくの気合いとともにとどめの一撃を繰り出したのだ──だが、肉の弾はじける音も骨の砕くだける響きもあがらなかった。

「ば、馬鹿なッ!?」

　代わりに聞こえたのは、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟のうわずった怒ど声せいと金属の擦こすれ合う音にも似た甲高い異音だった。

　吸血鬼の肉体を粉砕していたはずの高周波ホイールは、彼女の体に触ふれるか触れぬかというところで停とまっていた。いや正確には、拝むように打ち合わされた両の掌てのひらに挟はさみ込まれていたのだ。だが、超ちよう振しん動どうしながら高速回転を続ける高周波ホイールはあらゆる物質を粉砕する。触れた時点で、掌は長手袋ごとずたずたに引き裂さかれていたはずだ。にも拘かかわらず、淡あわく発光する手袋に挟まれたまま、〝叫スク喚リー者マー〟はびくとも動かない。

「こんな、馬鹿な!?　ありえ……ぐふっ!?」

　信じがたい光景に狼ろう狽ばいするペテロを襲ったのは、これまでで最大の、そして最後の衝しよう撃げきだった。

　ひときわ眩まばゆく輝かがやいた長手袋の周囲の空気が揺ゆらいだかと思うや、凶きよう暴ぼうな牙きばを剝むいて〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の全身を包み込んだのだ。咄とつ嗟さに踏み堪こらえようとするも、仁に王おう立ちになったその巨体はあっけなく宙を舞まい、舞台反対側の壁に叩きつけられている。

「ふッ、不覚ッ……」

　衝撃に全身の神経が麻ま痺ひしてしまっている。折れた骨も一本や二本ではあるまい。それでもなお立ち上がろうとして、ペテロは大きく咳せきこんだ。口から泡あわ混じりの鮮せん血けつを吐はき出しながら、床ゆかに膝ひざをつく。

「む……無念だッ！」

　一方、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟がようやく己おのれの敗北を認めたとき、観客席では本格的なパニックが始まっていた。〝人類の天敵〟の猛もう威いに恐きよう慌こう状態に陥おちいった来らい賓ひんが、猫ねこに襲おそわれた鼠ねずみの群れもかくやといった形相で戸口に詰つめかけている。

　もっとも、肝かん心じんの吸血鬼の方は逃げ惑まどう彼らも、また舞台の袖そでで愕がく然ぜんと立ちすくむダヌンツィオも一いつ顧こだにしなかった。阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、紫むらさき色いろの視線が向けられた先は、固かた唾ずを吞のんで立ちすくむ尼に僧そうだ。恐きよう怖ふですくんでいるのか、それとも自分が動くことで傍かたわらの大司教や来賓たちに被ひ害がいが拡大することを案じているのか、根が生えたように動かぬ少女に向けて、吸血鬼はゆっくりと歩み寄ってゆく。

「い、いかん……逃げよ、エステル・ブランシェ……！」

　かろうじて動く首を捻ひねってペテロは怒ど鳴なった──つもりだったが、悲しいかな、ごぼごぼと濁にごった雑音が口をこぼれただけだった。虚むなしく瞠みはった視線の先で、吸血鬼は長手袋をそっと掲かかげている。不敵な微び笑しようとともに、三み度たび発光を始めたそれを立ちすくむ尼僧の額に押しつけ──

（……いかん、殺やられる！）

　次の瞬しゆん間かん、熟うれたトマトのように頭を砕かれる少女を幻げん視しして、ペテロは呻うめいた。あの力をもってすれば、人間の頭ず蓋がい骨こつなど卵の殻からとそう大差あるまい。瞬まばたきする間に、尼僧は首無し死体と化して舞台に転がっているはずだ──そんな生々しい想像に息を吞んだ瞬間。

「…………！」

　声にならぬ悲鳴とともに、尼僧の体がぐらりと傾かしいだ。糸が切れたように力が抜ぬけたと見えたときには、小こ柄がらな体は吸ヴア血ンパ鬼イアの差し伸のべた腕うでの中に倒たおれ込んでいる。

　恐怖に気絶したのだろうか？　いや、小刻みに四し肢しが痙けい攣れんしているところからして、例の衝しよう撃げき波はで一時的に身体機能を麻痺させられてしまったものらしい。一方、失神した尼僧を抱だき留めた吸血鬼は、小さなその体を胸の前に担かつぎ上げた。その動きは滑なめらかで、まるで相手の体重など感じていないようだ。そのまま不敵に笑うと、壁に入った亀き裂れつに向けて身を翻ひるがえす。

「ま、待て！」

　それに追いすがるようにかかった声はペテロのものではなかった。それまで、ただ手をつかねて立ちすくんでいただけのダヌンツィオがようやく我に返ったように飛び出したのだ。

「そ、その娘むすめをどこに連れ……くつもり……バビロン伯はく!?　その娘は……」

「この娘は…………私が……」

　我が身の安全も忘れたように迫せまる大司教に対し、吸血鬼は二言三言、小声で囁ささやきかけたようだった。だが、舞台全体がたてる地鳴りのような振しん動どう音にかき消され、ペテロの位置からはその会話の内容までは聞き取れない。しかし、おそらくよほど挑ちよう戦せん的な言辞を弄ろうしたのであろう。大司教の顔が目に見えて青ざめる。

　吸血鬼はことさら見せつけるように気絶したままの尼僧を肩かたに担ぎ直した。最後になにやらダヌンツィオに告げると、空いた方の手を壁かべに押しつける。再び長手袋が発光を再開すると同時に、壁の亀裂が生き物のように成長を始めてゆく──

　悲鳴にも似た男の叫さけび声がかすかに聞こえてきたのはそのときだった。

「──エステルさん！」

　津つ波なみのように出口に押し寄せる群衆──それに唯ただ一人、逆行するように駆かけ込んできた銀ぎん髪ぱつの神父が、パニック状態の来賓たちをかき分けながら必死の形相で叫んだのだ。

「だいじょうぶですか、エステルさん！……そこのあなた！　その子を放しなさい！」

　神父はその手に旧式回転拳銃を抜きはなって怒鳴った──しかし、我先に出口に詰めかける貴き顕けん淑しゆく女じよたちが邪じや魔まで発はつ砲ぽうはおろか、その場に踏ふみとどまるので手一いつ杯ぱいらしい。狙ねらいをつけようとしてあちこちから突つき飛ばされ、弾はじかれ、人混みの中に虚しく埋まい没ぼつしてしまう。

　一方、新たに現れた敵に、舞ぶ台たいの吸血鬼は一瞬、注意をひかれたようだったが、脅きよう威いにはならないと見て取ったらしい。関心を失ったように目を逸そらすと、再びダヌンツィオに向き直った。

「それでは大司教、今こ宵よいはお邪魔しました……確かにあなたの聖女さまは私がお預かりしましたわ」

　別れを告げるその声だけが、ペテロにも聞こえるぐらい明めい瞭りように響ひびいた。

　同時に長手袋がひときわ眩まばゆく輝かがやくと、轟ごう音おんをあげて壁が崩ほう壊かいを始めた。







　　　　第二章：聖堂の魔女






──汝らはただ偽言を作り、設くる者。

（ヨブ記十三章四節）








　　　　Ⅰ




〈報告は聞いた……大失態だな、ダヌンツィオ大司教〉

　大司教執しつ務む室に掲げられたモニターの中で、偉い丈じよう夫ふは開口一番そう言い放った。

　聖職者にはもったいないほど逞たくましい肉体から放散される精気といい、軍刀色の瞳ひとみから放たれる鋭するどい眼光といい、枢すう機き卿きようの緋衣よりは軍服を着せた方がよほど似合ったろう。フランチェスコ・ディ・メディチ──教理聖省長官として教皇庁の内治を司つかさどる枢機卿は沈しずんだ顔の一同を遠くローマから見み据すえると、顎あごの下に手を組んだ。無表情に沈ちん黙もくを守る異カテ母妹リーナ、我関せずといった様子で枝毛をチェックしている広報聖アント省長官ニオ、宿題を忘れた生徒のような顔で直立不動の姿勢をとる異端ブラ審問ザー局局長・ペテロと順番に視線を移した末に、再び、イシュトヴァーン大司教に瞳を戻もどす。

〈よりによって、イシュトヴァーン戦役の歌劇上演中に吸血鬼の襲しゆう来らいを許し、あまつさえ〝聖女〟までさらわれるとはな……御ご自じ慢まんの市警軍は何をやっていたのかね？〉

「当方に手落ちがありましたこと、猊げい下かには謹つつしんでお詫わび申し上げます。ただ一つ弁解させて頂くならば──」

　咎とがめるような枢機卿の眼光を受けたダヌンツィオはさすがに恥はじるように視線を落とした。しかし、紡つむぐところの言葉そのものは涼すずしげで淀よどみない。あらかじめ用意していたらしい弁解を口にする。

「あの場には聖下ならびにスフォルツァ枢機卿もいらっしゃり、警備の重点をお二方に傾かたむけておりました。さらには異端審問局局長もその場にいらしたもので、ついつい頼たよりにして気がゆるんでおりましたのも敗因の一つですな」

「はっ!?　い、いや、某それがしは……」

　いきなり責任を振ふられ、弾かれたように顔をあげたのは頭の包帯も痛々しい長ちよう髪はつの巨きよ漢かんである。ペテロは狼ろう狽ばいしたように何か抗こう弁べんしかけたが、上司の不ふ機き嫌げんげな視線を受けるや鞭むちで打たれた如くしょげかえった。

「た、確かにあの場には某それがしも居合わせ申した……責任無しとは言えませぬ」

「──局長を咎めるのは筋すじ違ちがいというものでありましょう」

　言い訳は騎き士しの道に悖もとる──男らしく非難を甘かん受じゆするペテロを庇かばったのは、甘やかな女の声だった。それまで暖だん炉ろの前で小さな咳せきを続けていたカテリーナが穏おだやかに、しかし断固として発言を求めたのだ。

「ブラザー・ペテロ本来の任務はあくまで聖下の護衛でした。劇場の警備は市警軍の担当──つまり国務聖省職員エステル・ブランシェが拉ら致ちされた責任は彼らの失態にあります」

　それと貴方あなたにもね──

　無言でそう続けて、カテリーナはダヌンツィオを一いち瞥べつした。その視線が必要以上に暖かみを欠いていたのはここ数日、体調が優すぐれぬためだったろうか。法衣の下で脚あしを組み替かえるとティーカップに口をつける。

「とはいえ、責任の所在についてはまた時間のあるときに考えましょう。それより、さしあたっての問題は今後の処置です……エステル・ブランシェの奪だつ還かんと件くだんの吸ヴア血ンパ鬼イアの処理を可か及きゆう的てき速すみやかに行わねばなりません。その進しん捗ちよく次第で、慰い霊れい式典を順延するかどうかも決めねばならないでしょうね」

〈式典の順延はできん。ただでさえ昨夜の事変で顔に泥どろを塗ぬられているところにそんな弱よわ腰ごしを見せてみろ。世せ俗ぞくの失笑を買うことは必至だ〉

　モニターごしに、フランチェスコはそう断言した。

　その真向かい、執務室の窓から見えるのは、門前に押し寄せた人混みだ。聖イシュトヴァーン大聖堂──昨年焼失した聖マーチャーシュ教会に代わって、イシュトヴァーン市の大司教座が据すえられたカテドラルに、昨夜の事件を知ったマスコミおよび野次馬の群れが詰つめかけてきているのだ。さすがに千人以上もの名士たちに箝かん口こう令れいを敷しくのは教皇庁の権けん威いをもってしても不可能であり、また、慰霊式典の取材をさせるために多くの報ほう道どう陣じんを招いていたのも裏目に出た。昨夜の失態はすでに各国へ発信されてしまっており、教皇庁の一挙手一投足が注視されている現状だ。そんなときに下手な弱気を見せれば、ただでさえ下降している教皇庁の権威は決定的に失しつ墜ついするだろう。

〈従って、なんとしても式典は予定どおり執とり行う。うるさい蠅マスコミどもに我らの権威を貶おとしめることを許してはならんのだ……そうだな、ボルジア枢機卿？〉

「もちろん」

　請うけ合う答えは軽けい薄はくな声で返ってきた。ソファに座すわっていた第二の枢機卿──広報聖省長官アントニオ・ボルジア枢機卿が脱だつ色しよくした前まえ髪がみをキザっぽくかき上げると、芝しば居いじみた所作で微ほほ笑えんで見せたのだ。

「報道陣には、〝シスター・エステルは吸血鬼にさらわれたものの、昨夜のうちに市警軍ならびに異端審問局の手によって奪還済み〟って発表しておきましたヨ。今は中央病院に入院して静養中ってことになってます。あァ、そォそォ。よろしかったら、あとで聖下に病院までお見舞いに行ってもらえませんかネ？　公式発表によりリアリティがでるんだよネ」

〈──これでしばらくは時間が稼かせげる〉

　なおも広報聖省長官は喋しやべりたそうな顔をしていたが、フランチェスコは軽く手を振ってそれを黙だまらせた。輝かがやきを増した軍刀色の瞳ひとみが、一同を見み渡わたす。

〈その間に問題の吸血鬼を捕ほ捉そく殲せん滅めつし、シスターを奪回するのだ……さて、そこで肝かん心じんの敵の情報だが、異い端たん審しん問もん局が現場を調べた結果、面おも白しろいデータが出てきた。ブラザー・マタイ、説明しろ〉

「はい、猊下──おはようございます、皆みな様さま。私、異端審問局のブラザー・マタイと申します」

　そう名乗ったのは、それまで室内にあって唯ゆい一いつ沈ちん黙もくを守っていた人物だった。

　一応、異端審問官であることを表す修道衣を纏まとってはいるが、おさまり悪い黒くろ髪かみの下は温和を絵に描かいたような好青年だ。つい一時間前、ローマからイシュトヴァーンに到とう着ちやくしたばかりの異端審問官──ブラザー・マタイはやや脚をひきずるようにして進み出ると、いずこからか取り出したファイルを列席者の前に配った。

「まずは皆様、お手元の資料をご覧ください。これは破は壊かいされた壁石および床ゆかの破断面を分ぶん析せきした調査結果です。現場の状じよう況きようから、吸血鬼の使用した凶きよう器きは特とく殊しゆな焼結結けつ晶しよう──それも極めて強力な圧電素子であったと推測されます」

「圧電素子？」

　聞き慣れぬ単語にダヌンツィオが太い眉まゆをあげた。憔しよう悴すいに落ち窪くぼんだ目を若い異端審問官に向けて尋たずねる。

「それは何かね？」

「圧電素子というのは電気を通すことで、ある種の振しん動どうを始める結晶体のことですわ」

　大司教の疑問に答えたのは資料を睨にらんでいたカテリーナである。教皇庁きっての博識を誇ほこる才さい媛えんはこめかみに指をあてたまま、どこか心ここにあらずといった風情ふぜいで答えた。

「水すい晶しようやジルコン、それにチタン酸バリウム……これらの結晶体は結晶構造に力や歪ゆがみを加えることにより電荷を発生する正圧電効果と、逆に電界を加えることで結晶体の周囲に力や歪みを発生させる逆圧電効果という一見相反する二つの効果──いわゆるピエゾ効果を併あわせ持ちます」

「要するに、電流を通すことで振動を、逆に衝しよう撃げきを与あたえてやることで電気を生み出す物質ってことですよ」

　麗れい人じんほど科学的知識のない一同のために、マタイが嚙かみ砕くだいて補足した。異端審問官というよりは理科教師めいた風ふう貌ぼうを俯うつむけると、ファイルに簡単な図を描いてみせる。

「たとえば、我々の身近なところではマイクロフォンなどに使われていますね。あれは、電気を内部の圧電素子に流して振動──つまり、音を作り出しているわけです。昨夜に使用された兵器はその原理を極きよく端たんに高出力化したものでしょう。発生した超ちよう振しん動どうが、吸ヴア血ンパ鬼イアの触ふれた壁の内部に金属疲ひ労ろう・溶よう融ゆうを引き起こし、崩ほう壊かいに導いたわけです」

「まあ、そのような細かい点は私にはよくわからんが──」

　いまだ理解に苦しんでいる顔でマタイの描いた図を睨みながら、ダヌンツィオは眉を撫なでた。緊きん張ちようの面持ちで一同を見回すと、心なし声をひそめて発言する。

「要するに、あれが我々の科学技術を遥はるかに凌しのぐ兵器であるということだろう？　するとやはり、あの吸血鬼は自分で名乗ったように、〝帝てい国こく〟からの刺し客かくと見て間ま違ちがいないわけだね？」

「……その結論は、いささか早すぎますわ、大司教」

　大司教の結論に疑義を呈ていしたのはカテリーナだった。ファイルを机の上に投げ出すと、小さく咳せきをする。

「確かに、かの国は我ら教皇庁と人類の宿敵。なれど、彼らはこの百年以上おとなしくしております。いまこの時期に、何か仕し掛かけてくる理由がありません」

「おとなしくしている、か……これまでのところは確かにそうだった。だけど、このイシュトヴァーンを教皇庁ボクらが押さえたことによって、奴やつらは焦あせり始めているのかもしれないネ？」

　珍めずらしく難しい顔でアントニオが壁に顎あごをしゃくった。その先にかかっていたのはイシュトヴァーンの市街図だ。

〝大アル災マゲ厄ドン〟前には中ちゆう欧おうの要かなめとして栄えたこの街も、現在では人口二十万足らずの辺境都市に転落している。市街外がい縁えん部には人の住まない廃はい墟きよがいまだ数多く存在し、また、街の地下に張り巡めぐらされた旧地下鉄路線もいまは暗黒の洞どう窟くつと化している。吸血鬼がその気になれば、潜せん伏ぷく場所には事欠かぬはずだ。ここから〝奴〟を狩かり出すのは至難かもしれない。

「ま、だけど敵の正体がなんであれ、捕ほ獲かくするのが先決だネ……ところで、捜そう索さくの方はどうなってるのかなァ？」

「現在、全市警軍に緊きん急きゆう動員をかけているところです」

　ようやく動どう揺ようを克こく服ふくしたようにダヌンツィオが頭をあげた。市街区の周囲にぐるりと指で輪を描きながら、説明を加える。

「市外に通じるルートはすべて封ふう鎖さし、主要幹線では検問を行っています。これで奴の動きを封ふうじる一方、陽ひが落ちる前に対吸血鬼装備を施ほどこした部隊を地下道に送り、奴をいぶりだす予定です」

「なるほど、妥だ当とうな処置です。ですが、そのやり方だと、少々リスクがありませんか？」

　大司教の説明に対して穏おだやかに挙手したのは、慎つつましやかに末席に座すわっていたマタイである。異端審問官はおさまりの悪い黒髪を搔かくと、わずかに気の毒げな表情を作って指し摘てきした。

「失礼ながら、市警軍のほとんどは実戦経験がありませんし、対吸血鬼戦装備も貧弱です。仮に吸血鬼を捕ほ捉そくしても、返り討うちにあう可能性が高い……僭せん越えつながら、捜索には我ら異端審問局も参加すべきだと思うのですが？」

「いや、ブラザー・マタイ。申し出はありがたいのだが、現在ここにいるのは君とブラザー・ペテロの二人だけ──いや、ブラザー・ペテロが負傷している現在、実質的には君一人だ。いかに異い端たん審しん問もん官かんとはいえ、それでは焼け石に水ではないかね？」

「私一人？……ああ、そういえば、まだご報告していませんでしたね」

　ようやく肝かん心じんなことを思い出したかのようにマタイは手を打った。いかにも優等生的な明めい晰せきさで補足する。

「実は、空中戦せん艦かん三隻せきと特務警官三百名がイシュトヴァーン空港に待機しているんですよ。トリエステで演習中だった部隊を私が連れてきました。午後にはもう二百名ほどが追加される予定です」

「なに？　本当かね？」

　昨夜の事変から十二時間と経過していないというのに、異様なまでの素す早ばやさだ。ダヌンツィオのみならず、カテリーナやアントニオまでもが驚おどろいたように眉をあげた。しかし、細い目の異端審問官は別に照れるでもなく、にこにこと笑っている。

「なにぶんにも演習中だった部隊なので、細かい指揮系統編成と実戦装備については不備が残りますが、それもほどなく修正できるでしょう。そうですね、一時間もいただければ実戦投入が可能です」

「そうか。それにしても素早い……さすがだ、ブラザー・マタイ。部隊指揮をさせれば教皇庁随ずい一いちという噂うわさは噓うそではなかったわけだね。同じ異端審問官と言っても、誰だれかとはずいぶんと違うものだ」

　珍しく手放しの賞賛をダヌンツィオは異端審問官に浴びせた。たとえ演習中の部隊とはいえ、わずか数時間にして五百名──一個大隊もの兵力を遠えん距きよ離り移動させ、実戦仕様に編成し直すのは確かに神かみ業わざ的な手しゆ腕わんである。

「いいだろう。実戦経験豊富な特務警察と有能な異端審問官が協力してくれるなら、これほど心強いことはない。よろしく頼たのむよ、ブラザー・マタイ」

　お気に入りの生徒を励はげますように異端審問官を激げき励れいしていた大司教の背中に、蚊かの鳴くような声がかかった。

「あ、あの、某それがしも……」

　それまで部屋の隅すみでしょげていた偉い丈じよう夫ふが、おそるおそる挙手したのだ。

「お願いにござりまする。ぜひとも、某それがしも捜索に加えてくだされ。昨夜の名めい誉よ挽ばん回かいでござる。見事、あの吸血鬼めを捜さがしだし、素ッ首持ち帰ってみせますれば──」

〈いや、お前はいい、ペテロ〉

　ペテロの申し出を一いつ蹴しゆうしたのは、露ろ骨こつに顔をしかめた大司教ではなかった。モニターの中で厳いかめしい顔をしていたフランチェスコが首を振ふったのだ。

〈捜索はマタイ一人で十分だ。お前はアレッサンドロの警護に回れ〉

「は!?　そ、そんな猊げい下か！　某それがしにも……」

〈誤解するな──俺はお前を信用していないわけではない〉

　事実、鉄てつ塊かいを彫ほり上げたような枢すう機き卿きようの顔に、部下を責める色はない。しかし、重々しいバリトンは歴戦の騎き士しをしてとりつく島もない硬こう度どを備えている。フランチェスコはなおも訴うつたえようとするペテロに鋭するどい視線を置くと、明めい瞭りような口調で付け加えた。

〈吸ヴア血ンパ鬼イアをいまだ捕捉できないでいる現状、教皇が狙ねらわれる可能性も無視できん。そうなったとき、それを防ぐことのできる男を聖下のお側そばに配置しておく必要がある──俺はそう言っているのだ〉

「む……く……」

　冷たくはないが硬かたい上司の言葉に、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は顔を伏ふせた。最初は赤く、それから青く、めまぐるしく顔色を変えた末に食いしばった歯の間から震ふるえる声をこぼす。

「御ご命令……承知つかまつった」

〈……繰くり返すが、マスコミには絶対に気取られるな。奴やつらに感づかれては、最悪、取り返しのつかんことになりかねん〉

　無念さにうち震えるペテロと恭うやうやしく頷うなずくマタイを見比べ、モニターの中のフランチェスコは釘くぎを刺さした。

　珍めずらしく、その剛ごう毅きな表情には濃こい緊きん張ちようの色がある。無理もないだろう。ここで彼らが対応を誤れば、ことはイシュトヴァーンという地方都市の問題では済まないことは確実だ。最悪、教皇庁の権けん威いそのものを揺ゆるがす事態が生じかねぬ。

　剛ごう腕わんをもって教皇庁を支える偉丈夫は、居並ぶ高級聖職者に向けて重々しく繰り返した。

〈〝帝てい国こく〟の貴族に我々の聖女がさらわれた……この事件は単なる吸血鬼事件では終わるまい。あるいは新たな十字軍の前ぜん哨しよう戦せんになるやもしれぬ。各おの々おの、覚かく悟ごを決めてことにあたってもらいたい〉




「ど、どうでした、カテリーナさん？」

　カテリーナが与あたえられた居室に戻もどってきたとき、待ちかねたようにソファから立ち上がったのは銀ぎん髪ぱつの神父だった。昨夜は一いつ睡すいもしていないのだろう。隈くまのできた目を不安げに瞬またたきながら、血の気の薄うすい上司の顔を覗のぞきこむ。

「今後の方針はどう決まりました？　私たちはどこを捜そう査さしろって？」

「……今回の一件について、国務聖省われわれに捜査の権限はありません」

　室内にいたいま一人の神父──トレス・イクスが差し出した手に法ほう帽ぼうを載のせると、カテリーナは軽く咳せきをした。この辺りの気候は厳しい。暖だん炉ろの前に腰こしを下ろすと、静かに息を整える。

「捜査は異端審問局と市警軍が合同で行うとのこと──我々は聖下の補ほ佐さおよび警護にあたります」

「そ、そんな！　さ、さらわれたのは、国務聖省うちの職員みうちなんですよ!?」

　珍しく語気を荒あらげたアベルの顔はカテリーナに劣おとらず青白かった。昨夜、みすみす目の前で同どう僚りようをさらわれた自責の念に苛さいなまれているのか、それともそれ以外の感情からか、その声はかすかに震えてさえいる。

「身内がさらわれたのに、捜査に参加させないなんて馬鹿なこと、いったい誰が決めたんです!?　こうしている間にも、エステルさんは……」

「落ち着きなさい、アベル」

　いまにも飛び出していきそうな神父を、カテリーナは努めて穏おだやかな声音で窘なだめた。

　ふだんははがゆくなるほどのんびりしているくせに、今回ばかりは責任を感じているのだろう。動どう揺ようを隠かくそうともしない神父を見ているうちに心のどこかで燻いぶり始めた暗い感情から努めて目を逸そらし、枢機卿は冷静に分ぶん析せきを続けた。

「もちろん、私としてもシスター・エステルの保護についてはできるだけ優先したいと考えています。なにしろ、彼女は〝帝国〟の情報を持ち帰った貴重な人材。今、彼女を失うのは大きな損失ですからね」

「……だが、聖下の警護も無視できない」

　平板な声で指し摘てきしたのは、部屋の隅すみに立ったままのトレスだ。感傷とは無む縁えんの機械化歩兵は純じゆん粋すいな戦術思考から提言した。

「問題の吸血鬼が市内潜せん伏ぷく中の現在、聖下やミラノ公が次のターゲットにされる可能性は少なくない。万一、襲しゆう撃げきを受けて損害が発生した場合、我々が責任を問われることになる──それは避さけねばならない」

「じゃあ、トレス君がカテリーナさんと一いつ緒しよにいてくださいよ」

　あてつけがましい口調は、やはりアベルらしくないものだ。いまにも部屋を飛び出さんばかりにソファから腰を浮うかして、早口にまくしたてる。

「その間に、私は街に出てエステルさんを捜さがしますから！　私、去年この街に来て、少しは土と地ち鑑かんがあるんです。まったくあてがないわけじゃない──」

「否ネガ定テイヴ──戦力の分散は推すい奨しようできない、ナイトロード神父。我々の警護対象が聖下とミラノ公、さらにはボルジア枢機卿と三ポイントある以上、俺単独でこれらすべてをカバーするのは物理的に不可能だ。最低限、二名の派遣ユニ執行官ツトが必要だろう──つまり、卿けいと俺だ」

「ぐ……」

　冷静かつ正確な指摘に、銀髪の神父は声を詰つまらせた。何か反論しようとして、結局、言い返せぬままに口をつぐむ。しかしそれでもなお、カテリーナの方を振り返ったのは、諦あきらめきれていない証しよう拠こだ。訴えるような目で上司を見やる。

「お願いします、カテリーナさん……私、あの子を……」

「だめ……それはだめよ、アベル。いえ、ナイトロード神父」

　だが、すがるような目に向けてカテリーナは静かに首を振ふった。ことさら表情を消して囁ささやく。

「あなたの気持ちはわかります。シスター・エステルのことは私だって心配だわ。だけど、まだあの吸ヴア血ンパ鬼イアはこの近くに潜伏しているのよ？　あの吸血鬼がまた襲おそってきたら、誰だれがそれを防ぐの？　誰がアレクや私のことを護まもってくれるの？　それができるのはあなただけなのよ。それともアベル……」

　静かに諭さとされ、若者は硬かたく唇くちびるを嚙かんでいる。いまにも泣き出しそうなその瞳ひとみは、護るべき者たちへの想おもいで激しく揺れているようだ──冬の湖面のようなそれに向けて、麗れい人じんはとどめの一いち撃げきを放った。

「あなたにとって、私は……私たちは護る価値のない人間なの？」

「…………」

　糸が切れたように、若者の瞼まぶたが落ちた。硬く目を閉じ、毒でも飲まされたようなその顔からは完全に血の気が引いてしまっている──しかし、その口がひび割れた声を吐はき出すまで、そう時間は要しなかった。

「卑ひ怯きようですよ……カテリーナさん。そんな言い方……そんな言い方ってない」

　割れた声でそれだけ呟つぶやいたときには、神父の長身は席を立って戸口に向かっていた。

「──どこに行く、ナイトロード神父？　ブリーフィング中だ。戻もどれ」

　いま一人の神父が扉とびらから出て行こうとするアベルに鋭するどい声をかけたが、それも無視された。無表情のまま立ち上がったトレスも同僚を追って扉に向かうが──

「──追う必要はありません、神父トレス」
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　小こ柄がらな神父を視線と声で制し、枢すう機き卿きようはゆっくりと顔を振った。

「追わずとも、ナイトロード神父は私たちと一緒にここに残ります……彼はそういう人ですから」

　その一いつ瞬しゆん、麗人の顔に浮かんだ表情はなんだっただろう？　自己嫌けん悪お、あるいは苛いら立だち──複雑に入り組んだ苦い思いが、美び貌ぼうを流れ落ちる。しかし、それとて一瞬のことだった。すぐに穏おだやかな顔に戻ると、カテリーナは忠実な部下に命令をくだした。

「それより、神父トレスは引き続き、この大聖堂の警けい戒かいを続行してください。私はいくつか雑務をこなしてから、午後、聖下のお供で中央病院に向かいます。その準備も並行して進めておいてください」

「……了解ポジしたテイヴ」

　主人の命令を受領した機械化歩兵は、珍めずらしく何か物言いたげにその場に立っていたが、結局、無言のまま身を翻ひるがえした。同どう僚りようのあとを追うように退室してゆく。

　その規則的な靴くつ音おとが閉じられた扉の向こうを遠ざかってゆくのを確かく認にんしてから、枢機卿は椅い子すの背もたれによりかかった。口元をハンカチで覆おおいながら、小さく咳せきをする──

「……いやな女」

　薄うすい唇の間からこぼれたのは、小さく嗄かれた声だった。

　おそらくは咳のし過ぎで、喉のどの奥が切れたのだろう。純白のレースに付着したかすかに赤いものを見やる剃刀かみそり色の瞳に、〝鉄の女〟と恐きよう怖ふされる辣らつ腕わん家の面おも影かげはない。

「私は……本当にいやな女だ」

　もう一度苦い声で呟くと、女は血の付いたハンカチを暖だん炉ろに投げ込んだ。




　　　　Ⅱ




　雨だれの音が聞こえる。

　天気が悪いのだろうか？　今日は久しぶりに洗せん濯たくをしようと思っていたのに。

　ここのところずっと忙いそがしかったせいで、洗濯物が溜たまっている。出張だのなんだの、気の休まる暇ひまもなかった。カルタゴから始まって、帝てい都と、スコピエ。やっとローマに帰れると思ったら、イシュトヴァーンでおかしな騒そう動どうに巻き込まれて……

（イシュトヴァーン!?）

　その単語が、エステルの意識を眠ねむりの園から引き戻した。

　潜もぐっていた毛布を蹴けり飛ばし、思わず見開いた視界へ最初に飛び込んできたのは、コンクリートが剝むき出しになった薄うす暗ぐらい天てん井じようとそこをアーチ状に屈くつ曲きよくする太い梁はりだ。ぼんやりと輝かがやく化ケミ学カル反ルミ応ネツ光センスの明かりを除けば、およそ光や色しき彩さいとは無む縁えんの世界。天井のみならず、壁かべも床ゆかもひびの入ったコンクリートに覆われているのは、以前、一度だけ見学したことのある聖天サンタ使城ンジエロの地下牢ろうを思わせる。しかし、ここはローマではない。一年中、闇やみと湿しつ気けに閉ざされたここは──

「ここは……地下鉄跡あと!?」

　目の前の一段低くなったところを見下ろし、エステルは息を吐いた。使われなくなって久しい錆さびの浮ういた線路が延々と続いている。

　間ま違ちがいない。この辺りはパルチザン時代に往来したことがある。イシュトヴァーンの地下に残る旧地下鉄──その廃はい墟きよだ。

〝大アル災マゲ厄ドン〟以前に掘ほられた地下鉄を復旧しようと試みられたものの、結局、技術的な問題から建設が中止されてしまった廃駅のホーム。そのベンチから起き上がると、エステルは辺りを見み渡わたした。

　広い三列式線路がずっと遠くまで続いている。雨だれのような音をたてているのは染しみこんだ地下水だろう。ところどころで薄ぼんやりと輝いている化ケミ学カル反ルミ応ネツ光センスは冥めい府ふまで連なる鬼おに火びの行列のようだ。

「ここは……三番線のフォルガッシュ・ウトカ駅かしら？　とすると東地区ペストのだいぶ北に寄ったところね。でも、こんなところにどうやって……」

　そこまで考えたところで、急にエステルは身を強こわ張ばらせた。昨夜の記き憶おくが生々しく蘇よみがえってきたのだ。

　そう、あの歌劇場で自分は長生種の襲しゆう撃げきを受けたのだった。だが、そいつはなぜか自分を殺さなかったようだ。そのあとの記憶は当然ないのだが、では、ここが彼女のアジトなのだろうか？

「あ、あいつ、この近くにいるのかしら？」

　化ケミ学カル反ルミ応ネツ光センスの作る薄うす闇やみの間を、エステルはおそるおそる見み透すかした。

　少なくとも見える範はん囲いに人の気配はないようだ。しかし、長生種たちがその気になれば、短生種の感覚を欺あざむくなどたやすいことである。いまこうしている自分のすぐ背後に忍しのび寄っていてもおかしくない。一つため息をつくと、尼に僧そうは索さく敵てきを諦あきらめた──時間の無む駄だでしかないことを悟さとったのだ。

　それより、なんとかここを離はなれねばならない。いったい、あの長生種がここを離れてどれぐらい経たつのかはわからなかったが、少なくとも、ここで手をつかねていれば、じきに戻もどってくるだろう。三十分後か一時間後かは知らないが──逃にげ出すとすれば、いまがたぶん唯ゆい一いつのチャンスだ。

「……よし！」

　パルチザン時代の経験と調査部で叩たたき込まれた訓練が決断を助けた。

　何かドジをしでかしたところで、事態がいまより悪くなるとは思えない。少なくとも、ここでじっと手をつかねているよりは何倍もマシである。一つ頰ほおを叩いて気合いをいれると、エステルは線路に飛び降りた。化ケミ学カル反ルミ応ネツ光センスを唯一の頼たよりに歩き始めたのは南の方角──イシュトヴァーン市街区に向かってだ。コンクリートに走った亀き裂れつを避さけながら、可能な限り足早に線路脇わきを前進する。

　あの長生種にとっての誤算──そして、エステルにとっての幸運は、彼女が元パルチザンとして、イシュトヴァーンについては地下についても詳くわしい土と地ち鑑かんを有していたことだったろう。この辺りも、市警軍との戦いではさんざん行き来したものだ。その気になれば、目を瞑つぶっていても歩ける。

　三百メートルも歩いた頃ころだったろうか。エステルは歩みを止めた。記憶が正しいなら、この先は瓦が礫れきで埋うまっていたはずだ。一年前、市警軍の追つい撃げきを振ふり切る際、パルチザンの仲間が爆ばく破はしたのである。その代わりに掘り抜ぬいた脇道に入ろうと、エステルは線路脇に開いた穴に入ろうとして──

「…………？」

　ふとその顔が背後を振り返った。

　闇の向こうから、何か物音が聞こえたような気がしたのだ。彼女のものでない、誰だれかの足音。

　いや、足音だけではない。闇の向こう、ちらちらと黄色い光が揺ゆらめいているではないか。光は小刻みに揺れながらも、確かにこちらに向かって近づいてくる。

「まずい！」

　咄とつ嗟さにエステルは走り始めていた。穴に潜り込むのは諦め、別の枝道に入る。いまが何時かわからないが、日中であることに賭かけて、少しでも地上に近い位置に向かおうとしたのだ。体力勝負で長生種には逆立ちしても勝てないが、日光の下に出られれば──記憶を頼りに、もっとも近い階段に向けて疾しつ走そうする。

「──わっ!?」

　だが、命がけのマラソンはわずか五十メートルで終わった──目指す階段に至る最後の角を急ターンした直後、エステルは悲鳴とともに立ち止まっている。その目の前に床ゆかはない。廊ろう下かはそこで無む惨ざんに崩くずれ落ち、数メートル眼下には広大な湖が広がっていたのだ。天てん井じように空いた穴が、おそらくエステルが目指していた階段の名残なごりだろう。当然、翼つばさでもない限り、あそこをくぐることはかなわないようだ。

「な、なんでこんなところにこんな穴があるのよ!?」

　もし、半秒でも気づくのが遅おくれていれば、今ごろまっさかさまに水中に転落していただろう。危うく踏ふみとどまった足下から落ちたコンクリート片が水音をあげるのを聞きながら、エステルは歯は嚙がみした。

　先年の紛ふん争そうにおける〝嘆なげきの星〟──衛星軌き道どう上からの射しや爆ばくは、市街地の一部を破は壊かいし、ドナウ川の河水を地下に流し込んでいた。これもそのせいでできた地底湖の一つだ。しかも地底湖というよりは地底河といった方がよさそうで、かなりのスピードで水流が逆巻いている。泳いで渡わたるのは自殺行こう為いだ。

「くそっ、どこか別の逃げ道を──」

「止まれ！　そこで何をしている!?」

　追いつめられたネズミのような形相で脱だつ出しゆつ路を捜さがしていたエステルの動きを、鋭するどい男の声が止めた。同時に、ぎらぎらと輝かがやくハンドライトの光条が闇やみに慣れた尼僧の網もう膜まくを射抜く。

「シスター・エステル？　あなたはシスター・エステルではありませんか？……おい、ライトを下げろ、軍ぐん曹そう！」

　一方、小さな悲鳴をあげて目を庇かばった尼僧の名を呼んだのは、最初のものとは別の男の声だ。その男は素す早ばやく手を伸のばすと傍かたわらの男が捧ささげ持ったライトを下に向けさせる。そのお陰かげで、ようやくエステルの目にも自分の前に立っている男たちの姿が像を結び始めた。

「あ、あなたたちは？」

　十人ほどの人ひと影かげにエステルは訝いぶかしげな声をかけた。ようやく回復してきた視界にブルーグレーの軍服とライフルを見いだし、彼らの身分に気づく。

「市警軍!?」

「はっ！　イシュトヴァーン市警軍のフェレンツ・ドボー中ちゆう尉いです……ずいぶんとお捜ししましたよ、聖女さま」

　十人の先頭に立つ壮そう年ねんの士官がほっとしたように声をかけてきた。やや無ぶ遠えん慮りよともとれる視線でエステルの全身を見回し、安否を問う。

「お怪け我がは？　吸ヴア血ンパ鬼イアに何かされませんでしたか？」

「いえ、あたしはだいじょうぶです。それより、よくここがわかりましたね……」

　救きゆう援えんが来てくれた──安あん堵どにその場にへたりこみそうになる体をエステルは精神力の限りを尽つくして叱しつ咤たした。いまだ安心していい状じよう況きようであるとは到とう底ていいえない。この近くにはまだ、昨夜の長生種が潜ひそんでいるかもしれないのだ。ともすれば震ふるえそうになる声を励はげまし、ドボーと名乗る士官に話しかける。

「それよりも中尉、すぐにここを離はなれてください。この近くに、例の長生種がいるかもしれません。彼女相手では、十人がかりでもかないませんわ」

「この近くにいるかもしれない……ということは、どこにあの吸血鬼がいるか貴女あなたは知らないわけですね？」

　確かく認にんするように尼に僧そうの言葉を繰くり返すと、ドボーは手を腰こしに伸ばした。ゆったりと微笑ほほえみながら、そこに挿さしたコンバットナイフを抜き放つ。

「それは好都合です──では、余計な邪じや魔まが入らないうちに貴女の方から処理してしまいましょうか」

「……え？」

　刹せつ那な、エステルが首をすくめたのは本能的な防衛行動だった──次の瞬しゆん間かん、薄うす明かりを反射して旋せん回かいした鋼こう刃じんが、半瞬前まで彼女の首のあった位置を通り過ぎ、胸の悪くなるような風鳴りをあげている。わずかに刃は先さきの触ふれていった頰ほおが小さく裂さけ、血がみるみる盛り上がってきたときも、エステルにはまだ自分の身に何が起こったかわからなかった。

　目の前の士官に殺されかけたのだとようやく理解したのは、生温かい雫しずくが頰を滴したたり落ちてからのことだ。

　一方、いまだ信じがたいものを見るように目を瞠みはっている尼僧を前に、ドボーが小さく舌打ちした。コンバットナイフの切っ先についた血を振ふり落としながら、いかにも残念そうに呟つぶやく。

「せめて、苦しまないように神の御み許もとに送って差し上げたかったのですが……」

「ど、ど、どういうこと!?」

　スカートの襞ひだ──正確にはその間に吊つった散さん弾だん銃じゆうに手を伸ばすことも忘れて、エステルは声を詰まらせた。目の前の市警軍士官が自分を殺そうとしたのだということはわかる──だが、なぜ自分が殺されねばならないのかは皆かい目もく、見当もつかない。混乱したまま、ただ呆然と問いを繰り返す。

「なぜ、市警軍がこんなことするの!?　あなたたちは、あたしを助けに来てくれたんじゃ……」

「もちろん、救出のために参上したんですよ。ただ、惜おしいかな、我々が到着したときには聖女さまはすでに吸血鬼の手にかかって亡くなっておられた……とまあ、そういう筋書きになっておりまして」

　唇を憫びん笑しようの形に歪ゆがめたドボーの声には、紛まぎれもない殺意が含まれていた。獲物エステルの背後には暗い渦を巻く水みな面もが広がっており、翼つばさでもない限り逃げ道はない。狼ろう狽ばいと恐きよう怖ふで声を詰つまらせる尼僧とは対照的な余裕を持ってコンバットナイフを指先で回転させると、市警軍士官は歌うような節をつけて嘯うそぶいた。

「悲劇的な最さい期ごを遂げられた聖女さまの死を、我々はけっして忘れないでしょう……ですから、安心してお逝いきください」

　その瞬間、ドボーの動きは完全にエステルの予想を超こえていた──その輪りん郭かくが一瞬、ぶれたかと思うと、気づいたときには士官の影かげは背後に跳ちよう躍やくするチャンスを窺うかがっていたエステルの懐ふところに飛びこんできている。咄とつ嗟さに散弾銃を引き抜こうとした手を逆手にとられ、尼僧の体はその場であっけなく一回転して、背中からコンクリートに叩たたきつけられた。悲鳴をあげようとしたときには喉のどを押さえつけられ、胸元にはコンバットナイフを突つきつけられている。

　次の瞬間、あがったのは肉の裂ける嫌いやな音と噴ふき出した血が床ゆかを叩く不快な響ひびきだった。

「あ……がっ！」

　だが、悲鳴の主はコンバットナイフを取り落とし、血潮の溢あふれる腕うでを押さえてあとずさったドボー自身だ。

　不思議なことに、エステルを貫つらぬく直前、コンバットナイフの刃は見えない力に打ちつけられたかのようにへし折れていた。折れたナイフの刃は正確にその主人の腕に突き刺ささり、真っ赤な鮮せん血けつを溢れさせている。だが、残り九名の市警軍兵士たちが驚きよう愕がくに呻うめいたのはその不可思議な現象に驚おどろいたためではない。

「──この娘むすめに手出しはさせませんよ、短生種テランの皆みなさん」

　絹のように滑なめらかな声が、一同を打った。

　倒たおれたままの聖女とあとずさるドボーの間に、幻まぼろしの如ごとく細やかな人ひと影かげが出現していたのだ。黒い巻き毛と紫むらさき色いろの瞳ひとみに飾かざられたその顔は現実の存在というよりは、天才的な彫ちよう刻こく家がその才能のすべてを費ついやした作品を思わせる。だが、その唇くちびるの端はしから覗のぞくのは犬歯にしては鋭するどすぎる輝かがやきだ。

　褐かつ色しよくの美少女は、その銀色に輝く腕を緩ゆるやかに上げると驚きよう倒とうする兵士たちに向けて、再度声を紡つむいだ。

「あなた方の〝聖女〟はいまや私のもの……勝手な手出しは許しません」

「ヴァ、吸ヴア血ンパ鬼イア……！」

　恐きよう怖ふに満ちた悲鳴が誰だれかの唇からあがったときには、九つの銃じゆう口こうが一いつ斉せいに少女の姿をした怪かい物ぶつに向けられていた。人類の天敵を前にした恐怖に駆かられるまま引き金に指をかける。

「──やめなさい」

　だが、肝かん心じんの吸血鬼の反応は、兵士たちが気の毒になるほど気け怠だるげなものであった。銀色の長手袋を体の前にかざすと、煩わずらわしげにそれを一ひと振ふりしただけだ──だが、刹せつ那な、生じた変化は優ゆう雅がなその挙きよ措そからはおよそ想像もつかぬほど激げき烈れつなものであった。

　長手袋に嵌はめられた宝ほう珠しゆが発光したかと思うと、コンクリートの地面が音をあげて裂さけたのだ。佇たたずむ美び姫きから兵士たちに向けて走った亀き裂れつは瞬またたく間に悪あく魔まの顎あぎとのように拡ひろがり、狼狽する兵士たちもろとも崩くずれ落ちた。数メートル下で次々に水音があがるや、轟ごう々ごうと逆巻く水流が悲鳴をいずこかに運んでいってしまう。

「だから、警告して差し上げましたのに……困った方々ですわね」

　一方、その災さい厄やくをもたらした張本人の声は、およそこの場にそぐわぬほどのんびりとしたものだった。崩ほう落らくの瞬しゆん間かん、人間離ばなれした脚きやく力りよくで兵士たちの頭上を飛び越こえていた美少女は、眼下の流れを見下ろしていたが、ややあって、ふと思い出したように抱だきかかえたままの尼に僧そうに目を転じた。

「……あなたも困った方ですね、エステル・ブランシェ。短生種テランがこんなところを走り回るのは危険ですよ」

「あ、あなたはあのときの長生種メトセラ……!?」

　柔やわらかに輝く瞳を見上げてエステルは口をわななかせた。

　そこにいたのは、確かに昨夜、歌劇場を襲おそい、自分をさらっていった長生種だった。だが、なぜ彼女が自分を助けたのだ？　いやそもそも、どうしてあの市警軍士官は自分を殺そうとしたのだ？　頭は混乱するばかりで解答を見いだせない。

　一方、エステルとは対照的に、美姫の方はむしろこの状じよう況きようを楽しんでいるかのようだった。困こん惑わくする尼僧を地面に降ろすと、感心したように笑いかけてきたのだ。

「長生種メトセラ？　あら、珍めずらしいですね、〝外アウター〟の短生種テランが私たちをその呼び名で呼ぶなんて。それにあまり私のことを怖こわがってないし……ああ、一応、自己紹しよう介かいをしておきましょう。私はバビロン伯はくシェラザード・アル・ラフマン。真ツア人ラ・類メト帝セル国ートティミショアラ都カテ護イエ府ールで副アルマ参・ルク軍サールを務めています──いえ、先週まで務めていました」

　目を瞠みはっている尼僧を優やさしく覗きこみながら、吸血鬼は気さくに名乗った。あまつさえ馴なれ馴れしく手を差し出すと、呆ぼう然ぜんと口を開けているエステルの手をとって立たせる。

「さんざん驚かせてごめんなさいね。でも、こちらにも事情があったのです……だいじょうぶ、あなたを傷つけるつもりは、これっぽっちもありません。昨日、劇場であなたを襲ったのは、ある男に命じられていただけなの。さきほどの皆さんにあなたを殺させようとしていた男にね……」

「あ、あたしを殺す？」

　ようやく目の前の長生種が喋しやべっている流りゆう暢ちような人類ローマ語が頭に届き始めたように、エステルは目を瞬いた。しかし、いまだその内容は吞のみ込めない。吞み込めないまま、呆然と繰くり返す。

「あたしを殺すって、いったい誰がそんなことを……」

「あなたの死を心から望んでいる人物よ。そして私の最愛の家族を捕とらえ、私にあなたを殺させようとした男……」
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　穏おだやかにエステルの尼僧服に付いた埃ほこりをはたき落としていた長生種の顔にふと暗い影かげが過よぎった。嫌けん悪おと憎ぞう悪おに曇くもった紫水アメジ晶ストの瞳が、濁にごった声でその名を吐はき捨てる。

「エマヌエーレ・ダヌンツィオ──このイシュトヴァーンの大司教です」




　　　　Ⅲ




　ここ数日というもの、いつもの場所に棄すてられている食材は明らかに増えていた。

　まだ新しん鮮せんな生ハムにカビの生えていない鶏とり肉にくの塊かたまり──粉雪の舞まう向こうにときおり通りがかる見回りに見つからないよう気をつけながら、ラヨシュはゴミ箱のご馳ち走そうを持参したズダ袋ぶくろに詰つめ込めるだけ詰め込んだ。見たこともないほど白いパンは、潰つぶれないよう注意してポケットに突つっ込む。

　これだけあれば、彼とその家族が一週間は飢うえなくてすむ。マンホールの中で兄の帰りを待つ弟妹たちが喜ぶ顔を想像して、今年で十になったばかりの戦災孤こ児じはにんまりと微笑ほほえんだ。これだけの食事にありつけたのは、去年の冬、〝きょーかいぐん〟とやらがこの街にやって来て以来のことである。

　近所に住んでいるヨージェフ爺じいさんの話によれば、何でもいま、この街にはローマから教皇聖下と〝イシュトヴァーンの聖女〟さまがやってきているのだという。そのお陰かげで、ラヨシュら戦乱で家をなくしてしまった者たちは市警軍の連中に追い立てられ、目につかないところに隔かく離りされてしまっていたのだが、別段、ラヨシュは不便に感じなかった。ノロマなあいつらの目をかいくぐるのはすばしっこい少年にとってはわけなかったし、残飯漁あさりの大人たちが減ったぶん、こうして食しよく糧りようの調達は楽になった。ただし、昼と違ちがって夜にはまた別の厄やつ介かいな存在がうろつき始めるから、けっしていいことずくめというわけでもなかったが、弟たちを飢えたままにしておくよりはよほどいい。

「……にしても、でっかい建物だなや」

　ぱんぱんに膨ふくらんだズダ袋をひきずって歩きながら、ふと、ラヨシュは頭上を見上げた。そこに聳そびえていたのは、天をつくほどの二本の塔とうとそれに挟はさまれた巨きよ大だいな円えん蓋がいだ。

　聖イシュトヴァーン大聖堂──イシュトヴァーン市街のほぼ中央に聳えるハンガリア・ルネサンス様式の精せい華かともいうべき大建築である。

　ジュラの統治時代には彼専用の美術館として使用されていたが、〝解放〟後は焼失した聖マーチャーシュ教会に代わって、大司教座が置かれるイシュトヴァーン聖界の中心となった。この街の執しつ政せいが大司教に委ゆだねられている現在、ここが実質的な政治中ちゆう枢すうといっても過言ではない。その敷しき地ち内には大司教の住居である大司教館や来らい賓ひんを迎むかえるための迎げい賓ひん館かん。さらには市警軍のオフィスや武器庫などが立ち並び、ちょっとした城じよう塞さいの観を呈ていしている。陽ひが暮れた現在もサーチライトの光条が幾いく本も天に向けて立ち上り、あたかも真昼のように敷地全体が輝かがやいていた。

「きれいよなぁ……あそこに聖女さまがいらっしゃられるんかいの？」

　舞い散る粉雪の間、美しくライトアップされた建物を柵さくの外からうっとりと眺ながめやって、ラヨシュは独りごちた。

　実は一年前、一度だけラヨシュは聖女さまの姿を見たことがあった。丘おかの吸ヴア血ンパ鬼イア──ジュラが倒たおされ、教会軍が進しん駐ちゆうしてきた直後のことだ。パルチザンたちの先頭に立って教会軍を出で迎むかえていた少女の顔は雪のように白く、遠くから盗ぬすみ見たとき、てっきり天使さまが地上に降りられたのだと思ったものだ。その後、聖女さまはローマの教皇聖下の許もとに召めされてしまったが、昨日、この街に帰ってきたという話だ。このまま、ずっとイシュトヴァーンにいてくださるのだろうか？　だったら、とても嬉うれしいのだが……

　あどけなくも甘い空想に浸っていた時間が、少年の目を厳しい現実から塞ふさいでしまっていた。

　すぐ側そばから聞こえた唸うなり声で我に返ったときには、すでに生命いのちに関わる危険がすぐ側まで近づいていたのだ。はっと周囲を見回した瞬しゆん間かん、ラヨシュは自分の周りをいくつもの光点が取り囲んでいることに気づいた。数十対もの緑の鬼おに火び──飢えた獣けものの瞳ひとみ。

「……し、しまった！」

　獣の臭においを嗅かぎ取るまでもない。イシュトヴァーンに住む路上生活者にとって最大の敵──野犬の群れは少年を完全に包囲下に置いていた。この冬、すでに何人もの仲間が奴やつらに喰くい殺されている。これまでに見てきた無む惨ざんな死体のことを思い出しながら、ラヨシュは逃にげ場を捜さがして視線を彷徨さまよわせた。しかし、彼が運ぶ肉の臭においを追つい尾びしてきた獣たちは一分の隙すきもない包ほう囲い網もうを完成させており、どこにも逃げ場はない。

「ち、ちくしょう……こ、こっちに来んな！」

　威い嚇かくするように叫さけぶと、ラヨシュは拾い上げた石を手近の一匹ぴきに投げつけた。だが、相手はせせら笑うようにそれをかわすと、いっそう包囲を狭せばめてくる。昨年の戦乱で人肉に味をしめた奴らは、人間を恐おそれない。どうやら狙ねらいをつけているのは、ラヨシュがひきずる食糧だけではなさそうだ。

「ひ、ひっ……！」

　それに気づいたとき、少年はズダ袋の中身を思い切って路上にぶちまけた。弟妹たちにはポケットの中身だけで我が慢まんしてもらうことにして、一散に駆かけ始める。連中が、食い物に気をとられている隙に、表通りに逃のがれようとしたのだ。しかし──

「ぎゃっ!?」

　野犬どもは路上に転がった生ハムなど一いつ顧こだにしなかった。必死で逃げ出そうとしていた少年の背中に体当たりをかますや、上着をくわえて路上に引き倒す。さらに別の一匹が悲鳴をあげるラヨシュの首筋に喰らいつく──直前。

　まるで少年を護まもる守護天使のように天空から降り立った影かげが、人間離ばなれした怪かい力りきで野犬を蹴けり飛ばした。仔こ牛うしほどもある獣の体が宙を吹ふき飛び、背中から柵に叩たたきつけられ、子犬のような悲鳴をあげる。その悲鳴が終わらぬうちに苦鳴をあげたのは、妨ぼう害がい者に嚙かみかかろうとして無造作に振ふり払はらわれた別の一匹だ。群れのリーダーらしい黒犬が派手な鳴き声をあげて石いし畳だたみに転がったときには、敗北を悟さとった野犬たちはすでに撤てつ収しゆうを始めている──文字どおり、尻尾しつぽを巻いて逃げ出したのだ。

「……君、お怪け我がはありませんか？」

　一方、天使は悲鳴をあげて逃げ去ってゆく野犬どもを見やったりはしなかった。いまだ自分が九死に一生を得たこともわからずにいる少年を優やさしく抱かかえ起こすと、その着衣の雪を払って忠告する。

「あなたのような子供がこんな時間に出歩くのは危ないです……早くお家うちに帰りなさい」

「あ、あんたは……」

　反射的に命の恩人の顔を見上げて、ラヨシュはぽかんと口を開いた。

　それは一人の少女だった。ほっそりした顔にまだあどけなさを残した娘むすめ。

　だが、相手がただの娘であればラヨシュもこれほどまでには間の抜ぬけた顔はしなかったろう。しかし褐かつ色しよくの美び貌ぼうの中、優しく微笑ほほえんだ唇くちびるの端はしからは鋭するどい牙きばが覗のぞいているのは──

「ヴァ、吸ヴア血ンパ鬼イア！」

　そしてそれを目もく撃げきしたとき、遺伝子レベルまで刻み込まれた恐きよう怖ふが、彼の体を突つき動かした。路上に散らばったままの食しよく糧りようを拾い上げることも忘れて、脱だつ兎との如ごとく走り始めたのだ。

「あ、君、食べ物を忘れていますよ」

　そんな声が背後からかかったのも聞こえぬかのように、小さな体は路地裏の闇やみに見る間に吸い込まれてゆく。一方、独り残った少女は少し悲しげなため息をついてそんな少年の後ろ姿を見送っていた。

「──シェラ！」

　側からかけられた声にゆっくり振り返った娘は、白い息を吐はきながら駆けてきた人物にのんびりと微笑みかけた。

「ああ、エステル、どうしました、そんなに慌あわてて？」

「〝どうしました？〟じゃないわよ！　突とつ然ぜん、消えないで。驚おどろいたじゃない」

　荒あらい息と一いつ緒しよに苦情を吐き出したのは、彼女と同年代の娘だった。色いろ鮮あざやかな赤毛の下で青金色の瞳が生気に満ちて光っている。

「この辺りは、市警軍だらけなんだから……もし見つかったら、どうするの！」

「ごめんなさい……でも、ちょっと緊きん急きゆうの用事だったものですから」

　相変わらず鷹おう揚ような態度は崩くずさず、しかし申し訳なさげに褐色の娘──シェラザードは頭を下げた。それを見て、エステルも機き嫌げんを直したようだ。それ以上の追つい及きゆうはせず、大聖堂の方に顎あごをしゃくる。

「ま、いいわ。これからは気をつけてね……でも、ちょっと見て回ったけど、すごい警備だわ。聖下がいらっしゃってるだけのことはあるけど、でもそれだけじゃない。今朝の件で連中、あたしたちがここに近づくのを警けい戒かいしているんじゃないかしら？」

「……やはり、ここに来たのは無む謀ぼうだったのでは？」

　赤毛の少女と並んで大通りに向かって歩きながら、褐色の娘は首を捻ひねった。柵さくの向こう、哨しよう戒かいに立っているブルーグレーの軍服の兵士たちに視線を向けたその表情には、やや硬かたいものが含ふくまれている。

「さすがに私でも、彼らに見つからぬようこの中に入り込むのは難しいです。まして、貴女あなたを連れてとなると……」

「でも、ここに入り込む以外に、事態の打開策はないわ」

　路地から大通りに出かけたところで、少女たちは立ち止まった。市警軍のものらしい装そう甲こう車が三台、ちょうど大通りを通りがかったのだ。速度を落として大聖堂の門内へ入ってゆくそれを路地の闇でやりすごしながら、エステルは同行者に囁ささやいた。

「街中に市警軍の手が伸のびてるわ。もう安全な場所なんてどこにもない──あの男の企たくらみをミラノ公にお報しらせして、取り押さえてもらう以外、あたしたちが助かる方法はないの。そして、あなたの家族を救う手だてもね……だいじょうぶよ、そんな心配そうな顔しなくても」

　どこか不安げな色を浮うかべた同行者を振り返ると、赤毛の少女は柔やわらかく笑えみかけた。相手を安心させるためか、さも自信ありげに胸を叩く。

「確かに警戒は厳重だけど、大司教は一つ、ミスを犯おかしてるわ──そこをつきましょう」

「ミスといいますと？」

「彼があたしの前歴を忘れてるってことよ……」

　三台の装甲車が正門の奥へ消えてゆくのを見送りながら、エステルは不敵に呟つぶやいた。

「確かにこの街の地上は彼が支配しているかもしれない。だけど、それだけじゃ甘いのよ……〝星〟を舐なめたことを後こう悔かいさせてやるわ！」




　数十年の年月を経て建築された礼拝堂の円えん蓋がいは高さ九十六メートル。円蓋下には、イシュトヴァーンの象しよう徴ちようでもある二重十じゆう字じ架かとこの街を興おこした歴代の諸王・聖職者の像が並んでいる。煌こう々こうと灯ともされた燭しよく台だいの下、彼らはまるで生ある者のように息づき、礼拝に訪れる者を見守っているかのようだ。

「しゅ、主よ、ど、どどうかあの女の子をお助けください……」

　祭さい壇だんの前に額ぬかずいた少年の唇からこぼれるのは、たどたどしい吃きつ声せいだった。いまにも消え入りそうなその声を、天にまします万物の父に聞いてもらうのは難しかったかもしれない。それでも、少年は真しん剣けんな顔を祭壇に垂れたまま、熱心に祈いのりを捧ささげていた。

「あ、あ、あ、あの子は弱い者のために戦った勇ゆう敢かんで立派な女の子で、です……ま、前にもしゅ、主はそんな人を僕の目の前で天に召めされてしまいました。ど、どうか、お願いします。こん、今度は、つ、連れていかないでください。お、お願いします……」

「──アレク」

　そんな少年の思いに天が応こたえたのだろうか──頭上から降ってきた声は慈じ愛あいに満ちて柔らかかった。しかし、目を上げたアレッサンドロはすぐにそれが主の玉声ではないことに気づいた。二人の神父を従えた紅衣の麗れい人じんが、優やさしい微び笑しようでこちらを見下ろしていたのだ。

「あ、姉上……」

　祈りに熱中するあまり、いつの間にか自分以外の人間が礼拝堂に入ってきているのに気づかなかったようだ。生白い顔を真っ赤にして、少年は声をうわずらせた。

「い、いつから、そこにいらっしゃたたた……？」

「ついさっきよ。晩ばん餐さんの準備ができたというから、あなたを呼びにきたの」

　そんな弟の照れ隠かくしには気づかないふりをして、麗人は微笑んでみせた。弟の祈りを耳にしなかったはずはないが、それにも触ふれない。あたふたと立ち上がりかけて尻しり餅もちをついたアレッサンドロに手を差し伸べながら、こう優しく告げただけだ。

「今夜は、大司教がこの地方の料理を用意してくれたそうよ。朝から病院を訪問したりして疲つかれているでしょう？　たっぷり食べて、体力をつけておきなさい」

「で、でででも……」

　姉の勧すすめに、少年教皇は少し困ったように眉まゆを曇くもらせた。いま、こうしているときにも聖女は吸ヴア血ンパ鬼イアの手中にあって苦しんでいるのだ。血を吸われているかもしれない。ひどい暴力を受けているかもしれない。いや、想像だにしたくないことだが、すでにこの世にいないかもしれない──なのに、自分だけ優ゆう雅がに晩餐などに興じていていいのだろうか？

「……残念だけど、アレク。いまの私たちにできることは何もないわ」

　まるで少年の心の中を読みとったように囁いたカテリーナの声は甘やかだが、どこか有無を言わせぬ硬いものを含んでいた。咄とつ嗟さに顔を強こわ張ばらせた銀ぎん髪ぱつの神父に一いち瞥べつを送ると、弟の肩かたを細い指で捉とらえる。

「シスター・エステルについては異い端たん審しん問もん局と市警軍が全力で捜そう索さくしてくれています。彼女のことは彼らを信じて、私たちは明後日の式典に備えて英気を養やしなっておきましょう。それが私たちの務めであり、いま、力を尽つくしている人たちへの義務です」

「……は、はい」

　老人のように背を曲げながら、アレッサンドロは頷うなずいた。事実、自分にできることなど何もないのだ。兄のように人を指揮して何事かを成し遂とげる器量もなければ、姉のように知ち恵えを巡めぐらせて物事を解決する才覚もない。たぶんこうして祈ることさえ、もっと他ほかの、高徳の聖職者たちの足下にも及およばない。では、自分にできることなど何もないのか。何も……

「わ、わわ、わかりました、姉上……ぼ、僕はご、ご飯をいただきます」

「じゃあ、行きましょう。宿舎の方で、もう大司教が待ってらっしゃるわ」

　頷いた少年の肩を抱だき、法衣の麗人は祭壇に背を向けた。




「いささか、まずいことになったな──」

　食堂の主しゆ賓ひん席に腰こしをおろすと、ダヌンツィオは卓たく上じようのグラスに手を伸のばした。極上のヴェネツィアングラスの縁ふちを指で弾はじきながら、低く呟く。

「昨夜、あの化け物がブランシェを連れて行ったときから、こういうことになるような気はしていたんだ……悪い予感に限ってあたるものだな」

「奴やつはこのまま逃とう亡ぼうするつもりでしょうか？」

　ことさら表情を消して疑念を呈ていしたのは、真新しい包帯に包まれた腕うでを後手に組んだ士官だ。ドボーは険しい視線を壁かべにかかった〝星〟の肖しよう像ぞう画がに走らせて申し添そえた。

「奴は聖女を伴ともなっております。このまま万が一にでも市外に逃にげられたら、少々、厄やつ介かいなことになりますが？」

「奴が逃げる？　人質の士民を見捨ててかね？　いや、ドボー、帝国ボイ貴族エールにそれはできんさ」

　ダヌンツィオは口元を綻ほころばせた。彼が聖界に入って今年で三十年になる。そのうち二十年は、教会と人類の安あん寧ねいを護まもる役職に携たずさわってきた。当然、仮想敵国である〝帝国〟のことは、徹てつ底てい的に研究済みだ──その自負が、表情にも視線にも表れている。大司教は自信に満ちた声を吐はき出した。

「〝最も尊ローサ・き血がプラーク最初・アスに流・アフれるイナル〟──奴らにとって、家か畜ちくである人間を見捨てることは最大のタブーであり、恥ち辱じよくだ。ドボー、君も見ただろう？　例の士民どもを痛めつけたときの吸血鬼の反応を」

「あれは傑けつ作さくでした。あの女、雌めす豚ぶたのように泣きじゃくっておりましたな」

　唇くちびるを捲まくり上げてドボーは嗤わらった。そんな部下の下品な表情を軽けい蔑べつしたように見返すと、ダヌンツィオは燭しよく台だいの炎ほのおに向けて暗く笑えみかけた。

「依い然ぜん、人質がこちらにいる以上、吸血鬼はこの街を逃げ出すことはできん。なんらかの形で私と接せつ触しよくを図り、聖女と引き換かえに人質を取り返そうとするだろう……再捕ほ獲かくのチャンスがあるとすればそこだな」

「警備は万全であります」

　ドボーが自信に満ちて保証したように、目下、大聖堂には最高レベルの警けい戒かい態勢が敷しかれていた。対吸血鬼戦用装備を施ほどこした二個中隊──三百名もの兵士が敷しき地ち内に展開していたのだ。教皇を吸血鬼の襲しゆう撃げきから護ることを名目としたこの部隊によってすべての入り口は封ふう鎖さされ、建物のいたるところには肉眼と機械による監かん視しが注がれている。いかに吸血鬼といえど、この中に気づかれずに入り込んでくるのは不可能だ。

「奴の侵しん入にゆうを感知し次第、隠おん密みつ裡りに処理します。教皇とその護衛には気取られぬようにいたしますのでご安心ください……特務警察は捜索名目で追い払はらっております。我々だけが内々で処理するのは容易たやすいことです」

「警戒するのは、物理的侵入だけではない。郵便物や電話にも注意したまえ」

　そうダヌンツィオに釘くぎを刺ささせたのは、エステル・ブランシェの存在だ。吸血鬼殺しの英えい雄ゆうと吸血鬼がそう易やす々やすと協力体制をとるとは考えにくいが、今朝のドボーの失敗により、彼女も疑念を抱いだいたに違ちがいない。万が一、奴らが手を組んだとしたら、まずスフォルツァ枢すう機き卿きようと連れん絡らくを取ることを考えるだろう。そしてスフォルツァが今回の一件の内幕を知れば、ダヌンツィオの企き図とは大きな障害を抱かかえ込むこととなる。

「……そうなった場合、あの女にも殉じゆん教きようしてもらわねばならんだろうな」

　中庭に面した窓に視線を向けるとダヌンツィオは呟つぶやいた。

　そこには大聖堂の巨きよ大だいな円えん蓋がいが夜空を摩ましている。掲かかげられた十じゆう字じ架かは、かつて人類の贖しよく罪ざいのためにあえて犠ぎ牲せいとなった御み子この象しよう徴ちようだ。数千年前、丘おかの上で流された聖なる血によって、人類はその原罪を神に贖あがなわれ、生きることを許された。そう、なべてこの世のものに〝無償タダ〟などというものはないのだ。人が何かを手に入れようとすれば、その代価はなんらかの形で支し払はらわねばならぬ。

「いまや、各国のマスコミがこの街を注目している。昨夜まで、エステル・ブランシェはただの〝イシュトヴァーンの聖女〟だったが、昨夜の事件で彼女の知名度は国際レベルにはね上がった……その彼女が吸ヴア血ンパ鬼イアの手にかかって死んだとなれば、マスコミはそれこそ死肉に群がるハゲワシのように記事を書き立てるだろう。そうすれば、腰の重いローマも動く」

「十クル字セイ軍ドの発動──そうなれば、この最イシユ前トヴ線アーンを押さえる閣下の発言力はローマの枢機卿どもを上回ることとなりましょうな」

　中ちゆう尉いは恭うやうやしく主人の発言を肯こう定ていした。事実の確かく認にんを装って、巧たくみにへつらってみせる。

「あるいは、教皇をもな」

　ダヌンツィオは窓に目を向けると、そこに映った自分の顔に向けて囁ささやいた。

「エステル・ブランシェ……かわいそうだが、もはや彼女に生きている意味はない。生きてはイシュトヴァーンの希望の星スター、死しては全人類の怒いかりの象徴イコン……それが一番、彼女にとって有意義な生しよう涯がいになるのではないかと思う」

「──人の人生、かってに決めないでくださいますか！」

　独白に応じた声は、青白い怒りに燃えていた。

　振ふり返るよりも早く、ダヌンツィオはその声の主を悟さとっていた。いったいどこから現れたのか、厨ちゆう房ぼうに続く扉とびらの側そば、こちらに散さん弾だん銃じゆうを向けて立っている赤毛の少女を見やってその名を口に載のせる。

「シ、シスター・エステル!?　いったいどこから……」

「地面の下──さすがに台所までは見張ってらっしゃらなかったみたいですね」

　上品に淹いれた紅茶色の髪かみの下で、青金石色の瞳ひとみを怒りに輝かがやかせて、尼に僧そうは唸うなった。その顔色が青ざめて見えるのは、大聖堂の外からこの隣となりにある厨房まで、地下の旧配電設備──旧時代には電気系統のメンテナンス用スペースとして使用されていた横穴をくぐってきたためだ。氷点に近い気温にまで冷れい却きやくされた通路を通ってきたせいで、その唇は紫むらさき色いろになっていたが、それでもそこから吐き出された言葉は溶よう岩がんのように煮にえたぎっていた。

「〝生きてはイシュトヴァーンの希望の星、死しては全人類の怒りの象徴〟？　あなたの三文オペラじゃあるまいし、そういう陳ちん腐ぷな筋立てを他人に押しつけるのはやめてください──よくもあたしとこの街のみんなをはめてくれましたね！」

「その銃じゆうをおろせ、エステル・ブランシェ！」

　ぴったりと大司教に照準を合わせた散弾銃に向けて、ドボーが引き抜ぬいた軍用拳けん銃じゆうの狙そ点てんを定めた。訓練された動きで引き金を絞しぼろうとして──苦鳴をあげて頽くずおれる。

「──あなたは動かないでください」

　流りゆう暢ちようなローマ語は、エステルのものではなかった。いつの間に現れたものか昏こん倒とうしたドボーの傍かたわらに褐かつ色しよくの少女が立っている。

　二人の娘むすめを見比べながら、ダヌンツィオは表情を消した。気絶している部下の不ふ甲が斐いなさを心の中で罵ののしりつつも、いかにも不思議そうに首を捻ひねってみせる。

「やあ、シスター・エステル……無事だったんだね。安心したよ……と言いたいところだが、これはどういうことかね？　なぜ聖女たる君が吸血鬼なんかと一いつ緒しよにいるのか、説明はしてくれるんだろうね？」
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「それは当然、スフォルツァ枢機卿と教皇聖下にあなたの企たくらみを直じき訴そするためですわ」

　わざと音をあげて散弾銃の装そう塡てんポンプを引きつつ、怒れる尼僧は答えた。その表情は、犯罪者を糾きゆう弾だんする検察官のそれだ。

「あなたが何をやろうとしていたかは全部こちらのシェラに──バビロン伯はくに聞きました。あたしを〝聖女〟なんてものに祭り上げたのも、そしてその〝聖女〟を殺そうとしたのも、全部、あなたの差し金だったってね！」

「いったい何を言っているのかね、シスター・エステル？」

　父親がきかん気な娘を宥なだめるような声を作って、ダヌンツィオは首を振った──卓たく上じように置いてあったままだったそれにゆっくりと手を伸のばしながら、ことさらのんびりと喋しやべる。

「何かとんでもない誤解があるようだね。ひょっとして君は、そちらの吸血鬼に騙だまされてるんじゃないのか？　私が君を殺そうとした？　そんなことをして何になるというのかね？」

「とぼけないで！　シェラだけじゃないわ……そこの中尉をあたしに差し向けたのも、あなたでしょ！」

　床ゆかに転がっている士官に顎あごをしゃくると、エステルは剣けん吞のんな眼光で大司教を睨ねめつけた。言い訳は許さない──一言一言、刻みつけるように吐はき捨てる。

「その人、確かにあたしに言ったわ。あたしを殺して、シェラの仕し業わざに見せかけるんだって。救出は間に合わなかったって言い訳するって……そんなことを命令できるのは、あなただけでしょ、大司教！」

「…………」

　ダヌンツィオは何も答えなかった。しかし、床のドボーを見やったその瞳にはまるで霜しものような光が降りている。最前までとはまるで人変わりがしたように傲ごう岸がんな表情を少女たちに向けると、ダヌンツィオは椅い子すに深く座すわり直した。脚あしを組み、ふてぶてしい眼光でエステルを一いち瞥べつする。

「君の言うとおりだよ、シスター・エステル。確かに、私はそこの吸ヴア血ンパ鬼イアやここに転がっている馬鹿者を使って君を殺害しようとした。それは認めよう──これで満足かね？」

「……ど、どうして、そんなことをしたの!?」

　急に開き直ったように糾弾を肯こう定ていしてみせた大司教に、エステルは気け圧おされたように口をつぐんだが、すぐに態勢を立て直した。人を食ったような相手の態度に吞のまれまいと、眉まゆを吊つり上げる。

「なんであたしを殺したいのか知らないけど、どうしてシェラを巻き込んだりするの！　わざわざ人質を取ったりしてまで……この子は関係ないじゃない！」

「私がお前を殺したがっているだと？」

　まるで笑いの発作に耐たえかねたように、ダヌンツィオは噴ふき出してみせた。相手の癇かんに障さわるよう十分に計算した表情を顔に作り、ついでに激しくテーブルを一打ちしてみせる。

「いいか！　勘かん違ちがいするなよ？　私が望んでいるのはあくまで〝聖女エステル〟の殉じゆん教きようだ──エステル・ブランシェ、お前ごとき小こ娘むすめの生死など、どうでもいいことだ」

「……あたしの生死は問題じゃない？　それって、どういうこと？」

　大司教の叱しつ責せきを受けた娘は、まだ自分が何を言われているのかわからないようだった。いまだ、不得要領に眉をひそめているだけだ。そんな尼に僧そうに、ダヌンツィオは苛いら立だちを隠かくそうともせず声を荒あらげた。相手の関心を十分に引きつけるために声も台詞せりふも、その表情すらも綿密に計算しつくして吼ほえる。

「ここまで言って、君はまだわからんのかね、エステル・ブランシェ！　私が欲するのは君の死などではない。私が欲しいのは、あくまでも聖女の死だ……考えてもみたまえ、人類の最前線ともいうべきこの街で、聖女が呪のろうべき怪かい物ぶつの牙きばに斃たおれたとしたらどうなる？　しかも、それが解放一周年を祝う聖なる夜、衆しゆう人じん環かん視しの前でだ──次に怒れる大衆は何を望む？」

「……ま、まさか!?」

　ここにきて、尼僧はようやく相手の言わんとしていることに気づいたらしい。青金色の眼をこぼれんばかりに見開き、エステルは震ふるえる声をこぼした。

「あなた、最初から人々の長生種への憎にくしみを煽あおるために〝聖女〟を殺すつもりだったのね！　〝聖女〟をわざとみんなの前で〝吸血鬼〟に殺させて、怒おこったみんなに十字軍を起こさせる──あたしなんかを〝聖女〟に仕立てたのも、シェラの士民かぞくを捕つかまえて脅おどしたのも、全部、そのため！　みんなを騙して、憎しみに駆かりたてるために、わざわざこんな手のこんだことを！」

「……皆みなを騙す？」

　少女の糾きゆう弾だんに、初めて男は表情を変えた。

　それは己おのれの所行を恥はじる者の顔ではない。憎にく々にくしげに唇くちびるが捲まくれ上がり、やや俯うつむけた瞳ひとみの中に針にも似た光が灯ともる。再度、机を叩たたくとダヌンツィオは、なおも糾弾を続けようとする少女を真っ向から睨み返した。

「私が、皆を騙したとはどういうことかね！　私はただ、中央ローマでのうのうと現状に甘んじる豚ぶたどもや平和ボケした市民たちに、すぐそこにある脅きよう威いの存在を思い出させ、聖戦のきっかけを与あたえようとしただけだ。すべては、全人類と神の栄光のため！　恥じる気持ちなどいささかもない！」

「いささかもない？　いささかもないですって!?」

　開き直ったような大司教の言葉に対し、鋭するどく言葉を返したのはエステルではなかった。それまで沈ちん黙もくを守っていた長生種──シェラザードが初めて咎とがめるような目をダヌンツィオに向けたのだ。

「私はこちらの事情はよく存じないけれど、それでもあなたが大勢の仲間を騙して戦争を起こそうとしていたのはわかります。ダヌンツィオ卿きよう、あなたは仲間を騙して恥ずかしいと思わないとおっしゃるのですか？」

「まったく思わないな」

　おそらく、病原菌きんが口をきいても人はこんな目をしないだろう──シェラザードを見やったダヌンツィオの瞳は無数の毒針を含ふくんでいた。

「貴様ら〝吸血鬼〟どもは我が人類の敵──その敵を倒たおすために努力して何が悪いというのかね？　かつてそちらのシスター・エステルはジュラという悪と戦った。これは紛まぎれもない正義であり、皆、それを褒ほめ称たたえている。私もまた、それに続こうとしているのだ……それのどこが悪い？」

「悪、悪って……」

　タチの悪い嘔吐感えずきを堪こらえるように、エステルが吐はき捨てた。悪意に満ちた大司教の視線から長生種を無意識に庇かばっているのだろう。微び妙みように立ち位置を変えつつ、早口に言葉を紡つむぐ。

「あなた、何言ってるの？　〝帝てい国こく〟が何かを仕し掛かけてきているのならともかく、何もしていない人たちに向かって──」

「戦いを仕掛けられてからでは遅おそいのだ！」

　小生意気にも糾弾の矢を向けてくる少女に、ダヌンツィオは怒ど鳴なり返した。この聖女気取りの愚おろかな小娘に理解できるかどうかはわからなかったが、一言言ってやらねば気が済まない。

「戦いを仕掛けられてからでは遅すぎる。その前に先手を打てば、少数の犠ぎ牲せいで敵を倒せる……これは正当防衛なのだよ」

「……あたし、馬鹿だからあなたの言っていることはよくわからないけど」

　しかし、やはりダヌンツィオの正論は相手には理解できなかったようだ。幼よう稚ちな正義感を振ふりかざす少女はしかめた顔を振った。

「そんなあたしにも一つだけわかることがあるわ──あなた、絶対に間違ってる」

「間違ってるのは君だろう、シスター・エステル」

　やはり、この愚かな少女を説得することは無理だったか──ダヌンツィオはため息をついたが、落らく胆たんはしなかった。折しやく伏ぶくこそできなかったものの、相手の注意を引きつけ、十分に時間を稼かせいだからだ。声音どころか表情すら穏おだやかなものに変えて首を振る。

「シスター・エステル、君は裏切者だ。神に仕える身でありながら、吸ヴア血ンパ鬼イアなどを庇い、私に銃じゆうを向ける……そんなことをして、恥じるところはないのかね？」

「ぜんぜん、恥じるところなんてないわ！」

　尼僧はきっぱりと断言した。

　引き金に指をかけたまま、明めい瞭りような口調で命じる。

「さあ、お話はこれぐらいにしておきましょう……そろそろあたしも我が慢まんの限界だわ。言うことをきいてもらうわよ」

「スフォルツァ枢すう機き卿きようを連れてこいというさっきの要求か？　そんなものは吞のめない」

　慎しん重ちように言葉を選んで、ダヌンツィオは声音を高めた。

「私には聖下や枢機卿たちを裏切ることはできない。それよりもシスター・エステル、君に勧かん告こくする。君のやっていることは人類に対する裏切り、紛れもない背信だ！　さっきからの私の説得が、ほんの少しでも良心にひっかかっているのなら、その吸血鬼をこちらに引き渡わたし、神の元に戻もどってきたまえ！　私が悪いようにはしない！　頼たのむ、シスター・エステル！」

「……なんなの、急に？」

　訝いぶかしむような色が尼に僧そうの顔に揺ゆれたのはそのときだった。さきほどから微妙に嚙かみ合わなくなり始めている会話を反はん芻すうするように眉まゆをひそめるが、すぐに何かに気づいたように目を瞠みはる。

「──まさか!?」

　愕がく然ぜんと呻うめいた尼僧が咄とつ嗟さに扉とびらに視線を彷徨さまよわせた。扉の向こうから、複数の人の気配が近寄ってくるのを聞き取ったのだ。そして、それこそがダヌンツィオの狙ねらっていたチャンスだった。

　卓たく上じようにあったプティナイフを素す早ばやく取り上げるや、その鋭い先せん端たんを己の体──右鎖さ骨こつのあたりに突つき立てる。そして、高々と鮮せん血けつが噴ふき上がったのと、扉が勢いよく開いたのはまったく同時だった。

「お待たせしましたね、大司教。晩ばん餐さんのお招きに──!?」

　扉の向こうからその細やかな体を覗のぞかせた麗れい人じん──カテリーナ・スフォルツァの美び貌ぼうが、室内を見た直後、硬かたく強こわ張ばった。彼女とその背後に続く白衣の少年が呆ぼう然ぜんと立ちすくんだときには、大司教の鋭い警告がかかっている。

「お、お逃にげください、猊げい下か！」

　血の噴き出す肩かたを押さえ、ダヌンツィオは必死の形相で叫さけんだ。

「ヴァ、吸ヴア血ンパ鬼イアがそこに！　早く逃げて！」

「しまった！」

　妙みように長々と喋しやべっていたのは、これを狙っていたのか──致ち命めい的な己の失敗を悟さとったエステルが舌打ちしたときには、カテリーナの体を引きずり倒すように三人目の人物が食堂に入ってきている。

　小こ柄がらな体に一分の隙すきなく僧そう衣いを纏まとった神父──派は遣けん執しつ行こう官かんトレス・イクスの手に抜ぬき放たれたＭ13の銃じゆう口こうは正確にシェラザードの眉み間けんにポイントされていた。

「よ、避よけてシェラ！」

　怒ど号ごうすると同時に、エステルは天てん井じように向けた散さん弾だん銃じゆうの引き金を絞しぼっていた。轟ごう音おんとともに九発の散さん弾だんがシャンデリアを撃うち落としていなければ──そして、それが盾たてとなっていなければ、〝ガンスリンガー〟の弾だん丸がんは長生種の頭を血けつ塊かいへと変えていただろう。地じ響ひびきあげて砕くだけた光の塊かたまりがテーブルを押し潰つぶす。一方、短たん剣けんのように飛来したガラス片から主あるじたちを庇いつつ、機械化歩兵はさらに二弾目を放った。だが、これは起動した〝銀の腕〟の障しよう壁へきによって跳はね返される。

　そのときになって新たに戸口に現れた人物が同どう僚りようにしがみついた。

「駄だ目めです、トレス君！　撃たないで！」

「どけ、ナイトロード神父！」

　長い手足を振ふり回して飛びかかってきた銀ぎん髪ぱつの神父を、トレスは無む慈じ悲ひに蹴けり飛ばした。悲鳴とともに弾はじき飛ばされたアベルを振り返りもせず、吸血鬼の眉間に照準した第三弾を撃ち放とうとする──だが、銃口と目標の間に滑すべり込んだ白い影かげが、その照準をわずかに狂くるわせた。

「アレク!!」

〝鉄の女〟〝ミラノの雌め狐ぎつね〟──数々の悪名で知られる麗人の顔が、その一いつ瞬しゆん、凍とう結けつした。ひょろりとした体で銃口の前に飛び出した弟の姿に悲鳴をあげる。もし銃じゆう撃げきの直前、機械化歩兵が咄嗟に射角を修正していなければ、弾丸は教皇の心臓を吹ふき飛ばしていたところだった。少年をかすめさった弾丸は背後の窓を窓まど枠わくごと破は砕さいしている。

「……エステル、今のうちに！」

　機械化歩兵のその一瞬の隙を、シェラザードは見過ごさなかった。カテリーナ同様、悲鳴をあげた赤毛の尼僧を後ろから抱だきかかえるや、そのまま後方に向けて跳ちよう躍やくしたのだ。文字どおり人間離ばなれした跳躍力で砕けた窓をくぐり抜けると、夜闇の中に吞のみ込まれる。

　だが、室内に残った者の半数以上は逃とう亡ぼうした吸血鬼のことなど意識にないようだった。銃じゆう弾だんの衝しよう撃げき波はで脳のう震しん盪とうを起こして倒たおれた教皇のもとに駆かけ寄るや、その名を叫ぶ。

「──ああ、アレッサンドロ聖下！　なんということだ！」

　ことに声が大きかったのはダヌンツィオである。肩から溢あふれる傷のことなど忘れたように泣き叫ぶ。

「い、いきなり奴やつらが入ってきたのです！　聖下の許もとに案内しろと言って！　そして断った私を傷つけ──」

「まだ、遠くには逃げていないはずだ」

　冷たく呟つぶやいたのは室内にあって唯ゆい一いつ、卒そつ倒とうした教皇を囲む輪に加わらなかった人物だった──ガラスの瞳ひとみで夜闇を見み透すかし、その男は主人に命令の入力を求めた。

「追つい撃げきの許可を、ミラノ公──今ならまだ、捕ほ捉そくできる」

「追撃を許可します、神父トレス」

　泡あわを噴いて気絶している弟を抱いたまま、カテリーナは硬い表情と声で頷うなずいた。

「なんとしても、あの二人を捕捉しなさい」

「あ、トレス君、私も……私も行きます！」

　短たん髪ぱつの神父は短く頷くと同時に身を翻ひるがえした。それを追って、慌あわてて銀髪の神父も部屋を飛び出していく。だが、カテリーナは彼らを見送らなかった。蒼そう白はくの弟の脈を取りながら、剃刀かみそり色に輝かがやく瞳を窓の外へと向ける。

「エステル・ブランシェ……！」

　その声は、かすかにかすれていた──動どう揺ようとそれ以外のもので。




「完全にひっかけられたわ！」

　マンホールから這はい出すと、エステルは呻うめいた。高い柵さくの向こうでは蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎが始まっている。大伽が藍らんに立ち並ぶすべての建物に明かりが灯ともされ、真昼のような光の中を、兵士や聖職者たちの影が右往左往しているのがここからでも窺うかがえる。ほどなくこの辺り一帯があんな調子になるのだろう。一刻も早く、この場を離はなれねば──だが、離れてどこに行くというのだ？　イシュトヴァーン中に捜そう索さくの網あみが広まっている現在、罪人たちに安あん寧ねいの地はどこにもない。

「これであたしたち、完かん璧ぺきに悪役だ……くそっ、大司教を甘く見過ぎてた！」

「ごめんなさい、エステル……あなたを道連れにしてしまったようですね」

　毒づいている尼に僧そうに向かって申し訳なさげに頭を下げたのは、傍かたわらのシェラザードだ。大聖堂からここまで地下通路を全力疾しつ走そうして疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているエステルとは対照的に、彼女の方は息一つ切らしていない。だが、長生種はかすかに青ざめた顔を大聖堂の方に向けて小さな声で詫わびた。

「あなたまで、反逆者扱あつかいされてしまった。私の責任です」

「気にしないで、シェラ。ドジを踏ふんだのはあたしなんだから」

　自責の念と後こう悔かいで唇くちびるを嚙かみしめ、エステルは激しく首を振った。

　カテリーナを捜さがしている最中に大司教を見つけたものだから、つい欲をかいてしまった。直接脅きよう迫はくして、シェラザードの士民の居場所を吐はかせようと思ったのだが──それが裏目に出た。

「とりあえずは、できるだけ大聖堂から離れましょう」

　地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがりたい誘ゆう惑わくを抑おさえ込んで、エステルは今後の方針を言った。このままここにいつまでも留とどまっているわけにはいかぬ。エステル自身、疲つかれ切っていたし、朝になる前にシェラザードの休息場所を確保しないといけない。

「本当は気が進まないけど、匿かくまってくれそうなところに心当たりがあるの。一いつ旦たん、そこに落ち着きましょう。それから、もう一度、猊げい下かと接せつ触しよくする方法を考えるわ……それにしても、教皇聖下はだいじょうぶかしら？　あの方に万一のことがあったら、すべておしまいに──」

「──聖下だと？　聖下がどうかしたのか？」

　すぐ側そばからかかった鉄錆さびた声に、エステルはぎょっとなった。星明かりの下、いつの間にか路上に立ちはだかっていた人ひと影かげがある。白銀に輝く甲かつ冑ちゆうで全身を鎧よろった逞たくましい大男──その顔を認めて、尼僧はうわずった声を漏もらした。

「ブ、ブラザー・ペテロ！　ど、どうして、あなたがここに!?」

「それは某それがしの台詞せりふだ、エステル・ブランシェ。捜そう査さの進しん捗ちよくを聞きに行ってみたら、まさか、捜している当人にこうして出くわすとはな……しかも、吸ヴア血ンパ鬼イアを連れて！」

　片手に携たずさえた双そう頭とうの鎚つち矛ほこ──〝叫スク喚リー者マー〟を石いし畳だたみに突き下ろし、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は憎にく々にくしげに吐き捨てた。立ちすくむ二人の少女を見み据すえた瞳には、信用を裏切られた怒いかりと失望が渦うずを巻いて輝いている。

「どうやら、大聖堂の騒ぎにも汝うぬらが関わっているらしいな……汝ら、いったい何をしでかした!?」

「き、聞いてください、ペテロさん、あたしたちは何も──」

「問ッ答無用ッッッ！」

　甲かん高だかい異音がペテロの手元で湧わき起こった。超ちよう高速回転を始めた高周波ホイールが空気を攪かく拌はんし、耳みみ障ざわりな悲鳴をあげる。死そのものが凶きよう器きの形をとったようなその得物を頭上で回転させながら、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は咆ほう哮こうした。

「ブランシェ、汝うぬには失望したぞ！　聖女として尊敬を集める身でありながら、吸血鬼などに与くみしおって……断じて許さぬ！」

「──エステル、退さがって！」

　なおも抗こう弁べんしようとした尼僧を後方に突き飛ばして、シェラザードが進み出た。地じ響ひびきをあげて突とつ進しんしてくる騎き士しの前でひざまずくと、地面にその長手袋をあてる。石畳が音をあげて裂さけ、〝銀の腕〟を起点にほとばしった亀き裂れつが騎士を吞のみ込もうと口を開ける。

「笑止ッ！」

　だが、その瞬しゆん間かん、せせら笑う騎士は巨きよ体たいに似合わぬ敏びん捷しようさを見せていた。亀裂を避さけて高く跳ちよう躍やくするや、ひざまずいたままだった少女の頭上に得物を振ふり下ろしたのだ。風を巻いて旋せん回かいする鎚矛の速度は音速に迫せまっていた。いかに長生種といえど、この体勢では避ける術すべはない。

　にも拘かかわらず、シェラザードの顔に動どう揺ようはなかった。それすら計算のうちだったかのように両手を掲かかげると長手袋に包まれたそれを顔の前で打ち合わせる。圧電素子型衝しよう撃げき発生デバイス──〝銀の腕〟の機能を駆く使しして高周波ホイールの衝撃を吸収しようとしたのだ。

　だが──

「──この某それがしに、同じ手が二度も通用すると思うてかッ！」

　勝ち誇ほこったような笑声が巨きよ漢かんの口から噴ふき上がった。

　振り下ろされた鎚矛は確かに長生種によって受け止められていた。だが、その先せん端たんはいつの間にか超高速回転をやめていた。しかも振り下ろされたのは鎚矛の半分だけ──分解された一方を自由な左手に握にぎって、ペテロは哄こう笑しようした。

「神罰とどめッ！」

「……シェ、シェラ！」

　エステルが悲鳴をあげたときには、振るわれた鎚矛は見事に長生種の少女を捉とらえていた。咄とつ嗟さに避けようとして肩かたを強打された体が派手に吹ふき飛ぶ。短生種なら、即そく死ししていたに違ちがいない一いち撃げきだ。もんどり打って石畳に転がった長生種の口から、苦鳴がこぼれる。

「シェラ……シェラ！」

「そこをどくがいい、ブランシェ！」

　倒たおれた長生種に駆かけ寄ったエステルの耳を勝ち誇った声が叩たたいた。両手に鎚矛を握った〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟が大おお股またに近寄ってくる。

「まずはその吸血鬼に神罰を。それから汝うぬを連れ帰り、じっくりと事の顚てん末まつを聞かせてもらうぞ！」

「や、やめて、ペテロさん……話を聞いて！」

「聞く耳持たぬッ!!」

　再び息を吹き返した鎚矛が唸うなりをあげて振り下ろされる。その狙ねらいは正確にシェラザードの頭に定められていた。褐かつ色しよくの美び貌ぼうが醜みにくい肉片と化す──まさにその瞬間。

「う、うおっ！」

　あがった怒ど声せいは、今しも凶器を振り下ろそうとしていた〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟のものだった。

「な、なんだ、こ奴らは!?　いったいどこから出てきおった!?」

「……え？」

　咄嗟にあげた視界に飛びこんできた光景にエステルは我が目を疑った。

　無敵を誇った白銀の巨漢──それがよろよろと後方によろめいたのだ。何かが彼の逞しい四し肢しに牙きばを立てている。緑色の目を輝かがやかせ〝聖騎ガーヴ士の・オブ聖衣・ロード〟に喰くらいついていたのは──

「い、犬!?」

　それは何頭もの野犬だった。仔こ牛うしほどもある大型犬から、ごく小さな子犬まで……幻まぼろしのように現れた野犬の群れが、声もあげずに騎士に襲おそいかかっていたのだ。

　縄なわ張ばりを侵おかされた野犬の群れとしては、威い嚇かくの声一つあがらないのは、いささか奇き妙みようだったが、このときのエステルはそれを訝いぶかしむどころではなかった。これが主の恩おん寵ちようか、地じ獄ごくからもたらされた贈おくり物ものかを詮せん索さくしている時間すらない。

「立って、シェラ！」

　ほとんど反射行動でシェラザードの腕をとって助け起こすと、いまだ衝撃で意識が朦もう朧ろうとなっているらしい彼女を引きずるように走り始める。

「ぬ、ぬうっ……ま、待て、ブランシェ！」

　黙もく々もくと躍おどりかかってくる野犬どもを弾はじき飛ばしながら、ペテロが後方で叫さけんだようだったが、それすら耳に入らない。とにかく大通りへと走り出ると、ちょうど道の向こうから通りがかった一台のリムジンの前に飛び出す。

「──停とまりなさい！」

　突とつ然ぜん、飛び出してきた少女に驚おどろいたのだろう。急停車した車は四面をスモークガラスで覆おおっていた。その運転席に散さん弾だん銃じゆうの銃口を向け、エステルは怒ど鳴なった。

「ほんとに申し訳ないんだけど、この車、貸してもらうわ……降りなさい！　すぐに！　早く！」

「お貸しするのはけっこうですが、返していただけるあてはあるのでしょうか？」

　威い迫はくする尼に僧そうに答えた声は運転席からではなく、その後部座席からのものだった。

　窓が音もなく開くや、後部座席に乗っていた何者かが、冷静に尋たずねたのだ。

「それに、年とし頃ごろの淑女レデイが二人、こんな時間にこのような場所を徘はい徊かいしているというのは感心できませんね……この辺りは野犬が多い。襲われたら、無事ではすみませんよ」

「あ、あなたは……！」

　座席で微笑ほほえんでいる白い顔を見たエステルの目が大きく瞠みはられた。散弾銃を向けることも忘れて立ちつくす。

「やあ、御お嬢じようさん。意外なところでお会いしましたね」

　軽い会え釈しやくを送った紳しん士し──アイザック・バトラーは非の打ち所のない微笑を唇くちびるの端はしに拵こしらえて見せた。







　　　　第三章：牙の眷属たち






──汝、悪魔の子、すべての正義の敵にして道を曲げて止まぬ者よ。

いまや主の御手は汝の上にあり。

（使徒行伝十三章十節）








　　　　Ⅰ




　小さな咳せきの音が、眠ねむりの園から少年を追い払はらった。

　頭の芯しんがずきずきして、四肢の端々が妙みようにだるい。顔をしかめると、アレッサンドロはぼんやりと瞼まぶたを開いた。

　薄うす暗ぐらい視界に最初に入ってきたのは、高い天てん井じよう一面に描えがかれた見慣れぬフレスコ画だった。題材は〝アブラハムの受難〟──創世記にあるエピソードだ。

　アダムの子孫であるアブラハムはある日、主の啓けい示じを受けて息子のイサクを生け贄にえに捧ささげねばならなくなった。信しん仰こうに篤あつい彼は子を騙だましてモリアの山の頂へと連れてゆく。祭さい壇だんで、父が息子に刃はを突つき立てようとしたそのとき、主はアブラハムの信仰心を言祝ことほぎ、これはすべてお前の信仰心を試すためだったと告げた……

　この話を聖書で読んだとき、アレッサンドロは不思議に思ったものだ。なぜ、この話が〝イサクの受難〟でなくて〝アブラハムの受難〟なのかと。家庭教師にも聞いてみたが、彼は憫びん笑しようしただけで答えてくれなかった。たぶん、そんなことを疑問に思うのは愚おろかな自分だけで、自分以外の人間にはそんなことは不思議でもなんでもないのだろう。ぎらぎらと輝く短たん剣けんを振ふり上げた老父の姿を半ばまだ眠りの内から眺ながめているうちに、アレッサンドロは自分がいまいる場所をようやく思い出した。

　そうだ、自分はローマを離はなれているんだった。姉と一いつ緒しよにイシュトヴァーンに来て、いろいろなところを見て回って、それから……

「あ、ああ、そうか、ぼ、僕、あのとき鉄てつ砲ぽうで撃うたれて……」

「あら、ごめんなさい。起こしてしまったみたいね……具合はどう、アレク？」

　甘やかな声は、豪ごう奢しやなベッドの脇わきに腰こしを下ろしていた人物のものだった。

「あ、姉上！」

「いいわ、起きなくて……そのまま寝ねていなさい」

　身を起こそうとした少年を伸のびてきた細い手が寝かしつけた。豪奢な寝しん台だいの側そばに腰を下ろしていた麗れい人じんは肉の薄うすい、ひんやりとした掌てのひらを弟の額にあてると少しだけ顔をしかめた。

「お医者さまは異常はないっておっしゃったけど、まだ、無理はしない方がいいわ」

「す、すいません、姉上……」

　慌あわてて引き上げた毛布に赤らんだ顔を埋うめ、アレッサンドロはまだよく呂ろ律れつの回らない声を恥はずかしげに押し出した。

　あのとき自分がとった行動のわけを、少年は説明できなかった。あの混乱の中、大司教が血を流して、聖女さまが何か叫んでいたところまではよく覚えている。しかし、そのあとの記き憶おくが続かない。気づいたら体が勝手に動いて銃口の前に飛び出していたのだ──どこで怪け我がをしたものか、氷細工のように華きや奢しやな姉の指に巻かれている包帯をなんとなく目の端で追いかけながら、少年は詫わびた。

「た、ただ、ただでさえ、お、お忙いそがしい身なのに……ぼ、ぼぼ、僕、た、倒たおれたりして……」

「馬鹿な子。あなたがそのようなことを気にしなくてもいいのよ……無事でいてくれただけで、十分です」

　灰色の目を細めて笑うと、カテリーナはアレッサンドロの髪かみをそっと梳すいた。

「でもね、もうあんな無茶な真ま似ねは二度とやめてね」

「は、はい……ご、ごめんなさい」

　神しん妙みようげに頷うなずくと、少年は額に置かれていた姉の手を握にぎり返す。

「あ、姉上、さく、昨晩のあれは絶対に何かの間ま違ちがいです。だ、だだってシ、シスター・エステルは〝聖女〟さまなんでしょ？　聖女さまがヴァ、吸ヴア血ンパ鬼イアの味方をしてぼ、僕たちを裏切るはずがないもの……あ、姉上、シスター・エステルは絶対無事にた、助けてあげてください」

「……無論です。なんといっても、彼女は私の部下ですもの。きっと無事に取り返します」

「お、お願いします……」

　請うけ合う姉の言葉は頼たのもしげで淀よどみがない。ようやく安あん堵どして、アレッサンドロが枕まくらに頭を戻もどしたとき。

　ぐぅ

　まるで、主人が気を抜ぬくのを待ちかまえていたように腹の虫が鳴った。

「あ、わわ……」

　慌ててアレッサンドロは腹を押さえたが、タイミング的には少々遅おそすぎたようだ。少年教皇の狼ろう狽ばいを見た美しい姉は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、優ゆう雅がに裾すそを払って立ち上がっていた。

「あら、お腹なかが空すいたのね？　ちょっと待ってて。誰だれかに言って、何か持ってこさせましょう」

「い、いえ、いいんです！　あ、あね、姉上にお手をわずらわせるわけには……あ、こ、ここのリンゴを頂きます！」

　狼狽して彷徨さまよわせた視線の先、それまでカテリーナの陰かげに隠かくれていた皿をアレッサンドロはあたふたと引き寄せた。白磁の皿に盛りつけられていたリンゴを口に入れようとして、ふと訝いぶかしげな表情になる。

　妙に形が歪いびつなリンゴだ。それに小さい。しかも、まだ剝むききれていないままの赤い皮があちこちに貼はり付いている。いったい、誰がこんな不器用な剝き方をしたのだろう──

「……あ、あの、姉上？」

　最前から気になっていた姉の指の傷を確かめようとアレッサンドロは目を上げたが、それは果たせなかった。

〝鉄の女〟〝ミラノの雌め狐ぎつね〟〝鋼の淑しゆく女じよ〟──あまたある異名で恐おそれられる枢すう機き卿きようが、まるで小こ娘むすめの如ごとく顔を赤らめて、手を背中に回してしまっていたからだ。

「こ、これ、ひょっとして、あ、姉上がお剝きになったのですか」

「え？　ええ、まあ……いちいち人を呼ぶのも面めん倒どうだったのでね」

　珍めずらしく弟から目を逸そらしたカテリーナの声には、どこか言い訳がましい響ひびきがあった。

「それに、私も少しはこういうことに興味があったし……だけど、やはり慣れないことはするものではなかったわ。簡単そうに見えて、けっこう難しいものですね」

「…………」

　あらためて、アレッサンドロは手元の皿に目を落とした。

　幼い頃ころより天才の名をほしいままにしてきたこの美しい姉にも苦手なことがあったのか？　リンゴというより発育不良のジャガイモを思わせる物体を前に、ふと感かん慨がいに耽ふけってしまう──そんな思いが、つい顔に出てしまったらしい。妙みように早口になって、カテリーナは手を差し出した。

「それはやめておきなさい。やはり、何か作ってきてもらいます。そんなものを食べて、お腹でも壊こわしたら、明日の式典に出席できなくなるわ」

「い、い、いえ、いいんです！」

　伸びてきた手から庇かばうように、アレッサンドロは皿を抱かかえ込むと、歪な果実を口に頰ほお張ばった──温かい果肉が、かすかにしょっぱい。

「お、お、おいしい！　ぼ、僕はこれでいいです」

「……無理しなくてもいいのに」

「む、無理なんてしてません！　ほ、ほんとに、おいしいです、これ……」

「……そう」

　一いつ瞬しゆん、面おもはゆげな表情が麗れい人じんの美び貌ぼうを過よぎったが、それはごく短時間のことだった。一つ頷いたときには、その顔はごく実務的な表情を取り戻している。

「では、あなたの調子も良さそうだし、そろそろ私は仕事に戻ることにします。そうそう、ダヌンツィオ大司教から連れん絡らくがありました。夕方にマスコミの取材があるそうよ。もし、それまでに体調が回復しているようなら、大司教に付き合って差し上げなさい。昨晩は、あの方に救われたようなものです。借りは少しでも返しておくといいわ」

「は、はい、姉上」

　リンゴを苦労して吞のみ込みながら、少年は素す直なおに頷く。カテリーナはすでに紅衣を翻ひるがえして部屋を出て行きかけていたが、それを呼び止める。

「あ、あ、姉上？」

「なに？」

　気け怠だるげに振ふり返った姉によく見えるよう、アレッサンドロは最後のリンゴを口に入れた。

「ほ、ほ、本当にお、お、おいしいです、ここ、これ」

「……それはなにより」

　少しだけ気き恥はずかしげに笑うと、美貌の枢機卿は寝しん室しつの扉とびらをそっと閉めた。




「この記事はどういうことなんですか、カテリーナさん！」

　自室に戻もどってきた〝鉄の女〟を出で迎むかえたのは、血相を変えた銀ぎん髪ぱつの神父だった。手に握にぎりつぶした号外を振り回しながら詰つめ寄ってくる。

「〝入院中の聖女、死亡……一昨日、中央歌劇場の事変で吸ヴア血ンパ鬼イアに負傷させられ、入院加か療りよう中だったイシュトヴァーンの聖女、ことシスター・エステルだったが、昨夜半、敗はい血けつ症しようと髄ずい膜まく炎えんによりイシュトヴァーン中央病院で逝せい去きよした。これに対し広報聖省はいまだ正式のコメントは避さけているものの……〟こりゃ、どういうことですか！　エステルさんはまだ生きてます！　生きてこの街のどこかにいるんです！　それを──」

「鎮ちん静せいすることを要求する、ナイトロード神父」

　ショッキングな見出しを扇せん情じよう的に印刷した新聞は、短く同どう僚りようを制したトレスの手にも握られている。しかし、アベルと対照的な冷静さで、機械化歩兵は主人に質問した。

「だが、俺も回答の入力を要求したい、ミラノ公。この時期にエステル・ブランシェの死亡を発表した理由はなんだ？　彼女と問題の吸血鬼の行方ゆくえはいまだに摑つかめていない。事件の背景も不明のままだ。この時点でシスター・エステルの死亡情報を捏ねつ造ぞうした理由が理解できない」

「死亡情報の捏造は異い端たん審しん問もん局と広報聖省によるものです」

　カテリーナの返答はトレスに与あたえられたものだったが、その視線は銀髪の神父に向けられている。いがらっぽい咳せきとともに、枢機卿はやや疲つかれたような表情で肩かたをすくめてみせた。

「彼らとしては保険をかけたつもりなのでしょう──昨夜のシスター・エステルの行動はどう言い訳しようと吸血鬼に協力しているとしか思えませんでした。聖女がよりによって人類の天敵に通じたとなれば、これは決定的なスキャンダルです。そのような事態になるのなら、彼女を──」

「殺そうって言うんですか!?　そこまでやるつもりですか、あの人たちは!!」

　恐きよう怖ふと怒いかりがないまぜになった視線で、アベルは号外を睨ねめつけた。

　十分にあり得る話だ。

　これまで、彼らはエステルがさらわれたという線で捜そう索さくを進めてきた。だが、もし彼女が自発的に吸血鬼に協力しているとなれば、これは教皇庁にとっては致ち命めい的なスキャンダルである──よりによって売り出し中の聖女が人類の敵、憎にくむべき悪あく魔まと手を結んだというのだから。

　そんな事実が公になるぐらいなら、彼らは躊ちゆう躇ちよなく、あの赤毛の尼に僧そうを地上から抹まつ殺さつすることを選ぶだろう。少なくとも、彼女の生死は問わずに拘こう束そくしようとするに違ちがいない。

「昨日のあれは絶対に何かの間違いです！　彼女は優やさしい子だ。優し過ぎるから、たとえば、傷ついた長生種を匿かくまうとかはするかもしれない……でもね、仲間を裏切るなんてことはありえません！　カテリーナさん、あれは絶対に何かの間違いですよ！」

「仮に何かの間違いだとしても、それを証明する手だても、シスター・エステルを救う方策もいまの私たちにはありません」

　必死に食い下がる男を片眼鏡モノクルの奥から見つめながら、カテリーナは静かに答えた──ただその声は抑よく制せいが利ききすぎていて、まるで人形が喋しやべっているようだったかもしれない。

「残念ですが、神父アベル。昨日のことがある以上、異端審問局が彼女と吸血鬼に強きよう硬こう策さくをもって臨のぞむことは避けられないでしょう──私たちにそれは止められないわ」

「冗じよう談だんじゃない！」

　一方。上司の言葉を耳にしたときには、銀髪の神父は素早く身を翻していた。ほとんど突とつ進しんするような勢いで戸口に向かう。

「こうなったら、なんとしても連中より先にエステルさんを見つけ出して、保護します！　もう止めても無む駄だですよ、カテリーナさん！」

　激げつ昂こうするアベルに、カテリーナは一つため息をつくと、おだやかな声と視線で問いかけた。

「……そこまで言うなら止めませんけど」

　その顔は厳しい上司というよりはむしろ、きかん気な子供をいなす母親のそれだ。

「でも、捜さがすってどこを捜すの？　彼女たちは地下に隠かくれているかもしれないし、どこかの裏町に潜せん伏ぷくしているかもしれない……イシュトヴァーンは広いわよ？」

「全部捜しますよ！　どんなに広くても、虱しらみ潰つぶしにあたっていけば──」

「そうね、いつかは見つかるかもしれないわね……でも冷静に考えてみて。圧あつ倒とう的な人員を投入している異端審問局と市警軍相手に、同じ捜し方をして敵かなうものかしら？　彼らは、あなたが見つけるより遥はるかに早く、彼女たちを狩かり出すと思うのだけど？」

「ぐ……」

　頭に冷水をかけられたように、アベルは言葉を詰まらせた。反はん駁ばくしようとして、結局言葉を失う──異端審問局は五百名の特務警官のみならず、数千人の市警軍を使って二人の少女を捜しているのだ。彼一人で敵う相手ではない。

　一方、懊おう悩のうする部下を前に、カテリーナはゆっくりとソファから立ち上がった。顔を歪ゆがめて立ち尽つくす神父へ囁ささやいた声は慈じ母ぼのように優しい。

「あなたが焦あせる気持ちはわかるわ、アベル。でも、ここは私を信じて、もう少しだけおとなしくしていてくれない？　実は一つ、私に考えがあるの……市警軍を味方につけて異端審問局を出し抜くっていうのはどうかしら？」

「……市警軍を？」

　訝いぶかしむような光がアベルの目に灯ともった。先を促うながすようにカテリーナの顔を見返す。その視線からさりげなく顔を逸そらして窓の外を見やると、枢すう機き卿きようは静かに言葉を継ついだ。

「ダヌンツィオ大司教は、あれでなかなか複雑な人物です。よく話し合って利害をうまく調整できれば、味方につけられるかもしれない。そして市警軍をこちら側に引き込めば、異端審問局より早くシスター・エステルを確保することができる……もっともそれも、誰だれかが暴走して、異端審問局なり市警軍なりとぶつかったりすれば不可能になるでしょうけどね」

「…………」

　理性的な説得を前に、神父は反駁の言葉を探しあぐねたか虚むなしく黙もくしている。そんな男に向けて、麗れい人じんはなおも穏おだやかに声を継いだ。

「アベル、お願い。もう少しの間だけ、我が慢まんしてくれないかしら？　必ずシスター・エステルは助け出します。だから、それまではおとなしくしていて……そうね、弟の面めん倒どうでも見ながら、待っていてくれない？　市警軍と話をつけて、シスター・エステルの居場所が割り出せれば、すぐにあなたに迎むかえに行ってもらいますから」

「…………わかりました」

　返答は即そく答とうという形では戻もどってこなかった。だが、結局は焦しよう燥そうよりも上司に対する信しん頼らいが勝ったらしい。短い沈ちん黙もくの末、アベルは深い息を吐はいた。観念したように首を振ふる。

「わかりました、待ちますよ。でもね、カテリーナさん……」

「わかっています。できるだけ早く手は打つわ」

「ありがとう──」

　不安と焦燥の入り交じった複雑な顔を伏ふせると、アベルは身を翻ひるがえした。足をひきずるように、主人の部屋を退室してゆく。やや猫ねこ背ぜ気味の背中が扉とびらの向こうに消えるのを、カテリーナはその場に立ったまま見送っていたが──

「俺はどうすればいい？」

　平板な声がその背を叩たたいた。

　やはりこちらも立ち上がった小こ柄がらな神父が、無表情に今後の行動について指示を仰あおいだのだ。

「これから、ダヌンツィオ大司教を説得するのであれば、俺も同席するが？」

「……その必要はありません」

　豪ごう奢しやな美び貌ぼうから表情が消えた。忠実な猟りよう犬けんに向き直ったとき、枢機卿の顔には氷の仮面めいた冷気が宿っている。薄うすい唇くちびるの紡つむいだその声も、また鋼の鋭するどさを纏まとっていた。

「大司教と話し合うつもりなどありません。彼はある意味、メディチ枢機卿以上の強きよう硬こう派です。いまさら交こう渉しようしても時間の無駄でしょう」

「……どういうことだ？」

　大司教との交渉をしない──さきほどとはまるで異なる発言をした主人に対し、トレスはかすかに訝しむような光を瞳ひとみに浮うかべた。

「回答の入力を要求する、ミラノ公。百四十四秒前、ナイトロード神父に対しては──」

「彼には、ああでも言って期待を持たせておかねば暴走しかねなかったからです。彼を引き留めている間に、神父トレス、あなたには独自の任務についてもらいます」

　再びソファに腰こしを下ろすと、カテリーナは小さく咳せきをした。わずかに血の混じった痰たんを懐かい紙しに拭ぬぐいながら、命令を補足する。

「シスター・エステル──いえ、反逆者エステル・ブランシェを確保して欲しいのです。異い端たん審しん問もん局が彼女を捕捉する前にこちらの手で拘こう束そくし、吸ヴア血ンパ鬼イアを殲せん滅めつする……できますね？」

「……その計画プランには問題が二つある」

　極めて珍めずらしいことだが、機械化歩兵は即答しなかった。〇ネガテイヴと一ポジテイヴで構成される思考にためらいという感情はないはずだ。しかしこのときの神父の声はわずかにトーンを落として聞こえた。

「一点目はエステル・ブランシェ自身だ。昨夜の行動を分ぶん析せきする限り、彼女は殲滅対象の吸血鬼と協力関係にあった。我々が吸血鬼を攻こう撃げきすれば、彼女が妨ぼう害がい行動を選せん択たくする可能性がある。二点目は純じゆん粋すいに戦力上の問題だ。異端審問局と市警軍より早く彼女を発見するのは俺一人では不可能に近い」

「わかってます。だから、増ぞう援えんを用意しておきました──今回の任務にはもっとも適していると思われる派は遣けん執しつ行こう官かんを一人、すでに呼び寄せてあります。神父トレス、あなたは彼女を補ほ佐さして任務を遂すい行こうしなさい」

「彼女だと？」

　トレスの合成音声にわずかに訝しむような響ひびきがこもった。

　女性の派遣執行官といっても、今作戦に適しているというのだから、〝アイアンメイデン〟や〝ジプシークイーン〟ではあるまい。となれば──

「〝ブラックウィドウ〟を──シスター・モニカを召しよう喚かんしたのか、ミラノ公？」

　トレスの中ちゆう枢すう演算機構の一部には人間の大脳が使われていたが、そこには機械的なガードがかけてある。任務遂行の障害となる感ヒユ情ーマ的ンフ要アク因ターを排はい除じよするためだ──しかし、このときの機械化歩兵はかすかに動どう揺ようしたようだった。主人の顔を見返すや、やや語調を強めて発言する。

「それは推すい奨しようできない。モニカ・アルジェントは極めて危険な存在だ。半径百キロ以内での任務に彼女を就つかせることは絶対に避さけるべきだ──ミラノ公、命令の即そく時じ撤てつ回かいを勧かん告こくする」

「……つれない男だねぇ。それが仲間に向かってかます言葉かい、イクス神父？」

　もし機械にも動揺することがあるとすれば、それはこのときのトレスこそまさにそうであった。

　背後からかかった皮肉げな声を聴ちよう覚かくセンサーに捉とらえると同時にその腕うでが腰のホルスターに伸のびる。旋せん回かいを開始したときにはほとんど残像さえ見せずに抜ぬきはなったＭ13の安全装置ははずされており、半身に振り返り終えた時点では銃じゆう口こうは声の主の真額にぴたりと照準されていた──この間、コンマ一秒とかかってはいまい。神父がトリガーを絞しぼるだけで、目標は頭を血の塊かたまりに変えて吹ふき飛んでいたはずだ。

　しかし、銃口を突つきつけられた相手は平然としていた。

「おいおい、ひさしぶりに会ったってのにずいぶんと冷たい歓かん迎げいじゃないか、イクス神父？　それともあれかい？　お人形ちゃんには、挨あい拶さつなんて高等な真ま似ねはできないのかねぇ？」

　毒をたっぷりと含ふくんだ冷笑を吐き出したのは、禍まが々まがしいまでに赤いルージュだった。

　いったい、いつ、どこからこの部屋に入ってきたのか？　そこに立っていたのは、まだ若い女だった。カテリーナと同年配ぐらいだろう。短く刈かった黒くろ髪かみの下、雌め豹ひようを思わせる碧瞳を悪戯いたずらっぽく輝かがやかせている顔立ちは美女の範はん疇ちゆうに入る。だがその一方で、彼女の着衣──漆しつ黒こくの衣は神父しか着用の許されぬはずの僧衣カソツクだ。しかも、本来なら謹きん厳げんであるべきその胸元がだらしなくはだけられ、薔ば薇らの蔦つたを象かたどったチョーカーと豊かな双そう丘きゆうが半ばも覗のぞいている様はいっそ冒ぼう瀆とく的ですらある。

　しかし、その背徳的な出いで立ちに、トレスとカテリーナは注意を払はらわなかった。二人の視線が向けられていたのは、幻まぼろしのように現れた女の両手が握にぎった二本の短たん剣けんだ──五チン指クエ剣デアと呼ばれる幅はば広ひろの刃やいばは、正確にトレスの首筋に押し当てられていた。

「──警告する、シスター・モニカ・アルジェント、コードネーム〝ブラックウィドウ〟」

[image: ]

　首筋に白はく刃じんを突きつけられたトレスの唇から平板な声がこぼれた。

　その無機的な視線は首筋を上下している白刃にも、冷笑を貼はり付けたままの女の顔にも向けられていない。女の足下のカーペット、直径五十センチほどの範はん囲いが薄ぼんやりと蛍けい光こう色の輝きを放っているのを確かく認にんして警告する。

「卿けいのその〝力〟についてはミラノ公の半径百メートル以内では使用禁止命令が出ていたはずだ──弁明があるなら、入力を」

「カタいこと言うなよ、人形ちゃん……ちょっと驚おどろかせてやろうと思っただけじゃないか」

　色っぽくウインクしながら、女は機械化歩兵の首筋から短剣をはずした。刹せつ那な、それらはまるで手品のように消えてしまっている。空になった手をみせびらかすように振ふって、女は肩かたをすくめた。

「お茶目な悪戯ってやつだ……悪気はなかったんだから、そんな怖こわい顔すんなよ♥」

「──直接会うのは久しぶりですね、シスター・モニカ」

　凍こおりついた鋼を思わせる声は、立ちつくすトレスのそれではなかった。ソファから立ち上がったカテリーナが剃刀かみそり色の瞳ひとみで女を見み据すえたまま、傲ごう然ぜんと呼びかけたのだ。

「さっそくの到とう着ちやく、大たい儀ぎでした」

「……お褒ほめに預かり恐きよう縮しゆくです、猊げい下か」

　一いつ瞬しゆん、女の眼に禍々しい光が過よぎった──手負いの野や獣じゆうにも似た光。だが、シチリア訛なまりの残るローマ公用語とともに恭うやうやしく跪ひざまずいたときにはそれも拭ぬぐったように消えている。

「派は遣けん執しつ行こう官かん〝ブラックウィドウ〟、お召めしにより参上いたしました……なんなりとご用を申しつけください」

「貴女あなたにはこの街でやってもらいたいことがあります」

　恭しく跪いた女の前にカテリーナは一葉の写真を差し出した。剃刀色の視線に相手を咎とがめる色はない。ただ、けっしてそれ以上は近づこうとせぬまま、モニカの首に嵌はまったチョーカーを見下ろす。

「彼女の名はエステル・ブランシェ。現在、イシュトヴァーンに潜せん伏ぷく中の吸ヴア血ンパ鬼イアと同行している国務聖省職員です。〝ブラックウィドウ〟、貴女の任務はイクス神父と協力してこの尼に僧そうを発見し、あらゆる手段を講じてこれを確保すること──できますね？」

「無論です──〝人マン狩ハンりト〟はあたしの専門ですから」

　写真の中で銀ぎん髪ぱつの神父とともにクレープを頰ほお張ばっている少女を見据えたまま、モニカは答えた。首に絡からみ付いたチョーカーを軽く弾はじくと、衣きぬ擦ずれの音一つ立てず立ち上がる。

「では、ただちに任務に就つきます。吉きつ報ぽうをお待ちください……おおっと、忘れていました」

　長身を翻ひるがえしたモニカの足がふと止まった。無表情なまま、しかしどこか意味ありげな目つきで枢すう機き卿きようを振り返ると、気のない声で尋たずねたのだ。

「一つ確認を──もし、この娘むすめを捕ほ捉そくして、彼女が同行を拒こばんだ場合の処置は？　その場合、あたしの自由裁量でよろしいのですか？」

「……私は、〝あらゆる手段を講じて〟と言いましたよ」

　そのときには、カテリーナはすでに部下たちに顔を向けてはいなかった。やや俯うつむき加減に暖だん炉ろの炎ほのおを瞳に映したまま、抑よく揚ようのない声で繰くり返す。

「もし彼女が召しよう還かんを拒み、貴女に抵てい抗こうした場合は、いかなる手段を用いても彼女を拘こう束そくしなさい──そしてその際、彼女の生死については問いません」




　　　　Ⅱ




「……ゔ～、寝ね過ぎた？」

　目を覚ましたとき、太陽はすでに地平線の彼方かなたに没ぼつしつつあった。遠く西の雲が血の色に輝いている。

　ちょっと仮か眠みんをとってすぐに起きるつもりが、熟じゆく睡すいしてしまった。疲つかれていたこともあるのだろうが、まだ、昼寝て夜起きる帝てい国こく風の生活サイクルから抜ぬけきれていないらしい。寝ね癖ぐせであちこちに撥はねまわっている赤毛を乱暴に搔かきながら、エステルはまだ半分閉じた目でベッドの周りを見回した。

「なに？　もう夕方？　あれ、いま、何時だろ？」

「＋パステ二・ド十ウト三ウト時──こちらの言い方だと、午後五時ですわ……おはよう、エステル。体の調子はいかが？　よく眠ねむれまして？」

「あ、おはよう、シェラ」

　窓の縁ふちに腰こしを下ろし、笑いを嚙かみ殺すような表情の美少女に、エステルは寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら挨あい拶さつを返した。どうやら、とうの昔に長生種の少女は起き床しようしていたらしい。きちんと身み支じ度たくを整えたうえに、隣となりのベッドはベッドメイクまでされている。慌あわててエステルも飛び起きようとしたが、次の瞬しゆん間かん、短い悲鳴をあげることになってしまった──どうやら、昨日、一昨日と筋肉を酷こく使しし過ぎたらしい。あちこちひどい筋肉痛だ。

「だいじょうぶですか、エステル？　どこか怪け我がをしてるの？」

「い、いや、だいじょうぶ……」

　眠ねむ気けはとうの昔に吹ふっ飛んでしまっている。腰の痛みに泣き出したい気分を堪こらえながら、エステルはかろうじて笑え顔がおを作って見せた。筋肉中の乳酸などマイクロ秒単位で分解してしまう長生種に筋肉痛の概がい念ねんを説明するのは難しい。広い寝しん室しつを見み渡わたすふりをしながら、顔をしかめて痛みを堪える。

　ホテル・ツィラーグ──イシュトヴァーン市東街区ペスト、大聖堂の東南に位置する三ツ星ホテルのスイートルームは広く、贅ぜい沢たくな作りをしていた。そもそもこのホテルは、つい去年まではどこにでもあるような酒場兼けん宿屋だった。それが、〝解放〟後、ローマの銀行から莫ばく大だいな融ゆう資しを受けて高級ホテルに生まれ変わったのだ。なお、〝星ツイラーグ〟の名はパルチザン時代のエステルのあだ名に由来するものであり、四十ある部屋のすべてに聖女の活かつ躍やくを描えがいた絵が掛かけられている。暖炉の上からこちらを見下ろす赤毛の美女──実物より年ねん齢れい・美形度ともに三割は上回っている──には目を向けないよう極力注意しながら、エステルは相棒に視線を戻もどした。

「まあ、さすがに昨日はちょっと疲れたけどね……シェラこそ平気だった？　ちゃんと眠れた？」

「ええ、それはもうぐっすり……いまはちょっと、日にち没ぼつを見ておりましたの」

　ふわっとした微び笑しようを巻き毛の下に浮うかべて、褐かつ色しよくの美少女はそれまで座すわっていた窓辺のブラインドを押し下げた。長生種たちに有害な波長の紫し外がい線は日の出時にもっとも多く、日没後の残光にはほとんど含ふくまれていない。それでも目を細めて、赤く染まった雲を見上げ、シェラザードは感極まったようにため息をついた。

「本当に美しいですわ……私は、あなたたちが羨うらやましい。あんなに美しい輝かがやきをいつでも見ることができるなんて。できれば、私も短生種テランに生まれたかったくらい」

「ふーん……珍めずらしいこと言うのね」

　寝室の隅すみには、きちんと畳たたまれた服がワゴンに載のっていた。新調したかのようにきれいになったそれに袖そでを通しながら、エステルは半分感心したように、半ば困ったように応じた。

「あたし、帝国では大勢の長生種メトセラに会ったけど、そんなこと言う長生種はいなかったわ……シェラって、やっぱりちょっと変わってる」

「……私は、少し生おい立ちが特別ですから」

〝変わってる〟という少々微び妙みような評価にも、シェラザードは機き嫌げんを損ねた様子は見せなかった。かわりに窓辺に頰ほお杖づえをついた彼女の唇くちびるからこぼれたのは、どこか寂さびしげなため息だ。

「私が、事故で亡なくなった両親の代わりに叔父おじであるティグリス公に育てられた話はしましたよね？　地方都市を守ることが多かったスレイマン叔父は、まだ幼い私をいろんな街に連れていってくれました。ミスル、キプロス、パルミラ……どこも美しく、いい街でした。だけど、辺境の街には長生種メトセラは少ないのです。長生種は私と叔父だけというところさえ珍しくなかった」

　夕ゆう陽ひを見て感傷的になるのは、長生種も同じなのだろうか。あるいは幼い頃に見た太陽の輝きを思い出しているのか、もう薄うすれてほとんど消えかかっている照り映ばえを長生種の少女はじっと見つめていた。

　ティミショアラ都カテ護イエ府ールの高級将校だったシェラザードは、先日発生したスレイマンの反乱に際して、職務上知り得た情報を叔父に流して彼の謀む反ほんを助けていたのだという。実際のところ、彼女は叔父が反乱を起こすつもりであることなど露つゆ知らなかったのだが、情報を漏ろう洩えいした罪は罪だ──そのため、枢すう密みつ院いんに召しよう喚かんされるよりも早く、故郷を出しゆつ奔ぽんしたのだ。

　エステルからすれば、悪意はなかったのであるから、その旨むねを釈しやく明めいすればいいと言ったのだが、誇ほこり高い帝国貴族にとって、言い訳など処しよ刑けいされる以上の苦痛であるらしい。もはや永久に故郷を失った少女の横顔には、寂しげな翳かげりがある。

「長生種メトセラのいない土地で私の友だちになってくれたのは、その街の短生種テランたちでした。それと、我が家に仕える士民ケトウダたち。彼らが私の唯ゆい一いつの友だちであり、家族だった。だから、私は長生種より短生種の方に親近感を覚えるんですの……そうね、確かにあなたのおっしゃるように〝変わっている〟のかもしれませんね」

　長生種の声に短生種の無礼を咎とがめる響ひびきは欠片かけらもない。だから、エステルが詫わびたのはごく純じゆん粋すいな罪悪感からだ。

「……ごめんね、シェラ。昨日、あたしがドジを踏ふまなければ──あんな単純な罠わなにひっかからなかったら、今ごろ、あなたの家族を取り返せていたかもしれないのに……」

「そんな！　エステル、あなたを責めるつもりで言ったんじゃないんです」

　真しん剣けんに詫びられて、驚おどろいてしまったらしい。まるで自分こそ悪いことをしてしまったような顔をシェラは左右に振ふった。尼に僧そうの肩かたを抱だくと真顔になって、相手の目を覗のぞきこむ。

「あれはダヌンツィオの方が狡こう猾かつだっただけです。あなたが自分を責めることなんてどこにもありませんわ。それにそもそも、あなたが私の味方をしてくれていることが、どれほど私にとって心の支えになっているか、わかりますか？」

　エステル自身の顔を映した紫水晶の瞳ひとみは限りなく優やさしい光を灯ともしていた。〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟〝地じ獄ごくの悪あく魔ま〟〝生き血を啜すする悪あつ鬼き〟──いまや数多の名でイシュトヴァーン中の新聞の一面を飾かざっている少女は、そっと尼僧の肩を抱きしめたまま、赤い髪かみに顔をうずめた。

「もしあなたに会えなかったら、私は今ごろ、〝外アウター〟の短生種テランは皆みな、ダヌンツィオみたいな人間だと思っていたことでしょう。ひょっとしたら、憎にくんでいたかもしれない。あなたたちすべてを滅ほろぼしてやりたいとさえ思ったかもしれない……本当に感謝していますよ、シスター・エステル。あなたみたいに優しい人に会えて」

「そんな！　感謝だなんて！」

　長生種の少女はどこか日向ひなたの匂においがした──不覚にもどぎまぎとしてしまった心臓を懸けん命めいに宥なだめつつ、エステルは照れ笑いを浮かべた。

「ほら、先週まで、あたしが帝国にいた話はしたでしょ？　そのときは、本当にいろんな人たちに優しくしてもらったから……だから、あなたにも同じことをしてあげたいの。ただそれだけで、別にそんな改まってお礼言われるようなことは──」

　丁てい寧ねいなノックが寝しん室しつの扉とびらを叩たたいたのはちょうどそのときだった。続いて、礼れい儀ぎ作法の教則本にのっとったようなタイミングのよさで、まろやかな男の声が聞こえてくる。

「──失礼します、御お嬢じよう様方。もう御目覚めでしょうか？　御夕食の用意が整ったと、オーナーがいらっしゃっていますが？」

「あ、はい！　すぐ行きます、バトラーさん！」

　慌あわてて答えると、エステルは扉を開けた。寝室の隣となりはそのままゲストルーム兼けん用ようのダイニングになっている。スイートの宿しゆく泊はく客が外のレストランに出なくてもいいように設計されているのだ。テーブルの上でいかにも食欲をそそる芳ほう香こうをあげていたのは豪ごう勢せいな夕食である。

「おはようございます、御二方──十分にお休みになられましたか？」

　そう言って恭うやうやしく一礼したのは、いかにも訓練された執しつ事じらしく直立不動の姿勢でテーブルの側そばに立っていた黒くろ髪かみの男だった。その背後には、彼自身の影かげのように灰髪の青年が陰いん気きな顔で控ひかえている。一方、彼らの控えめな挙きよ措そとは対照的な騒そう々ぞうしさで手を広げて見せたのはすでにテーブルについていた巨きよ漢かんだ。

「よう、〝星ツイラーグ〟！　ぐっすり眠ねむれたかい？　話はこっちの兄ちゃんから聞いたぜ。ずいぶんと昨日は災難だったみてえだなあ」

「昨晩はごめんね、イグナーツさん。いきなり転がり込んできて……」

　イグナーツ・ルカーチ──この高級ホテルのオーナーに向けて、エステルは気き恥はずかしげに頭を下げた。なにしろ、昨夜の騒さわぎのあと、なんとか追っ手を撒まいてこのホテルに転がり込んだのは、日付が変わる直前だった。しかも、疲ひ労ろうの極みにあったエステルはかつてのパルチザン仲間にろくな挨あい拶さつもせず、ベッドに直行してしまったのだ。気恥ずかしげに頭を搔かいて、許しを求める。

「でも、匿かくまってもらってほんとに助かったわ。向こうも、まさか自分たちが捜さがしている相手がこんな高級ホテルにいるなんて気づかないでしょうしね」

「へへっ、しかもスイートルームを借り切ってな」

　すでに一いつ杯ぱい飲やっていたらしい。酒に灼やけた顔で、巨漢は陽気にウインクしてみせた。パルチザン時代、エステルのレジスタンス活動を主に物資や補給面で支えていたころから肥満の気があったが、最近はまた一段と太ったようだ。たるんだ頰ほおを震ふるわせて笑う。

「まあ、相手が教会だろうが何だろうが、俺の〝聖女さま〟に手出しはさせねえよ……望むだけ、いつまでだっていてくれていいんだぜ」

「ところが、そういうわけにもいかないの」

　陽気なウインクに困ったように笑えみ返しながら、エステルは席についた。料理には手をつけないまま、神しん妙みような視線でかつての同志を覗きこむ。

「事情はバトラーさんから聞いてると思うけど、ダヌンツィオ大司教がとんでもないことを企たくらんでるの──ねえ、イグナーツさん。昔の仲間を何人ぐらい集められる？　できれば、今晩中に動きたいの。明日の式典の前に決着をつけたいんだけど」

「昔の仲間？　そりゃあ、〝星〟の頼たのみとあらば、声はかけるけどよ……」

　イグナーツの顔から笑いが消えた。それまで呷あおっていたグラスをどこか気まずげにおろすと、妙みように言いづらそうに言葉を押し出す。

「でも、何人集まるかはちょっと約束できねえなあ。みんな、それぞれ仕事で忙いそがしいからよ」

「仕事？　何の？」

「そりゃあ、いろいろさ」

　青金ラピス石色ラズリの瞳にかすかにもどかしげな光が走ったのに気づかなかったのか、巨漢は丸っこい指を大たい儀ぎそうに折ってみせた。

「イムレ爺じいさんは解放博物館の館長をやってるし、アディはいまや運送会社の社長だ。グンデルは銀行の名めい誉よ顧こ問もんにこの前就任したばかりだし、クルーディの奴やつはヴェネツィアの金持ち未亡人と結けつ婚こんして街を出ちまった……みんな、それぞれの生活があってな」

「そう……」

　思わず舌打ちしかけて、エステルはなんとか思いとどまった──これは予想すべきだった。自分だって、この一年で大きな変化があったのだ。かつての仲間がそれぞれ自分たちの生活を持って、新しい道を歩んでいるのはむしろ当然といえよう。昔の仲間を頼たよればなんとかなるなどと楽観していた自分が悪い。これでは根本的に計画を練り直す必要がある──

「じゃあ、他ほかに信用できる人は誰だれかいない？」

　隣ではシェラザードがどこか不安げな表情になっている。それを安心させようと微笑ほほえみを作りながら、努めて軽い口調でエステルは尋たずねた。

「なにしろ相手はイシュトヴァーンの大司教だもの。スフォルツァ枢すう機き卿きように連れん絡らくをいれて動いてもらうのは当然として、こちらも何か別に手を打たないと」

「それなんだけどよ、〝星〟……」

　せいいっぱい微笑を拵こしらえる少女に対し、イグナーツの表情は硬かたかった。目をそらすと、いかにも言いづらそうに肩かたをすくめる。

「こう言っちゃあなんだが、いまのこの街で大司教猊げい下かを敵に回そうなんて奴は見つからねえと思うぜ……実際、俺もあんまり気が進まねえ。あんな立派な人に盾たて突つくなんてよ」

「……なんですって？」

　この人、本当に説明を聞いたのだろうか──酒に赤らんだ巨漢の顔をエステルは憤ふん然ぜんと見返した。声にこもった尖とがったものを隠かくそうともせず、早口に問いかける。

「バトラーさんから、話は聞いてるでしょ？　彼はあたしたちを殺そうとしているのよ？　そして、あたしたちの死を理由にして十字軍を──戦争を引き起こそうとしているの。そんな奴が〝立派な人〟ですって!?」

「そんな怖こええ顔すんなよ……その、十字軍とか戦争とか難しい話は俺にはよくわかんねえよ」

　睨にらみつけられ、辟へき易えきしたようにイグナーツは肉厚の掌てのひらを振ふった。景気づけにワインを飲み干し、口を拭ぬぐう。

「でも実際、あの人のお陰かげでイシュトヴァーンはずいぶんと助かってるんだぜ？　それはそれは、みんなに感謝されてらあ。元パルチザンのメンバーなんて、英えい雄ゆう扱あつかいしてくれてるしな。事業をやりたいって言えばローマのどでかい銀行に話をつけて融ゆう資しを紹しよう介かいしてくれるし、家が欲しいって言えば、あっという間に建ててくれる……ほんと、ありがたい話だ」

　豪ごう奢しやな調度を見回し、巨きよ漢かんはため息をついた。〝解放〟の英雄と称たたえられているが、この男も元はただの酒屋の親父おやじである。それがこんな高級ホテルのオーナーに納まっているのは、ひとえにダヌンツィオのお陰だ。むしろその口調は大司教を賛美するかのようだった。アルコールの勢いも借りて、野太い声でまくしたてる。

「そりゃあ、まだまだこの街はたいへんさ。生活だって苦しい。だけど、それは全部、あのジュラのせいだ。奴が俺たちをサクシュしやがったからだ。それと〝帝てい国こく〟だな。あの化け物どもがすぐ隣となりに巣を作っていやがるから、何かと不便なんだ。ったく、吸ヴア血ンパ鬼イアどものせいで──」

「お話中に失礼します──そういえば、シスター・エステルにお願いされていた例のものを無事に入手できました」

　まろやかな男の声が会話に割り込んできたのは、エステルが顔色を変えた瞬しゆん間かんだった。〝吸血鬼ども〟という単語に柳りゆう眉びを逆立てた少女に対し、まるで魔ま法ほうのようなタイミングのよさで、それまで完全な沈ちん黙もくを守っていたバトラーが囁ささやきかけてきたのだ。彼が指を鳴らすと、これまた陰いん気きに黙だまりこくっていたグデーリアンが懐ふところから何かを取り出す──灰色の髪かみの青年がテーブルに置いたのは銅製のピルケースだ。

「御ご要望の血液製せい剤ざいです。物の性格上、やむを得ずブラックマーケットで手に入れたものですが、品質は保証いたします」

「……助かりました、ミスター・バトラー」

　ピルケースをそっと開けながら、謝辞を述べたのはシェラザードである。さきほどのイグナーツの発言が聞こえなかったのか、聞こえないふりをしているのか長生種はケースの中の錠じよう剤ざいを水のグラスに投じながら、優ゆう雅がに微笑んだ。

「私の〝生アク命ア・のウイ水タエ〟は捕つかまったときに取り上げられてしまったから……これがないと、そろそろ困るところでした」

「お役に立ててなによりです、レディ」

　彼を雇やとっている貴族の名は知らないが、きっと名のある大貴族に違ちがいない──〝吸血鬼〟に対しても非の打ち所のない角度で腰こしを折ると、バトラーは静かに微笑した。窓辺に歩み寄り、そっとカーテンを開けると、まるで世間話の続きのように話題を変える。

「ところで、いま、話題にのぼっておりましたダヌンツィオ大司教ですが、彼の政策については、以前、アルビオンの新聞で面おも白しろい論評を拝見したことがあります」

　ホテルの前の街路はきれいに舗ほ装そうされて、ガス灯の明かりで照らされていた。それだけを見れば、ローマやミラノといった一流の都市にも比ひ肩けんできたかもしれない。しかし、道ばたに放置されたままのゴミや瓦が礫れき、そしてその間をうろつく野犬の影かげは、ローマなどではけっして見られない光景だ。それを見下ろし、執しつ事じは世間話のように続けた。

「なんでも、最近、この街ではカラスや野犬の害が多いそうですね。その原因はゴミ処理場や下水などの公インフ共ラスト施ラクチ設ヤーが破は壊かいされたまま放置されているためとか……それに対し、大司教は大規模な害がい獣じゆう駆く除じよ隊たいを組織して対処していらっしゃる」

　そう呟つぶやいた彼の視線の先では、大きな馬車が蹄ひづめを鳴らして通り過ぎてゆくところだった。その車体に描えがかれているのは矢で射止められたカラスの図ず柄がら──イシュトヴァーン市害獣駆除隊の紋もん章しようだ。

「しかし実際のところ、害獣駆除隊など根本的な解決にはなりません。あのようなものを組織する金があるのなら、破壊されたインフラを再建した方が遥はるかに効率的で公衆衛生の向上にも寄き与よするでしょう……」

　街路を横切っていく馬車をどこか皮肉げな目つきで見送ると、バトラーはそっとカーテンを閉めた。

「ところが、大衆はそうは思わない。駆除される害獣を見て、彼らは〝大司教様は頑がん張ばっておられる〟〝悪いのはカラスたちだ〟──そのように感じ、大司教を支持します。まだ害獣の被ひ害がいは抑おさえられていないにも拘かかわらず、その不満を忘れてしまう」

　室内に向き直ると、執事は意味ありげな目を沈黙したままの一同に落とした。居い心ごこ地ち悪げなイグナーツ、ことさら表情を消しているシェラザードの顔を一いち瞥べつし、最後に何か考え込んでいるエステルにその視線を置く。

「大衆の不満を逸そらすため、目に見える敵への憎にくしみを作り出す──これは、古来より使われてきた効果的な手法です。そして私が思うに、現在、大司教はそれをもっと大規模に行おうとしておられるのではないでしょうか？　そう、〝帝国〟という全人類共通の敵を利用し──」

「……そんなことは許されないわ」

　褐かつ色しよくの顔を俯うつむけて黙り込んでいる長生種の手をテーブルの下でそっと握にぎりながら、エステルは食いしばった歯の間から声を押し出した。碧へき眼がんを怒いかりに燃やしてテーブルを叩たたく。

「そんな理由で憎しみを作り上げるなんて、あたしは絶対に許さない！」

「……しかし、相手は強大ですよ、ブランシェ様」

　一方、怒りに燃える尼に僧そうとは対照的にバトラーの表情は冷静だった。彼が指を鳴らすとともにグデーリアンがテーブルの上に置いたのは数紙の新聞だ。

「御ご覧らんください。こちらは、今日の新聞です……彼は、教皇庁とマスコミを操る術すべをよく心得ているようですね」

「……こ、これって!?」

〝聖女、死す〟──バトラーが指さした扇せん情じよう的な見出しに、エステルは目を剝むいた。そのままこぼれ落ちそうなほど見開いた瞳ひとみで呻うめく。

「あたしが死んでる!?」

「つまり、教皇庁としては、貴女あなたとバビロン伯はくを狩かる決意を固めたということでしょうね」

　あくまでも優雅に尼僧の前に置かれたグラスに水を注ぎながら、バトラーは指し摘てきした。

「なまじスキャンダルになるぐらいなら、貴女には殉じゆん教きようしてもらうことを選んだのでしょう……さて、こういう状じよう況きよう下では、さきほどおっしゃられたようにかつてのお仲間を招集されて云うん々ぬんといった手を打たれても効果は薄うすいかと存じます。もっと上の、力ある方を動かさねば事態は動きますまい」

「大司教より上の人……やっぱり、スフォルツァ猊げい下かのお力をお借りしないといけないわね」

　グラスに映った自分の顔を睨にらみながら、エステルは呻いた。

　本来ならば、昨夜、彼女かアベルに接せつ触しよくして事情を伝えるつもりだったのだ。だが、それを果たせぬうちにダヌンツィオにはめられて逃にげ出す結果に終わった──もはや一刻の猶ゆう予よもない。早く、彼女に状況を知らせないと！

「でも、連れん絡らくをつけようにも、警けい戒かいは厳重になってるだろうし……もう忍しのび込むのはリスクが大きすぎるわね」

　困こん惑わくする少女に対し、まろやかな声が囁ささやいた。

「その点につきましては、僭せん越えつながら、私が少々、お力添ぞえできるのではないかと思います」

　優雅に新聞の束をしまったバトラーが控ひかえめな口調で発言したのだ。

「実は私、イシュトヴァーンの教会に知人がおりまして……その人物に枢すう機き卿きようへの橋はし渡わたしを頼たのむというのはいかがでしょう？」

「バトラーさんのお友だち、ですか？」

　信用できるのだろうか？

　このアルビオン紳しん士しは、出会った当初からずいぶんと親切にしてくれた。いまなど、シェラザードが吸ヴア血ンパ鬼イアであることを知りながら手を貸してくれているほどだ。だが、ここまで親切にされるとむしろ不気味な気すらしてくる。

　しかし、すぐにエステルはそれが愚ぐ問もんであることに気づいた。バトラーが何か企たくらんでいるのであれば、そもそもここまで力を貸してくれるわけがない。それに何か手を打って裏目に出たところで、いまより状況が悪くなることもないだろう。

「じゃあ、お任せできますか？　これから手紙を書きますから、ナイトロード神父って人に届けてください。その人が手紙を読めば、どうにかしてくれると思います」

「──しかしよ、〝星ツイラーグ〟」

　胡う乱ろんげな声は、恭うやうやしく腰こしを折った執事のものではない。それまで無言のまま酒を呷あおっていたイグナーツが不ふ機き嫌げんげに口を開いたのだ。

「そのスフォルツァ枢機卿とかいう方は本当に信用できるのかい？　もし、その人があんたを見捨ててたら？」

「それはないわ──それはありえない」

　エステルには確信があった。彼女は部下を見捨てられる人ではない。それに自分は〝帝てい国こく〟から帰き還かんした貴重な使者ではないか。報告もまだろくにしていないのに、その使者を切り捨てるはずがない。きっと自分を救うなんらかの手だてを彼女なら講じてくださるはずだ。

「よし、そうとなれば早く動いた方がいいわね。シェラ、あなたはゆっくり食べてて。あたしは、手紙を書くから──」

「……おい、エステル、ちょっと」

　立ち上がろうとするエステルにイグナーツが手招きした。不ふ審しんげな顔のエステルをそのまま廊ろう下かに連れ出すと扉とびらを閉める。

「おい、いまの話は本気か、〝星〟!?　本気で、あんな化け物に協力するってのかよ!?」

「……え？」

　胡乱げな顔のまま、エステルは旧友を見返した。元パルチザンの彼が長生種を〝化け物〟呼ばわりするのはわかる。だが、〝本気か〟とはどういう意味だ？

「スフォルツァ枢機卿に連絡をつける話？　ええ、もちろんそうよ……なにか、まずかった？」

「まずいって、お前……おい、いったいどうしちまったんだよ！　あいつはジュラと同じ吸血鬼なんだぞ!?　そんな化け物に力を貸すだなんて、正気かよ!?」

　信じられない──大男は酒に赤らんだ顔の端はし々ばしまでそんな思いを表して首を振ふった。

「それより、いまのうちに市警軍を呼ぼう。奴やつは油断してる。いまなら簡単に殺せるぜ」

「ちょ、ちょっと待って、イグナーツさん!?」

　いったいこの男は何を言っているのか──不審と不信を露あらわにエステルは顔を歪ゆがめた。胸ぐらをつかまんばかりに背せ伸のびして、酔すい眼がんを睨みつける。

「あなた何を考えてるの？　いまの話、聞いてたんでしょ？　彼女は、被ひ害がい者しやなのよ!?　それを殺すなんて……どうかしてるわ！」

「どうかしてるのはお前だ、〝星〟！」

　エステルの肩かたを摑つかむと、イグナーツは硬かたさを増した視線でその瞳ひとみを見み据すえた。たぶん、ローマに出て行ったエステルなどよりよほどにいい暮らしをしていたのだろう。一年前に比べ、顎あごにたっぷりと肉がついている反面、肩に置かれた手からはずいぶんと力が失うせてしまっている。それでもなお抗あらがいがたい力で少女を押さえると、イグナーツは唾つばを飛ばした。

「目を醒さませよ！　相手は吸血鬼だぞ！　それを助けるだなんて……一年前、俺たちの先頭に立ってあの化け物を倒たおした聖女さまの言葉とはとても思えないぜ！」

「そ、それは……」

　相手の目に映った自分の顔を仰あおぎ見ながら、エステルは唇くちびるを嚙かんだ。

　確かに、一年前の自分を知っている者の目には、いまの自分の言動は別人のように映るかもしれない。この一年という歳月と幾いく人かの人々との忘れ得ぬ邂かい逅こうは、いろいろな意味で自分を変えてしまった。その変化はごく自然だったし、自分でも後こう悔かいはしていない──しかし、それを目の前の旧友に説明するのは困難だった。別にイグナーツの理解力を馬鹿にしているわけではない。だが、この一年の変化は言葉ではなく、経験でしか語り得ないものだった。おそらくいまのエステルの思いを共有できる存在は、あの長身の神父だけだったろう。

　だから、結局エステルは首を振って強引に会話を打ち切ることしかできなかった。

「とにかく、ここはあたしを信じて。お願い、イグナーツさん……あたしは自分のやることに筋を通したいの。だから、今度だけはあたしのわがままをきいて」

「……わかったよ、〝星ツイラーグ〟」

　深い深いため息が、巨きよ漢かんの口からこぼれた。少女の肩に置いていた手を持ち上げると、イグナーツはどこか疲つかれた顔を左右に振った。

「あんたは俺たちの聖女さまだ……その頼みは断れねえ」

「ありがとう、イグナーツさん……わがまま言ってごめんね」

「水くさいぜ。俺たち、仲間だろ？」

　不器用だが、暖かいウインクをよこすと、太っちょの主人はせつなげな顔をしている少女をそっと促うながした。

「変なこと言って悪かったな……さ、さっさと手紙、書いちまいな」

「うん……ありがとう、イグナーツさん」

　ほっと微笑ほほえむと、エステルは小鳥のように身を翻ひるがえした。そのまま足早に客室へと戻もどっていく。

　一方、閉じた扉をイグナーツはしばし無言のままに見守っていたが、ややあってこちらも巨体を翻した。早足で歩み寄った先は、廊下の一隅にある電話機だ。受話器を上げて交こう換かん台を呼び出す。

「交換か？　俺だ、ルカーチだ。外線に繫つないでくれ」

　神経質な手つきで受話器を握にぎりしめながら、元パルチザンは押し殺した声で囁ささやいた。

「イシュトヴァーン大聖堂〇〇〇一に繫いでくれ……ああ、大司教執しつ務む室だ。大至急で頼たのむ」
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「──我らにとって、聖女の死は確かにとりかえしようのない悲劇です」

　ダヌンツィオの声は悲しみに嗄しやがれていた。

　絶ぜつ妙みようの角度に俯うつむけられたその顔は、こちらに向けられたすべてのカメラに、自分がどう写っているのか知っているかのようだった。傍かたわらの少年教皇の手を恭うやうやしく押し頂きつつもその実、あくまで、自分が主役と捉とらえられるように立ち位置まで計算しているに違ちがいない。取り囲む報ほう道どう陣じんに向けて、嘆なげいてみせる仕草は悲劇俳優さながらであった。

「ほんのつい一昨日の今ごろ、彼女はここに立っていた。ここで、神の言葉を紡つむいで我々を福音の至福に酔よわせてくれた。それが今日、すでにこの地上にいないとは……なんという損失！　なんという悲劇！　ああ、こうしてここに立っているだけでも、私は溢あふれる悲しみを抑おさえきれない！」

　中央オペラ歌劇場ハーツ舞ぶ台たい──〝イシュトヴァーンの悲劇〟と各国に伝えられた事変の現場は、四十八時間が経たとうとしているいまなお、手つかずのままだった。端たん麗れいな舞台のあちこちには墓標のように瓦が礫れきが散らばり、床ゆかには大きな亀き裂れつが凶きよう暴ぼうに口を開いている。各所に張り巡めぐらされているのは、立入禁止を命じる黄色と黒のテープだ。大司教は、傍らのアレッサンドロからそっと手を放すと、そのテープの一本を握りしめた。硬く閉じた瞼まぶたの間から涙なみだをこぼしながら天を振り仰ぐや、拳こぶしを激しい勢いで突つき上げる。

「だが、我々はこの悲劇を乗り越こえねばならない！　おおいなる意志もてこの悲しみを克こく服ふくし、戦いに倒れたかの少女の遺志を継つがねばならない！　詩し篇へんに曰いわく〝義ただし人きものは仇あだの復ふく讐しゆうされるを見て慶よろこび、悪あしき者の血で足を洗う〟──我々教会は、教皇聖下の許もと、一いつ致ち団結し、必ずやこの報むくいを我らと神の敵に下すでしょう！」

　雄お々おしく叫さけぶ大司教に向けてカメラのフラッシュが一いつ斉せいに焚たかれた。演説が一段落したと見た記者たちの間から、盛んに質問が飛ぶ──一方、そのやりとりをしらけたような目つきで眺ながめていたのは、劇場の隅すみにひっそりと控ひかえていた二人の男だった。

「……本当にマスコミが好きだな、あの男は」

　男たちの一方──白銀の鎧よろいに身を固めた偉い丈じよう夫ふがかつての上司に向けた視線は、あまり好意的とはいい難がたかった。大司教の隣となりでおどおどと俯いている少年に視線を転じたときには、忌いま々いましげな舌打ちさえ漏もらす。

「あれではまるで聖下が脇わき役やく扱あつかいではないか！　いくら大司教とはいえ、聖下をさしおいてのあの振ふる舞まい……分を弁わきまえるがいい！」

「しようがないですよ。聖下はあのとおりのお人ひと柄がらですから」

　ブラザー・ペテロの憤ふん懣まんに気のない声で応じたのは、彼の傍らで腕うでを組んでいた銀ぎん髪ぱつの若者だった。記者たちの焚くフラッシュの輝かがやきに目を細めて、精せい彩さいのない表情で付け加える。

「あんなにたくさんの報道陣に囲まれて卒そつ倒とうしてないのが不思議なぐらいです。そのうえで、大司教と張りあえってのはいくらなんでも気の毒ですよ……まあ、カテリーナさんが同行していれば話は別ですけどね」

「おう、そういえば、スフォルツァ枢すう機き卿きようはどこに行ったのだ？」

　アベルの言葉に初めて紅衣の麗れい人じんの姿がないことに気づいたらしい。物もの珍めずらしげに場内を見回し、ペテロは鼻を鳴らした。

「来ておらんのか？　あの女が聖下のお側そばから離はなれるとは珍しいではないか」

「彼女なら、式典会場の下見のために大聖堂に残ってます」

　どこか微び妙みようにふて腐くされたようなアベルの回答だった。アレッサンドロとダヌンツィオからは目こそ放さなかったが、丸眼鏡めがねの下の顔は苦虫を嚙かみ潰つぶしたようになっている。

「式典は明日の早朝ですからね。最終チェックで忙いそがしいみたいですよ」

「さようか……む？　ならば、なぜ汝うぬがこんなところにおるのだ、ナイトロード？　いつもあの女に金魚の糞ふんみたいにくっついておるくせに……ははあん、読めたぞ。さては貴様、何か不興を買って遠ざけられたのだな？　そうだな？」

「……それはあなたのことでしょ、ペテロさん」

　妙みように楽しげに同意を求めてきた〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟を迷めい惑わくそうな目つきで見やると、アベルはタチの悪い野良犬でも追い払はらうように手を振った。

「あなたと違って、私は何かに失敗して聖下の警護に回されたわけじゃありませんからね。一いつ緒しよにしないでくれます？」

「ぶ、無礼者！　某それがしだってそうだ！」

　野太い声をあげると、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は携たずさえた〝叫スク喚リー者マー〟を勢いよく床に杖つえ突ついた。その拍ひよう子しに、爆ばく弾だんでも落ちたような音が音おん響きよう効果のよい劇場中に響ひびき渡わたってしまう。舞台の目が一斉にこちらに向けられた。

「し、失礼つかまつった……」

　咎とがめるような視線の集中する中、ペテロは慌あわてて頭をさげた。それから咳せき払ばらいして、声をひそめる。

「名めい誉よのために申しておくがな、別に某それがしは懲ちよう罰ばつ人事を受けたわけではないぞ。いまだ吸ヴア血ンパ鬼イアは捕つかまっておらんのだ。その間、誰だれかが聖下を守護し奉たてまつらねばならんではないか！　違ちがうか？」

「……そうですね」

　熱い演説を再開した大司教を遠くに眺めながら、アベルは苦い声で返した。カテリーナはすでに彼と話をつけてあるのだろうか？　こうしている間にも、異い端たん審しん問もん局はエステルとそれに同行する長生種を狩かろうとしているのだ。彼らに見つかってからでは、すべてが遅おそすぎる……

「──あ、あ、あの、ナイトロード神父？」

　どうやら暗い考えに浸ひたるあまり、現実を忘れていたらしい。特とく徴ちよう的な吃きつ音おんで話しかけられてアベルは我に返った。いつの間にか目の前まで戻もどってきていたニキビ顔が不安げにこちらを見上げている。

「あ、すいません、聖下……ええっと、マスコミの取材は終わりましたか？」

「う、うん。ぼぼ、僕の分は。だ、大司教は、ま、まだ、こうしきせーめーの発表があるって……ぼ、僕はその間、休んでていいって……」

　神経症しよう的な手つきで脂あぶら汗あせを拭ぬぐい、アレッサンドロはたどたどしく答えた。舞台の前に設しつらえられた演えん壇だんでは、明日の新聞に掲けい載さいさせる教皇庁の声明文を大司教が記者たちに向かって朗読している。大司教の他ほかにも教皇随ずい行こうの聖職者や尼に僧そうはいるのだが、現金なもので彼らも皆みな、大司教の側でカメラに写っているところだ。少年教皇は独りで舞ぶ台たいから降りてきたものらしい。

「ささ、聖下、どうぞこちらにお座すわりくださいませ」

　青ざめた顔のまま体を揺ゆらしている少年に、ペテロが恭うやうやしく椅い子すを勧すすめた。細い体を壊こわれ物でも扱あつかうようにして座らせると、忠実な番犬よろしくその前に跪ひざまずく。

「お勤め、御ご苦く労ろう様さまでございました。お疲つかれになられたのではありませぬか？」

「い、いいえ、そんなには」

　実際のところはほとんどダヌンツィオが一人で喋しやべっていたのだからそれほど疲れてはいないはずだが、それでも夕方までは寝ね込んでいたのだ。心底、心配げなペテロに対し、アレッサンドロは気の弱そうな微び笑しようを作って首を振った。

「そ、それにみんなたいへんなのに、ぼ、ぼぼ僕だけが、ら、楽をするわけにはいかないも、もの……」

「──おおう、なんと素す晴ばらしき御お言葉かな！」

　たどたどしい言葉を聞いたペテロが頰ほおを紅潮させた。グローブのような掌てのひらで少年の手を握にぎると、感極まった唸うなり声をあげる。

「見上げた御ご覚かく悟ご！　比類無き御ご仁じん愛あい！　兄君にもお聞かせしたき御言葉にござった！　このペテロ、衷ちゆう心しんより感服つかまつりましたぞッ！」

「……え、ええっと」

　いまにも感かん涙るいに咽むせびそうな異端審問官を前に、アレッサンドロは困ったような顔になった。余人が口にすれば、大げさに媚こびているか、それとも趣しゆ味みの悪いたわごとととられかねない言葉であるが、この〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に限っては完全に本気である。目のやり場に困った少年教皇はおずおずといま一人の護衛官に話しかけた。

「え、えっと、それでナイトロード神父、そ、その後、聖女さまの行方ゆくえはわかりましたか？」

「いえ、残念ながらいまだ……」

　苦いばかりで効かない薬でも飲まされたような顔をアベルは左右に振ふった。

「カテ……スフォルツァ猊げい下かも力を尽つくしているのですが、まだ見つけられないままです」

「そ、そう、そうですか……」

　ため息をつくと、少年は肩かたを落とした。失しつ踪そう中の聖女については、彼なりに胸を痛めているらしい。アレッサンドロはしばし暗い顔で俯うつむいていたが、やがてためらいがちに切り出した。

「ね、ねえ、ナイトロード神父……せ、聖女さまは、ほ、本当にぼ、僕たちを裏切ったんでしょうか？　き、昨日、ヴァ、吸ヴア血ンパ鬼イアに味方したのは、ぼ、僕たちを裏切ったから？　あ、あの人が、そん、そんなことするって、ぼく、僕にはどうしても思えなくて……な、何か、じ、事情があったんじゃない、ないかな？」

「……それはわかりません、聖下」

　実際、それがわかれば苦労はなかった──本日何度目になるかわからぬため息をついて、アベルは首を振った。眉み間けんに皺しわを刻んだまま、正直に答える。

「残念ながら、いまだ一いつ切さいの事情が不明なのです……どうして、彼女がさらわれたのか。なぜ、さらわれた彼女があの長生種と一いつ緒しよに行動しているのか。何ひとつ、手がかりがないんです」

「最初から、奴やつらはグルだったのだ！」

　いきなり口を挟はさんだのは、それまで二人の会話に耳を傾かたむけていたペテロである。巨きよ漢かんは顔の前にぴんと指を立てると、実に明快に斬きって捨てた。

「最初から奴らはグルで、ここでの騒さわぎも狂きよう言げんだったとすれば筋は通るぞ。だいたい、某それがしは、おかしいと思ったのだ。あのとき吸血鬼めはシスター・エステルをここで殺せたはずなのだ。それを殺しもせずに、わざわざさらって行くようなリスクを冒おかすとは常識では考えられん！」

　暑苦しい口調で力説する巨漢を迷めい惑わくげに見やってアベルは首を振った。

「エステルさんと私はここのところずっと一緒にいたんです。陰いん謀ぼうを企たくらむ時間なんてありませんでしたよ」

　どこかに行ってくれという思いを露ろ骨こつに視線にこめ、愛あい想そのない返事を返す。

「それに第一、彼女と私はいきなりこの街に呼びつけられたんです。それまではこの街に来ることなんてぜんぜん、予想だに……!?」

　刹せつ那な、何かに撃うたれたようにアベルは黙だまり込んだ。

　いま、自分は何と言った？

〝彼女と私はいきなりこの街に呼びつけられた〟──

「ちょっと待ってください……なぜ、あの長生種はエステルさんが一昨夜、この街に来ることを知ってたんです!?」

　そう、明らかにあの長生種はエステルを狙ねらってここに来ていた。

　だが、自分たちが到とう着ちやくしたのを知っていたのは、カテリーナと広報聖省長官のアントニオ。そして──

「ダヌンツィオ大司教……あの人だけだ」

「大司教猊下がどうかしたか？」

　いきなりぶつぶつと呟つぶやき始めた神父に怪あやしいものを感じたらしい。訝いぶかしげな口調でペテロが尋たずねてきた。

「それに顔色が悪いぞ、ナイトロード……何か変な物でも拾い食いしたか？」

「あの、ペテロさん、ちょっとすいません」

　脳天気に尋ねてくる〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の襟えり首くびを摑つかむと、アベルは手元に引き寄せた。夜よ逃にげの相談でも持ちかけるように小声で囁ささやく。

「うかがいたいことがあるんです。あのとき──一昨日、長生種が襲おそってきたときのことをもうちょっと詳くわしく話してくれませんか？　大司教とあの長生種の間に、何か気づいたことはありませんでしたか？　たとえば……そう、会話があったとか、そういう──？」

「なんなんだ、汝うぬは。藪やぶから棒に……」

　いきなり襟首を摑まれ、ペテロは不快げに顔をしかめたが、相手の口調にただならぬ気き迫はくを感じたらしい。質問そのものには素す直なおに答えた。

「ああ、確かになにやら喋しやべっておったようだな。某それがしからはほとんど聞こえなかったが……しかし、別に特別なことは言ってなかったと思うぞ。ブランシェを連れていくとか、ほざいておったようだが……」

「連れていく？　それって不自然じゃありませんか？　だいたい、あの長生種はエステルさんを殺すために来たんじゃないですか？　それなのに、わざわざ彼女を誘ゆう拐かいするようなリスクを冒して何のメリットがあるんです？」

「奴らの考えなぞ、わかるかッ！　我らを脅おどして楽しむとか、なぶるためとかではないのか？」

　ペテロは面めん倒どう臭くさげに答えたが、アベルはそれを許さなかった。

「じゃあ、そもそも、あの長生種はいったいどこから、どうやってこの歌劇場に入り込んだんです？　あれだけ厳重な警備をどうやってかいくぐったんです？」

「そ、それは、いろいろあるだろう。楽屋とか、通風口とかだな──」

「それは、変ですよ。もし、彼女が本当に帝てい国こくからの刺し客かくなら、ここの構造なんて知ってるはずがありません。知ってたとしたら、誰だれが教えたんです？」

「それは、その……そんな細かいことまで、某それがしが知るわけないだろうッ！」

　思いもよらぬ理知的な質問責めにペテロは、癇かん癪しやくを破は裂れつさせた。嚙かみつかんばかりに怒ど鳴なるが、その怒声も耳に入らないのかアベルは顎あごを撫なでながら続けた。

「ねえ、ペテロさん……こういう仮説はなりたちませんかね？」

　神父の目はペテロを見てはいなかった。舞ぶ台たいの中央に立つ大司教に視線を注ぎながら、まるで自分の中の誰かと会話するかのように呟く。

「そもそも、あの長生種は誰かの手引きでここにやってきた。その誰かはエステルさんがここで死ぬことを望んで彼女を呼び寄せたんです。だけど、彼女はなんらかの理由でそれを無視してエステルさんを殺さないまま連れ去った。そして、命を助けられたエステルさんは彼女に協力して──」

「お、おい、ちょっと待て、ナイトロード。さっきから、汝うぬは、何を言っておるのだ？　その〝誰か〟とは誰のことだ？　まさか汝は、ダヌンツィオ大司教を疑っておるのか？」

　飛ひ躍やくし続ける神父の思考を遮さえぎるように、ペテロは口を挟んだ。自分の中にまで芽生え始めた疑念を打ち消そうと、盛んに首を振ふりながら相手を窘たしなめる。

「ありえん話だ！　某それがしもあの男……もといあの方のことは好きではないが、それにしたって相手は大司教だぞ？　そんな人間がどうして吸ヴア血ンパ鬼イアに聖女を襲わせねばならん？　そんなことをしてあの男に何の得があるというのだ？」

「残念ですが、それがわかりません。でも──」

　確証はない。だが、この仮説に従えば線は繫つながるのだ──頭の硬かたい騎き士しに、なんとかその点をアベルが説明しようとしたとき。

「やあ、ここにいたのかい、アベル君。ずいぶんと捜さがしたヨ？」

「あれ、アントニオさん？」

　軽けい薄はくな声とともに肩かたを叩たたかれ、神父は慌あわてて振り返った。いつの間にかそこに立っていた優やさ男おとこの顔を認めて声をうわずらせる。

「どうしたんです、こんなところに来て？　大聖堂の方はもういいんですか？　明日の準備は終わったんですか？」

「飽あきちゃったから、ハニーに押しつけて逃にげてきちゃったヨ♥」

　罪悪感とは縁えん遠どおい顔で、貴公子は肩をすくめた。不敬罪にも取られかねぬ仮説を聞かれていたのではないかというアベルの心配をよそに、羽根よりも軽い口調で愚ぐ痴ちを垂れる。

「いやァ、やっぱサ、ああいう地味な仕事はボク、向いてないんだよネェ。第一さァ、せっかくのこのルックスを露ろ出しゆつしないってのは宝の持ち腐ぐされだよねェ？　マスコミもサ、あんな前世紀の遺物みたいなオッサンばっか撮とってないで、ボクを撮ればイイのに」

「…………え、えっと、それでご用はなんでしょう？」

　このまま彼の話に付き合っていたのでは、夜が明けてしまう──慌ててアベルは口を挟はさんだ。

「私を捜してたとおっしゃいますと？」

「ああ……これさ。この手紙」

　相変わらずマスコミの方を物欲しげな目で眺ながめたまま、アントニオは肩かた越ごしに一通の封ふう筒とうを取り出した。

「ハニーから預かってきたんだヨ。キミ宛あてに届いた手紙だってサ。こっちに行くって言ったら、ついでに持っていってくれって頼たのまれたのサ……確かに渡わたしたヨ？」

「手紙？　誰から？」

　自分がイシュトヴァーンに来ていることを知っている者は少ないはずだが──訝いぶかしく思いながらも、アベルは恩着せがましく差し出された封筒を受け取った。確かに自分の名がタイプで打たれているのを確かく認にんし、裏返す。

「ええっと、差出人は……書いてない？　住所も無し？　切手も消印もこれまた無し……アントニオさん、この手紙、いったいどこから？」

「そんなこと、ボクが知るワケないだろ」

　ちゃっかり教皇の隣となりに腰こしを下ろしながら、世界で最も軽薄な枢すう機き卿きようはひらひらと手を振った。

「でも、封筒はコシュート通りのホテル・ツィラーグのものだネ。いやあ、ここのレストラン、ウエイトレスの制服が可愛かわいくてサ。あと、ベーグル・サーモンサンドがなかなかの……」

「……あなた、この街に何しに来てるんですか？」

　貴公子のヨタ話に半ば脱だつ力りよくしながら、アベルは封ふうを切った。気のない視線で便びん箋せんを一いち瞥べつして──硬こう直ちよくする。

「どうしたのだ、ナイトロード？」

　瞬まばたきどころか呼吸すら忘れて立ち尽つくす神父の顔をしげしげと覗のぞきこんで、ペテロが尋たずねた。

「顔色が悪いぞ？　借金の督とく促そく状か？　それとも解かい雇こ通知か？」

「あ？　え、えっとですね……あ、そうだ！　私、ちょっと出かけてきます」

　異い端たん審しん問もん官かんの胡う乱ろんげな視線を払はらうように顔の前で手を振ると、神父はそそくさと身を翻ひるがえした。そのまま怪あやしげな言い訳をしながら、いずこかに立ち去ろうとする。

「急にお腹なかが痛くなってしまって……これはあれかな？　昨日のツナ缶かんがあたったかな？　イタタタ……」

「ブラザー・ペテロ──彼を捕えたまえ！」

　素す早ばやく立ち上がったアントニオの口から鋭するどい指示が飛んだのはそのときだった。枢機卿は逃げようとする神父の前方に回り込む一方、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に厳しい表情で命じた。

「これからこの男を取り調べる。逃がすんじゃない」

　巨きよ漢かんに易やす々やすと腕うでを搦からめとられたアベルが悲鳴をあげた。

「あ、やめてください！　何するんですか!?」

　背後から羽は交がい締じめにされたまま抗こう議ぎするが、ペテロの巨腕はびくともしない。しかも前方からは、妙みようにいやらしい動きで指を開閉する枢機卿が迫せまってくる。

「放してください！　私はただ、トイレに行こうと……あ、泥どろ棒ぼう！　アントニオさん、人の手紙を勝手に読まないでください！　プライバシーの侵しん害がいですよ！」

「あいにくだが、キミには基本的人権は認められないなァ。よってプライバシーなんてモノも存在しないんだヨ」

　実に嬉うれしそうに告げたアントニオは取り上げた便箋を拡ひろげると、もったいつけた声で朗読した。

「……ええっとなになに？　〝Ｄ大司教ニ謀ぼう意いアリ。詳しよう細さいハほてる・つぃらーぐニテ──星〟……なんだ、これだけ？　ラブレターかと思ったのに」

　黙もく示し録ろくに登場する天使のように冷たい微び笑しようを浮うかべて手紙を読み始めたアントニオだったが、その顔が落らく胆たんの色を浮かべるのにそう時間はかからなかった。タイプライターの文字に目を落として舌打ちする。

「ちぇっ、せっかく、あんなコトやこんなコトを期待してたのに……でもＤ大司教ってのはダヌンツィオ大司教のことだろ？　それ以外考えられないもんネ。でも、〝彼に謀意あり〟……って……えらく色気のない……あ!?」

　毒づいていた貴公子の瞳ひとみが、大宇宙の真理でも発見したかのように瞠みはられた。バネでも入っているような素早さで首を捻ひねると、依い然ぜん、自由を奪うばわれたままの神父に唾つばを飛ばす。

「まさか、アベル君！　この〝星〟って──シスター・エステル!?」

「エ、エステル・ブランシェですとォォ!?」

　アベルを捕とらえている異端審問官の顔もアントニオと表情を共有していた。大きく深呼吸すると、ペテロは自分を落ち着かせるように顔を振ふりながら口を開く。

「だとしたら、これは容易ただならぬ話ですぞ、猊げい下か？　あのエステル・ブランシェがダヌンツィオ猊下に謀意ありなどと言ってくるとは……あるいは我々を攪かく乱らんするための罠わなかも」

「わかってる。でも罠だとしても、シスター・エステルの居場所がわかってそれを見過ごすテはない。それにこれが罠でないとしたら──」

　この男にもこんな顔ができたのだろうか──アントニオは針のような視線を舞ぶ台たいへと向けた。瓦が礫れきの間では、いまだにフラッシュの閃せん光こうが瞬またたいている。その中央にいるのは、熱弁をふるい続ける大司教の影かげだ。

「──ブラザー・ペテロ、その腕を放したまえ」

　依然、神父を拘こう束そくする異端審問官に目を戻もどすと、貴公子は相変わらず軽けい薄はくな口調で命じた。

「いずれにせよ、シスター・エステルは確保しないとイケないしィ……だったらこの際だからサ、ナイトロード神父には素直にこの呼び出しに応じてもらおうヨ？」

「で、では某それがしも！」

　そう言って胸を叩たたいたのは、枢すう機き卿きようの命令に従って神父を解放したペテロである。白銀の甲かつ冑ちゆう──〝聖騎ガーヴ士の・オブ聖衣・ロード〟に包まれた巨きよ体たいを震ふるわせ、強い口調で訴うつたえる。

「この男一人で行かせては、何かろくでもないことを企たくらむやもしれませぬ。それに某それがしも、あの娘むすめとはいささか因いん縁ねんがある身。行って、この目でしかと事態を見届けたく存じます！」

「うーん、それはどうかなァ？　ブラザー・ペテロ、キミって、確か、メディチ枢機卿の命令で聖下の警護についてるんじゃァなかったっけ？　持ち場を離はなれるとマズくない？」

「……おおぅ」

　枢機卿の指し摘てきに、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の表情が固まった。

　確かにそうだ。上司からの命令でここにいる以上、勝手に持ち場を離れるわけにはいかない。だが同時に、いまこそ事態の核かく心しんに迫っていることぐらい、ペテロにもわかっていた。これを逃のがせば、おそらく次のチャンスはないだろう──

「ぼ、ぼ、僕が許可したら？」

　煩はん悶もんする〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟を救ったのは、弱々しい吃きつ声せいだった。

「ボ、ボルジア枢機卿、きょ、教皇の僕がきょ、許可すれば、ブラザー・ペテロはここを離れられるんじゃない、かな？」

「聖下……？」

　アベルとペテロ、そしてアントニオ──三対の目が発言者に集中した。おずおずと、しかし聞き誤りようのない声で発言したのが、おそらく、いまの教皇庁ではもっとも無力で主体性に欠けると見なされている少年であったからだ。

　その集まる視線に頰ほおを赤らめながらも少年──アレッサンドロは消え入りそうな声で続けた。

[image: ]

「ぼ、僕、あ、あの女の子がし、死ぬところは見たくない……だ、だからお、お願い、ナイトロード神父、ブラザー・ペテロ、か、彼女をたす、助けてあげて。し、死なせたり、し、しないで……」

「せ、聖下……」

　訥とつ々とつと喋しやべる少年を眺ながめやって、感極まったようにペテロが鼻水を啜すすり上げた。それを横目にアベルがアントニオに囁ささやきかける。

「ねえ、アントニオさん？　確か、このホテルにはとてもおいしいベーグル・サーモンサンドがあるんでしたよね？」

「ああ？……あァ、そォそォ！　ねェ、聖下、ここはブラザー・ペテロとナイトロード神父の両名をお遣つかいに出してはいかがでしょうかネ？」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを添そえて、教皇庁でもっとも軽薄な男はその唯ゆい一いつの主あるじに提案した。

　エステル・ブランシェは目下、反逆者として扱あつかわれている。その彼女を助けてこいと命じるのは教皇その人といえども、さすがに許されない。しかし──

「さきほど申しましたように、かのホテルのベーグル・サーモンサンドは絶品です。もし聖下がそれを召めし上がりたくて、二人をお遣いに出すのであれば、誰だれも文句は言えないハズ……たまたま、そのお遣い先でなにか問題を起こしたとしてもネ」

　血の気の薄うすい顔を紅潮させた少年に一つウインクすると、アントニオは背後を振り返った。これまた張り切ったように背筋を伸のばした男たちに向けて、厳おごそかに檄げきを飛ばす。

「ということで、二人とも、畏おそれ多くも教皇聖下の聖命だ──正義と信しん仰こうと教皇庁のために、大至急、問題のホテルでベーグル・サーモンサンドを買ってきてくれたまえ！」




　その晩、ミクローシュが帳ちよう簿ぼをつけていたとき、店を訪れたのは奇き妙みような二人組だった。

　午後も五時を回れば、この時季のイシュトヴァーンは真っ暗になってしまう。それなのに閉店間ま際ぎわの薬局に入ってきた男女は、そろって真っ黒なサングラスをかけていた。しかも、その身に纏まとうのはサングラスと同色の僧衣カソツクだ。

「これはこれは神父様がた……ようこそお越こしくださいました」

　揉もみ手しながら、ミクローシュは椅い子すから立ち上がった。互たがいに会話を交わすでもなく、じっと薬棚だなを眺めている客たちに向けて腰こしをかがめる。

「何かお薬をお求めですか？」

「ああ、ちょっと変わったクスリを捜さがしてる」

　愛あい想そ笑いを浮うかべる店主に答えたのは、女の方だった。ずいぶんと変わった女だ。女のくせに神父用の僧衣を纏い、しかも胸元は冒ぼう瀆とく的なまでに大きく開いている。そこからかいま見える谷間に眼を吸い寄せられたミクローシュに向け、女は真っ赤なルージュを塗ぬりたくった唇くちびるを吊つり上げてみせた。

「棚に並ばないようなクスリが欲しい……あるかな？」

「もちろんです。ご予算に応じて、用立てさせていただきますとも」

　こいつら、まともな聖職者じゃねえな──そんな感想はおくびにも出さず、ミクローシュは揉み手した。表向きはこんなさびれた薬屋をやっているが、ミクローシュ・ロジュナイと言えば、闇ブラツ市クマー場ケツトでは少しは知られた顔である。愛想笑いはそのまま、声だけをひそめてみせる。

「堕だ胎たい薬に幻げん覚かく剤ざい、マリファナ、阿あ片へん……なんでもございます。どちらがご要望で？」

「人間の薬は要いらない」

　下品な音をあげて嚙かみ煙草たばこを嚙みながら、女は薄く笑った。シチリア訛なまりの残るローマ公用語で歌うように尋たずねてくる。

「あたしが欲しいのは吸ヴア血ンピ鬼ーの薬だ──濃のう縮しゆく血液製せい剤ざいさ。お前が今日の午後に売ったアレだ」

「……はて、何のことでしょう？」

　袖そで口ぐちに隠かくしてあるナイフをいつでも引き出せるよう肩かたを落とすと、ミクローシュはそらとぼけてみせた。机の下にあるボタンを膝ひざで押しながら、椅子に座すわり直す。

「吸血鬼用の血液製剤？　さすがにウチもそのようなモノは取り扱っておりませんでして……申し訳ございませんが」

「聖職者に向かって噓うそはよくないねぇ、ミクローシュ・ロジュナイ……」

　気け怠だるげに呟つぶやくと、女はサングラスをはずした。小こ振ぶりな歯の間から卑ひ猥わいな軟なん体たい動物のように動く舌が覗のぞいて、どこか意味ありげな表情を作る。

「お前が血液製剤を苦労して仕入れたってことは調べがついてるんだよ。あとはそれをどこのどいつに売り飛ばしたか、歌いな」

「知らねえもんは知らねえな」

　ミクローシュの口調ががらりと変わったのは、店の奥から体格のいい四人の大男が出てきたからではない。こちらのやばい商売のことを、相手が知り尽つくしていたためだ。

「この辺りは何かと物ぶつ騒そうでな、朝になるとよく死体が転がってる……おい、ねえちゃん、悪いことは言わねえ。いきがるのはやめて、狼おおかみの餌えさにならねえうちにとっとと帰んな」

「……いきがってるのはそっちだろ、イナカ者モンが」

　切れの長い目を細めて、女は男たちを見やった。あまつさえ、いかにも小馬鹿にしたように鼻を鳴らしてみせる。

「こっちがおとなしく聞いてやっているうちに素す直なおに話した方がいい……じゃないと、全員死ぬよ、あんたら」

「ふざけんな！」

　怒ど号ごうしたのはミクローシュではない。四人の男たちが、手に手に棍こん棒ぼうやブラックジャック、それにナイフといった、いささか薬局にはそぐわない商売道具を抜ぬきはなったのだ。ガス灯の火ほ影かげに揺ゆれるそれを、女に向けて突つきつけるが──

「〇・八一秒遅おそい」

　平板な声がそう呟いた瞬しゆん間かん、見事にそれらの凶きよう器きは所有者の手を離はなれて床ゆかに転がっていた。それぞれの得物を弾はじき飛ばされた男たちが苦痛の呻うめきをあげて床にうずくまる。一方、そんな男たちにも、いまだ硝しよう煙えんをあげる拳けん銃じゆうを構えた同行者にも一いつ顧こだに与あたえず、女は愕がく然ぜんと息を吞のむ店主の元に歩み寄った。

「……で？」

「た、た、確かこの街の人間じゃねぇ……」

　彼自身、ナイフ投げには自信があったのだが、袖口の得物に指すら伸のばせなかった──小こ柄がらな男の拳銃捌さばきに目を瞠みはったまま、ミクローシュはうわずった声を漏もらした。うすら笑う女を上うわ目め遣づかいに見上げ、懸けん命めいに言葉を押し出す。

「そう、ホテル・ツィラーグの客だって言ってた。ほ、本当だ！」

「ホテル・ツィラーグ……」

　ハスキーな声で繰くり返して、女は目を細めた。小馬鹿にしたようにミクローシュの頭を叩たたくと用は済んだと言わんばかりに身を翻ひるがえす。

「ありがとさん……でも、あんたらほんとに運がいいよ。そこのお節せつ介かいなチビスケに感謝するんだな」

「──て、てめえっ！」

　一見、意味不明な台詞せりふに重なったのは濁にごった怒声だった。ミクローシュが止める間もない。さきほど得物を撃うち落とされた男の一人が、新たなナイフを手に立ち上がっていたのだ。精気には溢あふれていたが、頭はよくなさそうなその大男は、鉈なたほどもあるナイフを逆手に構えると、戸口に向かっていた女の背中めがけて、勢いよく投げつけた。

「よ、よせ！」

　制止はわずかに遅かった──ミクローシュが怒鳴った瞬間、凶器は空気を裂さいて女の背中を貫つらぬいていた。胸の悪くなるような音をあげて、その先せん端たんが戸板に突き立つ。

「ば、馬鹿な……」

　だが、大男の唇くちびるから漏れたのは勝利の雄お叫たけびでも嘲ちよう弄ろうの笑声でもなかった。その目は閉じることすら忘れたように瞠られ、自分の凶器と女の姿に吸い寄せられている。

「へえ、イナカのクズにしちゃいい腕うでだ……心臓ハートをどんぴしゃじゃないか」

　目の前の戸板に突き立ったナイフを指先に弾きながら、女は嗤わらった。

　奇き妙みようなことに、凶器は刃はの先端から柄つかに至るまで、ほの白い蛍けい光こう色に輝かがやいている。だが、もっと奇き怪かいなことは確かに背中から心臓を貫かれたはずの女が依い然ぜん、自分の足で立ったままであったことだろう。そして出血はおろか、僧衣にほつれ一つ見あたらないのはいかなるわけか!?

　周囲の驚きよう愕がくをよそに女は平然と振ふり返ると、男に向けて艶なまめかしい動きで腕を伸ばした。

「いいものを見せてもらったよ……お礼に、あたしも一つ、気持ちいいことをしたげるよ」

「──やめろ、シスター・モニカ・アルジェント！」

　小柄な神父が叫さけんだときには、モニカと呼ばれた女の手は蛇へびの動きをみせていた。貫ぬき手てのようにまっすぐ指を伸ばした手が、無造作に男の鳩尾みぞおちに伸ばされたのだ。だが、突きと称しようするにはあまりに緩かん慢まんな動きに、男は余よ裕ゆうをもって、それを払はらいのけた……

「あ……」

　男の口を小さな呻しん鳴めいがこぼれた。確かに払いのけたはずの女の手が、なぜか男の胸に到とう達たつしている。だが、本人を含ふくめた周囲の人間が目を瞠ったのはそのことに驚おどろいたためではない。女の手が、刃は物もののように垂直に男の胸板を貫いていたからだ。しかもいかなる理由からか、そこからは血の一ひと滴しずくたりとこぼれていない。いや、男の着衣も糸一本切れていないように見える……

　信じがたいことだったが、女の手はまるで蜃しん気き楼ろうのように男の体に沈んでいた。

「……祈いのりな」

　女が囁ささやいた次の瞬間、男の眼球が裏返った。大きく体を震ふるわせるや、口と言わず鼻と言わず、体中の穴から鮮せん血けつが噴ふき出す。

「ひっ!?」

　飛び散った血から一同が顔を庇かばったときには、女はその手を男の胸から引き抜いていた。なぜか返り血一つ浴びていない顔の中で、そこだけは血のように赤い唇が艶めかしい角度に吊つり上がる──その足下には、すでに命を失った体がくずおれていた。だが、全身の穴から大量に出血しているのを除けば、外傷らしい外傷が見あたらないのはいかなるわけか。

「……任務中の過剰オーバ殺戮ーキルは禁則事じ項こうだ、シスター・モニカ。このことはミラノ公に報告する」

　すでに痙けい攣れんさえもやめている男を見下ろし、小柄な神父が短く呟つぶやいた。

　その平板な声の中にはどこか厭いとわしげな響ひびきがあったのだが、糾きゆう弾だんされた当人の方はいたって気にしていないようだった。

「カタいこと言うなよ、イクス。これは正当防衛だよ、正当防衛。あたしみたいなか弱い女が自分の身を守るのは、当然の権利だろ？」

　床ゆかに転がった男を軽く蹴飛ばし、愉ゆ快かいげに笑うと、さっさと身を翻して店を出てゆく。小柄な神父の方は一いつ瞬しゆん、物言いたげな目で床を見下ろしたが、結局無言のまま、女のあとを追った──

「──お、おい、だいじょうぶか！」

　ようやく魔ま力りよくから解放されたミクローシュが手下の元に駆かけ寄ったのは、二人の姿が扉とびらの向こうに見えなくなってからのことだ。無論、相手がこときれていることは、とうにわかっていた。抱だき起こしたときには、その体はもう冷たくなり始めている。

「いったい、あの女はどうやって……？」

　恐きよう怖ふに目を剝むいたまま息絶えた手下を前に、呆ぼう然ぜんとミクローシュは呻いた。いったいあの女は何をしたのか？　見たところ、外傷はない。念のために死体のシャツを捲まくり上げても、鳩尾のあたりにほのかに光る白い沁しみがついていることを除けば、毛ほどの傷も見あたらない。

「……うん？　なんだ、これは？」

　死体を床におろしかけ、ふとミクローシュは眉まゆをひそめた。床を払った手に、妙みようになま温かい感かん触しよくが触ふれたのだ。何の気なしにそちらを見下ろして──

「──ひ、ひいっ!?」

　闇やみ薬局の店主は悲鳴をあげることになってしまった。

　無造作に床に投げ出されていたもの──それは、引きちぎられた人間の心臓だった。










　　　　Ⅳ




　イシュトヴァーンの市街は、街を南北に貫かん流りゆうするドナウの流れによって西街区ブダと東街区ペストに分かたれる。全長三百三十メートルの鎖くさり橋によって結ばれたこの二つの地域は、それぞれがまったく別の街と言ってよいほどに性格が異なるものだ。

　低地の東街区は〝大アル災マゲ厄ドン〟以前の旧時代より庶しよ民みんの街であり、また経済活動の中心だった。ジュラの統治時代を経て〝解放〟後の現在に至るまでその性格は変わるところはなく、市民の九十パーセント以上はこの地域に居住している。

　一方の西街区──小高い丘きゆう陵りようの連なるこの地域は、ジュラの統治時代には、彼の宮きゆう殿でんが置かれ、一いつ般ぱん人の立ち入りは禁じられていた。〝解放〟後の現在は、〝嘆なげきの星〟によって消失した市警軍本部が、ここに移築されている。その広大な敷しき地ちの中には、市警軍の駐ちゆう屯とん地ちや練兵場まで含まれていた。

「──そして、あたしが思うに一番怪あやしいのはここね」

　そう言ったエステルは拡ひろげられた地図の一点に赤い印をつけた。隣となりで巻き毛を梳すいている少女を顧かえりみると、自信に満ちて付け加える。

「この旧侯こう爵しやく宮きゆう殿でんには、一年前にあたしも入ったことがあるの。この中なら、あなたの士民を密かに捕とらえておくにはもってこいだわ」

「……でも確証にはいたらないのでしょう？」

　艶つややかに輝かがやく黒くろ髪かみを指先に梳きながら、シェラザードは考え深げに首を振ふった。内心、焦しよう燥そうに身を焦こがさんばかりであるはずなのだが、それはおくびにも出さない。かえってエステルの方が苛いら立だたしくなるほど落ち着いた風情ふぜいで小首を傾かしげる。

「確かにエステルの言うとおり、確率的にはここが一番高いでしょう──でも、万が一にも違ちがっていたら？　私たちに再戦のチャンスはありませんのよ」

「問題はそこなのよね……」

　赤ペンを放り出すと、エステルはため息をついた。細かな書き込みのされた地図の上で指を踊おどらせる。

　さきほどまで夕食に供されていたゲストルームはすっかり片づけられていた。バトラーはグデーリアンを伴ともなって教会の知人に会いに行ったままだし、イグナーツは仕事に戻もどった。尼に僧そう寮りようの私室ほどはあろうかという広いテーブルに行ぎよう儀ぎ悪く肘ひじをつくと、エステルは苛立ったように赤毛を搔かいた。

「せめて、あなたの家族だけでも取り返せれば、ずいぶんと楽になると思ったんだけどなあ……やっぱり、スフォルツァ猊げい下かと連れん絡らくがつくのを待つしかないか」

「ご迷めい惑わくをおかけします」

「い、いや、そんなつもりで言ったんじゃないの」

　いかにも申し訳なさげに頭を下げた長生種に向けて、慌あわててエステルは手を振った。窓の外、人ひと気けのない通りを眺ながめながら、自分の不用意な発言を詫わびる。

「別にシェラに文句があるわけじゃないからね？　ただ、あたしは自分の無力が無性に頭にきてるだけなの──なんか、悔くやしくて」

「悔しい？」

　おっとりと長生種の少女は尼に僧そうの言葉を繰くり返した。短生種の思考はわからない──そう考えているかのように首を傾げる。

「何がそんなに悔しいんですの？」

「いろいろよ──広こう告こく塔とうみたいに使われて、〝聖女さま〟なんて似合わないレッテル貼はられたこともそうだし、〝殉じゆん教きよう〟させられそうになったこともそう。十字軍のきっかけに使われているのも腹が立つし……」

　暗くなった市街には街灯が暖かな光を灯ともしている。首くび飾かざりのように連なるガス灯に目をやり、エステルは苦い顔になった。

　アイドル扱あつかいされる一方、他人の都合で、生き様どころか死に様まで決められる自分。困っている長生種一人救えない無力な小こ娘むすめである自分。そんな自分が──

「──はっきり言って、むかつくわ」

「それはしようがありませんよ」

　きかん気な妹を宥なだめる姉のようにシェラザードは微び苦く笑しようした。最高の職人がカットした紫水晶を思わせる瞳ひとみを伏ふせて、そっと呟つぶやく。

「あなたは教皇庁の一員なんですもの。大きな組織の一員である以上、その中で自分の意見を通すのはとても難しいことだと思いますわ」

「それはそうなんだけどね……」

　どこかまだ納なつ得とくいかない顔でエステルは唇くちびるを嚙かんだ。

　シェラザードの見識はおそらく正しいのだろう。だが、たとえそうだとしても、エステルはどこか納得できないものを感じていた。相手が巨きよ大だいな組織だからといって、みすみす自分たちの生命が脅おびやかされていいはずがない──！

　いきなりリビングの扉とびらが開いたのはそのときだった。咄とつ嗟さにエステルが机の下、膝ひざの上に置いてあった散さん弾だん銃じゆうに手を伸のばしたときには、でっぷりと太った影かげがトレイを捧ささげ持って入室してきている。

「よう、精が出るね、お二人さん。疲つかれたろ？　お茶でもどうだい？」

「ああ、イグナーツさん……おどかさないでよ」

　旧知の大男の顔を認め、エステルはほっと得物のトリガーから指を放した。銃じゆう身しんと銃じゆう床しようを切り詰つめて原型の半分ほどの長さにしてある散弾銃を卓たく上じように放り出すと、苦情を申し立てる。

「ノックぐらいしてよ？　驚おどろいたじゃない」

「悪い悪い……おどかすつもりはなかったんだがよ」

　悪びれたふうもなく笑うと、イグナーツはトレイをテーブルに置いた。どろりと茶色い液体を満たしたマグカップを二つ、少女たちの前に並べてもう一度笑う。

「でも、そんなにピリピリするなよ。あんまり神経尖とがらせてたら、すぐにまいっちまうぜ……さ、こいつでも飲んで、一息入れろや」

「あ、ありがとう……シェラも飲んで。これ、イグナーツさんのスペシャルレシピなの。飲めるのはここだけなのよ」

　芳かぐわしい湯気をあげるカップをもう一人の少女に勧すすめながら、エステルは嬉うれしげに微笑ほほえんだ。パルチザン時代からイグナーツの作ってくれるこのホットチョコレートは彼女の大好物だった。さっそく一口啜すするや、隣に腰こしを下ろした巨きよ漢かんに笑いかける。

「うん、おいしい……嬉しいな。あたしの好物、覚えていてくれたのね」

「あったりまえだ。何回、作ってやったと思ってるんだよ」

　主人に褒ほめられたマスチフ犬のような顔で笑うと、イグナーツは机の上の散弾銃を取り上げた。よく手入れされたそれを興味深げにいじくりながら気のない声で尋たずねる。

「で、どうだい？　なんか役に立つ情報は手に入ったか？」

「そうね、いまのままじゃ、まったくの手て詰づまりだってのはよくわかったわ」

　煎いったピーナッツの入った特製ホットチョコレートはこのうえなく甘いはずだが、答えるエステルの表情は渋しぶかった。

「市警軍と異い端たん審しん問もん局に追い回されているうえに、肝かん心じんの人質はその居場所さえわからないときてる。スフォルツァ猊下と連絡がつくまでは、下手に動けないわね……ねえ、バトラーさんたちはもう帰ってきた？」

「いや、まだだよ……そういや、二人とも遅おそいな？」

　イグナーツの訝いぶかしげな声につられるように、エステルは壁かべの時計を見上げた。あの二人が出て行って、かれこれ二時間以上が経たつ。確かに遅い……

「……あ、あれ？」

　時計の文字盤ばんが、突とつ然ぜん、歪ゆがんだような気がしてエステルは目をこすった。いや、こすろうとしたときには、その体は大きく椅い子すの上で傾かしいでいる。シェラが素す早ばやく腕うでを差し伸べていなければ、椅子から転げ落ちていたところだ。

「どうしました、エステル？」

「あ、あれ……て、手に力が……」

　奇き妙みような浮ふ揚よう感に、エステルは小さく喘あえいだ。どうしたことだろう？　体に力が入らない。しかも視界が白くぼやけたうえに、歪み始めている。

「だいじょうぶですか、エステル……イグナーツさん、エステルの様子がおかしいです！」

　萎しおれた花のように力を失った少女を支えながら、シェラザードが緊きん迫ぱくした声を出した。悠ゆう然ぜんと椅子に腰を下ろしたままの巨漢を振ふり返り、早口に叫さけぶ。

「すぐに医者を手配してください！　何かの病気かもしれない！」

　だが、少女の切せつ羽ぱ詰つまった表情とは対照的にイグナーツの顔は穏おだやかだった。エステルの方に視線を向ける間にも、その手は散弾銃を握にぎったままだ。エジェクション・レバーを引いて薬チエン室バーの通常弾を排はい莢きようすると、代わりにポケットから取り出した銀色に輝かがやく一粒弾スラツグを不器用な手つきで次々に装そう塡てんしていく。

「いや、これは病気なんかじゃねえな……ちょっと薬を盛られただけだ。じきに治るさ」

「薬を盛られた？　それはどういう──」

　シェラザードの質問は最後まで続かなかった。イグナーツが手にした散弾銃の銃じゆう口こうを掲かかげるや、小気味よく装塡ポンプを引いたからだ──いや正確には、それを合図に開け放たれた扉から乱入してきた軍服の群れを視界に認めたためだ。

「こ、この人たちは!?」

　シェラザードが目を瞠みはったときには、ブルーグレーの軍用コートと機関拳けん銃じゆうで武装した男たち──イシュトヴァーン市警軍兵士たちが、よく訓練された動きで二人の少女を包囲していた。彼らの中央から、鼻にかかった嫌いやみな声で挨あい拶さつしたのは士官服の男だ。

「こんばんは、吸ヴア血ンパ鬼イアのお嬢じようさん」

「お、お前は!?」

　フェレンツ・ドボー──新たに頭にも包帯が増えた市警軍中ちゆう尉いを認にん識しきしたシェラザードが驚きよう愕がくの呻うめきを漏もらした。反射的にその長アーツ手ケラ袋ーヴを掲げるが──

「動くな、吸血鬼！」

　鋭するどい一いつ喝かつがその動きを止めた。エステルに銃口を向けたイグナーツが憎にく々にくしげに叫んだのだ。

「動いたら、〝星〟を撃うつからな……そのまま〝星〟を離はなして、後ろにさがるんだ」

「…………」

　超ちよう人じん的な反応速度を誇ほこる長生種なら、この至近距きよ離りからでも銃じゆう撃げきを回かい避ひすることはできたはずだ。だが、エステルを狙ねらわれていてはそれも不可能だった。顔を強こわ張ばらせたまま、シェラザードは尼に僧そうの体を床ゆかに下ろした。両手を頭の上に載のせ、そろそろとあとずさる。

「やあ、ご苦労だったね、ルカーチ君」

　兵士たちによって銀ぎん鎖さをかけられるシェラザードを余よ裕ゆうたっぷりに見下ろしたのは、緊きん張ちように銃口を震ふるわせているイグナーツではない。兵士たちの間から進み出たドボーは顎あごをしゃくると、かすかに震える巨きよ漢かんの肩かたに手を置いた。

「君の勇気と分別には大司教猊げい下かも非常に感激しておられた。来期の融ゆう資しについても、ぜひとも相談に乗るとおっしゃっていたよ」

「…………」

　中尉のねぎらいを聞いても、イグナーツの表情は硬かたいままだった。それが強張ったのは、床から、か細いが鋭い声が聞こえてきたからだ。

「イ、イグナーツさん、裏切ったのね、あたしたちを……」

　唯ゆい一いつ自由になる瞳ひとみで巨漢を見上げたのは、エステルだった。呂ろ律れつの回らない口調で──しかし、聞き間ま違ちがえようのない敵意をこめてかつての仲間を責めたのだ。

「どうして！　どうしてこんなことを!?」

「どうして？　それはこっちの台詞せりふだぜ、〝星〟！」

　だが、少女の糾きゆう弾だんに対し、返ってきたのはやはり糾弾だった。相変わらず銃口はエステルの眉み間けんに置いたまま、イグナーツが腐くさった酒でも吐と瀉しやするように吐はき捨てたのだ。

「お前は俺たちの〝星〟──聖女さまだったんだ。それなのにこんな魔ま物ものなんかに味方しやがって……お前、こいつらが何なのか、わかってんのかよ！　こいつらは俺たち人類の敵──吸血鬼なんだぞ！」

「ち、違う……」

　盛られた薬はごく少量だったらしい。調査部での訓練のお陰かげもあってか、早くも体の痺しびれは和やわらぎつつある。自由を取り戻もどしつつある舌を懸けん命めいに操って、エステルは強情に首を振っている巨漢に訴うつたえた。

「違うわ、イグナーツさん……彼女は、敵なんかじゃ──」

「ああ、敵なんかじゃないって言うんだろ？　敵って決めつけるのは間違ってるって言いたいんだろ？　でも違うぜ、〝星〟……間違ってるのはお前だ。こいつらは敵だ！」

　醜みにくくひび割れた声で巨漢は怒ど鳴なった。引き金にかかった指はいまにもそれを引いてしまいそうなぐらいに震えている──だが、怒いかりの発作はそこまでだった。深いため息を吐いたときには、イグナーツは苦い表情で肩を落としている。

「こんな騙だますようなことしちまったのは本当に悪かったと思ってる。でも、こうするより他ほかに仕方なかったんだ……許してくれ、〝星〟」

「──さて、そろそろ気が済んだかね、ルカーチ君？」

　居い心ごこ地ち悪げに立ちつくすイグナーツの背中を叩たたいたのは、拳銃を片手に持ったドボーだ。

「気が済んだのなら、そこをどいてくれたまえ……次は私が用を果たす番だ」

「あんたの用？」

　士官の拳銃をイグナーツは胡う乱ろんげに眺ながめた。苦しげに息をついている尼僧を庇かばうように立ち位置を変えると眉まゆをひそめて問い質ただす。

「何の話だ？　吸血鬼を捕とらえたら、〝星〟の身み柄がらは俺に預けてくれるって話だったろ？　化け物はとっ捕つかまえたんだ。だったら、とっととそいつを連れて、俺のホテルから消えてくれ」

「言われずとも退散するさ……シスター・エステルに殉じゆん教きようしていただいてからね」

　士官の手元で小さいが凶きよう暴ぼうきわまる音が弾はじけたのと、巨漢の顔が強張ったのはまったく同時だった。

「なっ……!?」

　そのまま、膝ひざが砕くだけたかのようにイグナーツはカーペットにへたり込んだ。ドボーの手元で硝しよう煙えんを上げている拳銃と自分の腹に空いた穴を、信じられないもののように見比べる。

「こ、これは……どういうことだ？」

「悪いね、ルカーチ君。すべて当初からの予定でね」

　床では悲鳴をあげるのも忘れてエステルが硬こう直ちよくしている──そちらに市警軍士官は銃じゆう口こうを定め直すと、そっけなく肩をすくめてみせた。

「彼女に殉教してもらわねば、次の舞ぶ台たいの幕が上がらないんだ。そもそも、いろいろと知りすぎた小こ娘むすめをこれ以上生かしておけるわけがないだろう？」

「て、てめぇ──！」

　唇くちびるから血の泡あわを吐きながら、イグナーツは震える手をドボーに伸のばした。澄すまし顔の士官の軍服を摑つかんで怒ど号ごうする──いや正確には、その直前に小さな銃じゆう声せいが聞こえたかと思うと、彼の体は電流でも流されたかのように硬直していた。

「イ、イグナーツさん！」

　弱々しく身を起こしたエステルの口が悲鳴をこぼした。

　大きく見開いたその目に入ってきたのは、巨漢の背中、心臓の裏側あたりに空いた黒い穴だ。そしてそれを中心にみるみるシャツが赤く染まり始めたときには、地じ響ひびきをあげて元パルチザンは床ゆかに倒たおれ伏ふしている。

「イグナーツさん！　イグナーツさん、しっかりして！」

「す、すまねえ、〝星〟……俺は……」

　エステルが不自由な体を引きずるようにかつての仲間のもとに辿たどり着いたときには、巨きよ体たいの下に赤い水みず溜たまりができていた。しかしそれでもなお、イグナーツはすがりついてきた尼に僧そうを前に弱々しく目をあげると、血の気のない唇をかすかに動かした。

「俺は……お前には……お前にだけは……」

　お前にだけは──何と言おうとしたのだろう？

　結局、エステルがその先を耳にすることはなかった。最後に大きな痙けい攣れんが巨体を襲おそったとき、虚うつろに開いた唇は永遠に言葉を紡つむぐ機能を失ってしまっている。

「やれやれ、無様な死に様だな……」

　遺体を抱だいたまま声もないエステルの鼓こ膜まくを鼻にかかったような声が叩いた。まだ硝煙をあげている銃口を尼僧の頭部に向け直すと、ドボーは肩かたをすくめた。

「しかし聖女さま、ご安心ください。あなたの最さい期ごは美しく飾かざってさしあげますよ。暴君ジュラを倒し、イシュトヴァーンを解放した聖女エステル。その人生の終しゆう焉えんは邪じや悪あくな女吸ヴア血ンパ鬼イアと刺さし違えての華はなやかな最期であった──とね」

　思い入れたっぷりに聖女の墓ぼ碑ひ銘めいを口にすると、ドボーは自動拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつを上げた。怒りと憎ぞう悪おで蒼そう白はくになった顔に向けて、皮肉げに囁ささやく。

「では、今度こそさようならです、我らが〝星〟よ！」

　トリガーが落ちた瞬しゆん間かん、重い銃声に短い悲鳴が重なった──だが、その悲鳴は思わず目を閉じてしまったエステルのものではない。

　発はつ砲ぽう直前、窓の外から撃うち込まれた銃じゆう弾だんに拳銃を弾はじかれた市警軍中ちゆう尉いが苦鳴をあげたのだ。もっともその悲鳴も、次の瞬間には、屋外から室内へと飛びこんできた何者かが盛大に窓ガラスを蹴け破やぶった音にかき消されてしまっている。

「──勝手に人の人生を終わらせないでいただきましょうか！」

　死神を思わせる影かげ──寒風とともに転がり込んできた黒衣の神父が怒ど鳴なったときには、その手元から、次々に銃弾がほとばしっていた。咄とつ嗟さのことに混乱する兵士たちの肩を撃ち抜ぬいてゆく。

「ナ、ナイトロード神父……神父さま!?」

「ご無事ですか、エステルさん？」

　すがりついてきた尼僧の顔を見下ろし、銀ぎん髪ぱつの神父は心底ほっとしたように表情を緩ゆるめた。だが、すぐに床に転がったままの巨きよ漢かんに気づいたらしい。痛ましげに眉をひそめる。

「ごめんなさい、エステルさん。もうちょっと早く到とう着ちやくしていれば……」

「──き、貴様、いったい何のつもりだ！」

　憎悪と激痛に煮にえたぎった罵ば声せいが、詫わびる神父の言葉を遮さえぎった。ようやく痛みから立ち直ったドボーが乱入者に向けて怒号したのだ。これまた混乱から立ち直ったらしい兵士たちの中央に立って怒鳴る。

「我々は聖命に従って行動している──神父といえど、邪じや魔まだてすると容よう赦しやせんぞ！」

〈──〝容赦せん〟だと？　それは某それがしの台詞せりふだッ！〉

　ドボーの怒号を遮った咆ほう哮こうは、彼の直上から響ひびいたものだった。

　思わず兵士たちが頭上を見上げたときには、豪ごう奢しやなシャンデリアと化け粧しよう漆しつ喰くいに飾られた天てん井じようが、まるで爆ばく発はつしたかのような勢いで弾け飛んでいる。いや、それだけではない。降り注ぐ漆喰の雨の下、悲鳴をあげる兵士たちのただ中に地響きをあげて降り立ったのは白銀色の巨きよ影えいだ。

「異い端たん審しん問もん局局長ブラザー・ペテロ、見参ッ！」

　四枚の盾たてを背負った白銀の輝かがやきが野太い咆哮を放った。自律式戦せん闘とう補助システム──〝聖騎ガーヴ士の・オブ聖衣・ロード〟を纏まとった巨漢が、長大な鎚つち矛ほこを旋せん回かいさせて一いつ喝かつしたのだ。

「ドボー中尉とやら！　汝うぬがシスター・エステルを殺害に及およばんとした顚てん末まつはこの某それがしが、とくと見届けた！　部下ともどもおとなしく縛ばくにつけばよし。さもなくば、某自らが成敗いたすが、答えは如何いかん!?」

　大見得を切る〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に対し、一瞬、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたドボーと兵士たちであったが、ようやく意識が戻もどってきたらしい。銃じゆう口こうを新たな乱入者へと慌あわただしく向け直す。

「い、異端審問局局長だかなんだか知らんが、構わん！　射殺しろ！」

「愚おろかなり、鼠そ賊ぞくども！」

　一いつ斉せいに向けられた数十の銃口を覗のぞきこみ、ペテロはさも嘆なげかわしげに首を振ふった。だが次の瞬間には、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の口元には猛たけ々だけしい戦意が浮うかび上がっている。

「この正義と信しん仰こうの騎士に、貴様ら雑ぞう兵ひよう輩ばらの十人やそこらが敵かなうと思うてか！」

　獰どう猛もうな一喝に、背筋の凍こおるような風鳴りが重なった。残像だけ残して跳ちよう躍やくした〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟が兵士たちの間に躍おどり込むや、鎚矛を勢いよく旋回させたのだ。ほとんど音速に迫せまる五十キロの質量に、ブルーグレーの制服がボロ布のように吹ふき飛ぶ。運良く〝叫スク喚リー者マー〟の直ちよく撃げきを免まぬかれた者も、独立した動きを見せる四枚の盾に殴おう打だされ、これまた悲鳴を残していずこかへ弾き飛ばされてしまう。

「ふはははははははっ！　どうした、どうした、カトンボどもぉぉぉ！　口ほどにもない！」

「……ペテロさん、お願いですから、ちゃんと手加減してあげてくださいよ」

　悲鳴をあげて逃にげ惑まどう兵士たちを暴風のように追い回している〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に困ったような声をかけると、アベルはエステルに手を貸して立ち上がらせた。まだ足あし腰こしが不安定な彼女の手を引いて歩み寄った先は、部屋の隅すみで銀の鎖くさりをかけられたいま一人の少女だ。

「シェラザードさんですね？」

　緊きん張ちようからわずかに顔を強こわ張ばらせた長生種に対し、神父はほやっと笑いかけた。目を細めると、相手を安心させるように頷うなずきかける。

「エステルさんを助けてくれて、本当にありがとうございます……お礼といってはなんですが、我々があなたを保護します。同行していただけますね？」

「私の家族がこの街の大司教に捕とらえられています……」

　神父と同じく、安心させるように頷いたエステルに笑えみ返しながら、シェラザードは軽く首を振った。神父が銀鎖を解くにまかせながら、早口に囁く。

「私を保護してくださるのであれば、彼らの身み柄がらもぜひとも取り返して欲しいのですが」

「むろんです。でも、とりあえずはここから脱だつ出しゆつするのが先で──」

　早口に囁ささやいていたアベルの声に複数の怒ど声せいが重なったのはそのときだった。廊ろう下かの方から、無数の軍ぐん靴かの響きが聞こえてきたのだ。

「……ぬうっ、増援あらてか！　木こっ端ぱどもが、数だけは揃そろえおって！」

　扉とびらの向こうを見やったペテロが忌いま々いましげに舌打ちした。すでに室内の兵士たちは例外なく顎あごや頭を叩たたき割られて昏こん倒とうしていたが、廊下を押し寄せてくるブルーグレーの制服はこれよりさらに人数が多いようだ。機き敏びんに反応した〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は素す早ばやく扉を閉じると、その前にバリケード代わりのテーブルを立てかけた。さらにその上に、昏倒したままの兵士たちを重しとして蹴けり上げながら怒鳴る。

「ここは一いつ旦たん、退くぞ、ナイトロード！　足手まといがおったのでは思うように戦えん！」

「ええ、それがよさそうですね」

　まだ足をふらつかせている尼に僧そうを支えたまま、神父は頷いた。鎖を解といた長生種に促うながす。

「ではシェラザードさん、場所を変えることにしましょう……ついてきていただけますね？」

「ええ……あ、ちょっと待ってください」

　床ゆかに転がっていたエステルの散さん弾だん銃じゆうを拾い上げると、シェラザードは身を翻ひるがえした。素早く駆かけ寄った先は、力なく床にへたりこんでいた士官だ。

「答えなさい……あなたたちが捕つかまえている私の家族はどこ？」

　呻うめいているドボーの胸ぐらを摑つかみ、長生種は強い口調で問い質ただした。散弾銃を顎下に突つきつけ、答えを強要する。

「彼らをどこに閉じこめてるの？　言いなさい！　早く！」

「だ、大司教館だ……」

　吸ヴア血ンパ鬼イアに対する恐きよう怖ふ感が口を軽くしたのだろう。戦意を喪そう失しつした士官はあっけないほどあっさり答えた。

「大司教館の地下牢ろうに閉じこめてある……本当だ！」

「大司教館の地下牢……」

　昨夜、襲しゆう撃げきしたイシュトヴァーン大聖堂の敷しき地ち内ではないか！　あのとき、目と鼻の先に彼らはいたのだ──シェラザードは舌打ちすると、恐怖に震ふるえる士官を床に放り捨てた。

「──神父さま、ここを出たら、あたしたち、すぐに大聖堂に行きたいんですけど？」

　シェラザードと中ちゆう尉いの会話を聞いていたエステルが、アベルに囁いた。

「あたしたちを殺し損ねたことはすぐにでも大司教に伝わるはずです──その前に、シェラの家族を取り返さないと！」

「わかりました……では、まず足を調達しましょう」

　神父は力強く頷いた。屋上からここに飛びこんできたときに使ったロープを腰こしに巻き直す一方で窓の外に目を向ける──眼下、ホテルの裏口を埋うめ尽くすように停車しているのは軍用車しや輌りようの群れだ。

「大聖堂までは、車を使った方が早いです……とりあえずは下に降りましょう。さ、エステルさん、摑まって」

　そう言ったときには、神父の腕うではエステルの腰に巻き付いていた。しっかりと尼僧を抱だくや、素早く窓まど枠わくを蹴る──途と中ちゆう、何度か壁かべを蹴って降下速度を殺しながら、手品のような鮮あざやかさで、先に降りていたシェラザードの側そばに降り立つ。

　さらにその直後、隕いん石せきのような轟ごう音おんをあげて落下してきたのは、直接降下した〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟だ。

「よしっ！　では、車を徴ちよう発はつするか」

　人の気配がない車の群れを見回し、ペテロが大きく頷いた。アベルが止めるより早く、手近に停とまっていた大型車輌──教会軍でも使用されている重六輪装そう甲こう車の扉をこじあける。

「さあ、乗るがよい、三人とも！　長居は無用！　とっとと転進するぞ！」

「またそんな目立つ車を選んで……」

　大だい胆たん不ふ敵てきというより傍ぼう若じやく無ぶ人じんな〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の振ふる舞まいに嘆たん息そくしながらも、アベルは頷いた。確かに時間は切せつ迫ぱくしているのだ。それまで抱きかかえていたエステルを壊こわれ物でも扱あつかうように地面に下ろすと、肩かたを貸して歩き出そうとする。

「あ……」

　しかし、まだ完全には薬は抜ぬけきっていなかったようだ。エステルの足が大きくもつれた。慌あわててそれを支えようと、アベルがその重心を移した瞬しゆん間かん──

「!?」

　轟音とともに、その鼻先を何かがかすめさった。

　風圧にひきちぎられた銀ぎん髪ぱつが数本、風に混じったときには、石いし畳だたみにすり鉢ばち状の大穴が空いている。一方、狙そ撃げきされたのだと知覚するよりも早く、アベルはエステルを抱きかかえて後方に跳とびすさっていた。踊おどるようなステップを踏ふみながら、手近な車輌の陰かげに隠かくれようとする。だが、宵よい闇やみの奥に潜ひそむ狙撃手にはその回かい避ひ行動すら予測の内だったようだ。連続して送り込まれる銃じゆう弾だんはその足下に次々と大穴を穿うがち、逃のがれようとする神父を釘くぎ付づけにしている。

「ナ、ナイトロード!?」

　一方、なす術すべもなく装甲車から離はなれてゆく神父と尼僧を見て声をあげたのはペテロだ。装甲車の側を離れると、神父たちのもとに駆け寄ろうとする──

「……他人の心配より、自分の心配をするんだね、デクノボウ」

　滴したたるような悪意を含ふくんだ声が背後から囁いた瞬間、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は本能的に〝叫スク喚リー者マー〟を旋せん回かいさせていた。視線すら向けぬまま、声の聞こえてきた方向を高周波ホイールで薙なぎ払はらう。声の主が何者であっても、音速に迫せまる勢いにその体は四散するはずだ──だが、現実はそうはならなかった。

「おっと、あぶない、あぶない♪」

　嘲ちよう弄ろうとともに背後の気配が消失したのだ。事実、振り返ったペテロの視線の先には、その影かげすらない──にも拘かかわらず、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の巨きよ体たいは凍こおりついたように動きを止めていた。

「き、貴様、いったいどこから……!?」

　振り向いた姿勢のままのペテロの唇くちびるから、かすれたような声がこぼれた。

　背後からその首筋に押し当てられていたモノ──二本の五チン指クエ剣デアを目の端はしに捉とらえたまま、愕がく然ぜんと呻うめく。

「う、汝うぬは何者だ？　そしてどこから……」

「あたしはモニカ」

　二本のチンクエデアが翻ひるがえった。青白い光で虚むなしく立ちつくす巨きよ漢かんの首筋をかき切りながら、悠ゆう然ぜんと名乗る。

「派は遣けん執しつ行こう官かん〝ブラックウィドウ〟……あんたらの商しよう売ばい仇がたきさね」

　月光の下、首筋から高々と液体を噴ふき上げて巨体が倒たおれた。

　それを目もく撃げきしたアベルの喉のどを絶ぜつ叫きようがほとばしる。

「ペ、ペテロさん！」

　咄とつ嗟さにエステルをその場におろすや、頽くずおれた騎き士しの許もとに駆かけ寄ろうとする──その足下を銃弾が抉えぐった。

「──常じよう駐ちゆう戦術思考を狙スナ撃イプ仕様モードから殲ジエ滅ノサ戦イド仕様モードに書換えリライト……抵てい抗こうは無意味だ。武器を捨てて投降することを要求する、ナイトロード神父」

　無様に転てん倒とうした神父を叩たたいた声は、冷たく鋭するどかった。夜闇の向こう、光条レーザ照準器ーサイトの赤い光が飢うえた獣けものの目のように輝かがやいている。

　規則的な靴くつ音おとを鳴らして現れた端たん正せいな人ひと影かげを前に、アベルの喉からうわずった声がこぼれた。

「ト、トレス君……」







　　　　第四章：聖女の烙印






──聖にして眞なる主よ、

何時まで地に住む者に我らの血の復讐を為し給わぬか。

（ヨハネ黙示録六章十節）
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「──トレス君、教えてください！」

　ジェリコＭ13ディエス・イレ──戦せん闘とう拳けん銃じゆうの銃口は正確に眉み間けんに擬ぎされている。にも拘かかわらずアベルの目にはそれが入っていないようだった。銃口の向こう、同どう僚りようの冷たく、表情のない顔を見上げて怒ど号ごうする。

「あの人は、本当にエステルさんを切り捨てるつもりなんですか!?　本気でそこまでやるつもりなんですか!?」

　糾きゆう弾だんに対し、機械化歩兵の表情はまったく変わらなかった。その視線すら、同僚に向けようとしない。片手の銃はアベルの眉間に擬したまま、もう一方の銃口を尼に僧そうに向けただけだ。

「国務聖省職員エステル・ブランシェに警告する──武器をおろし、ただちにその吸ヴア血ンパ鬼イアから離れろ。さもなくば、卿けいの生命および身体の安全については保証できない」

「イ、イクス神父……」

　恐きよう怖ふ以上に、いまだ自分の身に何が生じているのかわからぬように呻いたのは、銃口を向けられた赤毛の少女だ。手にした散さん弾だん銃じゆうの銃口を意味もなく彷徨さまよわせながら、か細い声で反問する。

「イクス神父、これはいったい──」

「あたしたちは、そこの吸ヴア血ンピ鬼ーをぶっ殺して、あんたを死体にしてでも連れ帰るように命令されてンのさ、お嬢じようちゃん」

　エステルの台詞せりふに重なったのは、ハスキーな女の笑い声だった。倒れ伏ふした〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟の傍かたわら、チンクエデアの刃やいばから濡ぬれそぼつ液体を振ふり落としていた女が、甘い声で忠告したのだ。

「警告は聞こえたろ？　とっとと脇わきにどいてな。じゃないと、そのかわいい顔に大穴が空くよ」

「い、いやです……」

　モニカの説明が理解できなかったのだろうか？　エステルは頑かたくなに首を振ると、トレスの銃口から背後の長生種シエラを庇かばうように肩かたをいからせた。警告が理解できなかったはずがない。にも拘らず、青ざめた顔の中で唇を嚙かんだ少女は、まるで守護天使のように銃口に身をさらして動かない。

「き、聞いてください！　彼女が……この長生種があたしを襲おそったのには事情があるんです！　それは──」

「事情を聴ちよう取しゆしている時間はない、エステル・ブランシェ」

　必死で事の顚てん末まつを説明しようとしていた尼僧を、平板な声が叩いた。光条レーザ照準器ーサイトの赤光が、尼僧服の胸にぽつりと灯ともる。

「異い端たん審しん問もん局ならびに市警軍は卿けいを叛はん逆ぎやく者として処理しようとしている。彼らに卿が捕ほ捉そくされた場合、失われるのは卿の命だけではない。状じよう況きよう如何いかんによっては、ミラノ公の政治生命にも関わる……了りよう解かいしたらそこをどけ。吸血鬼処理後、卿の身み柄がらは国務聖省で保護する」

「お、お断りします！」

　珍めずらしく饒じよう舌ぜつなトレスの説得に対しても、エステルは首を縦に振らなかった。それどころか、両りよう腕うでを大きく拡ひろげて背後の長生種を護まもろうとする。

「自分が助かるために、彼女を見殺しにするなんて……そんなことはしたくありません！」

「エステル・ブランシェ──」

　機械化歩兵の瞳ひとみに、かすかな苛いら立だちにも似た光が走った。撃げき鉄てつを上げながら、いま一度の──そして最後の警告を発する。

「現状では、卿ら二人の命を助けることは不可能だ。せめて卿の生命だけでも保護されるべきだと俺は判断──」

「もういいじゃないか、神父トレス……そのお嬢ちゃんは死にたいって言ってるんだ」

　うんざりとしたような声が、会話に割り込んできたのはそのときだった。面おも白しろくもない顔でチンクエデアをいじくっていたモニカが、いかにも退たい屈くつしたと言わんばかりに伸のびをしたのだ。切れ長の目を赤毛の尼僧に向けると、愉ゆ快かいげに唇くちびるを割る。

「死にたがってるヤツを助けようだなんて、お節せつ介かいってもんさね……だったら、さっさと殺やっちまいなよ！」

「──やめろ、シスター・モニカ！」

　トレスの一いつ喝かつは鋭するどかった。だが、咄とつ嗟さにエステルに向けられていた銃口が転じたときには、夜風の間を、〝ブラックウィドウ〟の手元から赤毛の尼僧に向けて白光がほとばしっている。

「エ、エステルさん!?」

「エステル！」

　アベルとシェラザード──二人の唇が同じ言葉を吐はき出したとき、エステルの唇からは高い悲鳴がこぼれていた。飛来したチンクエデアにざっくりと裂さかれた手から、握にぎっていた散弾銃を取り落とす。それを愉快げに見やると、モニカはいま一ひと振ふりのチンクエデアを逆手に構えた。

「悪いね、お嬢ちゃん……恨うらむなら、あの雌め狐ぎつねを恨みな」

　せせら笑いとともに、凶きよう器きを尼僧めがけて投じる──もし、その瞬しゆん間かん、猛たけ々だけしい咆ほう哮こうとともに肉にく薄はくした巨きよ影えいがモニカに殴なぐりかかっていなければ、チンクエデアはエステルの心臓を確実に貫つらぬいていただろう。白く光る凶器が数本の赤毛を道連れに明後日の方向に飛んでいったとき、跳とびすさる〝ブラックウィドウ〟を追って、白銀に輝かがやく巨影が肉薄していた。

「馬鹿な……こいつ、確かに喉のどかっさばいてやったはずなのに!?」

　迫せまる巨体──猛々しく吠ほえる〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟を目もく撃げきしたモニカの瞳がかすかに瞠みはられた。だが次の瞬間には、ペテロの背中に背負われた盾たて──正確にはその二枚を支えるマニピュレーターが油圧ケーブルを裂かれて力なく垂れ下がっているのを確認して舌打ちする。

「運のいいデクノボウさね……だけど、次はないよ！」

「次がないのは汝うぬだ、女ッ！」

　怒ど号ごうしたペテロの腕うでが、めまぐるしく前後に動いた。鎚つち矛ほこを手元に引いたかと思うと、それをバトンのように回転させながらモニカに迫る。さしもの〝ブラックウィドウ〟も巨体にそぐわぬ敵の素す早ばやさに対応しきれぬのか、いたずらに後退してはかわすので手一いつ杯ぱいだ。
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「シスター・モニカ──」

　同どう僚りようの危機に、機械化歩兵が反応した。それまでエステルに向けていたＭ13の銃じゆう口こうが素早く転回したかと思うと突とつ進しんする巨きよ漢かんに向けられる。ペテロの背中に赤い光が灯ると同時に、トリガーが絞しぼられるが──

「──すいません、トレス君！」

　下方から跳はね上がった蹴けりが、その手を襲おそった。トレスの体がわずかにのけぞったときには、それまで彼の足下に倒たおれていたいま一人の派は遣けん執しつ行こう官かんが電光の素早さで飛び起きている。その手に握られているのは、旧式の回転拳けん銃じゆうだ。

「本当にすいません……事情はあとで説明しますから！」

　詫わびの言葉と同時に腰こしだめの連発フア射撃ニング──発はつ砲ぽうの際の反動で撃鉄をあげる高等技術だ。フルオートなみの高速射撃により撃うち放たれた六発の銃じゆう弾だんがトレスの肩かたに注ぎ込まれる。

「！」

　高分子素材の人工皮ひ膚ふと緩かん衝しよう剤ざいを兼かねる皮下循じゆん環かん剤ざいが、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきを緩かん和わした。旧式回転拳銃の通常弾はただの一発も機械化歩兵の内部には到とう達たつしない。しかし、六発もの銃弾の衝撃は脚きやく部ぶバランサーの許容範はん囲いを超こえていた。大きくのけぞった直後、音を上げて転てん倒とうする。

「いまのうちです、エステルさん、シェラザードさん！　行ってください！」

　弾だん倉そうを交こう換かんしながら、アベルは怒ど鳴なった。手を押さえてうずくまっている尼に僧そうと、それを支え起こさんとする長生種を叱しつ咤たする。

「ここは私たちがなんとかしますから！　早く！」

「──お願いします、神父さま！」

　青ざめた唇くちびるを嚙かみしめ、エステルは大きく頷うなずいた。

「でも、気をつけて……無理をしないで！」

「いいから、行きなさい！」

　そう言ったときには、アベルは換装リロードの終わった銃口を再び倒れたままの機械化歩兵へと向けていた──いや、正確には機械化歩兵が倒れていたはずの場所に。

「い、いない!?　どこに……っ!?」

　撃げき鉄てつのあがるかすかな金属音を後方に捉とらえた瞬間、前方に身を投げ出していなければ、飛来した銃弾はアベルの肩を破は砕さいしていたはずだ。そのまま身を丸めて車の陰かげに転がり込んだ神父のあとを追うように、石いし畳だたみに巨きよ大だいなクレーターが空いてゆく。

　一方、その間にも装そう甲こう車の車内に転がり込んだ二つの影を見やって、神父服の女が舌打ちした。

「……畜ちく生しよう、小こ娘むすめどもが逃にげる！」

　巨大な排はい気きマフラーから煙けむりを吐き出した六輪装甲車が、眠ねむりから覚めた鯨くじらのように小刻みに震ふるえている。このまま逃げられると、少々厄やつ介かいだ──旋せん回かいする〝叫スク喚リー者マー〟をバックステップだけで回かい避ひしながら、モニカは叫さけんだ。

「おい、イクス！　ここの馬鹿どもはおまえに任せた！　あたしはお嬢じようちゃんたちを追う！」

「おのれ、馬鹿とは某それがしのことかッ!?」

　強力な敵手を前にして大だい胆たん──というより傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女の一言に気色ばんだのは、さきほどから猛もう攻こうを繰くり返していたペテロである。馬鹿呼ばわりされたことに歯は嚙がみするや、大きく〝叫スク喚リー者マー〟を振ふり上げる。

「貴様ァァァァ、誰だれが馬鹿だ、誰がッ！」

「てめぇだよ、デクノボウ──そんなモン、いくら振り回したところでムダさね」

　蔑べつ笑しようとともに、シスター・モニカは軽やかに地面を蹴ろうとした。いかに強力無比な打だ撃げきとて、あたらねばそれも意味はない。余よ裕ゆうをもって、その大きな振りをかわそうとして──かすかに顔を強こわ張ばらせる。

「……なっ!?」

　背中に硬かたい感かん触しよくがあたったのだ。いつの間にか追いつめられていた壁かべを振り返った女を見下ろし、ペテロが哄こう笑しようした。

「ふはははははッ、かかったな、愚おろか者めッ！」

　最前から無意味に大おお振ぶりを繰り返していたのは、すべてこのため──素す早ばやい相手の退路を断つためだ。そしていまや袋ふくろの鼠ねずみとなった女の頭上に向けて、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は渾こん身しんの一いち撃げきを振り下ろした──

　だが、次の瞬しゆん間かん、アスファルトが弾はじける鈍にぶい異音とともにあがったのはペテロの呻うめき声だった。

「ちょ、ちょっと待てぃ!?」

　深々と石畳を抉えぐった鎚つち矛ほこを握にぎりしめたまま、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は目を瞠みはっていた。鎚矛には血の一ひと滴しずくもついてはいない。かわりに、蛍けい光こう塗と料りようでも塗ぬったかのようにほの白く輝かがやいているだけだ──必殺の一撃は、まるで霞かすみか蜃しん気き楼ろうのように女の体を素通りしていたのだ！

「なんの冗じよう談だんだ、これは!?」

「だから、言ったろ？　そんなモン、いくら振り回してもムダだって……」

　鮮あざやかなルージュが嘲ちよう弄ろうの形に割れたときには、シスター・モニカ──派遣執行官〝ブラックウィドウ〟の体は背後の壁に沈しずみつつある。まるで幻まぼろしのように壁かべに吸い込まれていく女の姿を見たとき、ようやくペテロはある特とく殊しゆな異能者について思い出した。

「物質透とう過か……汝うぬは〝魔ま女じよ〟か!?」

　ようやく我に返って鎚矛を再度振り下ろすも、すでに遅おそい。鎚矛はぶ厚い壁を拳こぶし大のコンクリート片に変えたが、その向こうに女の姿はない。

「しまった、逃がしたか……」

　蛍光色の輝きを放つコンクリート片を睨にらんで、ペテロは愕がく然ぜんと呻いた。ホテルを走り去ってゆく装甲車のテールランプを遠く眺ながめて、顔を歪ゆがめる。いくら吸ヴア血ンパ鬼イアでも、あのような怪かい物ぶつに襲われては──

「これはいかん……すぐに我らもブランシェたちを追うぞ、ナイトロード！」

　血相を変えた〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟は背後を振り返ると、唾つばを飛ばして怒ど鳴なる。

「早く行かねば、二人とも殺される！」

「そんなことわかってます！」

　怒鳴り返した銀ぎん髪ぱつの神父の顔も硬く強張っていた。盾たてにとった装甲車の陰で空弾だん倉そうを交こう換かんしながら、いまにも走り出そうと腰こしを浮うかせている。だが、もし彼がここから飛び出せば、次の瞬間には挽ひき肉にくになるまで引き裂さかれていただろう──夜の向こう、停車したトラックの間に立つ死神のような影。その両手が掲かかげた戦せん闘とう拳けん銃じゆうからほとばしる赤光が、飢うえた獣けもののように夜闇を嚙み裂いている。それを見れば、ここから遁とん走そうするのが不可能であることはどんな愚か者にでもわかったはずだ。

「くそっ、こうなったら……」

　舌打ちとともに、アベルは懐ふところから弾倉を取り出した。まともに銃じゆう撃げき戦せんを挑いどんだところで、〝ガンスリンガー〟に勝つことは不可能である。だが──

「ペテロさん、トレス君は私がなんとかします！　だから、エステルさんたちのことはどうかよろしくお願いします！」

「お、おい、ナイトロード、汝うぬは、どうするつもりだ!?」

　狼ろう狽ばいしたようなペテロの声があがったときには、アベルは勢いよく装甲車の陰を飛び出していた。同時に手中の弾倉を、機械化歩兵の傍かたわら、かすかに明めい滅めつしている街灯に投げつける。

「──無む駄だな抵てい抗こうだ、ナイトロード」

　せっかくのフェイントも機械化歩兵には通用しなかった。ガラスの割れる音は一いつ切さい無視して、トレスは両手のＭ13を突とつ進しんしてくる神父に向けている。照準から引き金を絞しぼるまでの動作に、遅ち滞たいはない。戦闘拳銃が銃じゆう火かとともに弾だん丸がんを吐はき出す、まさにその瞬間──

「いまです、エステルさん……いまのうちに逃にげて！」

「…………!?」

　まだ、目標は逃とう走そうしていなかったのか!?

　いましもトリガーを絞ろうとしていた機械化歩兵の指が止まった。戦術メモリーに蓄ちく積せきされたイシュトヴァーン中央駅での記録を照会したトレスは、アベルの視線を追って瞳ひとみを巡めぐらせる──しかし、その先にあったのは人ひと影かげのないただの薄うす闇やみだ。

「偽装ブラフか──」

　原始的なハッタリにひっかけられたのだということを戦術思考が結論したときには、その目の前で小さな爆ばく発はつが起こっている。さきほど街灯に投げつけられた弾倉が、内部の火薬を熱せられて爆発したのだ。無論、爆発自体はさほどのものではなかったが、コンマ数秒、トレスのセンサーと警けい戒かい思考処理ルーチンを攪かく乱らんするには十分であった。機械化歩兵が混乱から回復したときには、弾丸のように駆かけた影が、それに体当たりしている。細い体のどこに秘められていたのか疑わしくなるほどの力が二百キロ近いトレスのボディを地面に押し倒たおすと、それをねじ伏ふせようとする。硬い石いし畳だたみを二人の神父はもつれあうように転がり、数転したところでようやく上下に重なって止まった。

「トレス君、お願いですから、私たちをこのまま行かせてください……」

　懇こん願がんしたのは、相手を組み伏せる体勢をとったアベルだ。銃じゆう口こうを相手の眉み間けんにかざしたまま、必死の形相で訴うつたえる。

「詳くわしい事情を説明している時間はないんです。早く行かないと、手て遅おくれに──」

「それはネガできないテイヴ、ナイトロード神父」

　銀髪の神父を見上げたまま、無表情に機械化歩兵は相手の要よう請せいを却きやつ下かした。その右手の拳けん銃じゆうはこちらに駆け寄ってこようとしていたいま一人の敵手──ペテロを牽けん制せいするように向けられていたが、左手の銃口はアベルの眉間をわずか数センチの距きよ離りに捉とらえている。トリガーに指をかけたまま、トレスは淡たん々たんと続けた。

「卿けいが選せん択たくできる行動は二つだけだ──このまま降こう伏ふくするか。それともその引き金を引いて俺を破は壊かいするかだ」

「そんな……！」

　旧式回転拳銃の銃口が激しく震ふるえた。所有者の動どう揺ようを代弁するかのように揺ゆれながら、しばらく機械化歩兵の眉間に押しつけられていたが──ふと、それが離はなれた。

「くそ……私が、君を撃うてるわけないでしょう」

　がっくりと肩かたを落として、銀髪の神父が銃を引いたのだ。ほとんど泣き顔になって立ち上がる。

「でも、君は撃ちたければ撃ってくださって結構です。その代わり、お願いですから、あの二人は行かせてあげてください……このままだと最悪、十クル字セイ軍ドが、いや、世界の終わりが来るかもしれないんです。あの二人が大司教館に無事到とう着ちやくできないと、とんでもないことが──」

「大司教館だと？」

　身を起こしたトレスの顔に、わずかな感情の気配が走った。

〝十クル字セイ軍ド〟にも〝世界の終わり〟にも反応しなかった男が、ガラスの瞳をあげてアベルの顔を見返したのだ。

「ブランシェたちは大司教館に向かったのか？」

「え、ええ、そうです。今回の一連の騒そう動どうにダヌンツィオ大司教が関係しているとかで……」

「大司教館には、現在、ミラノ公と聖下が滞たい在ざい中だ」

　二挺ちようのＭ13の銃口は空気に接着されたかのように微び動どうだにしない。それでもガラスの瞳にわずかな感情めいた揺らぎを映しながら、機械化歩兵は明めい瞭りような口調で告げた。

「二人の宿舎は、吸ヴア血ンパ鬼イアの襲しゆう撃げきを警戒して、今夜より迎げい賓ひん館かんから大司教館に変へん更こうされている……ダヌンツィオ大司教の提案によるものだ」

「なんですって!?　じゃ、じゃあ、このままだと、カテリーナさんたちと最悪、鉢はち合あわせ──」

　アベルは最後までその台詞せりふを言い終えることができなかった。うわずった声を遮さえぎるように、〝ガンスリンガー〟がＭ13の撃げき鉄てつをあげたのだ。

「ト、トレス君──!?」

　無表情な殺人キリング人形ドールは、次の瞬しゆん間かん、トリガーを躊ちゆう躇ちよなく引き絞っている。

　目を瞠みはったアベルの耳元で轟ごう音おんが轟とどろいた。凄すさまじい風圧が鼓こ膜まくを叩たたいたときには、撃ち放たれた銃じゆう弾だんは彼の耳元をかすめ去り、そのまま、背後の針葉樹の木立に吸い込まれていた──一いつ拍ぱく置いて落下してきたのは、ブルーグレーの軍服と狙そ撃げき銃で武装した兵士だ。

「……市警軍!?」

　まだ、ホテル内に突とつ入にゆうしていない兵士がいたのか!?

　アベルが舌打ちしたときには、木々の陰かげ、建物の扉とびらから続々とブルーグレーの人影が現れつつあった。その人数はさきほどホテルに突入してきた人数などとは比べ物にならない。駐ちゆう車しや場を包囲したその数はどう少なく見積もっても三百人以上──しかも、重機関銃や対戦車砲ほうなどの重火器まで見える。

「ぬうっ、カトンボどもめ……ずいぶんと湧わいて出おったものだ」

　遮しや蔽へい物の陰に潜ひそむ兵士たちを睥へい睨げいし、忌いま々いましげにペテロが鼻を鳴らした。

　さきほどは屋内であったから、彼らも自由に火器を使えなかったが、屋外ではそのようなハンデもない。いかに〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟といえど、圧あつ倒とう的火力と数で押されれば、それに拮きつ抗こうするのは難しいかもしれない。

「どうする、派は遣けん執しつ行こう官かんども？　事情を説明してみるか？」

「否ネガ定テイヴ──その時間はない」

　冷たく答えたのは、小こ柄がらな神父だった。無数の銃口をガラスの瞳ひとみに捉えたその顔に表情はない。無造作にアベルをおしのけて立ち上がりつつ、その手は戦せん闘とう拳けん銃じゆうの弾だん倉そうを交こう換かんしている。

　硬かたい金属音とともに新しい弾倉を嚙かみこんだ戦闘拳銃を掲かかげると、殺人人形は平板な声で呟つぶやいた。

「障害は実力をもって排はい除じよする。その後のち、ミラノ公ならびに聖下保護のため、全速で大司教館に急行する──卿けいらも同行せよ」




「……やはり失敗しくじったか」

　窓の外では強風が激しくガラスを鳴らしている。

　紫し煙えんとともにそれを眺ながめながら、ダヌンツィオは耳元の受話器を軽く弾はじいた。

「それでドボー、小こ娘むすめどもの行方ゆくえはわかっているのだろうな？」

〈はっ、それについては打ち合わせどおりであります〉

　受話器の向こうで士官は姿勢を正したようだった。その声には緊きん張ちようの響ひびきはあるものの、任務に失敗したという翳かげりはない。むしろ淡々と報告を続ける。

〈目ター標ゲツトは大司教館そちらに向かうように誘ゆう導どうしました。もうほどなく到着するのではないかと〉

「よろしい。あとのことはこちらでやる……」

　壮そう麗れいな大聖堂の円えん蓋がいを見上げながら、ダヌンツィオは余よ裕ゆうたっぷりに葉巻をくゆらせた。

　そろそろ二十一時になろうかというのに、大聖堂とその前の広場には煌こう々こうと明かりが灯ともっている。明早朝より執とり行われる慰い霊れい式典に備え、会場設営が夜を徹てつして行われているのだ。資材を積んだ車両や馬車、それから数多くの作業員や聖職者たちが、忙いそがしげに出入りしている。もしドボーが言うとおり、小娘どもがここを目指しているのであれば、いまなら簡単に敷しき地ち内に紛まぎれ込めるはずだ。

　ミラノ公に接せつ触しよくするにせよ、自分を狙ねらってくるにせよ、ここで騒さわぎが起これば、一連の事件に自分が関かん与よしていたことが明らかになる。そうなれば、失しつ脚きやくは火を見るより明らかだ──

　しかし、大司教の顔に恐おそれる色は微み塵じんもない。

　いやむしろ、少女たちがここに生きたまま辿たどり着いてくれねば困るのだ。

「現在のところは、おおむね脚きやく本ほんどおりに進行している。ドボー、ホテルの処理は兵士どもに任せて、お前もすぐに戻もどってこい……この悲劇の終幕に、お前も立ち会わせてやろう」

〈かしこまりました……ただ、〝壊滅騎士〟他ほか、例の邪じや魔ま者どもの始末はいかがいたしましょう？　あの者どもに合流されると、少々、厄やつ介かいかと思われますが……〉

「そのために送った増ぞう援えんであろう」

　窓に向けて紫煙を吹ふき付けながら、ダヌンツィオは余裕綽しやく々しやくの笑えみを浮うかべた。彼の計画において、あの〝壊滅騎士〟他、教皇の護衛たちは手て強ごわい障害となる恐れがあった。だから、それを排除すべく一個大隊もの兵員をドボーの部隊とは別にホテル・ツィラーグに投入しておいたのだ。自分の慎しん重ちようさに深い満足を覚えながら、ダヌンツィオは受話器を下ろした。

　先の教皇選挙より八年──ダヌンツィオにとっては中央ローマを逐おわれ、地方を巡めぐって過ごした灰色の歳月だった。先代の御み世よに重用された才能をメディチやスフォルツァ枢すう機き卿きようらは疎うとんじ、要職からは徹てつ底てい的に排除された。しかし、ダヌンツィオは腐くさったりしなかった。かつての上司であったアルフォンソ・デステ大司教は、左さ遷せんの後のち、無む謀ぼうとも思える叛はん乱らんを起こして自じ滅めつしたが、ダヌンツィオは冷れい遇ぐうを甘んじて受けた。地方官を歴任しながら力を蓄たくわえ、人脈を培つちかい、マスコミを操る術すべを身につけたのだ。一昔前ならいざ知らず、この現代にあって世論の力は絶大である。マスコミを味方につけた者が勝利の鍵かぎを握にぎるのだ。

　だが、一方で奴らマスコミは常に血に飢うえた存在でもある。自由に操るためには生け贄にえが必要だ。そのために、とびきりの生け贄も用意した──

「聖女エステルに帝てい国こく貴族バビロン伯はく……」

　彼イシユのトヴア街ーンを眺めながら、ダヌンツィオは二つの名を呟いた。芳ほう醇じゆんな酒でも味わうかのように舌に載のせる。確かに、この二人は生け贄としては非の打ち所のない存在だ。吸ヴア血ンパ鬼イア殺しの聖女と人類の仇きゆう敵てきである帝国貴族──餌えさとしては申し分ない。

　だがマスコミと大衆は刺し激げきに貪どん欲よくだ。奴らは常に大量の、そして尊い血を欲している。彼らの前で悲劇を演出することは、脚本家にして舞ぶ台たい監かん督とくであるダヌンツィオに計り知れぬ利益をもたらすが、そのためにはもっと贖罪のスケープ山羊ゴートが必要だ──

　ダヌンツィオは葉巻を銜くわえ直すと、再び受話器に手を伸のばした。

「交換か？　内線に繫つないでくれ」

　こんな夜中に何事かと驚おどろいている交換手に向けて、大司教は平静な声で命じた。

　ドボーごときにあの吸血鬼を拘こう束そくできるなどとは最初から思っていない。あれは聖女たちを誘さそうための餌だ。より大きな成果を収めるためには、小娘どもにはもう一働きしてもらう必要がある……

　これから明朝にかけて生じるであろう大きな変化に軽い興奮と幾いくばくかの緊張を覚えながら、ダヌンツィオは受話器の向こうに命じた。

「こんな夜中にすまんが、内線四番に繫いで欲しい……ああ、そうだ。スフォルツァ枢機卿の寝しん室しつだ」




〈目ター標ゲツトは大司教館そちらに向かうように誘導しました……もうほどなく現れるのではないかと存じます〉

〈よろしい。あとのことはこちらでやる……〉

　部下の報告に答えるダヌンツィオの声は悪意ある余裕に満ちていた。

　盗とう聴ちよう器きの調子が悪いのか、それとも相手が守秘回線を使っているためか、録音したテープから流れる会話にはかなりのノイズが混じっていたが、内容ははっきりと把は握あくできる。これなら、後のち々のち、教理聖省に事件の顚てん末まつを報告する際の材料としても申し分ないだろう。むしろ、いま問題とすべきは会話の内容だった──依い然ぜん、スピーカーから流れ続ける声に耳を傾かたむけたまま、細い目の異い端たん審しん問もん官かんは盗とう聴ちようテープを持ってきた部下に尋たずねた。

「……それで、市警軍の方からは依然、我々に出動要よう請せいは来ていないんですね、曹そう長ちよう？」

「はい、まったく。それどころか、目標を捕ほ捉そくしたという報告すら入れてきません」

　装そう甲こう車の車内は壁かべといわず天てん井じようといわず、電子機器で埋うめ尽つくされていた。大おお柄がらな特警曹長は頭を天井にぶつけないよう窮きゆう屈くつげにすくめた首を横に振ふった。友軍であるはずの市警軍に対する侮ぶ蔑べつと優ゆう越えつ感を隠かくそうともせず、苦々しい口調で吐はき捨てる。

「二フタ〇マル二フタ〇マル、あの素人しろうとどもはホテル・ツィラーグを襲しゆう撃げきに向かったのですが、それについても沈ちん黙もくしたままです。我々には完全に秘ひ匿とくしています」

「まあ、現地の警察が我々に非協力的なのは毎度のことですけどね」

　回転を続ける盗聴テープを眺ながめやりながら、ブラザー・マタイは肩かたをすくめた。大司教とその私兵たちへの敵意を隠そうともせぬ曹長とは対照的に、異端審問官の表情は穏おだやかなままだ。しかし、細い目の奥でいかなる思考が回転しているかは、余人には窺うかがい知れぬ。

「それで閣下、我々はどう動きましょう？　このことを大司教に抗こう議ぎして、吸ヴア血ンパ鬼イア狩がりに参加いたしますか？」

「いえ、抗議の必要はありません……むしろ大司教には、まだこちらの動きを悟さとられたくありませんからね。展開中の特警部隊にも、吸ヴア血ンパ鬼イア捜そう索さくを続けているふりをさせなさい」

　かすかに笑うと、マタイはテープデッキを止めた。盗聴テープを慎重な手つきで取り出すと、何部かの書類と一いつ緒しよに封ふう筒とうに入れて曹長に手て渡わたす。

「二セットほどダビングして、オリジナルはメディチ枢機卿に届けるよう手配してください。それから整備班に〝ウリエル〟の起動準備を──十分後に、全隊出動します」




　　　　Ⅱ




「……神父さまたち、だいじょうぶかしら？」

　幹線道路であるにも拘かかわらず、人通りも車の影かげも見当たらなかった。

　元々、それほど人通りの多い街ではないし、冬の夜ともなれば出歩く物好きも少ない。当然といえば当然だったが、エステルにとっては意外な幸運だった──でなくば、こんな重車しや輌りようを他ほかの車にぶつけずに走らせる自信はない。重いハンドルを懸けん命めいに切りつつ独りごちる。

「イクス神父たちから、ちゃんと逃にげ出せたかしら？　いずれにせよ、こっちのことが片づいたら、すぐに戻もどらないと……あの人って、いつも肝かん心じんなところで詰つめが甘いから心配だわ」

「エステル、一つ、うかがいたいのですが……」

　尼に僧そうの述じゆつ懐かいに応じたのは助手席に座すわっていた少女だった。それまで、人ひと気けのない街路を観察していたシェラザードがふと訝いぶかしむように運転席を見やったのだ。

「さきほどの銀ぎん髪ぱつの方──あの方は、ずいぶんとあなたのことを大切に思ってらっしゃるようでした。あなたとはどういう関係の方でいらっしゃいますの？」

「え!?　ど、ど、どういう関係って……」

　いきなり尋ねられて、エステルは声をうわずらせた。

　どういう関係かとはどういう意味だ？　どう答えるべきか言葉の選せん択たくに迷いながら、意味もなくフロントガラスを手で擦こする。厚い防ぼう弾だんガラスはうっすらと霜しもがはっていたが、無論、内側からいくら拭ふいたところでどうなるものでもない。しばらくしてようやくそれに気づき、エステルは慌あわててワイパーを作動させる──だいぶ視界が開けてきた。

「どういう関係かって言われても困るけど……まあ、ただの職場の同どう僚りようかしら？　あ、お願いだから、誤解しないでね。さっきはあんな状じよう況きようだったから、ああだったけど、普ふ段だんはそりゃあ、仲が悪いんだから」

「そうなんですか？」

　妙みように口数の多いエステルの表情を見て、シェラは首を傾かしげている。いかにも不思議そうなその顔に向けて、エステルはさらに熱心にまくしたてた。

「そうよ。あの人って、食い意地は張ってるし、貧びん乏ぼうだし、いろいろ致ち命めい的に抜ぬけてるし、ふだんは女の子に興味はないような顔してるくせにかわいい子とすれ違ちがうときはなにげに鼻の下伸のばしてるし……はっきり言って、ろくなもんじゃないわね」

「ははあ……」

　尼僧の長ちよう広こう舌ぜつを、長生種の少女はしばらくおとなしく傾けい聴ちようしていた。だが、さすがに顎あごが疲つかれてエステルが口を閉じると、それを待っていたようにくすりと口元に指をあてる。

「エステル……私、やっぱり、こちらアウターに出てきてよかったです」

「はあっ？」

　何がそんなに楽しいのか、にこにこと目を細めている同行者の顔を、エステルは横目に見やった。遠く、家々の連なりの向こうに大聖堂の尖せん塔とうが見えてきているのを確かく認にんしながら、胡う乱ろんげに問い質ただす。

「いきなり、何を言い出すのよ……あたし、なにか、面おも白しろいこと言った？」

「いいえ、そうではありません。ただ……」

　憮ぶ然ぜんとしたエステルの顔を限りなく優やさしい瞳ひとみで見つめ、長生種はもう一度、笑った。

「本当にあなたたちに会えてよかった──そう思っただけです。ねえ、エステル。私はあなたたちのことが大好きです。そのことだけは覚えておいてください」

「……え？」

　ハンドルを握にぎっているにも拘らず、思わずエステルが顔をそちらに向けてしまったのは、シェラザードの暖かみのある声を聞き取れなかったからではない。彼女の言葉に、何かを感じたからだ──それは大切なものが、掌てのひらをこぼれ落ちていくときのあの感覚にも似た……

「いやだな……やめてよ、シェラ。いきなり改まって何を言い出すかと思えば」

　エステルは不ふ吉きつな思いを振ふり払はらうように手を振った。

「それにお礼なら、全部うまくいったあとに言ってよね。まだ、これからたいへんな仕事が残ってるんだから。あなたの家族を助けて、大司教を告発して……やることはまだまだいっぱいあるのよ」

「ええ、そうですね……」

　エステルの言葉に、シェラザードは微笑ほほえんだ。それが、本当にエステルの言うことに賛成したからか、それとも気き遣づかいに感謝したのか──その点は、エステルには確かめることはできなかった。何かを答えようとしていたシェラが、突とつ然ぜん、顔を強こわ張ばらせて後ろを振り返ったからだ。

「ん？　どうかした？」

「誰だれか、私たちを追ってきてます……速い！」

　不吉な呟つぶやきを長生種が漏もらしたときには、バックミラーの中でぎらつく光──ハイビームのヘッドライトが躍おどり始めていた。

　人通りとてない街に爆ばく音おんを轟とどろかせて急接近してくるのは市警軍の軍用バイクだ。だが、そのハンドルを握っているのは兵士ではない。胸のところが大きく割れた漆しつ黒こくの神父服が、不吉にはためいている。

「──あの人、さっきイクス神父と一いつ緒しよにいた!?」

「気をつけて……仕し掛かけてきます！」

　長生種の唇くちびるから警告がほとばしったときには、バイクのエンジン音はひときわ甲かん高だかくトーンをあげている。力強いが鈍どん重じゆうな装そう甲こう車の前に、無む謀ぼうとも言えるハンドルワークで飛び出してくる。

「や、やばい……ぶつかる！」
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　まるで体当たりでも仕掛けてくるような急接近にエステルは思わずハンドルを切った。むろん、バイクと衝しよう突とつしたぐらいでこの重車しや輌りようはびくともしないだろう。だが、あちらのバイク──いや、あの運転手はそうはいかない。運が良くても大おお怪け我がは免まぬかれないはずだ。クラクションを鳴らす一方、再接近してくるバイクからできるだけ距きよ離りをとろうと重いハンドルを捌さばく。だが──

「ダメです、エステル……間に合わない！」

　シェラザードの警告は遅おそかった──いや、仮に警告が間に合ったとしても、何の役にも立たなかっただろう。一いつ瞬しゆん、死角に入ったバイクが再び前方に現れたときには、装甲車のフロントバンパーに装備された衝角ラム──戦場で敵車輌に体当たりするためのものだ──がバイクの後輪と勢いよく接せつ触しよくしている。巨きよ象ぞうのような装甲車に比べ、鼠ねずみほどの大きさしかないバイクは一瞬にして転てん倒とうしていた。そのまま、装甲車のタイヤが何かを踏ふみつけ、砕くだく感触が床ゆか越ごしに伝わってくる。

「し、しまった……やっちゃった！」

　あれでは到とう底てい、助かるまい──蒼そう白はくになって、エステルはバックミラーを覗のぞいた。

　後方、ほとんど原型を留とどめぬまでに潰つぶれたバイクが道の真ん中に転がっていた。しかし、そこにあの奇き妙みような格好をした女の姿はない──ひょっとして、まだ下にひっかけているのか？

「ダメ！　車を停とめないで！」

　ブレーキを踏もうとしたエステルの耳を、硬かたい声が叩たたいた。見れば、助手席のシェラザードが厳しい面おも持もちで天てん井じようを睨にらんでいる。

「……上に、います」

「上？　屋根の上に？」

　思わずエステルは相手の視線を追うように天井を見上げた。まさか、いまの一瞬で乗り移ったとでもいうのだろうか？　いや、どんな体術の達人でもそれは難しい。

「だいじょうぶよ……誰もいないわ」

　緊きん張ちようの面持ちの長生種を落ち着かせるために努めて柔やわらかい口調を作りながら、エステルはバックミラーに視線を戻もどした。そんなことよりも、さっきの女性だ。彼女はどこにいったのだろう？

〈やあ、お嬢じようちゃん、あたしをお捜さがしかい？〉

「……ひっ!?」

　いきなり、目の前に現れた顔にエステルは息を吞のんだ。フロントガラスの向こうで毒々しいルージュが嗤し笑しようを刻んでいる。不吉な蜘蛛くものように細い四し肢しを伸のばした神父服の女が、ガラスに貼はり付いたのだ。

「落ち着いて、エステル！」

　そう言って素早くシェラザードがハンドルに手を伸ばしていなければ、コントロールを失った車体は道路脇わきの建物に突つっ込んでいたに違ちがいない。褐かつ色しよくの長生種は懸けん命めいにハンドルを操りながら、尼に僧そうを落ち着かせようと声を励はげました。

「車を振ふって！　こいつを振り落とさないと！」

〈おやおや、振り落とすとは物ぶつ騒そうだねぇ……〉

　防ぼう弾だんガラスの向こうで女は唇を吊つり上げた。残ざん忍にんな肉食獣じゆうを思わせる瞳ひとみが邪じや悪あくに微笑ほほえんだと見えたときには、その両手がほの白く輝かがやき始めている。

「じゃあ、その前に中に入れてもらうとしようかね」

「こ、こいつは!?」

　恐おそれを知らぬ帝国ボイ貴族エールの目が、驚きよう愕がくと嫌けん悪おに剝むかれた。まるで水面下から浮うかび上がる肉食魚のように、女の両手が防弾ガラスを浸しん透とうしてきたのだ。いや、手だけではない。二の腕うでから肩かた、嗤笑を刻んだ顔、扇せん情じよう的な胸の膨ふくらみ──女の上半身が、厚さ二十ミリの防弾ガラスなど存在しないかのように透とう過かして少女たちの目前へと侵しん入にゆうしてくる。

「ぶ、物質透過……変シンバ異・ノー種トウか!?」

「シンバ・ノートゥ？　へえ、帝国ではそんな言い方をするのかい。こっちでは、もっと簡単に〝魔ま女じよ〟って呼ばれてるけどねぇ」

　女はぞっとするような微笑を作った。その姿はあたかも狂くるった芸術家の前衛彫ちよう刻こくを思わせる。だが、それは現実の存在である証しよう拠こに、蜘蛛のように細い腕をそっと前方に伸ばした。艶なまめかしく動くその指が絡からまったのは、驚愕に硬こう直ちよくしていたエステルの首だ。

「ぐ……か……!?」

「エ、エステル！」

　尼僧の口が声にならない悲鳴を漏もらすのを聞いて、シェラザードは慌あわてて女に摑つかみかかった。だがいかなるわけか、その手は虚むなしく空を切るばかりだ。女の腕に手を伸ばしても、うすら笑うその顔を薙なぎ払はらっても、立体ホロ映像グラムかなにかのように指が女の体を通り抜ぬけてしまう。いかに長生種の怪かい力りきをもってしても、摑めないものは外せない。その間にも、エステルの顔はみるみる変色を始めている。

「ムダだよ、吸ヴア血ンピ鬼ー……それより、ちゃんとハンドルを握にぎってな。ぶつかるよ」

「くっ……！」

　目の前にまで街灯が迫せまっているのに気づいて、シェラザードは慌ててハンドルを切った。エステルの方は、すでに悲鳴どころか喘あえぎ声すら出せなくなっている。このままでは、窒ちつ息そく死しも時間の問題だ。

　大きく車体が揺ゆれたのはそのときだった。前輪の一方が縁えん石せきに触ふれてしまったらしい。バウンドした車内で、咄とつ嗟さにシェラは手を伸ばして体を支えた。手て袋ぶくろごしに防弾ガラスの冷たい感かん触しよくが伝わってくる──

「──そうか！」

　揺れる車体と一いつ緒しよに上下する〝魔女〟の姿を捉とらえたシェラの瞳に光が灯ともった。ある考えが頭を過よぎったのだ。

「その子を──エステルを放しなさい！」

　ガラスに押し当てた掌てのひらを大きく開きながら、帝国貴族は硬い声で告げた。予想される衝しよう撃げきに備えて全身のバネを撓たわめながら、相手の注意を引きつける。

「言うことをきかないと、きっと後こう悔かいしましてよ！」

「後悔？　面おも白しろいねえ……やれるもんならやってみなよ」

　長生種の恫どう喝かつを楽しげに魔女は嘲あざ笑わらった。その瞳にあるのは完全に優位を確信している者の嗜し虐ぎやく心だけだ。

「それより、この娘むすめをくびり殺したら次はお前だよ……どんな死に方がいい、吸ヴア血ンピ鬼ー？　この小娘みたいにくびり殺されたいかい？　それとも心臓をくり抜いて──」

　魔女の嘲ちよう笑しようを最後までシェラザードは聞かなかった。防弾ガラスに押し当てた〝銀の腕〟をいきなり最大出力で起動したのだ。通電により発生した桁けた外はずれの波動がガラスを伝わり、車体全体に拡散する。衝撃にエンジンが火を噴ふき、装そう甲こう板に亀き裂れつが入った。

「!?」

　そして、その衝撃を受けたのは車体だけではなかった。それまで、不ふ可か侵しんとも思えた魔女の体が大きく震ふるえたかと思うと悲鳴をあげてのけぞったのだ。激しく痙けい攣れんするその指の間から窒息死寸前だった尼僧の体がこぼれ落ちたのも気づかぬように体を捩よじる。

「エステル！」

　一方、座席に倒たおれ込んだ尼僧の体を、シェラザードは素す早ばやく抱だきかかえた。コントロールを失った装甲車が縁石に乗り上げバランスを崩くずしたときには、長生種の娘は短生種の少女を抱いたまま、ハッチを蹴けり開けている。

「ま、待ちな！　てめえ──」

　魔女が狼ろう狽ばいしたように叫さけぶ声を背中で聞きつつ、ジャンプ──完全にバランスを失って横転した装甲車から弾だん丸がんの勢いで飛び出す。

　その背後で、巨きよ大だいな爆ばく発はつが起こった。




「油断した……」

　明々と燃え上がった炎ほのおが、石いし畳だたみに悪あく魔まめいた影かげを落としている。

　燃えさかる装甲車からやや離はなれた場所で慎しん重ちように立ち上がりながら、シスター・モニカは舌打ちした。最前に受けた衝しよう撃げき波はのお陰かげで全身に鈍どん痛つうが走っている。

　事情に疎うとい者には不可侵とすら見える彼女の〝透とう過か〟だが、いくつかの弱点もある。

　さきほどの失敗はその最たる例だ。〝透過〟中は、対象の物質と一体になっているため、物体そのものに加えられた打だ撃げきは彼女自身も被こうむることになるのだ。うっかり小娘二人と思って油断してしまったツケは意外に高かったようだ──だが、次の失敗はない。

　無様に転てん倒とうした装甲車はどす黒い煙けむりをあげて炎えん上じよう中だった。こぼれた重油に引火したらしい。仮に車内に娘たちが残っていれば、今ごろは丸まる焦こげになっているはずである──だが、素早く石畳を見下ろしたモニカはわずかに苦笑した。道路脇わきのマンホールの蓋ふたが一つ、少しだけずれているのを見て取り、切れ長の目を細める。

　さすがに、あの雌め狐ぎつねが自分を駆かりだしただけのことはある。あのわずかな隙すきに逃にげ出すとは、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

「──でも、逃がさないよ」

　首のチョーカーを弾はじくと、モニカはうすら笑った。

　たとえどんな場所に逃げ込もうと、〝黒後ブラツ家蜘クウイ蛛ドウ〟の牙きばからは逃げられない。これまで彼女が手にかけた命はすでに三桁けたにのぼるが、殺し損ねた獲え物ものはたった一人──この忌いま々いましい首輪を彼女に嵌はめたあの雌カテ狐リーナだけだ。それ以外のターゲットは、ことごとく喉のどを切り裂さき、心臓を握り潰つぶしてやった。シチリアの〝我コーらザ・がノス家トラ〟でも名門カーポ中の名門カーポに生まれ、物心ついた頃ころより他者の生命を断ってきた彼女にとって、殺さつ戮りくは名誉オノーレそのものだ。失敗はけっして許されない。

　意識から痛みを追い払はらうと、モニカは全身の力を抜ぬいた。

　まだ、小娘どもはそう遠くには逃げていないはずだ。地面を通り抜けて先回りすべく、意識を石畳に集中する──

「──なるほど。文ぶん献けんでは読んだことがありますが、実物を拝見するのは初めてです。それがかの物質透過能力ですか」

　精神集中を破ったのは、まろやかな男の声だった。

　通りに繫つながる路地の闇やみに、背の高い影が立っている。漆しつ黒こくのインバネスを几き帳ちよう面めんに着こなしステッキをついているが、声から察するにまだ若いようだ。もっとも、その顔は目ま深ぶかにおろしたシルクハットに隠かくれていてモニカからは見えない。

「……誰だれだい、あんた？」

「さきほどのレディたちの友人ですよ」

　暗がりに立ったまま、男は慇いん懃ぎんに応じた。シルクハットが作った影の下で薄うすい唇くちびるが割れたことからして、どうやら微笑ほほえんだらしい。男装の魔ま女じよを前に驚おどろくべき剛ごう胆たんさというべきか。

「ちょうど、所用からの帰りがけにトラブルを拝見したもので、手をお貸ししようと思ったのですが、貴女あなたの技に気を取られるあまり、機会を逃のがしてしまいました……遺い憾かんなことです」

「へえ……だから、今度はあたしと遊ぼうってのかい？」

　密かに背中からチンクエデアの刃やいばを引き出しながら、モニカは婉えん然ぜんと微笑んでみせた。

　この男がこちらの邪じや魔まをするつもりなら死んでもらうまでだし、邪魔をしなくても殺す──事情を知っている目もく撃げき者を生かしておくわけにはいかないのだ。殺意を微笑の下に押し込めると、魔女は男ならば劣れつ情じようを刺し激げきされずにはおれない悩なやましげな表情を作った。

「いいさ。あんまり時間はないけど、付き合ったげるよ……何をして遊ぶんだい？」

「あいにくですが、私は御ご婦人を楽しませるのが不得手でして……」

　だが、男の返答は彼女にとって意外なものだった。苦笑すると、ステッキの先でモニカの背後をそっと指したのだ。

「なので貴女の相手は……ほら、そこに集まっている彼らにお願いすることにしました」

「!?」

　振ふり返ったモニカの顔がかすかに強こわ張ばった。

　燃えさかる装そう甲こう車の炎と闇のページェント──そのあちこちに瞬またたく緑の光点に気づいたのだ。闇の中、獣けものの臭においとともに原始的な殺意が物理的な圧力すらともなって押し寄せてくる。

「狼おおかみ……いや、野犬か!?」

　殺気の正体を見いだした魔女の口がその言葉を漏もらしたときには闇の底から、いくつもの影がひたひたと押し寄せてきていた。凶きよう器きにも似た輝かがやきを灯ともす牙が、鋭するどい爪つめが、四方八方から襲おそいかかってくる。

「なんだい、こいつらは!?」

　まるで群れ自体が一匹ぴきの巨きよ大だいな獣のようだった──異様なまでに統制のとれた野良犬どもから身をかわしながら、モニカは唸うなった。これだけ数が多くてはいちいち〝通り抜け〟るのは不可能だ。悪あく臭しゆうをあげる毛皮をチンクエデアで切り裂き、むしゃぶりついてくる牙を長い脚あしで蹴けり飛ばすが、犬どもは恐おそれを知らぬもののように次から次へと挑いどみかかってくる。背後から襲いかかってきたとりわけ大きな黒犬の首を後方への回し蹴り一いつ閃せんでへし折ると、モニカはそのまま走り始めた──その先にいたのは件くだんのシルクハットの男だ。

　この野犬どもは何かが明らかに不自然だった。唸り声一つあげず、機械のように恐れを知らぬ攻こう撃げきを仕し掛かけてくる生き物など、通常ではありえない。そしてその原因は、あの男にあると直感が告げていた──ならば、あいつを人質にとれば！

　しかし、〝ブラックウィドウ〟の脚は途と中ちゆうで止まっていた。

　走り始めた直後、男が一人でないことに気づいたのだ。黒ずくめのその背後に、何かがいる。とてつもなく危険な臭いを放つ何かが──

　男の側そばで禍まが々まがしい緑光が瞬いたとき、魔女は己おのれの勘かんの正しさを悟さとった。

　巨大な獣──灰色の毛皮を纏まとった影かげが、魔女から主人を庇かばうようにゆっくりと進み出たのだ。

　大きい。逞たくましい筋肉に鎧よろわれたその体たい軀くはゆうに二メートル以上はあるだろう。だが、これは何なのだ？　どう見ても犬ではない。全体のフォルムは狼に似ていたが、こんな巨大な狼など存在するはずがない。こいつはもっと別の何か──もっと危険で、邪じや悪あくな何かだ。

　獣が、吼ほえた。

　この世のすべてを喰くらい尽つくす意志が音に凝こごったような、そんな凶きよう暴ぼうな咆ほう哮こうだった。その木こ霊だまが人ひと気けのない街路を震ふるわせ、遠くで安あん眠みんを貪むさぼっていた人々の耳に届いたときには、凶きよう影えいは音もなく突とつ進しんを始めている。捲まくれ上がった上うわ顎あごから突つき出した牙きばが大量の唾だ液えきを振りまきながら、魔女の首筋めがけて襲いかかる。

「──地獄ヴア・に戻アツリんなンフエ、けルノ・だもベステのがイア！」

　迫はく撃げきする魔ま物ものを迎むかえ撃うったのは、魔女の罵ば声せいだった。横よこ跳とびに跳びながら、モニカがチンクエデアを振るったのだ。ぞっとするほど薄い刃は正確に獣の喉のど首くびを薙なぎ払った。気管を切り裂さき、出血と窒ちつ息そくで死をもたらす一閃──しかし、呻うめき声をあげたのは魔女の方だった。

「噓うそだろ、おい！」

　半分ほどを残して折れた凶器に目を剝むいたときには、その腕うでに爆ばく発はつ的な痛みが襲いかかっている。凶きよう刃じんを折り砕くだいた魔獣が魔女の右みぎ腕うでに喰くらいついたのだ。激痛に悲鳴もあげられぬモニカの体を大きく振り回すと、獣は、それを石いし畳だたみに向けて叩たたきつけた──

「！」

　旋せん回かいした魔女の体は、そのまま石畳に叩きつけられていた。通常なら、全身の骨が折れ砕け、破は裂れつした頭ず蓋がい骨こつからは脳のう漿しようが飛び散ったはずだ。だが激げき突とつの瞬しゆん間かん、その体はまるで溶とけたかのように石畳に吸い込まれてしまっている──わずかに残った血けつ痕こんとほのかに光る石畳を除けば、一瞬前まで確かにいた女の痕こん跡せきはいずこにも存在しない。

「御見事……さすがに派は遣けん執しつ行こう官かん。いい逃にげっぷりだ」

　石畳に残された人ひと形がたの光を見下ろし、シルクハットの紳しん士しは感心したように拍はく手しゆを捧ささげた。地面に鼻を寄せて臭いを嗅かいでいる野犬の群れも、蛍けい光こう色の輝きを睨にらんで唸り声を漏らしている巨獣にも恐れる様子はない。あまつさえ、獣の側に近寄ると、その血に汚よごれた体に手を載のせる。

「どうせ追ったところで、追いつけまい。だが、あの手傷では御お嬢じようさんたちを襲うことはできないはずだ……御ご苦く労ろうだったね」

　まるで人間に対するように獣に語りかけると、紳士は血を流している獣の目に手を置いた。そこには歪いびつな形の金属片が突き刺ささっている。折れ砕けたチンクエデア──獣の顎に振り回されながらも、あの一瞬、魔女は獣にこれを突き立たてていたのだ。そして牙が離はなれた隙すきを狙ねらって、地面を〝通り抜ぬけ〟て逃げ出したのである。

　遠くから、呼子の笛の音とともに軍ぐん靴かの響ひびきが近づきつつあった。どうやら、当局がこの騒さわぎを聞きつけたらしい。しかし、シルクハットを被かぶり直した紳士──アイザック・バトラーの表情に焦あせった様子はない。むしろ、現れたとき以上に悠ゆう然ぜんと炎ほのおに背を向けると、独りごちるかのような口調で獣に囁ささやく。

「さて、そろそろ失礼するとしよう──見るべきものはすでに見た。そろそろ引き上げるにはいい潮時だからね」
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「──お待ちしておりました、聖下。そして猊げい下か」

　橙だいだい色いろの光の下、斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちを従えて階段を降りてきた姉弟に向けて、ダヌンツィオは恭うやうやしく一礼した。廊ろう下かの両側に控ひかえる市警軍兵士たちを両手を振ふって遠ざけながら、人好きのする笑えみを浮うかべる。

「おくつろぎのところをお呼び立てして、まことに申し訳ございませんでした」

「いえ、かまいません」

　にべもなく真紅の麗れい人じんは大司教の挨あい拶さつを遮さえぎった。その目元には疲ひ労ろうが薄うすい隈くまを作っていたが、剃刀かみそり色の瞳ひとみそのものは硬かたい光を灯している。眠ねむたげに生あくびを嚙かみ殺している弟を従えて歩くその姿はどこかの国の女王のようだ。

「それよりも、例の話は本当ですか、大司教？　〝帝てい国こく〟の人間を捕とらえたというのは」

「はっ、間ま違ちがいございません。確かな証しよう拠こもございます」

　応じる大司教の顔つきも、枢すう機き卿きようのそれに劣おとらず厳しいものであった。護衛の斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちの耳には入らぬよう、声量を絞しぼって耳打ちする。

「彼らは帝国貴族バビロン伯はくに仕える扈従士民──件の吸ヴア血ンパ鬼イアを支し援えんするためにこの街に潜せん入にゆうしていた旨むね、すでに自白しております。そして、その真の目的が教皇聖下暗殺であることも」

「弟を……」

　高い天てん井じようを仰あおぎ見ると、カテリーナは重いため息をついた。

　イシュトヴァーン大聖堂がハンガリア侯こうの美術館に供されていた時代、この大司教館はその倉庫として使用されていた。その地下は完全に独立した空調と照明設備、そして貨物運うん搬ぱん用の大型エレベーターまで備えた美術品の保管庫として使われており、〝解放〟後には大司教座の有する現金や貴金属、そして有価証券等、貴重品を保管するスペースとなっている。アーチを組んだ天井の高さはゆうに八メートルを超こえ、三千平方メートルにも及およぶその空間はまさに地下宮きゆう殿でんと呼ぶに相応ふさわしい。〝解放〟後、ここに保管されていた美術品は教皇庁に接収され、市内各地の美術館や教会に飾かざられていたが、いまだ広いスペースのあちこちには、なお梱こん包ぽうを解かれぬ大型の木箱コンテナがいくつも転がっている。

　その巨きよ人じんの城じよう塞さいのような広い倉庫の壁面にはがっしりとした鉄の扉とびらが並んでいた。実はその一つ一つもまた、美術品の保管庫になっているのだが、薄うす暗ぐらい明かりの下で見ると、むしろそれは牢ろう獄ごくを彷ほう彿ふつとさせる。

「それで、その士民たちはエステル・ブランシェについて何か喋しやべりましたか？」

　うそ寒げな表情でとぼとぼとついてくる弟が転ばぬよう注意を払はらいながら、カテリーナはこの夜、最も確かめたいことを問うた。アレッサンドロがはっと顔をあげたのを感じ取りながら、先行する大司教に問い質ただす。

「吸血鬼とブランシェの関係を、彼らは何か知っているのかしら？」

「さて、それは猊下がご自身でお確かめください……」

　そう言ったときには、大司教はある鉄てつ扉ぴの前で足を止めていた。取り出した鍵かぎを鍵穴に挿さし込みながら、何かおぞましい秘密でも告げるかのように声をひそめる。

「奴やつらはこの中です……一応、拘こう束そくはしてありますが、お気をつけください」

「…………」

　軋きしむ音をあげて開いた扉の中に照明はなかった。

　薄うす闇やみの向こうからかすかにカビ臭くさい空気が漂ただよってきているのは空調の調子が悪いのだろうか。およそ装そう飾しよくというもののない部屋の一番奥、剝むき出しの白しら壁かべにかかった鎖くさりに繫つながれたいくつかの人ひと影かげが見えるが、ここからではその表情はわからない。

「……アレク、あなたはここで待っていなさい」

　おそるおそる室内を覗のぞき見た少年をカテリーナが制したのは、弟を気き遣づかってのことではない。いやそれもあるが、それ以上に、これから相手にするいくつかの質問を彼やダヌンツィオらに聞かれるのはまずいと判断したからだ。

「大司教もここにいてください。彼らとは、私一人で話をします」

「しかし猊下、それは危険では？」

「かまいません──ここにいてください」

　有無を言わさぬ口調で男たちを制すると、麗人は細やかな体を翻ひるがえして室内に入った。口元にハンカチをあてながら、慎しん重ちような足取りで部屋の奥に進む。

「──あなたセレトウたネーちク・にエー聞ルダきムニた・テいーゲこトウと・ホがーナあン・りますユートウ」

　照明のスイッチはどこだろうか──相変わらず沈ちん黙もくを守る人影を前に、カテリーナは滑なめらかなハンガリア語を紡つむいだ。壁かべを手て探さぐりに捜さがしながら、今度はローマ語で繰くり返す。

「あなたたちに尋たずねたいことがあるのです。おとなしく答えれば、ここから解放してあげましょう……」

　しかし、なおも返事はなかった。

　いや、ないのは返事ばかりではない。見知らぬ女が突とつ然ぜん入ってきたのだ。驚おどろくなり、敵意を見せるなり、なんらかのリアクションがあってもよいはずだ──しかし、反応は皆かい無むだった。まるで人形のように鎖に繫がれた人影は微び動どうだにしない。

「……まさか!?」

　ようやく探り当てた照明のスイッチをカテリーナの指が押し込んだのは、彼女があることに思い当たったちょうどそのときだった。弱々しく瞬またたきながら、天井に下がったアーク灯がオレンジ色の光をこぼし始める。その下に現れたのは──カテリーナが予想したとおりのものだ。

「死んでいる!?」

　鎖にかかっていたのは五つの死体だった。どれもこれもむごたらしい傷を全身に受けており、容よう貌ぼうどころか性別の判別すら不可能だったが、あきらかに人間の死体だ。凄せい惨さんな拷ごう問もんの痕あとに凝ぎよう固こした血の色から察すると、死後、一週間以内──ごく最近のものだ。

「なんてことを！」

　さしもの〝鉄の女〟の体がわずかに傾かしいだ。血の気のない唇くちびるを嚙かみしめた顔は、目の前の死者たちと似たような色となっている。だが、かろうじて気息を整えると、カテリーナは背後を振ふり返った。いったいこれがどういうことか、ダヌンツィオに確かく認にんせねば──

　そのとき、どこからか響ひびいてきた異音が引き返そうとした枢すう機き卿きようの鼓こ膜まくを叩たたいた。悪あく魔まの鼓動を思わせる重低音が、扉の外から聞こえてきたのだ。

「……あの音は!?」

　たちまち、耳を聾ろうするまでに成長した轟ごう音おんの正体に、カテリーナが思い至ったのと甲かん高だかい悲鳴が聞こえてきたのはほぼ同時だ──

「あ、あ、姉上！」

「アレク!?」

　弟の悲鳴を耳にしたカテリーナは反射的に走り始めた。死の牢獄を転がるようにあとにする。

「アレク、どうしたの……こ、これは!?」

　その光景を目にした麗れい人じんの声がうわずった。

　倉庫は血の海と化していた。厚い絨じゆう毯たんも無様に腰こしを抜ぬかして失神している弟の法衣も絵の具でもかぶったように真っ赤に濡ぬれている。一方、教皇を護まもるべき衛兵たちは、その得物を握にぎったまま血の泥でい濘ねいに横たわっていた。吸ヴア血ンパ鬼イアに準ずる戦せん闘とう力を与あたえられているはずの斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちの体はほとんどが無む惨ざんに引き裂さかれ、原型を留とどめてはいない──しかし、カテリーナの目を奪うばっていたのはそれらの惨状ではなかった。

　失神した教皇と惨ざん殺さつされた衛兵たちの頭上に落ちた黒々とした異形の巨きよ影えい。

「ス、動甲冑スーツ……装そう甲こう歩兵がどうしてこんなところに!?」

　広い廊ろう下かに立ちはだかっていたのは不格好な鉄の巨人だった。

　動甲冑──外骨格型戦闘強化服。発掘サル復元ベージされた遺ロス失トテ技クノ術ロジーの塊かたまりである鋼鉄の個人用戦車が、足下に木箱コンテナの残ざん骸がいを踏ふみつけ、仁に王おう立ちになっていたのだ。その歪いびつな指に握られた機チエ械ーン鋸ソーの鎖さ刃じんはすでに赤く血ち塗ぬられ、垂れた雫しずくが絨毯に池を作っている。

「……大司教、これはいったいどういうことです！」

　法衣が血に穢けがれることも厭いとわずカテリーナは弟に駆かけ寄った。教皇が気絶しているだけで、外傷がないことを確認しながら、動甲冑の背後、ブルーグレーの兵士たちに囲まれて立つダヌンツィオに氷ひよう刃じんのような声を叩きつける。

「それに士民たちの死体のことも……納なつ得とくのゆく説明をいただけるのでしょうね！」

「もちろんですとも、猊げい下か……いや、卑いやしい妾しよう腹ふくの雌め狐ぎつね殿どの」

　いまや、大司教の唇は邪じや悪あくな形に割れていた。その間からこぼれてきたのは、耐たえに耐えてきた感情のたかぶりから漏もれ出してきたかのような低い含ふくみ笑いだ。

「本日ただいまをもって、教皇庁第三百九十九代教皇アレッサンドロ十八世はここで崩ほう御ぎよされる──そういうことです」

　重々しい音が、笑声に重なった。ダヌンツィオが大司教杖じようを激しく床ゆかに打ちつけたのだ。すでにして世界の支配者であるかのような目で、枢機卿を睨ねめつける。

「……狂くるいましたか、大司教」

　弟を抱だきかかえたまま、カテリーナは歯は嚙がみした。

　潜せん在ざい的な政敵であるこの男に対し、けっして警けい戒かいを怠おこたっていたわけではない。だが、このような直接的な手に出てくるとはさすがに予想外であった。さらにはエステルと吸血鬼問題にすっかりかまけ、派は遣けん執しつ行こう官かんたちを護衛から外していたことも──自らの失策を内心で罵ののしりながら、表情は努めて平静を繕つくろう。

「大司教、あなたは自分のやっていることが本当にわかっているのですか？　あなたのやっていることは明らかに教皇庁と神に対する背信行こう為い──叛はん逆ぎやくですよ！」

「背信？　叛逆？　では、無能な弟を傀かい儡らいに仕立てあげ、兄と姉で教皇庁を壟ろう断だんしているお前たちは何だ？　主と民たみへの背信というなら、お前たち兄弟の存在こそがそうだろう！」

　男の声に狂きよう気きはない。そこにあるのは八年もの歳月、抑よく圧あつされ続けたことへの憎ぞう悪おだけだ。大司教杖で床を激しく突つくと、ダヌンツィオは犯罪者を糾きゆう弾だんするように声を高めた。

「八年前の教皇選挙で偏へん狭きようなアルフォンソが敗れたあと、私は待ち続けた。地方で力を養いながら、権力を握ったお前たちを排はい除じよする日を……そして、ようやくこの日が来たというわけだ」

「八年も待ったにしては無む謀ぼうな賭かけに出たものですね──あなたともあろう人が！」

　侮ぶ蔑べつを隠かくそうともせず、カテリーナは言い捨てた。父親ほども年の離はなれた男に向け、毒のこもった蔑べつ笑しようを吐はき出す。

「どうせ暗殺するのであれば、私たち兄弟が揃そろっているところを狙ねらうべきだったわね。ここで私や弟を暗殺したところで、それが兄に──メディチ枢機卿に知られないと本気で思っているの？　あの人はそんなに愚おろかではなくてよ」

「お気き遣づかいは痛みいるが、その点は考えてあるよ。これでも一応、劇作家の端はしくれでね……シナリオの書き方は心得ているつもりだ」

　ダヌンツィオは小さく含み笑うと、麗人の指し摘てきを一いつ蹴しゆうした。

　公平に見て、カテリーナの発言は正しい。確かにいま、この姉弟の命を奪うことは掌しよう中ちゆうの卵を割るよりたやすいことだろう。とはいえ、その後、異い端たん審しん問もん局の追つい及きゆうをかわすことはどう見ても不可能だ。フランチェスコはダヌンツィオを叛逆者として処しよ刑けいし、その功績と名声でもって教皇選出会議に臨のぞむだろう。そしておそらくは新たな教皇として登極することになる──ダヌンツィオが彼の栄光の肥やしとして無む駄だ死じにすることは、火を見るより明らかである。

　にも拘かかわらず、大司教の余よ裕ゆうに満ちた微び笑しようが消えることはなかった。教皇と枢すう機き卿きよう──正確にはその背後を見やった表情は、むしろ最前よりも自信に満ちている。

「いかにフランチェスコといえど、私に疑いの目を向けることはけっしてありえん……なぜならば、教皇殺害の犯人は別にいるのだからね」

「……どういうことです？」

　大司教の発言は支し離り滅めつ裂れつで、本来なら一笑に付してもいいようなものだった。だが、カテリーナはかえって用心深い表情を作った。相手はけっして狂人ではない。狡こう猾かつで邪悪な意図を感じる──

「答えなさい、大司教！　犯人が別にいるとはどういうことです!?」

「つまり、こういうことだよ──この街に吸血鬼が現れ、聖女までもが我らを裏切ってそれを助けた。さて、では奴やつらの真の狙いはいったいなにか？」

　舞ぶ台たい俳優めいたダヌンツィオの発言だったが、後半は足下から湧わき上がってきた鈍にぶい異音によって聞き取るのは難しくなっていた。コンクリートの床の一部に細かな亀き裂れつが入りつつあったのだ。亀裂は大きく、深く成長を続け、ついには胸の悪くなるような音をあげてその部分が陥かん没ぼつした。いや、それだけではない。卵から雛ひなが孵ふ化かするように、大量の粉ふん塵じんの間から飛び出してきた二つの影かげがある。

「さあ、いよいよ仇かたき役のご入来だ……これでようやく、役者が揃った」

　満足げにダヌンツィオは、杖を掲かかげた。

　血と煤すすに汚よごれた二人の少女たち──聖女と褐かつ色しよくの娘むすめを前に、聖典に登場する預言者の如ごとく、高らかその名を呼ばわる。

「ようこそ、バビロン伯はく。そしてようこそ、シスター・エステル──我らが裏切りの聖女よ！」
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「噓うそ……どういうこと、これって!?」

　周囲を見回し、エステルは息を吞のんだ。

　広い地下空間を埋うめ尽つくすのは、完全武装の兵士の群れと動甲冑ではないか？　だが、どうしてここにこれだけの兵士たちが集まっているのだ？　まるで自分たちの襲しゆう来らいをあらかじめ予期し、備えていたかのようだ。たとえホテルのドボーから連れん絡らくを受けていたとしても、これほどまでの兵力を集めるのにはもっと時間がかかるはずなのに。

　しかも、エステルから血の気を失わせたのはそれだけではなかった。倉庫の隅すみに追いつめられた二人の人物──白衣の少年と紅衣の麗れい人じんを目まの当たりにし、今度こそ声を詰つまらせる。

「ミラノ公！……聖下!?」

　狼ろう狽ばいするエステルの鼓こ膜まくを叩たたいたのは、勝ち誇ほこった男の声だ。

「待ちかねたよ、聖女さま。ずいぶんと遅おそかったじゃないか……ドボー中ちゆう尉いの案内は解わかりづらかったかね？」

「ダヌンツィオ大司教!?」

　兵士たちの中央に立つロマンスグレーの男にエステルは目を剝むいた。そして、その顔に貼はり付いた悪意と周囲に倒たおれ伏ふした斧アラ槍バル衛デイ兵エリたちの遺体に、すべての疑問が氷解する。

　ドボー中尉の案内──つまり、またしても自分たちは謀はかられたのだ！

　ホテルの襲しゆう撃げきは最初から、餌えさだったのだ──それを悟さとったとき、エステルの手は背中に伸のびていた。

「──シェラ、お願い！　聖下たちを助けて！」

　散さん弾だん銃じゆうを抜ぬき放ちながらことさら大声で叫さけんだのは、兵士たちの注意を自分にひきつけるためだ。手ぐすね引いて待ちかまえていた敵中にのこのことやってきた以上、もはや無事に逃にげ出せるとは思えない。しかし、なんとかしてあの姉弟は無事に脱だつ出しゆつさせねば──自分が蜂はちの巣にされている間に、長生種が教皇たちを連れ出してくれることを祈いのりつつ、散弾銃を掲げる。

「あたしのことはいいから！　早く、その二人を連れて逃げて！」

　このとき、自分を狙ねらった二人の派は遣けん執しつ行こう官かんの記き憶おくがまったく頭をかすめなかったと言えば噓になる。いま、助けようとしている上司は自分を切り捨てようとしていたのだ──だが、エステルは迷わなかった。小こ柄がらな体のどこから出たかと疑わしくなるほど大きな声で怒ど鳴なりながら、同行者を振ふり返る。

　しかし、死を覚かく悟ごした尼に僧そうの雄お叫たけびに長生種からの返答は返ってこなかった。不ふ審しんげに振り返った尼僧は、そこで同行者が真っ青になって立ち尽くしているのを発見した。

「……シェラ？」

　褐色の美び貌ぼうは、いまや生きながらにして魂たましいを抜かれたように青ざめていた。あれほど柔やわらかく輝かがやいていた瞳ひとみは曇くもりガラスのように濁にごり、食い入るように一点を見つめている──開け放たれたままになっていた鉄てつ扉ぴを。いや、正確にはその奥に吊つり下げられたものを。

「あれは……まさか!?」

　シェラザードの視線を追って見いだした、五つのもの──鎖くさりから下がった血まみれの肉につ塊かい。エステルの脳のう裏りを不ふ吉きつな想像がかすめた。シェラザードの絶望に濁った瞳──それは、大切な人たちを亡なくした者の目だ。

「ダヌンツィオ大司教、あなたって人は……」

　極限まで高ぶった怒いかりは、人から言葉を奪うばう──エステルは罵ば倒とうの言葉を見つけられなかった。ともすれば回転を止めそうになる舌を懸けん命めいに操り糾きゆう弾だんする。

「最初から、シェラを……バビロン伯を騙だましていたのね！　とっくの昔に彼女の家族を殺しておきながら、彼女に噓をついて……」

「そんなことは当然だろう」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくに頷うなずく男の声音に悪びれた様子は欠片かけらもない。ただ、わかりきったことを説明させられるもどかしさに顔をしかめると、ダヌンツィオは沈ちん黙もくしたままの褐色の少女に顎あごをしゃくった。

「人の身にして、吸ヴア血ンパ鬼イアどもの家か畜ちくに甘んじる人類の恥はじさらしども……そんな薄うす汚ぎたない家畜を生かしておく必要などどこにあるというのかね？」

「……家畜？」

　静かにダヌンツィオの言葉を繰くり返したのは、激げつ昂こうに声を詰まらせたエステルではない。

　それまで、仮面のように無表情な沈黙を守っていた長生種がゆっくりと口を開いたのだ。まるですべての感情が抜け落ちてしまったかのような瞳を大司教に向けると、穏おだやかな声を紡つむぐ。

「彼らは私の家族でした。私のなによりも大切な人たちでした……大司教、いま、あなたはその人たちのことを家畜と呼んだの？」

「家畜という言い方が気に入らなければ、奴ど隷れいとでも言おうか？」

　気のない表情で大司教は肩かたをすくめた。その瞳は檻おりに入った毒どく蛇じやを観察する科学者のそれだ。自らの優位と相手に対する侮ぶ蔑べつをいささかも隠かくそうとせず、淡たん々たんと答える。

「いずれにせよ、地じ獄ごくに堕おちるべき者たち、人類の裏切者どもだ……彼らを一刻でも早く駆く除じよするのは神に仕える者として当然の義務だからな」

　挑ちよう発はつ的なダヌンツィオの言に、長生種は答えを返さなかった。

　ただ、傍かたわら、かけるべき言葉を探しあぐねているエステルを顧かえりみる。

「…………エステル、私はこれまであなたたちのことを憎にくんだことはありませんでした」

　その顔は、尼僧がかつて見たことのない表情を宿していた──これまで見たことがないほどに穏やかで、これまで見たことがないほどに悲しい笑え顔がお。

「あなたたちと私たちではあまりにいろんなことが違ちがうけれど、泣いたり笑ったり、人のことを好きになったりするのは同じ。だから、あなたたちを憎んだことはこれまでありませんでした。ですが……」

　透すき通った微び笑しようのまま、褐かつ色しよくの少女は大きく両りよう腕うでを拡ひろげた。まるで、この世のすべてに決別を告げる者のように、高らかな声で宣言する。

「ですが、エステル……私は今日、初めて憎しみで短生種テランを殺します」

「──駄だ目め、シェラ！」

　エステルの制止は一いつ瞬しゆんだけ遅かった。

　尼僧が伸のばした手が虚むなしく宙を摑つかんだときには、高々と跳ちよう躍やくした黒こく影えいは天てん井じようを蹴けっている。その襲おそいかかった先は、大司教を取り囲む兵士たちの頭上だ。

「撃うて！」

　指揮にあたる士官たちから、悲鳴にも似た声があがった。一いつ斉せいに銃じゆう口こうをあげた兵士たちが、不吉な怪かい鳥ちようを思わせるシルエットに向けて引き金を絞しぼる。数十発の弾だん丸がんに、美しい影かげはずたずたに引き裂さかれるかと見えたが──

「はっ！」

　短い気合いとともに、シェラザードの両手が発光した。〝銀の腕うで〟から発生した衝しよう撃げき波はが力場の盾たてとなって、銃弾をことごとく弾はじいたのだ──しかも、防ぼう御ぎよはそのまま攻こう撃げきに直結していた。不可視の盾を帯びた長生種が、驚きよう愕がくの呻うめきをあげる兵士たちの頭上めがけて垂直に落下してきたのだ。咄とつ嗟さに逃にげようとした兵士たちの何人かは、衝撃波の衝角ラムの直ちよく撃げきを受けて血の霧きりと化した。それ以外の者たちも手足をひきちぎられ、頭を吹ふき飛ばされ、床ゆかといわず壁かべといわず散らばって、奇き怪かいなオブジェを形作る。

「……ふン、化け物めが」

　だが、酸鼻極まる情景を前にして、ダヌンツィオに恐おそれの色はなかった。断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを伴ばん奏そうに死の舞まいを舞まう乙おと女めを睥へい睨げいしたその顔にはむしろ傲ごう然ぜんとした表情が浮うかんでいる。

　それは、赤い霧の中から憎ぞう悪おに滾たぎる瞳が彼を捉とらえたときも変わらなかった。褐色の死と化したシェラザードは高々と跳躍するや、血まみれになった〝銀の腕〟を仁に王おう立ちの大司教の脳天めがけて振ふり下ろした──

「！」

　あがったのは、大司教の断末魔ならぬ甲かん高だかい悲鳴だった。

　いましもダヌンツィオを粉ふん砕さいしようとしていたシェラの体を、一条の淡あわい光が照らしたのだ。転瞬、無敵を誇ほこる長生種が、悲鳴をあげて床に叩たたきつけられている。

「シェ、シェラ！」

　もんどり打って墜つい落らくした長生種の姿に、エステルは声を荒あらげた。最後の一瞬、彼女の身に生じた変化──大司教の背後に控ひかえた動甲冑の肩で、投光器が紫むらさき色いろの輝かがやきを放っていた。その光が、シェラを照射したのである。いや、あれはただの投光器などではない。

「……紫し外がい線の味はどうかね、吸血鬼？」

　ダヌンツィオの嘲ちよう弄ろうはむしろ静かに響ひびいた。羽根の破れた蝶ちようのようにもがく長生種を見下ろした温顔は慈じ父ふを思わせる優やさしいものだ。だが、その言葉は致ち死し性の猛もう毒どくを孕はらんでいる。

「君と聖女さまには本当に感謝しているよ。手間こそかけさせられたが、結果的には、私が当初に予想していた以上の収しゆう穫かくをもたらしてくれた……聖女のみならず、あの愚おろかな教皇や雌め狐ぎつねまでまとめて処理できるのだからな」

　ダヌンツィオの長ちよう広こう舌ぜつに答えは返ってこなかった。シェラザードの全身で、紫外線に異常反応したバチルスが暴走を始めているのだ。褐色の皮ひ膚ふを、醜みにくいケロイドが急速に浸しん食しよくしつつある。苦痛にもはや声もなく悶もだえる長生種を見下ろすと、ダヌンツィオはその後頭部に足を下ろした。誇り高い帝てい国こく貴族を踏ふみにじり、薄うす笑わらいを浮かべる。

「や、やめなさい、大司教！」

　屈くつ辱じよく的な少女の姿はエステルの頭に血を昇のぼらせるのに十分だった。自分たちの置かれている状じよう況きようも忘れて、傷ついた長生種のもとに駆かけ寄ろうとする。だが、素す早ばやく進み出た兵士たちに脚あしをすくわれ、あえなく床にはいつくばさられる。

〈……猊げい下か、あとは我々におまかせください〉

　すでにして勝利の余よ韻いんに酔ようかの如ごとき大司教に声をかけたのは、彼を庇かばうように進み出た動甲冑だった。再び回転を始めた機チエ械ーン鋸ソーの鎖さ刃じんを、もはや弱々しくもがくだけのシェラザードの頭上にかざして進言したのだ。

「簡単には殺すなよ。この化け物には教皇と枢すう機き卿きよう殺しの罪を背負ってもらわねばいかんのだからな」

　兵士たちに銃じゆうを突つきつけられた教皇とその姉を見やりながら、ダヌンツィオは用心深く釘くぎを刺さした。

　教皇とミラノ公がここで吸ヴア血ンパ鬼イアに殺されたとなれば、次の教皇は投票で選ばれる。メディチ、ボルジア両枢機卿をはじめとしてライバルは少なくないが、教皇の仇かたきを討うった功績は選挙に際して有力な武器アピールとなるだろう。仮に教皇位は逃のがしても、この事件を契けい機きに聖戦が始まれば、最イシユ前トヴ線アーンを預かるダヌンツィオの権力はいやがおうでも増すことになる。いずれにせよ、得るところは大きく、失うものは何もない。

「即そく死しさせては、後のち々のち、怪あやしまれる。こちらの防戦をかいくぐって、教皇を手にかけたように見せかけるのだ」

〈重々、心得ております〉

　恭うやうやしく答えた動甲冑が機チエ械ーン鋸ソーを掲かかげた。それを合図に進み出た兵士たちが、大口径のライフルを腰こし溜だめに構える。

「──シェラ！」

　絶叫したエステルの顔に赤いものが散った。真しん紅くに染まった景色の中、銀の銃じゆう弾だんに腹部を撃ち抜ぬかれた長生種が悲鳴をあげてのけぞったのだ。その悲鳴すら消えぬうちに撃ち込まれた二発目が、今度は肩かたを抉えぐる。

「よし、手足にもだ。まだ殺すなよ」

　化学実験でも進めているかのようなダヌンツィオの指示に、連続する銃声が応こたえた。

　鮮せん血けつを噴ふき上げてのたうつ長生種に、市警軍兵士たちが発はつ砲ぽうを始めたのだ。四し肢し、腰こし、肩と次々にと撃ち込まれていった銃弾は十発を超こえていただろう。ケロイドの中、弾はじけた肉が歪いびつな生き物のように赤い口を開く。

「…………!!」

　いまや長生種は悲鳴をあげることすらできなかった。ただ、銃弾が撃うち込まれるたびに大きくその体が跳はね上がり、奇怪な舞ぶ踏とうを踊おどっているかのようだ。だが、それとても次第に弱々しく、小さなものになりつつある──

「やめて……やめて、お願い！」

　もはや声すらあげられぬ長生種に代わって、エステルは絶ぜつ叫きようした。血溜まりの中、のたうつシェラザードのもとに駆け寄ろうとする。しかし、その前方に重々しく落ちてきたのは巨きよ大だいな鋼こう刃じんだ。

　床ゆかに突き立った機チエ械ーン鋸ソーの刃は鏡のように磨みがき抜かれ、怒いかりと恐きよう怖ふに歪ゆがんだ尼に僧そうの表情をはっきりと映していた。思わずあとずさったエステルの姿を単眼に捉とらえつつ、振り返った動甲冑は恭しく一礼した。聖女の殉じゆん教きように対して、敬意でも表したつもりなのだろうか。貴人の首を落とす死し刑けい執しつ行こう人にも似た優ゆう雅がさで、機チエ械ーン鋸ソーを掲げる。

「…………！」

　頭上、唸うなりをあげた風音に、エステルは思わず身を強こわ張ばらせた。甲高い咆ほう哮こうをあげる死の顎あぎとは、高速で回転を続けながら、聖女の首に落ちかかり──

「──エステルさん！」

　不ふ可か侵しんとも思えた尼僧の死を弾き返したのは、厳しい男の声とともに撃ち込まれた六発の銃弾だった。

　銃声がほとんど一つに重なって聞こえるほどの高速フア射撃ニングで放たれた弾丸が見事に巨きよ人じんの膝ひざを捉えたのだ。装そう甲こうしようのない関節部に加えられた衝しよう撃げきに、巨体が轟ごう音おんをあげて転てん倒とうする。取り落とした機チエ械ーン鋸ソーが床で暴れ始めたときには、疾しつ風ぷうのように滑すべり込んできた影かげが転倒した動甲冑と尼僧の間に立ちはだかっている。

「だいじょうぶですか、エステルさん!?」

「神父さま！」

　硝しよう煙えんをあげる旧式回転拳けん銃じゆうを手にした影──銀ぎん髪ぱつの神父の名をエステルは叫さけんだ。床にへたりこみたいのを懸けん命めいに堪こらえ、相手に事情を訴うつたえる。

「神父さま、気をつけて……大司教は、ここでみんなを殺してしまうつもりです！　あたしたちも……そして、聖下やミラノ公も！」

「わかってます」

　いまにも泣き出しそうな顔の尼僧に、アベルは優やさしく頷うなずきかけた。だが、すぐにその目は硬かたい光を帯びて転じられている。時ならぬ乱入者に顔を強張らせている大司教を真っ向から睨ねめつけると、彼にしてはかつてないほど鋭するどい口調で斬きりつけたのだ。

「ダヌンツィオ大司教、あなたはもう終わりです！　シスター・エステル殺害未み遂すいのみならず、聖下やミラノ公暗殺の企くわだて……覚かく悟ごされるのがよろしいでしょう！」

「ナイトロード神父、貴様、どうやってここに……」

　ダヌンツィオの声は冷たく凍こおっていた。死者が歩いているのを目もく撃げきしたもののように目を瞠みはって呻うめく。

「ホテルに送り込んだ部隊はいったい何をやっていたのだ!?　あの兵力をどうやって!?」

「──戦いの帰き趨すうを定めるのは、数ではないわッ！」

　朗々と響ひびく声は物理的な破は壊かい力さえ伴ともなっていた。

　階段の方で兵士たちの悲鳴があがったとき、そこには鬼き神しんが出現している。巨大な鎚つち矛ほこが一いつ閃せんするや、屈くつ強きような兵士たちがあっけなく吹ふき飛ぶ。

「ブラザー・ペテロ見参！　罰ばち当あたりの瀆とく神しん者ども！　この某それがしがある限り、聖下には指一本、触ふれさせぬッ！」

「イ、〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟……！」

　教皇庁最強の騎き士しの姿を目まの当たりにした兵士たちの間から、震ふるえる声がこぼれた。中には、銃じゆうを取り落としてあとずさる者すらいる。そんな兵士たちを、ダヌンツィオは歯は嚙がみしながら叱しつ咤たした。

「怯ひるむな、臆おく病びよう者ども！　たかが二人でなにができる……おお、そうだ！　教皇を盾たてにとれ！　教皇を人質にすれば、そやつらには何もできぬ！」

　主人の声に頷いた兵士たちが少年教皇とその姉に突つきつけた銃は、次の瞬しゆん間かんことごとく所有者の命ごと破は砕さいされてしまっていた。壁かべ越ごしに撃ち込まれた強装弾が、次々と兵士たちを撃ち抜ぬいたのだ。巨きよ獣じゆうの牙きばに嚙かみ裂さかれたような無む惨ざんな姿になった壁の向こうから現れたのは小こ柄がらな狙そ撃げき手だ。まだ硝煙をあげる戦せん闘とう拳けん銃じゆうの弾だん倉そうを換装しながら、抑よく揚ように乏とぼしい声で紅衣の麗れい人じんに呼びかける。

「戦域確保クリア……損害評ダメージ価報告リポートを、ミラノ公」

「〝ガンスリンガー〟！」

　カテリーナがほっと息を吐はいたときには、現れた第三の人物──トレス・イクス神父は姉弟を庇かばって兵士たちに正対していた。二挺ちようの拳銃が吐き出す銃弾が、鋼鉄の壁となって立ち塞ふさがる。

　二人の派は遣けん執しつ行こう官かんと一人の異い端たん審しん問もん官かん──たった三人の男たちを前に、百名近い兵士たちが、揃そろって気圧されたようにあとずさった。

「この愚おろか者どもが……何を怯おびえている！」

　その情けない体ていたらくに怒ど号ごうを放ったのは、ダヌンツィオである。最前まで立っていた完かん璧ぺきな優位が、一瞬にして覆くつがえされつつあるのを目の当たりにして癇かん癪しやくを起こしたのだ。青ざめた兵士たちを一いつ喝かつする。

「相手はたかが三人ではないか！　潰つぶせ！」

「戦いは数ではないと言っている！　愚か者！」

　怒号とともに、凶きよう風ふうが猛たけり狂くるった。兵士たちの間にダヌンツィオの姿を見いだした〝壊滅騎士〟が突とつ撃げきを開始したのだ。

「戦いくさを決するのは常に正義と信しん仰こう……そして気合いだッ！　それらを欠いた汝うぬに、もはや勝利はないと知れぃ、ダヌンツィオォォォォッ！」

「……ひ、ひっ！」

　猛もう進しんしてくる〝壊滅騎士〟と風に折れる葦あしのようにはね飛ばされる兵士たちを目の当たりにして、ダヌンツィオはあとずさった。咄とつ嗟さに応おう援えんを求めて周囲を見回すも、残りの兵士たちはカテリーナたちを守って立ちはだかったトレスの熾し烈れつな銃じゆう撃げきに曝さらされ、到とう底てい、主人を助けに行けるどころではない。悲鳴をあげて逃にげ惑まどうのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　一方、地下空間の二箇か所しよで展開される戦いを視界の端はしに捉とらえながら、エステルはアベルに涙なみだ声ごえで訴えた。

「神父さま、バビロン伯はくを……シェラを助けて！」

　着衣の汚よごれも厭いとわず、血まみれの友を抱だきかかえると、懸命に尋たずねる。

「こ、この子、助かりますか？　助かりますよね？　だって、彼女は長生種だもの。こんな傷ぐらい……」

「わかりません。実際に治ち療りようしてみないことには……」

　長生種の傷口を診みたアベルの声は限りなく暗かった。すでに肌はだのケロイドはその拡大を止めていたが、まだ滝たきのような出血が続いていた。驚きよう異い的な体組織を持つ長生種の傷が、これほどの時間を経て塞がらない理由はただ一つ──

「厄やつ介かいだな……これだけの銀が体内に入っているとなると」

　穿うがたれた銃じゆう創そうに、アベルは厳しい表情で呟つぶやいた。

　銀は長生種の血液中にひそむ寄生者──溶血バチ性桿ルス状細・ク菌群ドラクにとって深刻な障害をもたらす。銀分子を細さい胞ぼうに取り込んだバチルスは数分から数時間で完全な休きゆう眠みん状態に陥おちいり、数十時間もの間、その活動を完全に停止してしまうのだ。これだけ大量の銀の弾たまを被ひ弾だんした以上、全身のバチルスが銀分子を取り込んだと見て間ま違ちがいあるまい。傷が再生しないのも、これだけ出血しているにも拘かかわらず〝渇かわき〟の発作が始まらないのも、すべてはそのためだ。体力が短生種並に低下しているいまの状態で、この傷をしのげるものか──

「エステル……」

　小さな声が尼に僧そうと神父の鼓こ膜まくを叩たたいたのはそのときだ。血に汚れた顔の中でかすかに瞼まぶたが開いた。うっすらと微笑ほほえむと、バビロン伯は涙顔の尼僧に向けて弱々しく手を伸のばした。

「もう、私はダメみたいですね……」

「ば、馬鹿なこと言わないで！」

　頰ほおを落ちる雫しずくを乱暴に拭ぬぐうと、エステルは長生種の手を握にぎった。その冷たさに内心慄りつ然ぜんとなりながらも懸けん命めいに笑え顔がおを作る。

「絶対に……絶対に助けるから！　あきらめないで！」

「……ありがとう、エステル」

　相手の言葉を信用したのか、それともこれ以上、尼僧に噓うそをつかせるのが忍しのびなかったのか、シェラザードは薄うすく笑うと口を閉じた。その間も、彼女の唇くちびるは目に見えて青ざめ、体温は低下しつつある。

「……とにかく、いまのうちに彼女だけでもどこか安全なところに移しましょう」

　いたるところから聞こえてくる怒号と銃声から顔を背けるようにアベルは尼僧を促うながした。ときおり飛んでくる銃弾から頭をすくめつつ、安全な場所を求めて視線を巡めぐらせる。

「ここだと、巻き添ぞえを食いかねません。まずは、どこかの小部屋にでも避ひ難なんして……」

〈逃がさんぞ、吸ヴア血ンパ鬼イアども！〉

　醜みにくくひび割れた機械音が響ひびき渡わたったのと、騒そう々ぞうしい金属音がエステルたちの鼓膜をひっかいたのはほぼ同時だった。その頭上に不ふ吉きつな影かげが黒々と聳そびえ立っている。ようやくバランサーが復旧したらしい。巨きよ大だいな歯車が軋きしむような音をあげて身を起こした動甲冑が、機チエ械ーン鋸ソーを振ふり上げて叫さけんだのだ。

〈貴様らはここで死ぬのだ！〉

「──おどきなさい」

　だが、不気味に輝かがやく機チエ械ーン鋸ソーを前に、アベルの声は静かだった。胸に抱いていた長生種をエステルに託たくしながら、静かに眼鏡めがねのブリッジを押し上げる。

「どかないと、あなた、後こう悔かいなさいますよ……私はいま、たいへん怒おこっています」

〈怒っている？　それがどうした！〉

　冷たく輝く神父の瞳ひとみを単眼に映し、動甲冑はせせら笑った。甲かん高だかい音をあげて回転を開始した機チエ械ーン鋸ソーを勢いよく振り回す。

〈三匹びきまとめて切り刻んでやる！　せいぜい、のたうち回って死んでいけ！〉

「のたうち回る？　のたうち回るのはあなたの方です……」

　甲高い爆ばく音おんとともに落ちてくる機チエ械ーン鋸ソーを前に、神父の声は落ち着いていた。抜ぬき放ったままだった旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーを頭上に向けながら、明めい晰せきな口調で告げる。

「申し上げたはずです──私は怒っていると！」
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　その瞬しゆん間かん、爆音と轟ごう音おんが激げき突とつした。機チエ械ーン鋸ソーを振り下ろした動甲冑に向け、アベルが六発の銃弾を撃うち放ったのだ。銃声がほとんど一つに重なって聞こえたほどの発はつ砲ぽう速度は機き関かん銃じゆうのフルオート射しや撃げきに匹ひつ敵てきしただろう──しかし、〝歩く戦車〟とも呼ばれる動甲冑に対して旧式回転拳銃で立ち向かうのは、あまりにも無む謀ぼうだ！　対戦車ライフルの直撃すら跳はね返すその複合装そう甲こう相手に、拳けん銃じゆう弾だん程度ではかすり傷一つつけられまい。しかし──

〈う……噓だ！〉

　搭とう乗じよう者のうろたえた悲鳴があがったときには、動甲冑の全身から、循じゆん環かん剤ざいが血のように勢いよく噴ふき出している。その巨きよ体たいを貫つらぬいていたのは、細い強化鋼の鎖さ刃じん──銃撃に鎖くさりの連結部を断ち切られた機チエ械ーン鋸ソーの鋼こう刃じんが、超ちよう音おん速そくの鞭むちと化して所有者自身の体を襲おそったのだ。超高速で回転する無数の鎖刃から、ただ一箇か所しよの連結部に六発もの弾だん丸がんを集中させた、その銃撃はまさに神技だとしか言いようがない。だが、それを理解するより早く、右みぎ肩かたから左ひだり脇わき腹ばらまで袈け裟さ懸がけに斬きられた鋼鉄の巨人は、そのままよろめくように後退している。

　後退しつつも、必死で崩くずれかけた姿勢を立て直そうと試みた操縦者の戦意は賛さん嘆たんに値あたいしたろう──だが、それも銀ぎん髪ぱつの神父にとっては計算のうちだった。

　かすかに右手が動いたと見えたときには、空弾だん倉そうが魔ま法ほうのように銃身から吐はき出されている。新たな弾倉を嚙かみ込んだ旧式回転拳銃が向けられた先は、最前、銃撃を受けたばかりの膝ひざ関かん節せつだ。

「──終わりです！」

　ほとばしった六発の銃弾は例外なく目標に吸い込まれ、今度こそ完全に関節を破は壊かいする。

〈…………！〉

　声にならない怒ど号ごうと循環剤を高々と噴き上げながら、鋼鉄の巨人は混乱する兵士たちのただ中に倒たおれ込んだ。




「どうして……どうしてなのだ!?」

　ひび割れた声に、すでに伊達だて男おとこの面おも影かげはない──真っ青になって立ち尽つくすダヌンツィオは夢でも見ているような気分だった。それもとびきりの悪夢だ。

　たった三人の男たちによって、市警軍の最精せい鋭えい部隊は壊かい滅めつしようとしていた。いや、滅ほろびつつあるのは兵士たちだけではない。彼が綿密に練り上げた計画はもはや破は綻たん直前だった。数分前まで、あれほど順調に運んでいた事態が、この八年間、営々と築き上げてきた栄光が、いまや音をあげて崩れ去りつつある。

「い、いや、まだだ……こんな馬鹿馬鹿しい結末があってたまるか！」

　ダヌンツィオにいかほどの欠点があろうと、少なくとも彼は敗北主義者ではなかった。

　血走った目が捉とらえたのは、すぐ側そばにあった鋼鉄シヤツの扉ターだ。一いつ般ぱん用エレベーターの前は〝ガンスリンガー〟に、階段は〝壊イル滅・ル騎イナ士ンテ〟に遮さえぎられていたが、この貨物運うん搬ぱん用の大型エレベーターならば──目の前で苦く闘とうを続ける兵士たちを見捨てて、大司教はそろそろとあとずさるとそっとボタンを押した。鈍にぶい振しん動どうとともに昇しよう降こう機が降りてくるのを待ち受ける。

　教皇暗殺が失敗した以上、一時、姿をくらますのはやむを得ないだろう。ほとぼりが冷めるまでどこかに潜せん伏ぷくする。その間に、教皇庁内の友人たちに恩おん赦しやの運動をしてもらおう。ローマにとっても、大司教の叛はん逆ぎやくなど、表おもて沙ざ汰たにはしたくないスキャンダルのはずだ……

「──ダヌンツィオ大司教！」

　怒いかりと憎にくしみに滾たぎる声が、エレベーターを待つ大司教の耳じ朶だを抉えぐった。咄とつ嗟さに視線を転じたダヌンツィオの鼻先に突つきつけられたのは散さん弾だん銃じゆうの銃口だ。

　普ふ段だんのダンディぶりもどこへやら、醜みにくくひきつった顔で喘あえいでいる大司教を睨にらみ据すえて赤毛の尼に僧そうは吐き捨てた。

「どこに逃にげるつもりだったの!?　これだけのことをしておいて……償つぐないもせず、逃げられるとでも思ったの!?」

「……ご、誤解だよ、シスター・エステル。君は何か私を誤解している」

　赤毛の尼僧から、その背後の二人──銀髪の神父と彼に抱かかえられて荒あらい息をついている褐かつ色しよくの長生種に視線を移し、ダヌンツィオは慌あわてて首を振ふった。

「わ、私はもともと、君をどうこうするつもりなんてなかった。た、ただ、この騒さわぎを利用して、専横を続ける先代教皇の遺児たちを懲こらしめたいと思っただけで、君に危害を加えるつもりなんてなかったんだ……ほ、本当だ！」

「──では、私たちを殺そうとしたことは認めるのですね、大司教？」

　凍とう結けつした鋼鉄を思わせる声は、怒りに燃えるエステルのものではなかった。視線を転じた大司教を冷え冷えと見据えていたのは、血に汚よごれた法衣を纏まとう麗れい人じんだ。ようやく目を醒さましたらしい弟の肩かたを支えながら、カテリーナは片眼鏡モノクルの奥で冷たく瞳ひとみを輝かがやかせた。

「本当に残念です、ダヌンツィオ大司教……あなたには失望しました」

　処しよ刑けい宣告のように告げた枢すう機き卿きようの背後ではわずかに残った兵士たちが二人の男たちに追いつめられていた。ダヌンツィオは大きく唇くちびるを震ふるわせると、枢機卿と教皇から目を逸そらした。今度こそ敗北を悟さとったかのようにがっくりと項うな垂だれる──

　重々しい金属音とともに、穏おだやかな声が廊ろう下かに響ひびき渡わたったのはそのときだった。

〈──はい、皆みなさん、お祭り騒ぎはそれぐらいにしていただきましょうか〉

　このときになってようやく降りてきた貨物用エレベーターのシャッターが上がり始めている。その中から響いたのは、拡声器を介かいした男の声だ。そして、その残ざん響きようが消え去らぬうちに、シャッターの内側から、天てん井じように頭を擦こすらんばかりにして巨大な人ひと影かげが地じ響ひびきをあげながら現れている。

　乾かわいた血の色を思わせる褐色の巨人──動甲冑は、単眼で廊下を睥へい睨げいすると穏やかにこう告げた。

〈全員、そのまま武器を捨ててください──こちらは教理聖省異い端たん審しん問もん局です〉

「……ブ、ブラザー・マタイ!?」

　昇降機の中から現れた巨大な影に、裏返ったような声で叫さけんだのはそれまで兵士たちを追い回していたペテロである。褐色の動甲冑とそれを取り囲む黒い野戦服の兵士たちに目を剝むく。

「なんで、〝ウリエル〟と特警がこんなところに!?　汝うぬらは、街に出向いていたのではないのか!?」

「──お、おお！　ちょうどよかった！　力を貸してくれたまえ、ブラザー・マタイ！」

　ペテロの驚きよう嘆たんを遮ったのは、情けない男の声だった。それまでエステルに銃口を突きつけられ、卒そつ倒とうせんばかりだったダヌンツィオが脱だつ兎との如ごとく駆かけ出したのだ。褐色の動甲冑にすがりつくや、涙なみだ声ごえで訴うつたえる。

「吸ヴア血ンパ鬼イアが聖下の命を狙ねらって侵しん入にゆうしてきたのだ！　いや、吸血鬼ばかりではない。聖女も、そしてスフォルツァ枢機卿もグルで──」

「騙だまされてはなりません、ブラザー・マタイ！」

　単眼を光らせている〝ウリエル〟と油断なく銃口を掲かかげた特務警官たちを睥睨して叱しつ咤たを飛ばしたのはカテリーナだ。鋭するどい気き迫はくで大司教の演技を糾きゆう弾だんする。

「聖下のお命を狙い奉たてまつったのはその男です……すぐに逮たい捕ほなさい！」

「違ちがう！　一連の事件の黒幕はスフォルツァ枢機卿だったのだ、マタイ殿どの！」

　ここで言い負かされればすべては終わりだ。だが、この異端審問官を言いくるめられれば、まだ逆転の目がある──判断に迷うかのように沈ちん黙もくした巨人に訴えるダヌンツィオの声は真に迫せまっていた。

「見たまえ、あれを！　エステル・ブランシェと吸血鬼……あれがなによりの証しよう拠こだ！　スフォルツァは部下を使って吸血鬼を導き、教皇聖下のお命を狙い奉ったのだ！」

〈──なるほど、それが猊げい下かの〝脚本シナリオ〟というわけですね〉

〝ウリエル〟の外部スピーカーから漏もれた声には、かすかに感かん銘めいを受けたような響きがこめられていた。だがその直後、腕うでに装着された火か炎えん放射器が大司教に向けられたときには、感かん嘆たんは失笑へと鮮あざやかに変化している。

〈申し訳ありませんが、猊下、あなたを逮捕します。容疑は教皇ならびに枢機卿の暗殺──叛逆罪です。三十分前、逮捕しましたドボー市警軍中ちゆう尉いが何もかも喋しやべってくださいましたよ〉

「！」

　大司教の顔が蒼そう白はくになったのは、マタイの宣告を耳にしたからではない。特務警官たちに囲まれて立つ一人の男を見いだしたからだ。ブルーグレーの軍服は血で朱しゆに染まっていたし、その顔は原型を留とどめぬほどに腫はれ上がっていたが、それは間違いなくホテル・ツィラーグからこちらに向かっていたはずの部下だ。力なくよろめいた大司教にさらに追い打ちをかけるように、宣告は続いた。

〈ああ、それとこの二日間、傍ぼう受じゆさせていただいたあなたの通信と、押収した市警軍への全命令文書はすべてメディチ枢機卿に送らせていただきました。もうすぐ、異端審問局より、正式の召しよう還かん命令が届くと思いますので……悪あしからず〉

「マ、マタイ、貴様、謀はかったな！」

　ヒステリックな声は喉のどが破れたかのようだった。悪あつ鬼きのような形相で髪かみをかきむしると、ダヌンツィオが喚わめいたのだ。

「フランチェスコのさしがねか!?　最初から、私を疑っておきながら、わざと泳がせておいたのだな!?」

〈まあ、あまりにもタイミングが良すぎましたからね、今回の一件は〉

　狂きよう乱らんする大司教とは対照的に異端審問官の声は抑よく制せいが利きいていたが、底知れぬ悪意がこめられていた。礼れい儀ぎの皮ひ膜まくの下に侮ぶ蔑べつと冷笑を含ふくんで響く。

〈要するに猊下、あなたの脚本は、作品としても陳ちん腐ぷにすぎたんですよ……さ、皆さん、彼を上にご案内してください〉

　最後の言葉は大司教ではなく、特務警官たちに向けられたものだった。命令に反応した黒い軍服の群れがヒステリックに喚く大司教を取り押さえ、容よう赦しやなく手て錠じようをかける。ローマの枢すう機き卿きよう会議がいかなる判決を下すかは知る由よしもないが、教皇の暗殺は大罪中の大罪だ。おそらくは、死よりも過か酷こくな未来が彼の前には口を開いていることだろう。




「……シェラ、ここから逃にげよう」

　手錠をかけられ、ひきずるように連行されてゆくダヌンツィオを眺ながめながら、苦い口調で囁ささやいた者がいる。

　エステルは神父に支えられたままの長生種に囁いた。遠くでは、特務警官たちが市警軍兵士たちを武装解除している。すでにトレスとペテロによって壊かい滅めつ的な打だ撃げきを被こうむっていた市警軍に新たな敵と一戦交える覚かく悟ごなどなかった。次々に武器を捨てて投降している。

　大司教は捕とらえられ、教皇と枢機卿の命は救われた。一見、すべてが無事に落着しているように見えるが、実はそうではない──このままだと、確実にシェラザードも捕らえられる。そして、教会に捕らえられた〝吸血鬼〟がどうなるかは火を見るより明らかだ。

「あたしも一いつ緒しよに行くわ……だから、早く逃げよう。じゃないと、あなた、殺される！」

　もの言いたげにこちらを見た神父を視線で制しながら、エステルは早口に告げた。

「そうですね……」

　だが、焦あせる尼に僧そうとは対照的に、長生種は落ち着いていた。大量の失血のせいで顔色こそ悪かったが、穏おだやかな表情は普ふ段だんの彼女そのものだ。連行されるダヌンツィオや安あん堵どの息をついている枢機卿と教皇の姉弟をぼんやりと見やっている。

　激しい失血のせいで、判断力を失っているのだろうか──エステルはそんな少女の手をとると、肩かたを貸して床ゆかに立たせた。

「のんびりしてる場合じゃないわ！　ほら、肩貸すから、いまのうちに……ちょ、ちょっと、シェラ、どこに行くの！」

　エステルの制止は完全に遅おそかった。肩を摑つかもうとしたときには、褐かつ色しよくの長生種はかすかにふらつく足取りで、しかし、大おお股またに歩き始めている。異い端たん審しん問もん官かんも特務警察も目に入っていないような彼女が歩み寄ったのは、枢機卿の隣となりでへたりこんでいた白衣の少年だ。

「こんばんは……あなたが教皇聖下ですね？」

　兇きよう悪あくな吸ヴア血ンパ鬼イアの顔は、一昨夜の歌劇場襲しゆう撃げき以来、関係者に広く知れ渡わたっていた。だが、あまりにも大だい胆たんに接近してきた少女の物もの腰ごしに、特務警官も枢機卿も、誰何すいかすることすら失念していたらしい。啞あ然ぜんとする彼らの間を通り抜ぬけると、シェラザードは惚ほうけたように首を傾かしげた教皇の肩を抱だき寄せた。それまで、異端審問官たち相手に状じよう況きようを説明していたカテリーナが、これに気づいて振ふり返ったときには、少年を盾たてに取るようにその後ろに回っている。

「エステル、あなたの言うとおり、このままだと、私は確実に死ぬでしょう……」

　銀手袋をアレッサンドロの眉み間けんに押し当てると、シェラザードは慌あわてて追いかけてきたエステルを振り返った。

「だから、その前に私は彼を殺すわ」




　　　　Ⅴ




「え……？」

　おそらく、自分がとてつもなく間の抜けた顔になっていることを自覚しつつも、エステルは表情を変えることができなかった。愛あい想そ笑いとも泣き笑いともつかぬ奇き妙みような形に口元を歪ゆがめながら、うわずった声を押し出す。

「な、何、言ってるの、シェラ？　こんなときに冗じよう談だんはやめてよ……」

「もちろん。これは冗談なんかじゃないわ、エステル」

　長生種の声は静かだったが、その瞳ひとみはさらに穏やかだった。ひんやりと冷たい手袋をいまだ自分の身に何が生じたかわかっていない少年教皇の額に押し当てたまま、一言一言、区切るように告げる。

「……私は、これから教皇を殺すの」

「ちょ、ちょっと待ってください、シェラザードさん」

　慌てたような声が割って入った。それまで、エステル同様、シェラザードの振る舞まいに度ど肝ぎもを抜かれていたアベルが、あたふたと口を挟はさんだのだ。

「落ち着いてください。とりあえず、その手を聖下から離はなし──」

「邪じや魔まをするな、短生種テラン！」

　視線も向けず、シェラザードの右手が一いつ閃せんしたときには、アベルの体は勢いよく吹ふき飛ばされている。いや、吹き飛んだのはアベルだけではない。圧電素子型衝しよう撃げき波は発生デバイス──〝銀アーのツケ腕ラーヴ〟が生み出した空気の拳こぶしに、教皇の周囲にいたほとんどの人間が弾はじき飛ばされた。

「ミ、ミラノ公！　神父さま！」

「──動かないで、エステル！　そちらの短生種テランたちも！」

　反射的にカテリーナやアベルのもとに駆かけ寄ろうとしたエステルと、騒さわぎに気づいて振り返った特務警官たちに鋭するどい警告が飛んだ。右手は教皇に押しつけたまま、シェラが兇悪な形に唇くちびるを吊つり上げたのだ。

「エステル、あなたはこちらに来るのです。他ほかの人は動かないで……ちょっとでも動いたら、あなたたちの教皇と聖女さまは死にます」

「……各員、その場に止とどまりなさい」

　警告を受けたブラザー・マタイが特務警官たちに命じた。その近くでは小こ柄がらな神父が戦せん闘とう拳けん銃じゆうを掲かかげたが、これは慌てて飛びかかった巨きよ漢かんに取り押さえられる。

「やめんか、神父トレス！　聖下にあたる！」

　揉もみ合う異端審問官と派は遣けん執しつ行こう官かんを目の端はしに眺ながめながら、エステルは震ふるえる声を押し出した。頼たよりない足取りで長生種の方に歩み寄りながら、懸けん命めいに訴うつたえる。

「シェ、シェラ、どうしちゃったのよ、いったい！　自分がやってること、わかってるの!?」

「わかってるわ、エステル……十分にね」

　目の前まで来た尼に僧そうに向かって、血に汚よごれた顔の長生種は凄せい惨さんな微び笑しようを作って見せた。

「私はもう助からない……自分の体のことは自分が一番わかってるわ。だから、最後にせめて、あなたたち愚おろかな短生種テランに復ふく讐しゆうすることに決めたの」

「そんな……復讐だなんて……」

　では、これまで自分が見てきた彼女の優やさしさはすべて偽いつわりだったのか？

〝できれば、私も短生種テランに生まれたかった〟

〝ねえ、エステル。私はあなたたちのことが大好きです。そのことだけは覚えておいてください〟

　……そのすべては噓うそだったというのか？

「これまでのことは、全部、噓だったの!?」

「…………」

　血を吐はくような糾きゆう弾だんに対し、吸血鬼はかすかに笑ってみせたようだった。刻一刻と血の気を失ってゆく唇から、か細い声を紡つむぐ。

「私は吸ヴア血ンパ鬼イアであなたは人間……私はあなたを利用しただけ。ただそれだけなのよ」

「違ちがう！　違う、絶対に……絶対にこれは違う！　あなたは、こんなことする人じゃない！」

　エステルは絶ぜつ叫きようした。

　そう、これは違う。何かが変だ。何かが間違っている……シェラが、彼女がこんなことをするわけがない！　でも、なぜ!?

　──混乱する尼僧に届いた声は、天使のそれのように澄すみきったものだった。

「撃うちなさい、エステル」

　その声は、命令と言うにはあまりにか細く、嘆たん願がんと言うには力強すぎた。だが、どんな怒ど声せいよりも確かにエステルの耳に届き、彼女の視線をそちらに向けさせている。

「撃つのです、エステル……」

　愕がく然ぜんと瞠みはった尼僧の瞳に映ったのは、恐おそろしくなるほど透すきとおった微笑だった。かすかに瞼まぶたを動かしている教皇を盾たてにとったままのシェラザードが弱々しく、エステルに向けて微笑ほほえみかけていたのだ。

「これまで、ありがとう……でも、もういいわ。早く撃って」

「な、何言ってるのよ、シェラ！」

　相手の意図が摑つかめぬまま、エステルは、たどたどしくかき口説く。

「やけにならないで！　まだ助かる！　助けてあげる！　だから──」

「あなたが私を撃たないというなら、私はこの少年を殺すわ……それでもいいの？」

「!?」

　尼僧が混乱している間にも、シェラザードは少年に押し当てた手に力をこめ始めていた。一方の手は尼僧に伸のばしながら、人が変わったように厳しい表情で宣言する。

「私がこの子を殺せば、短生種テランは私たちメトセラに対して復讐しようとするでしょう。そうすれば、たくさんの人が死にます。長生種メトセラも短生種テランも関係なく大勢の人々が……あなたは、それでもいいのですか？」

「シェラ……」

　虚むなしく声を震わせ、エステルは立ちすくんだ。

　確かにシェラザードが教皇を手にかけるようなことになれば、復讐を誓ちかう人類は十字軍の開始をためらうまい。多くの血が流れることになる。エステルの大切な多くの命が、業ごう火かに灼やかれて消え去ってゆくのは火を見るより明らかだ。だが──

「それに、どうせ助からないのだったら……エステル、あなたが撃って。そうすれば、あなたは〝聖女〟に──〝吸血鬼〟を殺した〝聖女〟になれる」

　尼僧の手にそっと掌てのひらを添そえると、きかん気な妹を宥なだめるように柔やわらかく、しかし断固としてシェラザードは言った。

「…………！」

　微笑するシェラザードの美び貌ぼうはもはや雪のように白かったが、声を詰つまらせたエステルの顔はさらに白ちゃけていた。しばし肺機能が停止したかのように呼吸を止めたあと、ようやく意味のある言葉を吐き出す。

「ば、馬鹿なこと言わないで！」

　手に握にぎったままだった散さん弾だん銃じゆうを危うく取り落としかけて、尼僧は呻うめいた。

　彼女シエラは、わざと自分の手にかかろうとしているのだ。自分の命を──自分を〝聖女〟として救うために、兇きよう悪あくな〝吸血鬼〟として殺されることを望んでいるのだ！

「あなたを殺して〝聖女〟なんてものになるぐらいなら……異い端たん審しん問もん局に火ひ炙あぶりにされた方がまだマシよ！　あなたをこの手にかけるぐらいなら、魔ま女じよとして死ぬ方がまだいい！」

「……エステル！」

　叱しつ咤たというには、その声はか細過ぎたかもしれない。だが、シェラザードの声は鞭むちのように尼僧の鼓こ膜まくを叩たたく。

　しかし、底知れぬ敗北感に打ちのめされたように、エステルは引き金から指をはずした。苦しげに歪ゆがめた顔で俯うつむきながら、声を震わせる。

「やっぱり、ダメだ、あたしは……あたしには撃てない」

「エステル……」

　要求を拒こばまれたにも拘かかわらず、そのとき、シェラザードはふと微び笑しようしたようだった。

　その〝人類の敵〟の笑え顔がおを、エステルは一生忘れなかった。

　もし、この呪のろわれた世界に聖女などという者がいるとしたら、それはこのときの彼女こそがそうだったに違ちがいない──エステルにそんなことを思わせたほどに透とう明めいな微笑。

「……ありがとう、我トヴがアラ友シユよ」

　そしてそれは、エステルの手元でくぐもった銃じゆう声せいが響ひびいたときもまた、変わらなかった。

「シェラ!?」

　自分の手元で硝しよう煙えんをあげている散弾銃と、いつの間にかそれに伸びた〝銀の腕〟を見た尼に僧そうの喉のどを絶叫がほとばしった。銃口から放たれた銀の一粒弾スラツグは密着していた長生種の左胸を確かに抉えぐっていた。エステルの手に重なるようにトリガーを引いた〝銀の腕〟から力が抜ぬけたときには、ほっそりとした褐かつ色しよくの体は糸が切れたようにその場にくずおれている。

「シェラ！　ダメだ、シェラ！」

　まるで自分自身が撃たれたかのように、エステルは膝ひざを折った。意味もなく友の手を取りながら、泣き声とも怒声ともつかぬ声を絞しぼり出す。

「助けてあげるから……助けてあげるから！」

「ありがとう……でも、もう無理ね……」

　苦痛はすでにないようだった。むしろ、ゆっくりと瞼まぶたを落としつつある長生種の顔は心ここ地ちよい疲ひ労ろう感かんに包まれているかのようだ。そこにあるのは死への怯おびえでもなくば、生への執しゆう着ちやくでもない。まるで何かを成し遂とげたかのように満足しきった表情……

「ごめんなさい、エステル……最後に、厄やつ介かいな仕事……押しつけてしまって……」

　かすかに、シェラザードは微笑んだようだった。もう、その言葉はほとんど聞き取れない。

「だけど、これであなたは〝聖女〟になれる……吸ヴア血ンパ鬼イアを倒たおした〝聖女〟に……」

「やめて！」

　どんな呪のろいの言葉もこれほど忌いまわしくはなかったろう。耳を塞ふさぐこともできぬまま、エステルは首を振ふった。

「嫌いやだ！　あたしは聖女なんかじゃない！　そんなものになりたくない！」

「いいえ、あなたは聖女になるわ……ならなくちゃいけないの……わかる……でしょ……」

　肩かたに加わった重荷に顔を歪めた友を宥めるかのように、長生種は笑った。尼僧とその側そばで立ちすくむ少年を見上げ、独りごちるかのように囁ささやく。

「もしも、私たちが……一いつ緒しよに生きることができるとすれば……それは……」

　すでにその瞳ひとみには膜まくが降りつつある。にも拘らず、シェラザードの目は遠い未来までも見通しているかのようだった。いま、傍かたわらに跪ひざまずいた友ではなく、そこに映った聖女に向けて語りかけるように呟つぶやく。

「そう、あなたは聖女になる……きっと……」

「シェラ？」

　沈ちん黙もくした友の体をエステルは揺ゆすった。しかし、うっすらと開いた目からはすでに光は消え失うせ、その唇くちびるは永遠に紡つむぐ言葉を失っている。それでもなお、エステルは友の魂たましいを呼び戻もどそうとするかのように彼女の名を口にしようとしたが──

「……ご無事ですか、シスター・エステル？」

　穏おだやかだが、どこか氷の気配を孕はらんだ声がエステルの唇を凍こおりつかせた。

　ぎくしゃくと振り返れば、細い目をした男が背後に立っている。特務警官たちを従えた異端審問官ブラザー・マタイはいかにも気き遣づかわしげな表情を浮うかべて、顔をあげた尼僧に尋たずねた。

「見事な一発でしたね……その化け物に怪け我がなどさせられませんでしたか？」

　その単語を耳にしたエステルの中で何かが切れた。〝化け物〟とは誰だれのことだ？　激情に顔を歪めながら立ち上がろうとする。

　だが、そのときふとエステルの目は事切れている少女の顔に止まった。

〝あなたは聖女にならなくちゃいけないの〟──そう言い遺のこして逝いった友の顔に。

「…………」

「……どうされました、聖女さま？」

　不自然に黙だまり込んだエステルに再度、異い端たん審しん問もん官かんの探さぐるような声がかけられた。振り返れば、ブラザー・マタイの細い目の中から、氷針にも似た光がこちらに向けられている。死にゆく友の最さい期ごの言葉は彼の耳には聞こえなかったらしい。

「どこかお具合でも悪いのですか？　担たん架かを呼びましょうか？」

「いいえ、けっこうです……それよりも、聖下と……彼女の死体をお願いします」

　いかにも疲つかれ果てたように俯うつむいて、エステルはそれまで握にぎっていた亡なき骸がらの手を放した。けっして他人に見られぬほど深く俯いた顔の中で、血が出るまで唇を嚙かんでこう告げる。

「この……吸血鬼は、あたしが……討うち取りました」







　　　　終章：聖女への道






お前たちの偶像の残骸に、

お前たちの亡骸を投げ棄てよう。

（レビ記二十六章三十節）








　今日もまた、陽ひが落ちる。

　夕陽を映した川かわ面もが黄金色に輝かがやく中、影かげ絵えの中に沈しずみ始めた街には早くも街灯が灯ともり始めていた。

　慰い霊れい式典そのものは、すでに昨日、熱ねつ狂きようと祈りのうちに終わったというのに、いまだ興奮の余熱が街全体を覆おおっているかのようだ。街路を気ぜわしく横断してゆく市民たちの表情は、どこかそぞろだった。

「……昨夜、ダヌンツィオ大司教が死亡したそうです」

　窓辺に立った麗れい人じんは、気のない表情で口を開いた。

　黄昏たそがれのイシュトヴァーン──茜あかね色に染まった夕べを眺ながめやりながら、背後に控ひかえる二人の神父に明めい晰せきな口調で告げる。

「ローマへの護送中に、隠かくし持っていた毒を呷あおったとか。同行していたブラザー・マタイが発見したときには、すでに事切れていたとの報告を受けました……むしろ幸い、というべきでしょうね。彼の処置について、ローマは頭を悩なやませていたところでしたから」

「──仮にも大司教が教皇暗殺を企き図としたことが報道機関に発覚すれば、大きなスキャンダルになる」

　小さな咳せきをこぼしたカテリーナに向けて無表情にハンカチを差し出したのは、小こ柄がらな神父だった。抑よく揚ように乏とぼしき声で、大司教の死因について分ぶん析せきしてみせる。

「極めて高い確率で、異端審問官が護送中に大司教を処分したものと推定される」

「私も神父トレスの言うとおりだと思います。大司教の死は、兄──メディチ枢すう機き卿きようの意向によるものでしょう」

　トレスの推測に対し、カテリーナは軽く頷うなずいて賛意を表明した。さきほどから不自然な沈ちん黙もくを守っているいま一人の神父にちらと視線を走らせると、ことさら表情を消して、机上の新聞を手に取る。

「大司教は吸血鬼による聖下襲しゆう撃げきの際に命を落としたものと、公式には発表されるでしょう。身を挺ていして教皇聖下と聖女を庇かばい、殉じゆん教きようしたと……その旨むね、ローマの枢機卿会議も了りよう承しよう済みです」

　静かにため息をついた麗人は、片眼鏡モノクルの奥からどこか生気に欠ける視線を新聞に落とした。

〝聖女は生きていた！〟──一面トップを飾かざっていたのは、踊おどるような書体で書かれた扇せん情じよう的な見出しだった。さらにその下には、どこか堅かた苦くるしい微び笑しようを浮うかべた赤毛の尼僧の写真とともに〝イシュトヴァーンの聖女〟の活かつ躍やくを報じる記事が紙面を埋うめ尽つくしている。

　二日前の慰霊式典前夜、大聖堂が邪じや悪あくな吸血鬼に襲撃されたという報しらせはイシュトヴァーン全市を震しん撼かんさせた。だが、どす黒い凶きよう報ほうは明け方には明るい吉報へと変じている──大聖堂を襲おそった吸血鬼が見事に返り討ちにあったというのだ。しかも魔ま物ものを討ったのが、一ひと度たびは死んだと報じられていたはずの聖女その人だったというニュースが報じられた直後、吉報は熱狂的な歓かん喜きへと変わった。

　最初に報じられた聖女の死は、実は吸血鬼の目をくらますために教会が巡めぐらせた英略であり、その間に聖女は吸血鬼を討ち果たすべく準備を進めていたのだという。教皇と枢機卿を護まもり、見事、兇悪な吸血鬼を討ち果たした聖女の武ぶ勲くんは市民を興奮させたのみならず、慰霊式典を取材するために集まっていた報道陣によって、人類圏けんの隅すみ々ずみまで報じられている。あれからすでに二日が経過したというのに、その熱狂ぶりは沈静するどころか、むしろ過熱の一いつ途とを辿たどるばかりだ。彼女が教皇庁の顔となるのも、そう遠い将来の話ではないだろう。

「……今後、シスター・エステルの警護は手て篤あつくせよとローマから通達を受けました。なにしろ、彼女はいまや国際的な有名人ですもの。教皇聖下に準ずる警護を行う必要があるわ」

　新聞に視線を落としたまま、カテリーナは独りごちるように呟つぶやいた。最高級の白はく磁じにも似た麗れい貌ぼうから表情を消すと、いまだ沈黙を保っていたもう一人の神父に対し、その声だけを向ける。

「いずれはきちんと専属の護衛チームを作ることになるでしょう。だけど、当面、聖女の警護はあなたに任せます、神父アベル……」

　丁てい寧ねいに新聞を畳たたむと、枢機卿はそれを机の上に置いた。銀ぎん髪ぱつの神父から微び妙みように視線を逸そらしたまま、小さな咳とともに付け加える。

「今後、彼女には教皇庁の顔としていろいろと動いてもらわねばなりません。忙いそがしくなるとは思うけど、彼女がトラブルに巻き込まれないように面めん倒どうを見てあげてください……とりあえずは、広報聖省と連携して、マスコミの取材攻こう勢せいから守ってあげて」

「──一つだけうかがってもいいですか、カテリーナさん？」

　ことさら事務的に話を続けていた麗人を遮さえぎった声は、ごく静かだった。いや、静かすぎたかもしれない。眼鏡めがねを押し上げた銀髪の神父が、彼にしてはどこか感情に乏しい口調で上司に質問を投じたのだ。

「あのとき、私はエステルさんの居場所がわかったら、すぐに教えてくださるようお願いしたはずですよね？　だけど、エステルさんを確保するようカテリーナさんがトレス君たちに命令したとき、私にその話はなかった……どうしてです？　忘れてらっしゃったんですか？」

「……………………」

　いささか長すぎる沈黙で、枢機卿は神父に応こたえた。氷の彫ちよう像ぞうめいた美貌そのものは小こ揺ゆるぎもしない。だが、沈黙の間にも壁の時計が刻む秒針の音は、まるで彼女の鼓こ動どうそのもののように室内の静せい寂じやくをかき乱している。

　あのとき、自分が下した命令は正しかった──その点、カテリーナに迷いはなかった。

　たまたま今回は大過なく事態の終息を見たものの、あの時点におけるエステル・ブランシェの存在は自分にとって、いや教皇庁そのものにとって、致ち命めい的な爆ばく弾だんとなりかねないものだったはずだ。何しろ、〝聖女〟が吸血鬼を助けて行動を共にしていたのだ。仮にマスコミに嗅かぎつけられていれば、教皇庁の権けん威いは壊かい滅めつ的な打だ撃げきを被こうむっていたはずである。だから、あえてあのような強硬策を採ってでもそれを阻そ止ししようとした自分の判断は間ま違ちがいなく正しかった──にも拘かかわらず、なぜかカテリーナは部下にそう説明することができなかった。

「……答えてくださらないのはどうしてですか、カテリーナさん？」

　自分でも理解できない葛かつ藤とうにカテリーナが逡しゆん巡じゆんしている間にも、神父は再び口を開いた。けっして目を合わせようとはしない、それでいて、顔をそむけるというほどでもない微妙な角度で視線を固定した上司を覗のぞきこむようにして問いを重ねる。

「カテリーナさん。まさかとは思うんですけど、あのとき、ひょっとしてあなたは──」

「──エステル・ブランシェの居場所について情報が入ったのは、俺がホテルで卿けいと接せつ触しよくする直前だった」

　沈黙を守る麗人に代わってアベルの問いかけに答えたのは、平板な声だった。端たん整せいな顔は主人に向けたまま、視線だけを同どう僚りようの方に動かしたトレスが淡々と口を挟はさんだのだ。

「当然、卿けいにも連れん絡らくを入れるべきであったが、あの時点ではその時間的余よ裕ゆうがなかった。ミラノ公にすら、ブランシェ発見の報告は上げていない……あの場における行動は、完全に俺の独断だ。それにより、なんらかの不利益を卿が被ったのであれば謝罪する、ナイトロード神父」

「……本当ですか、カテリーナさん？」

　珍めずらしく自分に向けて頭を下げた僚友の方を、アベルは見ていなかった。硬こう質しつの沈ちん黙もくを守る麗人にじっと視線を注いだまま、どこかすがるような口調で質問を重ねる。

「トレス君の言ったとおりなんですね？　あの時はただ連絡がうまくいかなかっただけで、別にエステルさんを見捨てようとしたんじゃないんですよね？」

「…………ええ、神父トレスの言うとおりよ」

　どこか哀あい願がんするような目でこちらを見つめている神父に向けて、カテリーナは穏おだやかな答えを与あたえた。視線だけは微妙に逸らしてしまったものの、その甘やかな口調はいつもとなんら変わらない。俯うつむき加減のまま、静かに口を開く。

「あの時点では、私は神父トレスたちからの報告を受けていませんでした……知っていれば、当然、あなたに彼女を迎むかえに行ってもらっていたわ、アベル」

「そうですか……」

　ほっと頷うなずいたアベルの表情は、こちらも普ふ段だんと変わらぬものだ。だが、その瞳ひとみの奥にどこか硬い氷塊のようなものを覗いたと思ったのは観察者の目の迷いだったろうか──あるいは、そこに映っていたのは彼女自身の後ろめたさだったか。

　しかし、自問する枢すう機き卿きようがその答えを見いだすより早く、アベルの方はいつもの彼に立ち戻もどっていた。

「よし、じゃあ、私はエステルさんのところに行ってますね」

　のほほんと頷いたときには、身を翻ひるがえした長身は足早に戸口に向かっている──少なくともその声には上司を糾きゆう弾だんするような気配は微み塵じんも感じられない。

「マスコミ連中が妙な騒そう動どうを起こす前に、ついていてあげないといけませんからね。ええっと、確かいまの時間なら、彼女は──」

「……あ、あの、アベル？」

　気づいたときには、普段どおりにのどかな神父の背中に、カテリーナは声を投じていた。その直後、自分がかけるべき言葉を用意していなかったことに気づいて、かすかに狼ろう狽ばいする。

「ん、なんです？」

　一方、背中に声をかけられたアベルはのんびりと振ふり返った。冬の湖を思わせる瞳にさきほどの氷塊はない。ただ、この十数年変わらぬ暖かい視線で上司でもあり、友人でもある麗人を訝いぶかしげに見つめる。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ、なんでもないわ……」

　なぜか、カテリーナは男の目を見返すことができなかった。新聞を読むふりをして視線を逸そらしながら、言葉を濁にごす。

「そう、なんでもないの……その、ごめんなさい。気をつけて行きなさい」

「……ありがとう、カテリーナさん」

　不自然に黙だまってしまった上司を不思議そうにアベルは見やったが、その顔にはすぐにいつもどおりの優やさしげな微笑ほほえみが蘇よみがえった。軽く会え釈しやくすると、長身を縮めるようにして扉とびらの外に出てゆく。

「…………」

　部下の姿が消えていった扉をしばし眺ながめやったまま、カテリーナは動かなかった。

　あれは、いつもの優しい彼だった。そして、彼はいつでも誰だれにでも優しいのだ。己おのれを手ひどく裏切り、傷つけたはずの者にさえ、彼が優しく笑いかけているところをカテリーナは初めて出会ったときから、何度も見てきた。自分の痛みは人に見せないくせに、他人の痛みには神経質なほど敏びん感かんな男だ。そして、彼のそういうところを自分は……

「──それで、シスター・モニカの件についてはどうする？」

「え？」

　いきなり平板な声に現実に引き戻され、カテリーナははっと顔をあげた。どうやら、とりとめもない物思いに耽ふけっていたらしい。回答の入力がないことを不ふ審しんに思ったのか、室内に残っていたトレスが無表情に主人の顔を覗のぞきこんでいる。

「俺の質問が聞こえなかったのか、ミラノ公？　体調が悪いのであれば、医師の診しん断だんを受けることを推すい奨しようする」

「あ？　いえ、なんでもないわ、ごめんなさい……ええっと、それでシスター・モニカの件だったわね？　病院からの報告によれば、彼女の容態は単純な骨折だけだそうで──」

　慌あわてて思考を切り替かえ、部下の質問に答えようとしていたカテリーナだったが、ふとその声が途と切ぎれた。別に回答に窮きゆうしたわけではない。突とつ然ぜん、胸元をせり上がってきた熱いものが、彼女の気道を塞ふさいだのだ。不気味な鉄てつ臭しゆうが鼻び孔こうの奥に充じゆう満まんするや、かつてないほどの勢いで麗れい人じんは咳せきこんでいる──

「──ミラノ公!?」

　感情のないはずの機械化歩兵の声に、確かに狼ろう狽ばいの響ひびきが混じった。

　それを不審に感じるより早く、カテリーナの視界は急速に明度を落としていた。反射的に口元にあてた掌てのひらに生暖かい液体の感かん触しよくを感じたときには、机上に身を折って突つっ伏ぷしている。

「ミラノ公!!……誰か、医者を呼べ！　すぐにだ！」

　誰かの叫さけび声を、どこか遠い世界からのようにカテリーナは聞いた。胸は燃えるように熱いのに、なぜか手足が異様に冷たい。まるで、そこから命がどこかに流れ出していっているようだ。まだ夜と言うには早すぎる時間にも拘かかわらず、目の前はすでに闇やみに閉ざされている。

　その闇の中で誰かが呟つぶやいた。

「アベル、あなたにとって私は……」

　すぐ側で聞こえたその声を最後に、カテリーナの意識はふっつりと途絶えた。




「聖女エステル、か……」

　真新しい墓の前で、ぽつりと赤毛の尼に僧そうは呟いた。

　イシュトヴァーン大聖堂に大司教座が遷うつった現在、市営墓地もそちらに移されてしまっている。この旧マーチャーシュ教会跡あとに隣りん接せつする小さな墓地に葬ほうむられる者はめっきり少なくなり、訪れる者もほとんどない。

　その二つの墓標は、そんな人ひと気けのない霊れい園えんの隅すみに、まるで人目を避さけるようにひっそりと打ち立てられていた。一つは真新しく、もう一つはやや古い。だが、透すけるように白い砂岩の墓石に墓ぼ碑ひ銘めいが、いや葬られている者の名すら彫ほられていないという点は両者共通している。その前に冬薔ば薇らの花束が捧ささげられていることも。

「……この前、ここに立ったとき、あたしはいろんなことを知りたいと思ったわ。どうして、あたしの家族が死ななくちゃいけなかったのか。どうして、あたしは生きるために戦わなくちゃいけなかったのか。どうして、この手を血で汚けがさないといけなかったのか……どんなことをしても知りたいと思った」

　墓標の前に跪ひざまずいたまま、尼僧は誰だれにともなく、あたかも独りごちるかのように呟いた。

　遠く、夕暮れ空が茜あかね色に輝かがやいている。あの光を愛していた少女はもうこの世にいない。それでも夕ゆう陽ひは残ざん酷こくなまでに美しかった。その輝きを見上げると、尼僧は小こ脇わきにたばさんでいた新聞を真新しい墓前に置く。そこに眠ねむる者に向けて、静かに、だが決然と語りかけた。

「でも正直、まだ、あたしにはこの世界のことがよくわからない。どうして、あたしたちが殺しあわなくちゃいけないのかもわからない。ほんとに、わからないことだらけ……だけど、一つだけ、わかったことがあるの──それは、こんなこと、絶対に間ま違ちがってるってことよ」

　その声がかすかに震ふるえていたのは、陽が落ちて急に大気が冷えてきたせいだったろうか。だが尼僧の瞳ひとみは、あたかもそこに自分の抗あらがいがたい運命が刻まれているとでもいうかのように厳しい光を湛たたえて二つの墓標を映していた。

「だから、シェラ……あたしは〝聖女〟になるわ」

　墓前に供えられた新聞を飾かざる〝聖女〟の写真──どこか作られた笑えみを浮うかべた少女の肖しよう像ぞうを仇きゆう敵てきのように睨にらみ据すえ、尼僧は立ち上がった。目の前に眠る者たちに向けて、静かに囁ささやく。

「そう、あたしは〝聖女〟になる……そして、その間違いを正してみせる。だから、お願い、そこから見ていて」
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「……かくて再び聖女は巡じゆん礼れいの旅に出る、か」

　落日の残照に彩いろどられた墓地は、茜色に染まっていた。

　その隅すみに佇たたずむ少女の姿をスモークガラスの内側から眺ながめやると、リムジンの後部座席に座すわった黒いスーツの男はクーラーのワインボトルを手に取った。〝雄エグリ牛・ヴイのカヴ血エール〟というこのハンガリアン・ワインは、かつてこの街を支配していた吸血鬼がプライベートに醸じよう造ぞうしていたものであり、〝解放〟後は一切生産されていない。コレクターの間では天文学的な値がつけられているそれを、紳しん士しは惜おしげもなくグラスに注いだ。まるで血のような輝きを放つ杯さかずきを、赤毛の少女の誓ちかいを祝福するかの如ごとく掲かかげてみせる。

「乾かん杯ぱい、聖女の旅に幸あらんことを……そして、我らの道がいま一度交わらんことを祈いのって」

　赤い液体が一息に干されたときには、墓ぼ碑ひの前に佇んでいた少女もまた身を翻ひるがえしている。茜色の光に浮かび上がった聖女の歩みに、もはや迷いはない。

　あたかも一枚の宗教画を思わせるその情景を愛めでるように見やると、薄うすい唇くちびるをかすかに割った紳士は運転席に向けて話しかけた。

「運命とはときに劇的な出会いを我々のために用意してくれているものだね。人生は実に驚おどろきと慶よろこびに満ちている……君もそう思うだろう？」

「…………」

　後部座席からの気さくな問いかけに対し、運転席の青年は陰いん気きな沈ちん黙もくを保ったまま、ルームミラーの中の紳士を見返しただけだった。灰色の髪かみの下、その半面は包帯に覆おおわれ、片目は白布の下に埋まい没ぼつしている。

　どこか獣けものじみた精気を放散しているその隻せき眼がんを機き嫌げんよく見返し、紳士は再びグラスにワインを満たした。それを目に見えぬ何者かに捧げるように虚こ空くうに掲げると、リムジンの車窓に向かって上品に笑みかける。

「今回の旅行は予想以上の収しゆう穫かくだった。お陰かげで、次のアルビオン出張が待ち遠しくなってきたよ……ああ、実に楽しみじゃないか、グデーリアン君？」

　満足げな笑声がこぼれたときには、リムジンは音もなく黄昏たそがれの街を走り始めていた。降り来る青い帳とばりの向こうに、その不吉な影かげが消え去ると、それを追うかのように遠く、獣たちの遠とお吠ぼえが木こ霊だましてゆく。

　また、夜が来るのだ。







　あとがき







　お久しぶりです。皆みなさまにはお変わりないでしょうか？　私の方は、胃い潰かい瘍ようだの突とつ発ぱつ性の鼻血だの、いろいろありましたが、ようやくこうしてＲリボ．ーンＯ・オン．・ザＭ・マ．ルスⅣをお届けすることができました。これも毎度毎度、ご迷めい惑わくをおかけしている柴しば本もと氏＆担当[image: ○猛]氏、裏方で頑がん張ばってくれている角川書店や印刷所ならびに書店の方々、そしてこの本をいま手にとってくださっている読者の皆みなさまのお陰かげであります。謹つつしんでお礼申し上げます。




　さて、今回も例によって例の如ごとく、ずいぶんと〆しめ切きりに苦しめられました。アイデアに詰つまり、虚むなしく過ぎてゆく時間。日限は今日いっぱいなのに、いまだ白いワープロ画面……人間、焦あせるとろくなことはありません。こんなときでも、否いな、こんなときだからこそ気晴らしが必要です。

　とはいえ、時間的に余よ裕ゆうがない状じよう況きようでは気晴らしの種類も限られています。たとえば映画鑑かん賞しよう（最近では『ジェヴォーダンの獣』『アメリ』なんかのフランス映画が活いきがよくてお薦すすめです）とか、趣しゆ味みの模型作りや熱帯魚の世話とか。でも、それらお手軽な気晴らしの中でも一番いい気分転てん換かんになるのは、やはり散歩をおいて他ほかにありません。




　実は私は京都在住なのですが、家のすぐ近くを鴨かも川がわが流れています。

　かなりよく整備された鴨川の河か原わらは、ゴミも少なく景観もきれいで、散歩にはもってこいなのです。アスファルトではなく土の上を歩くのは気分がいいものですし、歩くのに飽あきたら、ミニサッカーやテニスの草試合を観戦したり、通りすがりのおじいさんが連れた犬と遊ばせてもらったりもできます。休日などは、ちょっとした演奏会を楽しむことが可能です。というのも、迷惑にならないところでおもいっきり楽器を練習したいという人たちが、朝から河原で練習に勤いそしんでいるからです。演奏される楽器はギターやトランペットといったオーソドックスなものもあれば、笙しようや横笛のような和楽器、変わったところではバグパイプやアフリタムカ太鼓タム、クムランなど民族色豊かなものまで。奏者の国こく籍せきや人種も様々で、下手な音楽会に行くよりもよほど楽しめること請うけ合いです。

　ちょっとおしゃれなベンチに腰こしを下ろし、手回しハーデイオルガンガーデイのどこかもの悲しい演奏をＢＧＭに文庫本を広げれば、ゆっくりと時間が溶とけていきます。そうして気がつけば、川かわ面もを吹ふく風に夕暮れ時の匂においが混じり、家路を急ぐ人々の影かげが長く伸のびているのです。

　ああ、今日もいい一日でした──心に溜たまった澱おりを洗い落とし、いい気分で私は本を閉じます。家路につく足は軽かろやか、頭の中では夕食のメニューを何にするか思い描えがいています。そう、散歩のお陰で、嫌いやなことをさっぱり忘れ、新たな気分で家に帰り着けることを感謝しながら。

　あれ？　でも何か大事なことを忘れているような気が………………………………




　〆切、忘れてました。




　かくて真まっ青さおになった私は家に駆かけ戻もどり、慌あわててワープロを起動し、必死こいてキーボードを乱打することになります。もちろん、適当にでっちあげた言い訳を編集部に電話することも忘れてはいけません。

　そうして優ゆう雅がでも文化的でもない戦いの果てに、担当[image: ○猛]氏の神かみ業わざ的スケジュール管理と柴本画が伯はくの超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうを経て、なんとか本が仕上がるわけであります。いやあ、人間、やればできるものなんですね…………って、自分で書いてて、なんだか情けなくなってきました（泣）。




　では、またお会いできることを祈いのりつつ。





吉田　直　拝　　
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